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    【あらすじ】


    



    　エデン、グレイスランド、ジュデッカ。高さ三千メートル、東西無限につづく「エデンの壁」「ジュデッカの壁」によって三つに分かたれた世界。


    「ヴィヴィ・レインを見つけて」。ある日、空から墜おちてきた不思議な少女シルフィはそんな願いを貧民窟くつの少年に託し、冬の路上で息を引き取った。大切な義妹の願いを叶えるため、十二歳の少年はひとり、旅に出る。それはのちに史上最大の戦争「グレイスランド大戦」を引き起こす「災厄の魔王」ルカ・バルカの旅立ちだった。


    　ガルメンディア王国王女ファニアを窮地から救い、第七次テラノーラ戦役を勝利へ導き、城じよう塞さい都市の暴動を収束させ、神聖リヴァノヴァ帝国へ渡ってからはドル・ドラム戦役で奇跡的な戦勝を重ね……ルカの名前は徐々に民衆にとって「救国の英雄」となっていった。その傍かたわらには常に「戦場の天使」と呼ばれるアステル・エアハートが控え、傑出した戦闘能力を発揮してルカを支えていた。


    　飢えた民衆はルカを旗印として王侯貴族へ反旗を翻ひるがえし、ルカは帝国が派遣した十倍もの敵を打ち破り、ガルメンディア王国首都ラランディアを制圧する。王族が逃げ出すなか、王女ファニアはひとり王宮に残り、単身乗り込んできたルカへ告げる。「わたしの死を以もつて革命を完結させなさい」。言葉による説得を放棄したルカは力尽くでファニアを組み伏し契りを結ぶが、直後、飛行戦艦バルバロッサが宮廷上空に現れ、「褐色の皇帝」ジェミニによってファニアは拉ら致ちされる。


    　王政の廃止が宣言され、新たな国家「ルナ・シエラ共和国」の第一執政となったルカはファニアを取り戻すために他国への侵攻を開始。東西の敵を次々に撃破し、ついに五十五万の大軍を率いてリヴァノヴァ帝国領へと侵攻する。だが第二執政カミーユが恋人エロイサへ作戦計画を話してしまい、第三軍を率いるメルヴィルは待ち受けていたジェミニによって討ち取られ、ルカは撤退を余儀なくされる。


    　共和国における実権を握った内国軍長官マクシミリアノはルカを国家反逆罪で糾きゆう弾だんし、処刑しようとする。アステルはマクシミリアノ率いる中隊を風と光で吹き飛ばし、自みずからは七年間の命を終えて消滅する。「また、会える!!」「わたしはヴィヴィ・レイン!!」「ヴィヴィ・レインを見つけて……っ!!」……。執しつ拗ような追跡を受けるルカはジュデッカの壁の際に追い詰められ、ミズキと共に崖下へ身を投げる。


    　一方、撤退する共和国軍の直上では飛行戦艦バルバロッサに乗り合わせていたファニアがヴィヴィ・レインの目覚めに立ち会っていた……。


    



    　翼竜バスシバに助けられたルカとミズキは、ジュデッカ皇帝ヒルデガルダに謁えつ見けんし、熾天使セラフイム級機械兵ルシフェルに乗ることに。しかしルシフェルは暴走、封印されていた飛行ユニットを展開し、グレイスランドへと飛び立つ。


    　飛行戦艦バルバロッサはルシフェルの強襲により混乱に陥おちいる。ヴィヴィとファニアはこの隙すきに、格納庫のミカエルを起動してルシフェルと共に脱出に成功。ミカエルからワールド・トリガーの真実を知らされたルカ、ミズキ、ヴィヴィ、ファニアの四人は起動するか否かを話し合うが、ルカとファニアの意見は相あい容いれず、最終的にヴィヴィの意志によりワールド・トリガーを起動することに。


    　起動を受け入れることのできないファニアは、ジェミニのもとへ赴おもむき、グレイスランド全体が協力してエデンに立ち向かうよう説得することを決める。


    「あなたが壊すこの世界を、わたしが築き直します」。ルカにそう告げて、ファニアとミズキは皇都パグラチオンへと旅立つ。ルカとヴィヴィは渓けい谷こくの隠れ家に残り、エデン飛行艦隊の出撃を待つことに……。
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    一章　群雄


    



    　ログノヴァ会戦、大敗。


    　ルナ・シエラ連合軍、壊かい滅めつ。


    　第一執政ルカ・バルカ、第二軍団長メルヴィル、近この衛え機械兵大隊長ミズキ、戦死。


    　皇帝ジェミニ率いる神聖リヴァノヴァ帝国軍第一軍はすでにバール川直前、コールシュタットに到着。集結が終わり次第、ルナ・シエラ共和国領へ侵攻すると目もくされる──。


    



    　そんな号外がルナ・シエラ共和国首都ラランディアへ撒まかれたのは、ちょうど北エデン特区にてルカとヴィヴィがワールド・トリガーを起動した、ステファノ歴一七九六年四月五日早朝のことだった。


    　たちまち家財道具を詰め込んだ富裕層ブルジヨワの荷車が大通りを埋め尽くし、泣き声、わめき声、叫きよう喚かんや罵ば声せいが飛び交って、行くあてのない百万人以上のラランディア市民たちは、広場や市場や路地裏で、生乾きのインクがにじむ号外を片手に途方に暮れていた。


    「信じられない、ルカが戦死したなんて……」「ガヴー将軍は兵の安全を条件に投降したって」「帝国軍の騎兵はもうバール川を越えたとか。川沿いの村が幾つか略奪されたらしい」「ジェミニは帝国民の利益しか考えない。共和国が降伏したら、おれたちは奴隷にされてエデンに売られる！」


    　突き合わせた顔から顔へ、絶望が広がっていく。ラランディアから逃げるべきだが、市民たちには簡単には手放せないここでの生活がある。


    「カミーユの交渉次第だ、落ち着け」「革命の英雄マクシミリアノ長官もいるんだ。ジェミニが相手でもきっとおれたちを守ってくれる」「奴隷にされたのはウェイステッドランドの野蛮人たちだ。グレイスランドの文明人が相手なら、ジェミニは違う手を打ってくるかも」


    　なんとか希望の光を掴つかもうと、自みずからを励ますようにそんな言葉を交わす。共和国建国の中心人物たちがごっそり死ぬか行方ゆくえ不明となったいま、ルナ・シエラ共和国の命運は第二執政カミーユと内国軍長官マクシミリアノに委ゆだねられていた。


    「カミーユだって孤児から第二執政までのしあがった俊才だ。大丈夫さ、きっとうまくジェミニを言いくるめてくれる……」


    　職場や駅舎や公園や広場、どこの井戸端会議でも、最後にはいつもひとびとのすがるような目線はラランディア宮殿へむけられて終わった。執政政府は革命の英雄たちを欠いたまま、建国以来最大の正念場を迎えることとなった……。


    



    「どんな条件を出されようが、呑のむしかありませんな」


    　ふたりきりの執務室で、内国軍長官マクシミリアノは暗い面おも持もちでそう告げた。


    　第二執政カミーユ・ロベルは憔しよう悴すいしきった表情を持ち上げる。切れ長の目は神経質そうにますます吊つり上がり、げっそりと頬ほおがこけ、唇には色がない。


    「抗する手立てがない、と？」


    　マクシミリアノは肘ひじ掛け椅い子すの背もたれに上体を預け、深いため息をついた。


    「我が軍は、もはや軍として機能しておりません。首都に戻った兵士を再編成したとして、十万には届かないでしょう。勝ちに乗じて六十万近くに膨れあがった帝国軍と戦えば、意味のない死傷者が積み上がるだけです」


    「……………………」


    「なにもかもルカが悪い。王女ひとりを取り戻すために五十五万もの大軍を動員し、負けたあげく、尻しりぬぐいを我々に押しつけ崖から身を投げるとは……最後まで『災厄の魔王』と呼ぶにふさわしい人間でしたな」


    　カミーユの頭の隅っこの、かすかに残った冷静さが「殺したのはあなただ」とささやいた。敗戦の一報が届くやいなや五百人議会を緊急招集し、ルカに「国家反逆罪」の烙らく印いんを押した張本人がマクシミリアノだというのに。ルカが崖から投身したのもマクシミリアノの眼前だったという話だし、ルカを糾きゆう弾だんする口調にもどこか、愉悦めいたものが紛まぎれている。


    　だが共和国存そん亡ぼうの危機のいま、民衆に人気があり政治技巧に長たけたマクシミリアノは欠くことができない。恐慌を来きたす民衆を落ち着かせるには、カミーユとマクシミリアノが歩調をそろえる必要がある。


    　カミーユは気力を振り絞り、これから為なすべきことを告げる。


    「ラランディアへ撤退した兵を再編成できたなら、まだこちらは十万近くを動かせるわけですし、手札はゼロではありません。うまくカードを切りさえすれば、共和政を存続させることもできましょう。大勢の尊い犠ぎ牲せいによって産み落とされた政体です、簡単に手放しては革命の戦士たちに申し訳が立ちません」


    「ですがジェミニが拒めばどうしようもない。我々はすでに帝国に組み敷かれ、喉のどに刃やいばを当てられた状態であることをお忘れなく。これ以上、無益な犠牲を出せばそれこそ、革命はただ流血しか生まなかったことになってしまう。こちらからかなりな出血を伴う条件を出さねば、交渉そのものが成り立ちません」


    　疲ひ弊へいしきったカミーユのうつろな眼まな差ざしが、マクシミリアノの薄い顔の皮ひ膚ふに張り付く。


    　マクシミリアノの政治的立ち回りのうまさは認める。上級貴族でありながら革命の時流を読み切り、巧みに立ち位置を変えて革命政権の中心に居残ったことは驚嘆に値する。言っていることも至極まともであり、批判すべき箇所はない。しかしルカに比べてしまうと、信念を持たず、流されるまま抗しない、その器用さが悪目立ちする。


    　つまり──言動に魂がない。


    　借り物の言葉を継つぎ接はぎして、当たり障りのない判断をあてがっているだけ。


    　国家存そん亡ぼうのこのとき、重大な決断をくだすべき人間としては、資質に欠けている。


    　こんなとき、ルカがいてくれたら……。


    『いかなる理由があろうとも！　わたしは決して、あなたに賛同しない、ルカ!!』


    『革命前のあなたではない、いまのあなたは弱者を踏みにじる暴君だ！　世界に災厄をもたらす魔王だ!!』


    　かつてルカに叩き付けた言葉が、痛切な後悔を伴ってカミーユの内面を焼いていた。女ひとりのために他国へ侵攻していったルカの胸のうちには『戦争を以もつて戦争を終わらせる』という遠大な夢が隠されていた。不器用なルカは「災厄の魔王」という仮面のうしろで、誰よりも真剣に「弱者が踏まれることのない世界」を望んでいた。幼いころに大切な義妹を路上で凍死させたから、これ以上この世界にそんな子を産み落としたくなかったのだと、いまにしてルカの胸中を察する。


    　──魔王であり、聖人だった。


    　──善悪では測れない。ただ、誰より真しん摯しで、破壊的で、不器用だった……。


    　そんなルカは、もういない。


    　カミーユとマクシミリアノのふたりで、この窮地を乗り切るしかない。


    　いつまでも嘆いていても仕方ない。最後まで民の幸福のために尽くさねば。カミーユはかすれた言葉に力を込める。


    「国民の安全と、共和政の存続。たとえ我々が処刑台送りになろうとも、これだけは死守せねば。時代を巻き戻してしまっては、革命が意義を失ってしまう」


    　一語一語、噛かんで含めるようにマクシミリアノに伝えた。


    「もちろん。わたしも命にかけて共和政を守り抜く覚悟です。わたしひとりの命など、自由と平等のためなら安いものです」


    　マクシミリアノは真しん摯しさを眼まな差ざしに込めるが、どこか言葉の節々が空々しい。理念を持たない人間にありがちな軽薄さが透けているような……。


    　──やめろ。違う。マクシミリアノは信頼に値する。


    　カミーユは内心の不安をはねのけ、親友を疑った自分を叱る。自分自身がこの状況に怯おびえているから、親友マクシミリアノへ疑いの目をむけてしまうのだ。


    　カミーユがマクシミリアノと知り合ったのは、エロイサの紹介によるものだ。当時のカミーユが胸のうちで温めていた「統一戦争不要論」がマクシミリアノの口から語られたとき、このひとこそ魂の友だと感激し、以来、深く信頼してふたりきりの話し合いを持つことも多くなった。カミーユの代わりにジェミニと交渉できる特命全権大使は、同じ志を持つ政治的天才マクシミリアノしかいない。


    　カミーユは交渉の戦術を伝えた。


    「長官の仰おつしやるとおり、帝国の刃やいばは我らが喉のどに当てられています。しかし共和政を廃止したなら、帝国は一から占領地経営をはじめねばなりません。過去の事例からわかるように、これを黒字にするにはカネと時間がかかります。さらに占領地政府を新たに立ち上げるとなれば、人的にも物的にも帝国に負担がのしかかる。我々が付け入る隙すきがここにあります」


    　カミーユの切れ上がった眼差しに、ようやく鋭い光が宿る。


    「こちらから進んで帝国自治領になることを申し出、軍税と貨幣鋳ちゆう造ぞう権を差し出すのです。これによりジェミニは占領地経営のリスクとコストを減らし、うまみだけを吸い上げることができる。我々は貧しく飢えるでしょうが、しかし国民は奴隷にされず、共和政も保存されます。一から統制するには広大すぎる占領地を、交渉カードとして利用するのです」


    　ふむ、とマクシミリアノはうなずいて、


    「なるほど。経済のさらなる低迷は避けられないが、奴隷として売られるよりはマシ、と」


    「そのとおり。講和条件の核は、共和国民の生存権・財産権の不可侵。及び、共和政の存続。この二条件が根幹であり、あとの諸条件は時間稼ぎ目的のブラフです。交渉に充分な時間をかけたうえで、もったいをつけて譲歩して構いません」


    「核となる二条件をジェミニが拒否した場合は？」


    「瑣さ末まつな譲歩を小出しにして時間を稼いでください。その間、対応を協議します。最終的に決裂しても構いません。二条件を拒絶されたまま、講和に応じることだけは避けてください」


    「了解しました。ともかく交渉の席につかねばなりません。悪戯いたずらに時を消費すれば、ジェミニの本隊がバール川を越えてしまう。交渉がはじまったなら、二条件を了承させることに全力を尽くします」


    「頼みます、長官。わたしはラランディアで議会の暴走を抑えます……」


    　講和使節団団長マクシミリアノに交渉の全権を委い譲じようする人事発令書にサインして、カミーユは魂の友を送り出した。


    　マクシミリアノが退室し、執務室にひとりきりになって、カミーユは崩れるように椅い子すへ腰を落とし、天井を仰あおぐ。


    　やるべきことはやった。


    　同志たちのためにも、この地上に共和政だけは残さねば。


    　──たとえわたしが死ぬことになろうと。


    　椅子に座ったまま、カミーユは目を閉じた。一時間後には、午前の緊急招集議会へむかわねばならない。ルカの死を受け、新たな第一執政を決めねばならないのだが、人ひと身み御ご供くうになりたがるものはなかなかいない。帝国の属領となる未来は避けられないため、いま第一執政に就することは敗戦の責任を取らされるだけの貧乏クジだ。


    　高い志を持ち、あえて貧乏クジを引いてでもこの国を救いたい、という熱のあるリーダーがいま必要なのだが、そう簡単にルカに代わる人材が現れるはずもない。


    　──誰か、いないのか。


    　カミーユは希望の光を探し求める。かすかな光明が頭の隅をよぎった気がしたが、それが誰なのか察する前に、束の間の眠りへと落ちていった。


    



    　ラランディア宮殿内庁舎、内国軍長官執務室に戻ったマクシミリアノは、外務大臣、行政官二名、書記員、民間参事員から成る五名の講和使節団員を呼び寄せてカミーユの方針を伝え、出しゆつ立たつの準備に取りかかった。


    　午後、マクシミリアノを特命全権大使とする講和使節団は三台の豪壮な馬車に分乗してラランディア宮殿を出発。四頭引きの大型馬車にひとりで乗り込んだマクシミリアノは三台の最後方を走り、夕方、休憩のために立ち寄った駅舎でひっそり、乗馬服すがたの貴婦人を車内へ招き入れた。


    　窓にカーテンを引き、ふたりきりの密室となった車内で、スカーフで顔を隠した貴婦人へマクシミリアノは声を潜める。


    「こちらはおおむねうまくいったぞ。そっちは？」


    　貴婦人は片手でスカーフを払い、長い白銀の髪を露あらわにする。


    「ジェミニ陛下はあなたの働きに大変満足しておられますよ、閣下」


    　リヴァノヴァ帝国潜入工作員エロイサ・アルジャーノはそう言って、口元だけで微ほほ笑えむ。


    　マクシミリアノも表情に満足をたたえ、背もたれに上体を預ける。


    「青びょうたんさまさまだな」


    　第二執政カミーユを陰で「青びょうたん」呼ばわりするのが、マクシミリアノのお気に入りだった。エロイサは煙草に火を点け、紫煙を吐き出す。


    「軍の機密を洩らして共和国を敗戦に導き。いままた、よりによってあなたを全権大使に任命して講和会議へ派遣し。あの早そう漏ろう、どこまでこの国を地獄へ落とせば気が済むのかしら」


    　一方のエロイサは「早漏」呼ばわりが気に入っていた。マクシミリアノの唇の端が、激しく痙けい攣れんする。


    「まったく笑える。本人はいまだ、自分が共和国を救う気でいるのだぞ。自みずからの手でこの国を消滅させたことに気づいてもいない」


    「自由と平等のため！　死んでいった同志のため！　子どもたちの未来のため！　わたしは自らの命を共和政へ捧げる！」


    　エロイサはバカにした表情でカミーユの物まねをしてから、くすくす笑った。


    「全部、自分で台無しにしてるのに。いつ気づくのかしら。ほんとおかしい」


    　マクシミリアノも嘲ちよう笑しようをたたえ、


    「共和国民の生存権・財産権の不可侵。共和政の存続。青びょうたんにとって譲ることのできない条件はこのふたつだ。ほかに五十近くの条件があるが、これは本命のふたつが議題にのぼる前に帝国側交渉団を疲れさせ、本命をさりげなく通過させるためのブラフ。自ら進んで帝国自治領になり、軍税と貨幣鋳ちゆう造ぞう権を帝国に差し出すことにより、国民生活と財産と共和政体を保存するのが青びょうたんの狙いだ」


    「いらないものはもったいつけて差し出して、本当に必要なものはこっそりさりげなく取っておこうと。あのひとらしいセコさだわ」


    「ヤツの狙いなど知ったことか。わたしは講和交渉の全権を委い譲じようされている。ジェミニ陛下が二条件を拒絶したなら、すぐさま無条件降伏する用意がある。わたしが望むのは戦後『ルナ・シエラ総督』として彼かの地に君臨することのみ。その旨、陛下に伝えよ」


    　ふふふ、とエロイサは薄く笑い、足下の酒棚から年代物の白ワインを抜き取った。


    　史上最大の会戦に負けただけではない。ルナ・シエラ共和国はこれから講和会議においても歴史的大敗を喫することになる。


    　敗北の名は──「無条件降伏」。


    　その名のとおり、敗者が勝者におのれのすべてを差し出す降伏のかたち。意訳するなら『人権も財産も土地も、共和国の保有するすべてを奪われても抵抗しません。これから共和国民は帝国民によって強盗されようが、奴隷にされようが、銃殺されようが、無条件で従います』。そういう無茶苦茶な講和条約が、マクシミリアノの手で調印され発効されようとしている。これは外交としての完全敗北であり、負け方としても人類史史上最悪だ。


    　艶えん冶やに笑んで、エロイサはコルク栓を抜く。


    「そもそもあなたが全権大使に任命されたのも、わたしのおかげなのをお忘れなく」


    「わかっておる。総督に着任したなら、ウルキオラをお前にやろう。わたしには苦い思い出のある街だ、住まずとも税収だけ受け取るがいい」


    　ふふ、と笑いながらエロイサはグラスに白ワインを注ぐ。


    　カミーユがマクシミリアノを信頼したのは「統一戦争不要論」のおかげだ。マクシミリアノはエロイサから伝え聞いた内容をそっくりそのままカミーユ本人に投げつけるだけで良かった。意外な同志の登場に驚嘆したカミーユはマクシミリアノを「魂の友」と呼び、以来、重要な決断が必要な際には必ずマクシミリアノと相談するようになった。そしてついに今回、この重要な講和会議の全権をマクシミリアノに委ゆだねてしまった。


    　その結果、魂の友がもたらすのは史上最悪の恥ずべき講和条約への調印だというのに。


    　調印後にどれだけカミーユが慌ててもあとの祭り。共和政はめでたく地上から消滅し、共和国民の生命も財産も帝国の所有物になる。


    「会戦に負けたのも、外交に負けたのも、ふたつとも原因は青びょうたん。実に楽しい」


    　自由と平等を標ひよう榜ぼうする夢の先進国家ルナ・シエラは、カミーユの迂う闊かつな下半身によって滅ほろぼされる。その真実を知ったなら、カミーユはきっと銃口を自みずからのこめかみに当てるだろう。


    　グラスに透けたエロイサの笑みが逆しまに咲く。


    「リヴァノヴァ帝国自治領ルナ・シエラ総督マクシミリアノ閣下。いい響きね。ガルメンディア王家に代わる、新しい王の誕生に」


    　エロイサがグラスをかかげ、マクシミリアノも嘲あざけりとともに右手を持ち上げる。


    「第二執政閣下の下半身に」


    　薄く笑って、エロイサはグラスを合わせる。


    　一連の工作活動がジェミニに認められ、エロイサは帝都パグラチオンに豪ごう奢しやな屋敷と一地方を与えられることになった。講和条約が締結されたなら、さっさとこの国を逃げ出して帝国へ戻り、新居で毎晩贅ぜい沢たく三ざん昧まい、放ほう蕩とうの限りを尽くす予定。マクシミリアノが総督になれば城じよう塞さい都市ウルキオラから税収も入ることだし、辛つらい工作活動の見返りとしては充分以上といえる。


    　話し合いが終わり、エロイサはひっそりと馬車を降りた。


    「あとは条約締結で仕上げだ。頼むぞ」


    　マクシミリアノの小声を受け取って、講和使節団の馬車群が出しゆつ立たつするのをエロイサは見送った。太陽はこれから西の空へ沈もうとしている。このあとは愛馬にまたがって使節団の馬車を追い抜き、ジェミニへカミーユの交渉戦術を伝えねばならない。


    　厩きゆう舎しやへむかおうときびすを返したそのとき、どぉっ、と低い呻うめきが響いた。


    「…………地震？」


    　低い地鳴りが足下から伝ってくる。駅舎周辺のひとびとも、その場に足を止めて怪け訝げんそうに辺りを見回す。注意すると微妙に大地が振動しているようにも思えるが、地鳴りの音が大きいわりには、揺れは気づかないくらい小さい。


    　だが、次の瞬間。


    　がくっ、とエロイサの膝ひざが曲がった。


    「えっ」


    　縦の揺れが二回。女性たちから悲鳴。馬が怯おびえ、厩きゆう舎しやからいななきがあがる。立っていられないほどではなく、揺れは最初の二回だけで唐突に終わった。


    「……変な地震」


    　思わず呟つぶやく。通常の地震ならもう少し揺れが継続しそうなものだが、いまのは微妙な震動のあとに短く大きな縦揺れがあったのみ。あまり経験のない揺れ方だ。そういえば今け朝さ方がたも似たような地震があった。周辺では旅人たちが、怪け訝げんな顔で言葉を交わす。


    「いま、落ちなかった？」「どういうこと？」「いや、なんていうか、土地が全体的に沈んだ気がする」「……頭大丈夫か？　落ちたの、お前の脳みそじゃねえか？」


    　片耳でそんな会話を聞き、エロイサも心中でうなずく。


    　確かに、揺れたというより、階段を一段飛び降りたような感覚だった。まあ、気のせいだろうけれど。周辺の建物に影響はなく、石灰壁もひび割れひとつ入っていない。


    　ともかくジェミニのもとへ急がねば。


    　エロイサは厩舎の管理人から愛馬を受け取り、颯さつ爽そうと鞍くらにまたがるとサウスランド大街道を東へと駆けていった。


    　それから少し離れて背後を尾けるもう一頭の早馬の存在に、エロイサは気づかなかった。


    



    　†††


    



    　四月七日、午前九時、神聖リヴァノヴァ帝国軍コールシュタット駐ちゆう屯とん地──。


    



    　帝国第一軍二十七万のコールシュタット集結が完了したとの報告を司令部付き副官から受け取った皇帝ジェミニは、朝食を摂りながらうなずいた。


    　カザコヴァ川を渡ってから八日間。ジェミニが総司令部を置いた城館の食堂からは、バール川の流れを見渡すことができる。


    　この川を渡れば、ルカの築いた自由と平等の先進国家ルナ・シエラ共和国領。


    　足の速い騎兵大隊がふたつ、先遣隊としてすでに渡と河かし、撤退する共和国軍をなぶりものにしている。共和国軍は抵抗もできず、奪われ、囚とらわれ、殺されているらしい。


    「明日には、共和国講和使節団が到着するそうです。特命全権大使はマクシミリアノ内国軍長官とのこと」


    　ベーコンとウズラのスープを口に運ぶジェミニの背後、直立不動の副官がそう告げる。純白のテーブルクロスを張った長テーブルには、互いにひとことも口を利くことなく粛々とスプーンを動かす帝国軍高級将校が六名。


    　ジェミニはうなずくだけで答えない。ここ五日間ほど、ジェミニはずっと言葉が少なく、笑顔も絶えて、心ここにあらずの風ふう体てい。宿敵ルカを鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに蹴け散ちらし、もはやグレイスランド統一は為なったも同然だというのに、褐色の皇帝の顔色は蒼そう白はくに変じていた。


    　将校たちは知っている。ジェミニの様子が変わったのは、潜入工作員からもたらされた「ルカ・バルカ死す」の一報を受け取ってからだ。日ごろからルカのことを「裏切り者の恩知らず」と悪あく罵ばしていた皇帝のことだから狂喜乱舞するかと思いきや、その日は一日中寝室に閉じこもって食事も摂らず、翌日はげっそりと生気を失った表情で現れて、どんな報告を届けても上の空、指示を仰あおいでも返答がないため、軍務は完全に滞ってしまっている。


    「講和会議は明後日午前、当館で開会予定です。……陛下の体調が優れぬ場合は延期してもよろしいかと……」


    　副官はジェミニの背中へ問いかける。


    　返事はない。


    　前菜のスープを飲み干すと、ジェミニは次の皿を待つことなく、腰をあげた。


    「……………………」


    　高級将校たちの注視を無言で受け流し、ジェミニは幽鬼のように足音も立てず食堂を出ていった。副官が慌ててその背後に従う。


    　樫かしの扉が閉じられて、食堂に残された将校たちは深々とため息をつき、目線を交わす。


    「病名はわからぬのか」「医師の診察も受けられぬとか」「なぜ勝ち戦のいま、あのように」


    　史上最大の会戦の勝者はジェミニだ。数に優る共和国三軍の渡と河か日、侵攻ルートを正確に読み、五十万もの大軍を一気に南下させてメルヴィル率いる第三軍団を撃破、そのまま北上しつつルカ第一軍を撃破。そのあとは軍をふたつに分け、帝国第一軍二十七万は撤退するルカを追って西進、本日コールシュタットに集結を完了。帝国第二軍は北上してガヴー第二軍を包囲、大局を察したガヴーは部下の無駄死にを嫌って降伏、捕縛された。


    　数に優る敵軍に対し、積極果敢な内線機動、額に入れて飾りたいほどの各個撃破。ジェミニの軍事的才能は末永く、歴史教科書で称たたえられるだろう。いくら驕おごり高ぶっても足りないくらいの歴史的大勝利を収め、グレイスランド統一を目前に控えたというのに。なぜかジェミニは自室に引きこもり、一切の執務を放棄してしまった。


    　ジェミニという天才が皇帝と軍総司令官を兼任するから帝国軍は強い。議会の審議を経ないと軍隊を動かせないルナ・シエラ共和国は、意志決定の早さで帝国に劣り、臨機応変の対応に乏しい。ひとりの天才が軍令と政令を司るがゆえの不敗は、天才が機能不全に陥おちいればどうなるだろう。


    「我らだけで軍を動かすわけにはいかぬ。陛下の回復を待つしかない。共和国に対応時間を与えてしまうが、致し方ない」


    「共和国に反撃する力はない。ご病気を表沙ざ汰たにしないことが肝要だ。講和使節団はせいぜい待たせておけば良い。我らがおもねる必要はないのだからな」


    「兵は略奪を楽しんでいる。ルカが集めた糧りよう秣まつもたっぷり残っているし、しばらくここに駐ちゆう屯とんするのも悪くはなかろう」


    　将校たちはそんな言葉を交わし、食堂をあとにした。誰も口にはしないが、実際はみな、ジェミニが怖いだけだ。ここにいる将校の合議で軍を動かしてしまえば、回復後のジェミニを怒らせる危険がある。皇帝は戦場では天才だが、普段はただの奇人であり、行動原理が全く読めない。こういうときは、なにもしないのが一番だと全員理解している……。


    



    　ぱたん。


    　力なく自室の扉を閉めると、ジェミニはひとり、ベッドへうつぶせに倒れ込んだ。


    　ため息さえつかない。


    　胸元をあけた白いワイシャツと濃紺のスラックス。ぴんと手足を伸ばし、枕まくらに顎あごをのっけて、うつろな目をしてうつぶせのまま動かない。


    　眠りは訪れない。目をあけたまま、ジェミニはヘッドボードの飾り細工を見つめる。


    　小一時間ほどその体勢を保って、今度は仰あお向むけになる。


    「つまんない」


    　乾いてかすれた言葉がぽつり。


    「あーあ。つまんない」


    　力なく、もうひとつ。


    「投身自殺て」


    　ぽつり、ぽつり。行く当てのない言葉を天井へ投げつける。


    「なんでそんなつまんない死に方するかなあ……」


    　ぼやいてからまた一時間、黙って天井を仰ぎつづける。


    『バレナス近郊にてルカ・バルカ死す』『ミズキと共にジュデッカの壁へ追い詰められ、投身』


    　その報告を受け取って、確認のために複数の工作員をバレナスの町へ送り込み事実であることを確認した。ルカを投身へ追いやったのは、ルナ・シエラ内国軍長官マクシミリアノだという。


    「痙攣オヤジマクシミリアノ、センスなさすぎ……」


    　ぼやきが止まらない。


    　つまんない。投身自殺て。痙けい攣れんオヤジ、センスなさすぎ。


    　その言葉だけを延々と天井目がけて打ち上げて、また黙り込む。


    　──高さ三千メートルの崖から身を投げたら……死体はどんなだろう。


    　想像してみる。たぶん枝から落ちた完熟トマトみたいな感じだろう。本人は落下中に意識を失い気絶して、痛みを感じる間もなくゼロに還かえる、と。


    「……がっかりだね……」


    　そんなのルカの死に様にふさわしくない。ルカはもっと面白おかしく死なねば。ジェミニに鑑賞されながら、生まれたことを後悔しながらじっくりゆっくり苦しみ抜いて死んでいくのがルカには似合うのに。


    「投身自殺て」


    　ありきたりすぎて脱力してしまう。マクシミリアノはそんな工夫のない殺し方でなにを満足しているのか。憤りさえこみあげてくる。


    　そういえば講和使節団の全権大使はマクシミリアノだとか。昨夜、早馬で到着したエロイサからの報告では、あの痙けい攣れんオヤジ、無条件降伏する代わりにルナ・シエラ総督になりたいそうだ。殺し方どころか欲望まで、笑える要素がひとつもない。


    　と、突然、部屋の空気が震えはじめた。サイドテーブルの水差しがかたかたと音を立てている。


    　またこれか。この二日間ほど、数時間おきにこの変な揺れがやってくる。


    　がん、がん。縦揺れが二回。そして揺れは収まり、もとの静穏が戻ってくる。


    　もうすっかり、この変な地震にも慣れてしまった。騒ぐこともなく、ジェミニは天井を見つめつづける。


    　天井に浮かぶのは、ルカの顔ばかり。


    　──あいつの頭のなかを、ぼくでいっぱいにしてやりたかったのに。


    　──ぼくの頭のほうが、あいつで埋め尽くされてしまった。


    　──これじゃあ、ぼくの負けみたいじゃないか……。


    　敗北感さえ抱きながら、ジェミニはいなくなってしまったルカを想う。


    　ジェミニと一緒に上官の悪口を言いながら笑っているところ、戦列歩兵と共に戦っているところ、兵へい棋ぎ盤を挟んでゲームをしてるところ。かつてドル・ドラム戦役において同じ連隊に所属していたころの思い出が次々に浮かんできたあと、決まって最後は少年時代の情景に戻る。


    　実の父母から家を追い出されたジェミニが、ひとり暮らしをしていたアパート。蜂蜜色の夕陽が差し込む部屋で、貧相な身なりのルカに寄り添って、ジェミニが字の読み方を教えてあげる場面。たどたどしく、ジェミニに従って発音するルカにずっと付き添い、本が読めるように導いた。貧民だったルカはジェミニの収集した本をあらかた読み漁あさることで学識を得、そののち共和国第一執政にまで昇りつめたのだ。


    　──ルカを作ったのはぼくだ。


    　──ぼくとルカのふたりで、世界をぶっ壊してここまで来たんだ。


    　──だからこの手で殺したかったのに。


    　手間暇をかけて育てた花を、自みずからの手で花弁をむしり、踏みにじる。その快感に酔いしれたかったのに。マクシミリアノのバカが余計な横やりを入れてしまい、投身自殺などというあっさりした死に方をさせてしまった。


    　あーあ……。


    　もう数百回目の音のないため息を心中に垂れ流す。なにもやる気が起きない。これからルナ・シエラ共和国を煮ようが焼こうが思いのままだというのに、ちっともわくわくしない。


    　グレイスランドを統一したところで、心の空洞が埋まるとは思えない。


    　原因をつくったマクシミリアノをルカの代わりに惨殺したところで、楽しい気分になるはずもない。ルカが泣き叫ぶから楽しいのだ。ルカに嫌がらせをしている時間が一番幸せだったのだと、いまにして思い知った。


    「ルカぁ…………」


    　ジェミニは枕まくらに顔を埋め、両手でベッドのシーツを掴つかんで、宿敵の名を呼ぶ。


    「ウソだと言ってよ、ルカぁ…………」


    　両足をじたばたさせながら、ジェミニは叶わない夢を枕へ語る。


    「……もう一回、遊ぼうよう…………」


    　ぽろぽろ、ぽろぽろ。ついにジェミニは泣き出してしまった。失ってからようやく、ジェミニは失われたものの大きさを知った。


    



    　†††


    



    　四月八日、午後九時、神聖リヴァノヴァ帝国皇都パグラチオン──。


    



    　高い石造りの城壁を、一匹の翼竜が飛び越え、街灯のない一角を目指しゆっくりと高度を落としていった。


    　パグラチオンは人口百二十万人以上、全周百五十キロメートルに及ぶ長大な城壁に囲まれたグレイスランド最大の城じよう塞さい都市である。八つの城門の厳しい検問を通らなければ城塞内には入れない。しかし翼竜は城壁そのものを飛び越え、降りる場所を探す。道行くひとは翼竜をちらりと見上げるが、まさかその背に人間がふたり乗っているとは思わず、道の先へと目を戻す。


    　夜半だが、通りは人通りが多くある。広場では露店が建ち並び、酔っ払いが肩を組んで歌ったり、踊ったり、ケンカしたり。荷馬車の往来も活発で、治安が保たれていることが上空からでも見て取れた。


    「検問通らなくて大丈夫かな。バレたら掴まっちゃうよ？」


    　翼竜バスシバの背にまたがったミズキが、鞍くらの前へ声をかける。


    「通行証を持っていない以上、仕方ありません。パグラチオンには親戚もおります。訪問すればきっと保護してくださるはず」


    　ファニア・ガルメンディアはそう言って、眼下の皇都をもう一度見下ろす。いまのファニアは通行証も身分証もない流民であり、真っ当なやり方では皇都には入れない。


    「……バスシバ、あそこへ降りましょう。ひとに見つかると厄やつ介かいですから……」


    　ファニアは貯水池のほとりを指さした。月明かりを弾く水面の周囲には明かりもなく、ひとの往来もない。ぎええ、とバスシバは返事して、両翼をぴんと張り、示された方向へ鼻はな面づらをむけた。


    



    「よいしょ、っと……。あー、つっかれたー……」


    　少しぬかるんだ地面へ降り立ち、ミズキは右手で松まつ葉ば杖づえをつき、夜空を見上げてぼやいた。昼間に飛ぶとエデンやジュデッカの追っ手に見つかる危険があるということで、昼間は隠れて夜に飛ぶ三日間の旅路だった。


    「ありがとう、バスシバ。本当に助かりました……」


    　ファニアもブーツの靴底を地面へつけて、バスシバの長い鼻を撫なでながら礼を言う。北エデン特区の渓けい谷こくの隠れ家からここまで、無一文のふたりが無事に辿たどり着けたのはバスシバのおかげだ。徒歩であればとても、広大な樹海を抜けることはできなかった。


    「ここから先は、自力で行けます。あなたはルカのもとに戻ってください」


    　人間に言い聞かせるように、ファニアはバスシバの眉み間けんに手を当ててそう言った。


    　人語を解する希少種バスシバは「くえ？」と首を傾かしげる。


    「ルカにはあなたが必要です。エデン艦隊を倒す目的がある以上、あなたの翼はルカとヴィヴィの大きな助けになるでしょう。戻ってあげてください、ふたりのために」


    　頼むと、バスシバはきょとんとした顔をミズキへむけた。事前にファニアからその話を聞いていたミズキは、両手を後頭部に当ててバスシバに笑いかける。


    「お前がいないと、エデン艦隊が出てきても気づかなかったりするだろ？　お前がいたら空から索さく敵てきできるし、近くの町にも簡単に行けて、食べ物も情報も手に入るし。だから、寂しいけど、な？」


    　バスシバは悲しげな目をファニアとミズキにむけたあと、くええ……と嘆きの鳴き声を発して、ファニアの頬ほおをぺろりと舐なめた。


    「わかってくれましたか？」


    　ファニアの笑顔に、バスシバはうなずきを返し、今度はミズキの頬をぺろりと舐める。


    「ははは。大丈夫、また会えるよ。エデン艦隊、お前たちでぎったぎったにしてやれ」


    　ミズキが励ますと、バスシバはまだ名な残ごり惜しそうに交互にふたりへ目を送り、それからようやく長い両翼をぴんと張った。


    「また会いましょう、バスシバ。どうか無事で」


    「ルカとヴィヴィを頼む！　あいつらケンカしたらお前が止めてやってくれ！」


    　月を目指して夜空を駆け上がるバスシバの背中にそんな声をかけ、星明かりのなかに翼影が消えてから、その場に残ったふたりは顔を見合わせた。


    「んで、親戚ってどこ住んでるの？」


    　ミズキの問いに、ファニアは少し申し訳なさそうに、


    「実は皇都に私邸があるという話を聞いているだけで。場所は知らないのです」


    「そっか。じゃあ、広場に行ってそのへんのひとに聞いて回ろうよ。有名な貴族なんでしょ？」


    「はい。ヘルフルト伯爵家といえば通じるはずです。わたしの叔母の嫁ぎ先ですから、依頼すれば皇帝へ紹介状も書いてくださるでしょう」


    「さすがファニア、伯爵に顔パスってすごいね！　大貴族がうしろにいれば、ジェミニもファニアに変なことできないし！」


    「うまく行くといいですが。ともかく、人通りのある場所へ行きましょう」


    　ファニアは空から確認した、大きな広場の方向へ爪つま先さきをむけた。一文無しだから宿に泊まることもできない。できれば今晩中に伯爵家に辿たどり着きたいが……。


    



    　ひとり──。


    　身なりの良い青年は広場で骨付き鳥を食べていた。


    　もぐもぐと口を動かしながら、広場の真ん中に仁に王おう立だちし、道行くひとびとへ鋭い目線を投げかけている。


    　白のワイシャツにぴしりとした薄茶色のスラックス。左手首に瑪め瑙のうのブレスレットを巻き、端正な顔立ちを人混みにむけて、誰かを探している様子。


    「いる」


    　ぽつり、自分にむかって青年は告げて、脂のしたたる鳥肉にかぶりつく。


    「必ずいる」


    　鋭すぎる目線は、顔ではなく、なぜかひとびとの頭のやや上方をさまよう。


    　ひとしきり、広場にいる五十名以上の人間の頭上へ視線をさまよわせてから、おもむろにきららかな星空へ目を移す。


    「皇都の空は変わらず汚泥色だというのに」


    　晴れた夜空へむけるにしては奇妙な台詞せりふだった。


    「近辺に、鮮やかすぎる色彩が漂っておる」


    　鳥肉を咀そ嚼しやくしながら、ひとしきり視線をさまよわせ──。


    「……ぬ？」


    　青年の首が斜めに傾く。


    　視線の先には、乗馬服に身を包んだ白銀の髪、野の葡ぶ萄どう色の瞳。宵よい闇やみのなか、発光するかのような美しい淑しゆく女じよが、呼び売りの乾物商人と話し込んでいた。


    「あれは……まさか……」


    　淑女は乾物商人に一礼すると、従者を連れてきびすを返し、急ぎ足で広場から離れていった。


    「まさか、まさか、まさか……」


    　青年は驚きよう愕がくした表情をたたえ、こっそりと淑女のあとをつける──。


    



    　広場で乾物商人から伯爵家の住所を教えてもらい、一時間ほど歩いてようやく、ファニアはヘルフルト伯爵の私邸前へ辿たどり着いた。


    　門衛に訪問を伝え、館の玄関前で副執事に名乗り、取り次ぎを頼んだ。


    「ファニア殿下……!?　少々お待ちを……」


    　副執事はファニアの容姿と着ている乗馬服を見やり、慌ててきびすを返した。身分を証明するのは衣服、馬車、従者の数なのだが、いまのファニアの状態ではとても王族には見えない。官憲に通報しないよう祈りながら玄関先で待っていると、ほどなくして叔母のパメラが扉の隙すき間まからこちらを窺うかがい、目を見ひらいた。


    「まあ、本当にファニア！　なんてこと、あなた、本物のファニアです！」


    　扉がひらかれ、ふくよかな叔母の両腕がファニアの背に回った。ファニアは安あん堵どと共に、抱ほう擁ように身を委ゆだねる。


    「突然の訪問をお許しください、叔母さま。とても困っていて……」


    「いいのよ、生きていただけで……！　さあ入って、心配したのよ、おなかはすいてない？　服も汚れているし、なんだか痩やせてしまったような……」


    　館内へ誘われ、常夜灯に晒さらされるファニアとミズキの容姿は三日間の旅路にくたびれ果てていた。こちらから言葉を発する前に、叔母は執事に告げる。


    「お風呂の支度をして。ファニアに夜食の用意も。こちらの従者も、使用人部屋で食事させてあげなさい。ファニア、まず着替えましょうか、こんなに汚れてかわいそうに……」


    　ファニアは礼を述べ、客室へと誘われた。ミズキは副執事の案内で使用人部屋へ通される。なんとか今晩はベッドで眠れそうだ、とファニアは深く安堵して、叔母の親切に感謝した。


    



    　湯ゆ浴あみしてイブニングドレスに着替え、ファニアは食堂で急ごしらえの夜食をいただいた。豆と鳥肉のスープにゴート麦のパン、タラのムニエル。余った食材のあり合わせだが、空腹のファニアには人生で一番の食事だった。


    　同じ長テーブルに叔母と、大おお旦だん那なであるヘルフルト伯爵がティーカップを並べて、ファニアにこれまでの話を尋ねた。


    　どこまで話せばいいか、ファニアは悩んだ。グレゴリオ公爵の庇護から逃げてきたことを告げると、伯爵にとって迷惑になるかもしれない。エデン特区を管かん掌しようするグレゴリオ公は、リヴァノヴァ帝国伯爵にとっては遙はるかに格上の相手であり、ファニアがグレゴリオのこめかみを銃床で殴ったことを知ったなら、卒倒してしまうだろう。どうやら叔母も伯爵もファニアがエデン特区にいたことは知らないらしいし、余計な口はつぐむことにした。


    　革命が起き、宮殿を逃げたわたしは、婚約者ジェミニに会うために、はるばるパグラチオンまで逃げ延びてきました……。


    　というファニアのウソに、ヘルフルト伯爵は疑問を呈した。


    「なるほど。ラランディアからパグラチオンまで、一年半もかかりましたか」


    「……はい。国境を越えるのに苦労しまして。知り合いの商人に匿かくまっていただき、大きな会戦の混乱に乗じてようやくカザコヴァ川を渡ることができました」


    　自分でも驚くほど、すらすらとウソが出てきた。伯爵はまだ訝いぶかしそうな表情をしていたが、黙ってティーカップに口をつけた。


    「陛下にお会いしたいと思います。王政が廃止されたとはいえ、婚約が破棄されたという話は聞いておりません。叔父さま、陛下へ紹介状を書いてくださいませんでしょうか。陛下から直じき々じきに婚約破棄のお言葉を賜たまわりたく思うのです」


    　ヘルフルト伯爵の署名した紹介状があれば、皇帝への謁えつ見けんが可能になる。ジェミニに会ってワールド・トリガーの起動を告げ、グレイスランドが団結してエデンに対抗する必要性を説くことがファニアの本当の目的だ。


    　伯爵は胡う乱ろんな眼まな差ざしをファニアにむけて、


    「……書くのは構わないが、陛下は現在、コールシュタットで第一軍の集結をお待ちだ。皇都にお戻りになるのは、一年先かもしれないよ」


    「紹介状を頂けたなら、この足で陛下のもとへ参ります。少しばかり急ぎの用事ですので」


    「……ふむ」


    　ますます伯爵は訝しそうな表情になる。やや居心地の悪さを覚えつつ、ファニアはちぎったパンで皿のソースを拭い、


    「……待たせているひとがおりまして。早急に陛下に婚約を破棄してもらわねば困るのです」


    　自分でも考えてもいなかったウソが、すらりと口から出てきてしまった。


    　叔母は目を丸くして、


    「ファニア、それってまさか……」


    「……まだ報告はできませんが。……そういうことだと思っていただければ」


    　頬ほおを染めながらそう言うと、叔母の表情が輝いた。


    「素晴らしいわ、ファニア！　そうよ、王位を失っても、女性としての幸せまで失うことはないわ！　そういうことなら急がないと、ね、あなた」


    「あ、あぁ。そうだな、それなら……早急に馬車を手配しよう。それに護衛もつけねば」


    「感謝します、叔父さま。わがままを聞いていただき恐きよう悦えつです」


    　自分のウソに内心若干動揺しながら、ファニアはにこりと笑んでみせた。我ながらしたたかになったものだと、心の隅で自分に呆あきれた。


    「今夜はここでゆっくり休みなさい。わたしは執務の残りがある。ここで失礼するよ」


    　しばらく歓談してから、ヘルフルト伯爵はそう言って腰をあげた。ファニアは椅い子すから立ち上がって、伯爵の退室を見送った。


    



    　食堂を出たヘルフルト伯爵は執務室に戻り、執事を呼んだ。


    　白髪しらが頭の執事の表情はなにかを察して硬かった。


    「まさか本当に来るとは……」


    　伯爵は疲れたように、机の上に両肘ひじをついて両手の指を組み合わせる。


    「心中、お察しします」


    　執事のいたわりの言葉に、伯爵は首を振る。


    「……グレゴリオ公には逆らえぬ。エデンに目をつけられれば、グレイスポイントＧＰに響いてしまう。リヴァノヴァ皇家に迷惑をかけることはできん」


    　昨夜、エデン特区を管かん掌しようするグレゴリオ公爵の使者がこの館を訪れ、公爵がファニアを捜索しているという話を聞いた。なんでもファニアは公爵に怪け我がを負わせ、エデン特区から脱走したのだとか。ファニアの血縁者にはあらかたグレゴリオ公爵の使者が訪れて同様の話を伝えているらしく、ファニアが逃げ込んできたならすぐエデン大使館に連絡するよう要望された。


    「グレゴリオ公の依頼の件、奥さまはまだご存じないはず。旦だん那なさまのご判断ひとつです」


    　パメラは今日旅行から帰ってきたばかりで、使者の来訪を知らない。妻に教えたなら、ファニアを匿かくまおうとするだろう。それは、困る。


    　王権を廃止された宿無しの流民と、エデン特区を管掌する大貴族。


    　ヘルフルト伯爵家末代までの繁栄のために、優先すべきはどちらだろうか。


    　答えはいわずもがな明らかだった。


    「……エデン大使館へ連絡してくれ。だが事を荒立てたくない。ファニアにはコールシュタット行きの馬車だと告げて、明日出発させる。馬車の行く先はパグラチオン繋けい留りゆう塔とうだ。かわいそうだが、家のためには致し方ない」


    「……わかりました」


    　白髪頭をうやうやしく下げて、執事は苦い決断を受け取った。ファニアには悪いが、伯爵家を危険にさらしてまで一介の流民を匿う理由はなにもなかった。


    　執事が出ていき、執務室にひとり残された伯爵は、今後のファニアの運命を思った。


    　グレゴリオ公の怒りを考えたなら、再び囚とらわれたファニアがどういう目に遭うか、想像するだけで怖気が走った。姪めいっ子に対する良心の呵か責しやくは一生つづくだろう。だがしかし、伯爵家の安寧のためには仕方ない決断だった。


    「許してくれ、ファニア……」


    　誰にも届かない詫わびの言葉を、ヘルフルト伯爵は壁へ投げた。


    



    　翌日──。


    「お世話になりました、叔父さま、叔母さま。ご恩は生涯忘れません」


    　出しゆつ立たつの準備を整え、白いブラウスと紺色のスカートを身につけたファニアは叔父と叔母へ礼を述べた。


    「旅の無事を祈っているわ。気をつけてね」


    　穏やかな午後の日差しのもと、叔母はファニアに抱ほう擁ようし、瞳をうるませてそう言った。


    「はい。叔母さまもお元気で。叔父さま、紹介状をありがとうございました」


    　ファニアは叔父と抱擁し、礼を伝える。叔父は首を左右に振って、


    「大した手間ではない。陛下に失礼のないようにね」


    　わずかに硬い口調でそう告げる。


    　館の玄関前では四頭引きの大型馬車が待機し、仕立ての良い灰色のスーツを着込んだ中年男性がファニアの前に進みでて自己紹介する。


    「ギヨーム・ジャヌカンと申します。コールシュタットまで三日少々、ご辛抱ください」


    　恰かつ幅ぷくが良くにこやかで、金色がかった銀髪を髪粉で撫なでつけているこの紳士へ、ファニアも丁寧に礼を述べる。


    「よろしくお願いします、ギヨームさま。突然の申し出をお受けいただき恐縮です」


    　ヘルフルト伯爵の知り合いだという遠隔地商人ギヨームは、近日中にコールシュタットへ行く用事があったとのこと。身分証のないファニアもギヨームと同じ馬車に乗っていれば各地の検問を通過できるということで、同行させてもらうことになった。


    「すべてこのギヨームにお任せを。護衛もおりますし、呑のん気きな旅路となりましょう」


    　馬車のうしろでは護衛の私兵が五名、鞍くらにカスコート銃を提げて騎乗していた。全員制服は着ておらず、熱い胸板、太い二の腕が薄いシャツ越しに見て取れる、いかにも荒くれ者の風ふ情ぜいだった。


    「それでは。本当にありがとうございました」


    　ファニアはもう一度叔父と叔母に頭を下げて、ギヨームと一緒に馬車に乗り込んだ。


    「ありがとう！　まともなベッドで寝たの、久しぶりだった！」


    　従者のミズキも元気に挨あい拶さつし、同じ車内へ乗り込む。


    　御者が手た綱づなを叩き、ファニアは窓越しに何度も手を振り、伯爵家をあとにした。


    



    　車内は快適だった。


    　時速十五キロほど。車軸のスプリングが路面の凹凸を吸収し、車内はほとんど揺れがない。ミズキはにこにこしながら窓の外の景色を楽しむ。


    「いい馬車だねー。天気もいいし、最高ー」


    　屈くつ託たくなくファニアに笑いかける。ファニアも笑みを返し、


    「本当にいいことつづき。この調子で、陛下にも無事にお会いできると良いですが」


    　対面に座ったギヨームがにこにこと、


    「通い慣れた道です。駅舎も宿も整っていますし、ご心配など一切無用。お眠りになっていればそのうちコールシュタットへ着きますとも」


    「ギヨームさまには本当に、なんと感謝して良いやら」


    「なになに、美しい貴婦人と同道できるだけで楽しいもの。こちらこそ伯爵にお礼を述べたいくらいですよ」


    　などと他愛ないことを話すうち、馬車は平原の道へ入っていった。往来の数がぐっと減り、道行くもののすがたも消える。


    「………………？」


    　ファニアは少し疑問に思った。馬車はノースランド大街道を南へくだっているはずなのだが人通りが減るのはおかしい。南西へ進むほど交通量は増えるはず。


    　──北へむかっている？


    　そう思い、太陽の方向を見定める。時刻は午後四時、太陽はファニアの右手に見えなければならないのだが。


    　──左にある……。


    　やはり北へむかっている。皇都パグラチオンから北に行けば、そこにあるのはパグラチオン繋けい留りゆう塔とう。エデン飛行艦艇が利用する、空の港……。


    　──まさか。


    　対面のギヨームを盗み見た。なに食わぬ顔で窓の外を見やっているが、表情の底に硬いものがあるような。金色がかった銀髪は、エデン特区に住まうエデン人の特徴だ。


    　それに、馬車の周囲を取り囲んで併走する私兵五騎は、特に平原の四方を警戒している素振りもない。


    　この五騎は護衛というより、車内から誰も逃げ出さないよう取り囲んでいるのでは。


    　そんな疑念がファニアの脳裏に浮かんだ瞬間、ギヨームと目が合った。


    「…………どうしました？」


    　疑念が表情に出てしまっていたのか、ギヨームが低く問うてくる。


    「……いえ。……少し、気になったことがありまして」


    「ほう。わたしがなにか、お気に障ることでも？」


    「いえ。あの、この馬車は北へむかっていませんか？」


    　慎重に問いかけると、ギヨームは少し黙って、首を左右に振った。


    「まさか。南へむかっています。道が曲がりくねっているため、北へむかっているように錯覚されたものと」


    　ギヨームの言葉に、ぞっとした。道は曲がってなどいない。さっきから太陽はずっと左手にある。


    「……馬車を止めていただけますか？」


    　声を落とし、そう頼んだ。ギヨームの口調も、音階が下がる。


    「……それは、なにゆえに」


    　ファニアは眼まな差ざしを厳しくした。


    「……ここで降ります。お世話になりました。ミズキ、出しゆつ立たつの準備を」


    　言われてミズキが口を半開きにする。


    「へ？　なんで？　ここから歩くの？」


    「はい。ここから歩きます。ギヨームさま、馬車を止めてください」


    　告げると、ギヨームはしばらくファニアを見つめてから、温厚の仮面を取り外し、馬車の背もたれに上体を預け、短い足を鷹おう揚ように組んだ。


    「できませんな」


    「……………………」


    「殿下をエデン特区へ連れ戻すよう、旦だん那なさまにきつく言われておりますので」


    　ギヨームの表情が、にやにや笑いに変わっていた。ファニアはすべてを悟る。


    　──叔父さまに見捨てられた……。


    　──ギヨームと私兵たちは、グレゴリオの手先だ……。


    　パグラチオン繋けい留りゆう塔とうへ連れていかれれば、すべてが終わる。グレゴリオはファニアの裏切りを決して許さないだろう。


    「ミズキ。状況はわかりますか」


    　ギヨームに両目を据すえたまま、傍かたわらに問うた。


    「このおっさんと外の兵隊が敵ってのは、なんとなく」


    　ミズキが硬い口調で答える。


    「では、どうします」


    「先手必勝」


    「ぎゃっ」


    　ミズキの返事とギヨームの悲鳴とファニアが馬車のドアをひらいたのは同時だった。


    「ミズキっ」


    　うしろを振り返ると、ギヨームの顔面に左足の靴底を押しつけたミズキが怒鳴る。


    「飛び降りて、走れ!!」


    「はい！」


    　ファニアは疾走する馬車から飛び降りて、赤土の路面を転がった。


    　すぐにミズキも杖つえを片手に車内から飛び降り、路上を転がって慣性を流す。


    「逃げた、捕らえろ!!」


    　私兵が気づき、手た綱づなを手前へ引きつける。


    「逃げて、ファニア!!」


    　ミズキの声を背に受けて、ファニアはかろうじて立ち上がり、歯を食いしばって平原を駆ける。右足首の折れているミズキは走ることができない。


    「ははは、こいつはいい！」「逃げられると思っているのか、バカが」「王女狩りだ！　最初に捕まえたものに獲物を与える!!」


    　私兵は逃げるファニアへ嘲ちよう笑しようを送り、鐙あぶみを蹴け立たてる。人間の足で馬にかなうはずもなく、またたくまに荒くれ者たちはファニアに追いつき、その周囲を取り囲む。


    「はぁ、はぁ、はぁ……」


    　息を切らしながら、ファニアはゆっくりと歩調を緩め、やがて完全に足を止めた。取り囲んだ兵士たちの下卑た笑みを順繰りに睨にらみ、背筋を伸ばす。


    「わたしに触れれば、舌を噛かみます」


    　毅き然ぜんと告げる。私兵たちは面白そうに、ファニアへ卑ひ賤せんな視線を注ぐ。


    「わたしたちをここで解放なさい。後日、あなたがたの雇い主の十倍の報酬を支払います」


    　取引をもちかけると、男たちは一斉に笑った。ひげをたくわえた巨漢がひとり、鞍くらを降りてファニアの面前へ歩み寄り、いやみたらしく右足を引き、左手を胸の前に流して頭こうべを垂れる。


    「仰おおせのままに、王女殿下。わたしの鞍の前へお座りください。コールシュタットまで送り届けて差し上げましょう」


    「……………………」


    「さあ、早く。なんならお手伝いしましょうか？」


    　大きくあいたシャツの胸元からもじゃもじゃの胸毛を覗のぞかせながら、巨漢はいやらしい表情をたたえてファニアを見下ろす。こんな男に背中を預けて騎乗するくらいなら死んだほうがマシだ。


    「やめろ、放せ、ごめんファニア、捕まっちゃった……っ！」


    　ミズキは屈強な兵士によってうしろ手に縛られ、ファニアの面前に突き出された。。髪の毛を鷲わしづかみにされて、悔しそうに詫わびる。


    「乱暴はやめなさい。ミズキを放すのです」


    　言葉に威厳を込めると、兵士たちはますます楽しそうに笑った。さらに三人の兵士が鞍を降りて、ファニアの面前へ進みでる。


    「要望ばっかりだな、王女さま。おれたちの頼みも聞いてくれるか」


    「……………………」


    「コールシュタットまでおれたちと一緒に馬車に乗るんだ。ひとりずつ順番に一回交代でな。それでいいなら送り届けてやるぜ、たっぷり一か月くらい時間をかけてな」


    　五人の下品な大笑いが平原に響いた。


    　ファニアは内心の動揺を押し隠し、佇たたずまいを平静に保つ。ただ辱はずかしめだけは受けまいと、舌の根を奥歯に挟んだ。


    　──ルカ、許してください。


    　──あなたとの約束を、果たせませんでした。


    　平原の風へ、心中の詫わびを届けた。この風がルカのところへ届くといいのに。


    　巨漢の右手がファニアへむかい伸び、細い肩を抱こうとしたそのとき──。


    「これでこそ待った甲斐があったというもの」


    　銀の一いつ閃せん。


    「礼をいうぞ、諸君」


    　裂けた風の狭はざ間ま、鮮血の飛ひ沫まつと兵士の悲鳴。


    「諸君は余にとって、最高の舞台装置である」


    　見ひらいた野の葡ぶ萄どう色の瞳に、金色の髪と銀のレイピア、風を切り裂く流麗なステップが映し出される。


    「あとはひたすら、みっともなく敗北せよ」


    　兵士たちを切り裂きながら、白のワイシャツにぴしりとした薄茶色のスラックス、左手首に瑪め瑙のうのブレスレットを巻いた青年はファニアを振り返って優美に笑った。
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    　見覚えがある。


    　なぜここに、このひとが。


    「ヴラドレン皇太子……!!」


    　またの名を、武器商人ラヴレンチ・コンパンツェフ。かつて一度だけ、ラランディア宮殿で謁えつ見けんし、ルカへの伝言を彼に託したことがある。


    「ラヴちゃんと呼べ、王女ファニア」


    　神聖リヴァノヴァ帝国皇位継承権一位でありながら、玉座を自みずからジェミニに譲って失しつ踪そうした謎の皇太子がいま、ファニアの眼前で剣を振るっていた。


    　最後のひとりの右腕へレイピアの剣けん尖せんを貫通させて、ヴラドレンは引き抜いた刀身を血ぶりして、地をのたうち回って苦しむ五人の兵士を見下ろす。


    「急所は避けたが、もう武器は持てまい。貴君らがこれまでの生き方を反省し、更生することを望む。以上、行って良し」


    　いずれも利き腕の根元を貫かれた兵士たちは、怯おびえた表情でヴラドレンを見上げ、尻しりを地に擦りながらうしろ手で後ずさりする。


    　ヴラドレンはファニアの面前へ歩み寄ると、言葉をつづける。


    「ヘルフルトの屋敷から枯れ葉色の濛もう気きがあがっていたものでな。枯れ葉色は謀略の証あかしよ、必ず貴殿に危機が訪れると察し、最も格好良く登場するため辛抱強く貴殿の馬車の背後を尾けてきたのだ。どうだ、余のもくろみどおり格好良かっただろう？　吊つり橋効果もあいまって、思わず余に惚れてしまったであろう？」


    　相変わらず言っていることがよくわからないが、ファニアは安あん堵どと感謝を表情に映した。


    「……助かりました、ヴラドレン皇太子。なぜこんなところへ？」


    「すでに説明したであろうが。貴殿がジェミニにさらわれたと聞き及び、密かに皇都へ潜入し奪還の機会を窺うかがっていたところ、昨夜偶然、虹色の濛気を皇都の広場で発見したのだ。無事でなによりだった王女ファニア、さてもくろみどおり、貴殿は余に惚れたかな？」


    　ひといきに喋しやべってから、ヴラドレンはファニアの頭上をしばらく眺め、がっくりと肩を落とした。


    「……まだ惚れぬか……。ここまでやって、まだ余など眼中にないというのか……っ！」


    　うつむいて、両肩を震わせ、泣きそうな表情を持ち上げて怒鳴る。


    「そんなにルカが好きかっ!?　なぜだ、余のどこがやつに劣る!?　余のほうがハンサムだし、金持ちだし、危機のときはさっそうと現れて格好良いし！　これだけ恵まれた貴公子が貴殿に惚れられるためになりふり構わずがんばっておるというのに!!　なぜ貴殿の濛気は微み塵じんも紅の色を混ぜぬ!?」


    　ほがらかに笑ったあと、いきなり落胆し、さらに怒気さえ発するヴラドレンに気け圧おされ、ファニアは思わず後ずさりする。


    　ヴラドレンは唇をわななかせてまたしばらくファニアの頭上を観察し、ついに涙目になり、がくりとうなだれた。


    「……介入する隙すき間まもなし、か……。だが……諦あきらめぬぞ王女ファニア。その虹色の濛もう気きにいつか必ず余の色を足してみせる。いまは駄目でもいつか必ず、余は貴殿の虹の一色となる！」


    　うなだれていた顔がいきなり持ち上がり、今度は希望を歌いはじめた。相変わらずなにを言っているのかわからないが、ともかく、助けてくれたことに感謝せねば。


    「はい、殿下なら必ずできると信じます。わたしも及ばずながら、殿下が成功するよう祈っております」


    　適当に合いの手を入れたとき、彼方かなたから誰かの悲鳴が届いた。ファニアは街道に取り残された馬車を見やった。


    　カスコート銃を手にした黒いスーツすがたの騎兵が十四騎、馬車を取り囲んでギヨームを引きずり出していた。ギヨームの私兵五名も一か所にまとめられ、武器を押収されている。


    「彼らは……？」


    「……ラヴレンチ商事の社員たちだ。わざわざ連中をあの場に残し、余がひとりで颯さつ爽そうと駆けつけたのだが、貴殿の心は微み塵じんも動かぬとはなんたる悲劇……」


    　やや元気を失った様子のヴラドレンは悲しそうにそう言ってから、ミズキを縛っていた縄をレイピアで切る。


    「助かったぜラヴちゃん！　ピンチの濛気が見えたんだな!?　さすが超能力王子、世界で一番かっこいいぜ！」


    　ミズキはそう言ってウインクし、ヴラドレンへ親指を立てる。


    「うむ、正せい鵠こくを射ておる。余は皇太子だし超能力者だし世界一かっこいいぞ。しかし貴君がこれほど余の魅力を理解しておるというのに、王女ファニアは全く理解しようともせぬ……」


    　かつて一緒に帝国軍から脱走して、ガルメンディア王国への旅路を共にしたため、ミズキはヴラドレンと面識があり、自然に言葉が弾んだ。


    「ラヴちゃんが護衛してくれるなら安心だよ！　紹介状もあるし、今度こそほんとにジェミニに会える！」


    「ほう。ヴィクトルのもとへ行くのか。やつに会ってどうする？」


    「……長い話になります。皇太子殿下がよろしければ、車内でお話を」


    「うむ、願ってもない。道中、狭い車内で余の放つ知的な濛気を浴びたなら、必然、貴殿のかたくなな濛気も変じよう」


    「おう！　ラヴちゃん、ファニアと友達になりなよ！　おれ、御者するからさ！」


    　ファニアとヴラドレン、ミズキは連れだって馬車へ戻った。御者とギヨーム、私兵五名はその場に残し、馬車を馬ごと奪って御ぎよ者しや台だいにミズキが座る。


    「ふふふふ。ふたりきりだな、王女ファニア」


    　先ほどの躁そう鬱うつはどこへやら、これ以上ないほどうれしそうに、ヴラドレンはいそいそと車内へ乗り込む。


    「皇太子殿下にご相談したいことも多々あります、ご容よう赦しやを」


    　あとからファニアは真ま面じ目めな顔で車内へ乗り込み、対面に腰かける。


    「もはや皇太子殿下ではない。ラヴちゃんと呼ぶのだ王女ファニア」


    「わたしも王女ではありません。ファニアで構いませんよ、ラヴちゃん」


    「ふふふふ。ファニア」


    「なんでしょう、ラヴちゃん」


    　でへえ、とヴラドレンがだらしなく破顔する。本物の変わりものだ、と心中に汗を流しながら、ともかく心強い旅の仲間を得ることができた。


    「行くぜ！」


    　御者台のミズキが掛け声をかけ、馬車は反転してノースランド大街道を南下しはじめた。馬車の前後を十四騎の護衛が固め、皇帝ジェミニの待つコールシュタットへ歩みはじめる。


    　道すがらファニアはここに至る顛てん末まつを語った。ルカが生きていること、熾天使セラフイム級機械兵が起動したこと、ワールド・トリガーの発動により、三界がひとつになること……。とても信じてもらえないであろう突とつ拍ぴよう子しもない内容を語り終えたときには、空に星がまたたいていた。


    　途中からずっと沈黙していたヴラドレンは背もたれに上体を預け、ファニアの頭上をじっと見やって呟つぶやいた。


    「……ウソをついているなら濛もう気きにどどめ色が混じるのだがな。きみの濛気は七色のままだ。……実にすさまじい運命であるな、ファニア。我々は間違いなく、歴史の転換点にいる」


    「……魔女アナスタシアは、三界の権力者たちは『星の意志』に踊らされている、と表現していました。エデンを支配するエデン評議会、ジュデッカ皇帝ヒルデガルダ、そして事実上、グレイスランド皇帝になろうとしているジェミニ……。世界の命運を握るこの三者のうち、わたしはジェミニと繋つながりがあります。彼に会い、エデンに媚こびへつらうのではなく、グレイスランドとして結束して対抗するよう説得したいと思うのです」


    　ファニアは真しん摯しな言葉で、この旅の目的を話した。


    　ふむ……とヴラドレンは神妙な面おも持もちで虚こ空くうを見やり、うなずく。


    「貴殿は自みずからを粗末に扱う傾向があるな。ガルメンディア王家が滅ほろびたというのに、自らが生き延びていることが心のどこかで許せぬのでは」


    　ファニアは静かに、対面のヴラドレンを見つめた。珍妙な人物だが、いきなりこちらの内面深くをまさぐるようなところがある。


    「ヴィクトル……いや、ジェミニはまともな人間ではない。腹違いの弟であるが、生き真ま面じ目めで誠実で格好良い余とは正反対の性格をしている。貴殿がやつのもとに赴おもむいたなら、生きながら殺されるであろう」


    　最後のひとことがファニアの胸を穿うがった。生きながら殺されるとは、いったいどういう状態なのか、想像ができない。


    「ジェミニに謁えつ見けんしたとて、まともな交渉にもなるまい。一介の流民に過ぎぬ貴殿の要求を呑のむとして、見返りはなんだ？　貴殿自身か？」


    　ヴラドレンは躊ちゆう躇ちよなく、ファニアの内面に片手を突っ込み、本心を鷲わしづかみにして目の前に掲げてみせる。


    　ファニアはヴラドレンに据すえた目線を改める。


    　──このかたは、ただの変わりものではない……。


    　隠しごとは通用しなさそうだ。ファニアは素直に認めた。


    「……はい。ジェミニの出方次第では、それも覚悟せねばならないと」


    「なるほど。貴殿自身を景品にし、グレイスランドを救おうと」


    「……はい」


    　ヴラドレンは痛ましそうにファニアを見やり、首を左右に振る。


    「……悲しすぎるであろうよ、ファニア。貴殿は本当に、あまりに誠実で、世界への愛へあふれ、そして人間を信じすぎる」


    「……………………」


    「それをやっても、ジェミニは喜んで貴殿を嬲なぶり、エデンへの貢こう納のうはやめないであろう。貴殿の誠実さを踏みにじることに快感を見いだすたぐいの人間だ。貴殿のやろうとしていることは、ただジェミニの暇つぶしになるだけで世界にとってなんの意味も持たぬ」


    　きっぱりと言い切られ、ファニアは唇を噛かみしめる。


    　けれど、もう。


    「……わたしの持ち物は、わたし自身だけなのです」


    　自分でその台詞せりふを紡つむいで、どうしようもないほど悲しくなった。


    　ファニアとて愚か者ではない。自分が権力者たちから愛されていることは理解している。エデン公爵グレゴリオ、リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニ、そしてルナ・シエラ共和国第一執政ルカ・バルカ。グレイスランドの権力者たちは軒並み、ファニアを巡って争った。これに気づかないのは、よほどの愚か者だけだ。


    　だから──そんな自分を売り物にすることにした。


    　ジェミニに自分を売れば、グレイスランド連合軍が誕生し、エデンとの決戦に勝てるかもしれない。それで民が幸福になれるなら、自分自身など捨ててしまっていいではないか。そう思って──ここにいる。


    　ヴラドレンに本心を抉えぐり出され、日の光のもとに晒さらされてはじめて、ファニアは冷静におのれのもくろみを振り返り、そして、泣きたい気持ちになった。


    　──なんて浅ましい……。


    　できるなら気高く賢明でありたい。自分を安売りすることもしたくない。けれどいまの自分は、理想を叶えるために必要なものをなにも持っていない。自分の浅ましさ、卑しさがみじめで、悔しくて、泣きたくなる。


    「星の意志、と言うたな」


    　不意にヴラドレンがそう言った。ファニアはうつむかせていた顔を少し持ち上げる。


    「余も星の舞踏会に招かれようかの。さしずめ狂言回しとでも言うべき端は役やくだが、状況に一石を投じることはできるであろう」


    　舞台役者のように言葉を飾って、ヴラドレンは至極真ま面じ目めな表情で、


    「『悲劇の王女』という舞台劇は鑑賞したかね」


    　突然、あらぬ方向に話題が変わり、ファニアは若干面食らう。


    「……いえ。舞台を見る機会などありませんでしたので」


    「共和国で大ヒット中の三文芝居でな。主役はファニア、きみだ。きみの生涯を過剰に賛美し、最後はルカの前できみが喉のどを貫いて死ぬ演劇に、民衆が長ちよう蛇だの列を為なしている」


    　ファニアは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。はじめて聞く話だ。


    「民衆は疲れておるのだ。血を流して革命を起こしても、相変わらずパンは高く庶民のもとへ届かない。こんなことならば昔のほうが良かった。そういう気分が、きみを主役とした出来の悪い舞台を大ヒットさせておる」


    「………執政政府に問題があるのでしょうか。敗戦による混乱は想像ができますが」


    「問題は山積しておる。建国以来の一年半、革命による変化は王侯貴族の代わりに富裕層ブルジヨワが支配者側に立っただけ、庶民はなんらの恩恵も得ておらぬ。ルカ失脚後の共和国を支えるのは第二執政カミーユと内国軍長官マクシミリアノだが、ルカに比すればあまりに小粒。現在、あまねく共和国民は新たな救い主を求めている」


    　ヴラドレンは言葉を句切り、ファニアを見やってにやりと笑った。


    「噂うわさは耳にはいっているぞ。きみは先日ミカエルに乗って空中に浮遊し、音声拡張装置を使って撤退中の兵士たちへ語りかけたそうだな。部下の報告では、現在ラランディアではその場に居合わせた兵士たちが口々に、きみの評判を広めているらしい。きみにとって実に都合の良い状況がラランディアに生まれつつある。これも魔女のいう『星の意志』ではないか？」


    　ファニアは返事ができない。ミカエルを通じて兵士たちに語りかけたのは、撤退戦に疲れ果てた彼らを励ましたかったからだ。ミカエルに乗っていたから正体はバレない、と思っていたが、かつての近この衛え兵が「ファニア殿下だ」と騒いだため、いまは王女ファニアではなく市民ファニアであると告げた。このひとことが結果的に思った以上の効果を発揮し、兵士たちを地にひれ伏させることになってしまった。空中に浮揚する巨大な機械兵と音響装置の効果により、彼らはファニアを救世主と錯覚したのだ。


    「グレイスランドの民を幸福にしたいかね、市民ファニア」


    　いきなりの問いかけ。ファニアは表情を引き締める。


    「……はい。それがわたしの役目です」


    「では目的地を変えねばならぬな。行き先は、わかるかね」


    　ヴラドレンは意地悪な問いかけをファニアに送る。


    　ヴラドレンのもくろみは、もう見えていた。元皇太子のコネクションとラヴレンチ商事の財力を以もつてすれば、それも可能だろうと思う。


    　一度大きく、息を吸った。そして背筋を凜りんと伸ばし、自分の気持ちを確かめる。


    　いまのわたしにもひとつだけ、持ち物があった。


    　──民の人気。


    　それを利用しよう。


    「行き先は、ラランディア」


    　ふふふ、とヴラドレンは薄く笑い、意地悪な問いかけをつづける。


    「ほう。ラランディアに戻って、なにをするのかね」


    　ファニアは少しだけ視線をきつくする。


    「ルナ・シエラ執政政府への参加を希望します」


    　民の人気を踏み台にして権力の中枢に近づき、世界を救え。ヴラドレンはきっとわたしにそう言いたいのだ。


    　だが、ヴラドレンは首を左右に振る。


    「微妙に違うぞ市民ファニア。政府に参加するのではない。そんなことで世界は救えぬ」


    「…………？」


    　ヴラドレンの口角がいきなり切れ上がり、頬ほおを裂いた。


    



    「ルカに代わり、きみが第一執政となるのだ」


    



    　ファニアの心臓が、どくん、と大きく波打った。


    　あまりにも大それたヴラドレンの言葉。常ならば即座に、大きすぎる野心を撥はねのける──はずなのに。


    　どくん、どくん。熱い血がファニアの内側を巡る。血液が、細胞が、音楽を奏でるようにファニアの内側で跳ね踊っている。


    「わたしに、ルナ・シエラ共和国を統すべよと？」


    　ヴラドレンは凄せい惨さんな笑みをたたえたまま、座席にふんぞり返る。


    「世界を救うにはそれしかないぞ。救国の天使を演じ、カミーユもマクシミリアノも蹴け落として、きみが権力の中枢に舞い戻るのだ。それならば、ジェミニと対等の交渉が可能であろう。ジュデッカ皇帝ヒルデガルダも、きみの意志を無視できなくなる。ジェミニ専属売春婦より、よほどきみにふさわしい立ち位置だと思うが、いかに」


    　鼓動が速まる。吸い込む息まで、熱い。


    　身の丈を遙はるかに越えた言葉なのに、品性に欠けた剥むき出しの野望なのに。肉体を構成する三千兆の細胞がいきなり活性化したような。


    　息が、荒くなる。脳のう髄ずいが痺しびれる。なにかを予感し、指先が震える。


    「七色の濛もう気きが輝きを増していく。きみ自身の魂が、余の言葉に賛同しているのだ。抗あらがうことはない。天使を演じることをためらうな。世界を救いたいならば、きみは野望を抱いた天使となれ」


    　芝居役者じみたヴラドレンの言葉が、ファニアの魂の最奥にあるなにかを揺さぶり起こす。


    「共和国を奪い取るのだ、ファニア。民意によって奪われた権力を、民意によって奪い返せ」


    　その言葉が、ファニアの中心を重く貫く。


    　魂の破砕孔から、革命以来ずっと蓋をしていた想いがあふれ出てくる。


    　──わたしはファニア・ガルメンディア。


    　──民に君臨し、民を搾さく取しゆし、民に我が身を捧げるもの。


    　君臨するためにこの世に生まれ、民のために死んでいく。それがわたしの使命だ、いまさらなにをためらうことがある。


    　それに身の丈を越えた野心など、わたしはとっくに抱いていた。


    　一介の流民でありながら、大それた誓いを立てたではないか。


    『あなたが壊すこの世界を、わたしが築き直します』


    　約束を、果たすために。


    「はい」


    　ファニアは顔を上げ、大それた野心を口にした。


    



    「共和国を、奪います」


    



    　†††


    



    　同日、北エデン特区、渓けい谷こくの隠れ家──。


    



    　両岸に切り立った岩壁を抱く渓流のほとり、象が隠れられるくらい大きく抉えぐれた窟いわやに、熾天使セラフイム級機械兵ミカエルとルシフェルが並んで膝ひざをついていた。


    　岩壁に切り取られた狭い星空から降りてくる月明かりが、ルシフェルの首筋から突き出した繭まゆ型搭乗席を蒼あおく染めていた。


    　搭乗席内から、力のない声が届く。


    「お～い、ヴィヴィ～。来てくれヴィヴィ～」


    　かすれて弱々しい、男性の声だった。砂じや利りの地面に腰を下ろして物思いにふけっていたヴィヴィ・レインはため息をついて立ち上がり、緩めていた特殊スーツのスイッチを入れる。しゅっ、と音を立てて、それまでローブのようにゆったりと身体を包んでいた白い素地が収縮し、ヴィヴィの肌に吸い付いた。


    　駐機姿勢のルシフェルに歩み寄り、機体の右腕を登って、うなじから半分だけ飛び出た繭型搭乗席に辿たどり着き、表面に両膝ひざをついてハッチのなかを覗のぞき込む。


    　搭乗席内には特殊スーツすがたのルカが困り顔をしていた。


    「どうした」


    「背中が痛い。寝返り打たせてくれ」


    　ヴィヴィの口がへの字に曲がる。


    「あと二時間ほどで身体が動く。我慢はできぬのか」


    「頼む。背中がなんかむずむずするんだよ。ぬるい拷問みたいで気持ち悪い」


    　ヴィヴィはこれ見よがしにため息をつく。


    「くだらない用事でルシフェルを起動するからだ。熾天使セラフイム級を土木作業に使うなど……」


    「説教はあとで聞くから。頼む」


    　ルカの懇こん願がんに、ヴィヴィの眉み間けんの皺しわがますます深まる。だが操縦後の二十四時間、身体が動かなくなるのは熾天使級操縦士の宿命。その辛つらさはヴィヴィもわかる。本来ならこんな仕事は他人に任せるのだが、いまはこの隠れ家にふたりきりだ。


    「全く……なぜわたしがこんな雑用を」


    　ぶつくさ言いながら狭い搭乗席へ両足を突っ込み、ルカの背中とシートの間に自分の爪つま先さきを差し込んで、そのまま両足を持ち上げようとする。


    「雑すぎっだろ。優しく抱き上げろ」


    「うるさい。寝返りさせてやるだけありがたいと思え。うりゃっ」


    　ヴィヴィが両足を思い切り引きつけると、ごろんとルカの身体が転がって、シートの端っこでうつぶせになった。寝返りが打てたはいいが、顔が正面からシートに押しつけられてしまっている。


    「呼吸できね～」


    「顔くらい動かせぬのか」


    「動かねーよ、助けろー」


    「まったく……世話のやける」


    　ヴィヴィは右足の爪つま先さきをルカの頬ほおに当て、面倒くさそうに蹴け飛ばす。


    「殺す気かてめえ!!」


    　うつぶせのまま強引に右側へ顔をねじられたルカが怒鳴る。呼吸はできるようになったが、首の骨が折れかねない一撃だった。


    　しかしヴィヴィはふんぞり返り、


    「要望を叶えてやったというのに礼もいえぬのか」


    「顔蹴られて礼言うわけねえだろ！　手でやれ！」


    「断る！　だいたい、こうなった原因は貴様だろうが！」


    　ぎゃあぎゃあと不毛な言い争いがつづき、激怒したヴィヴィはルカをその場に残したままルシフェルの背中を伝って地面に降り、河原から罵ば声せいを投げ上げる。


    「勘違いするな、貴様がルシフェルの操縦士だから生活を共にしているのだ！　本来なら貴様など視界に入れたくもない！　わたしをミズキやファニアと同じだと思うな！」


    　うるせえ黙れバカ女～、というかすれた返事を受け取って、ふん、と鼻息を吐き出す。


    　発端は昨夜。


    　森の職人組合から帰ってきたルカが「交易路が土砂崩れで通れなくなったらしい。森の住民がみんな困ってる」とうれしそうに切り出した。ルカは組合代表に「撤去してやる。報酬は空き小屋と十万ルベル」と話を持ちかけ、代表は半信半疑ながら受けたという。


    　ヴィヴィが止めたにもかかわらず、ルカは昨夜ルシフェルを起動、峻しゆん険けんな山道を歩き抜け、崖から崩ほう落らくした土砂と大岩を熾天使セラフイム級機械兵の七千八百馬力ですべて取り除き、現在、身体活動停止から二十二時間が経過したところ。


    「つまらぬことに熾天使級を使いおって……」


    　ヴィヴィは独りごちて、特殊スーツのスイッチを切る。収縮していた素地が広がって、直立した状態だからそのままするりと地面に落ちる。


    　真っ青な月光がヴィヴィの裸身を照らし出す。ヴィヴィはためらうことなく渓流に爪先を浸し、そのまま石の川底へ腰を下ろす。ヴィヴィのおなかまでが水に浸かり、心地よい冷たさを感じて、ヴィヴィは深く息を吐き出す。


    　この隠れ家に辿たどり着いてから五日間。ヴィヴィはルカがいないときを見計らって水浴びするのがお気に入りだった。ルカのせいで毛羽だってしまった神経を、清らかなせせらぎが優しく慰い撫ぶしてくれる。


    　だんだん落ち着いてきて、ヴィヴィは星空を見上げ、少しばかり反省する。


    「まあ、気持ちはわからぬでもないが……」


    　エデン艦隊の出撃を待ち、奇襲を加えるためにルカとヴィヴィはここに隠れ住んでいる状態だ。だが空中を偵察できるわけでもなく、じっとしていても情報は入ってこない。エデン艦隊が出撃したとしても、ここにいるルカたちは偵知できない。


    　ならばミカエルとルシフェルに乗り込み、ここを出てどこかの都市へ行くべきなのだが、ヴィヴィとルカには匿かくまってくれる味方がいない。グレイスランド、ジュデッカ、エデン、すべてが敵に回っている状態だ。下へ手たに二機を動かして騒ぎになり、二十四時間身体が動かない状態でいずれかの君主に捕まったなら、なにをされるか見当がつかない。


    　我々の目的はエデン艦隊の撃滅。ゆえに艦隊が出撃するまで隠れているのが最善。


    　その方針でルカとヴィヴィは一致している。しかし状況が動いたことをどうやって知るのか、その手段を持っていない。


    　ヴィヴィが頼みにしているのは、唯ゆい一いつの味方、アナスタシアからの連絡だった。


    　飛行戦艦バルバロッサで戦いに巻き込まれ、ヴィヴィはアナスタシアを船内へ残したままミカエルに乗って脱走してきた。あの魔女のことだから無事だろうと信じているが、もしも殺されてしまったなら打撃は大きい。ヴィヴィたちがこの隠れ家で魚を釣っているときに、エデン艦隊がグレイスランドの都市を焼き払ってしまうかもしれない。


    　情報を得るために、打つべき手はないのか。


    　煩はん悶もんしていた昨日、ルカは炭焼き職人の集落に出かけ、そこからさらに森の職人組合のある集落まで歩いて交易路の崩ほう落らくを知り、ルシフェルを使って土砂を取り除いた。「くだらない用事」とヴィヴィは両断したが、森の住民にとって交易路が生命線であることも理解している。


    　この時代、薪まきや木炭などの木材燃料は需要が高く、春から夏にかけてグレイスランドの森では大勢の炭焼き職人が生活していた。ほかにも、栗やクルミなどの食料採取、家畜の放牧、鉱物資源の採取、そして森の木々を燃料にした製鉄、さまざまの目的でひとびとは大海のような森に入り込み、離れ小島のような集落を作って、その季節に応じた生産活動を営んでいた。馬車が通れる交易路は彼らが森で採取・生産した商品をカネに換える生命線であり、一夜にして生命線を復旧したルカには報酬と住居が与えられるだろう。報酬で馬を借りれば街へ出られ、交易商人から他国の情報も手に入る。この隠れ家でじっと魚釣りをしているよりは、よほど有益な活動が可能になった。


    　だから決して「くだらない用事」ではない。ただヴィヴィにとって熾天使セラフイム級機械兵は聖なるもの、畏おそれ崇あがめられるべき存在だから、土木作業に使うのが気に入らなかっただけだ。


    「言い過ぎたかな」


    　渓流で文字どおりに頭を冷まし、ヴィヴィは反省しながら立ち上がった。みずみずしい肢し体たいの表面から水滴を滑らせ河原へ戻り、物々交換で手に入れた布巾で身体を拭い、弛し緩かんした特殊スーツを寝袋にして潜り込む。


    　明日の朝、ルカに謝り、それからふたりで職人組合の集落へ出かけよう。報酬が入ればここでの生活も少しはマシになる。ワールド・トリガーの起動が世界にどういう影響を与えているのか知ることもできるだろう……。


    



    　日の出とともに、ルカとヴィヴィは連れだって窟いわやを出発し、職人組合の集落を目指して歩きはじめた。ミカエルとルシフェルに乗っていけば一時間もかからない距離だが、エデン艦隊が出てくるまで二機の存在を秘ひ匿とくする必要がある。ルカは物々交換で手に入れた栗色の上着と細身のスラックス、ヴィヴィはエデンの制服の赤い上着に白いタイツを合わせて、渓流のほとりを歩き抜け、森の細道へ足を踏み入れる。


    　ふたり、むっつりと黙り込んで口もきかない。一時間ほど歩いて炭焼き職人の集落を通り過ぎると、道は上りになった。目的地までは山をふたつほど越えねばならない。


    　昨夜、ルカに謝ろうと思っていたヴィヴィだが、身体が動くようになったルカを見るとなぜか謝る気が失うせ、つんとそっぽをむいてしまった。


    「腹減った……」


    　時折、ルカがそんなことを言うだけ。昨日から二十四時間、ふたりとも食べ物を口にしていない。無一文だし、物々交換に使える物資もとっくに尽きた。職人組合からの報酬を受け取らなければ、エデン艦隊出撃前に飢えて死ぬ。


    　ヴィヴィはルカの愚ぐ痴ちに相づちさえ返すことなく、黙々と歩きつづける。


    　本当は、悪いと思っている。


    　ルカが土木作業をしたおかげで、ヴィヴィも食べ物と寝床と普段着にありつけるのだ。だからもう少し愛想良くしてもバチは当たらないとは思う。思うものの、どう表現したら良いのかわからない。


    　なにか気まずい。だが黙って歩く。


    　ひとことも口を利かないまま、午後一時。七時間近く歩いて、ふたりはようやく職人組合の集落、通称「森の駅」へ辿たどり着いた。


    　ここは森の住民の交易拠点になっており、馬車や駅馬、厩きゆう舎しやが備えられ、大きな長屋が役場として利用されていた。


    「こんちはー。ポックルさんいるかな？」


    　ルカが長屋にむかって呼びかけると、窓から日焼けした老人が顔を出し、ルカを見て仰天した。


    「おぉ、あんた!!　いまあんたの話してたんだよ、道が通れるそうじゃないか、いったいどんな魔法を使ったのかね!?」


    　職人組合代表ポックルは慌てた様子で長屋から飛び出し、ルカの両手を握って上下に振る。


    「みんな大助かりだよ、何か月かかっても住民みんなで撤去しようって腹くくってたのに、たった一晩できれいさっぱり瓦が礫れきがないって！　あんたいったい何者だ!?」


    　ポックルは目から涙さえにじませてルカの手を放さない。ルカは困ったように笑うと、


    「実はこいつ、魔法使いなんだよ。魔法使って、邪魔なもん吹っ飛ばして」


    　ヴィヴィを指さし、魔法使いに仕立て上げる。ポックルは呆気あつけに取られてヴィヴィを見つめてから、今度はヴィヴィの手を握りしめて上下に振りはじめた。


    「あぁ、ありがとう！　ありがとう！　魔法なんて信じてなかったが、いまは信じてるよ！　すごいなあんた、やっぱりこの森には魔女が住んでいたんだなあ……！」


    　ポックルの表情が皺しわに埋もれた。騒ぎを聞きつけて、集落の住人や駅舎の商人たちが表に出てきて、ルカとヴィヴィを笑顔で取り巻く。


    　ついさっき、交易路を通り抜けてきたという商人が自分の荷馬車を指し示し、


    「おかげでここまでゴート麦を運べたんだ！　森の住民みんながパンを食べられる！　きみたちは命の恩人だよ！」


    　その傍かたわら、これから皇都パグラチオンへむかうという交易商も、


    「馬車が通れないっていうからずーっとここで待ちぼうけを食っていてねえ。あと三か月は家に帰れないって諦あきらめてたよ。きみたちのおかげで家族に会える。本当に助かったよ」


    　涙ぐみながら、ルカとヴィヴィに握手を求める。


    　ヴィヴィが思っていた以上に、森の住民たちの喜びは大きかった。勝手に魔女に仕立て上げられたことは腹が立つが、しかし自分を取り巻く涙交じりの笑顔を見ていると、喜んでくれたならまあいいか、とも思う。


    「そんで、頼んでた件だけど。なんとかなるかな？」


    　ころあいを見計らってルカがポックルに頼むと、人の良さそうな老人は何度もうなずき、


    「もちろん十万ルベル払うし、家も手配するとも！　なんなら一生、この森にいてくれて構わない。道が通れなくなったときだけ働いてくれたら文句ないから」


    「いやいや、住むとしても半年か一年か、たぶんそのくらいだから。まあ用事が済むまでよろしく頼む」


    「そうかい、残念だねえ。できるだけ長くいてほしいんだがねえ。ともかく必要なものは提供するから、困ったときは言ってくれ。構わないだろ、みんな？」


    　ポックルが居合わせた商人や職人たちに問いかけると、拍手と指笛が起きた。ポックルの皺まみれの笑みがルカにむかう。


    「きみたち、夫婦だね？」


    「え、あ、あぁ」


    「職人は季節で入れ替わるから空いてる小屋はたくさんある、好きなのを選んでいい。まずは手続きだ、さあ、入って入って！　届いた麦でパンを焼いてくれ、恩人にごちそうするんだ！」


    　促うながされ、ルカとヴィヴィは木造の長屋へ入った。パン焼き窯がまに火が入り、今日届いたばかりのゴート麦のパンが香ばしく焼かれる。御者の鞭むちの音が響き、荷車に薪まきを積み上げて出発する馬車、穀物を満載して到着した荷車、森の駅は忙しさを取り戻していた。


    



    　夕方、ルカとヴィヴィは案内してくれたポックルを見送って、新居にふたりきりで取り残された。


    　ポックルの背中が木立のむこうに消えたのを確認し、ヴィヴィはまずルカに文句を言う。


    「誰が夫婦だ」


    「成り行きだ。仕方ねーだろ」


    　ふん、と鼻を鳴らし、ポックルが手配してくれた荷馬車を眺める。


    　荷馬車はロバ二頭引きで、四輪の荷台がある。ここから馬車で二日ほど行ったところに小さな街があり、生活必需品が買えるそうだ。


    「さて。住むとこも決まったし、明日、街へ行きたいな。小切手をカネに換えて、必要なもん買いそろえないと」


    「うむ。わたしも行こう。寝間着が欲しい」


    　ポックルは約束どおり十万ルベルを小切手で払ってくれた。贅ぜい沢たくさえしなければ、生活必需品をそろえ、ふたりで一年生活してもお釣りがくる金額だ。


    「食器に調理器具、洗剤、洗濯板も欲しいな。ちなみに期待しないで聞くが、お前、料理できる？」


    　ヴィヴィは無言でルカを見み据すえたのち、真剣な表情で首を左右に振った。


    「……だよな。仕方ねえ、料理当番はおれに任せろ。その代わり、お前が掃除当番な」


    「……共同生活だからな。役割分担は仕方ない。わかった、やったことはないが、清掃はわたしが担当する」


    「……そうか。掃除したことないのか……」


    「なにしろ十三年間、水槽に浸かっているだけだったからな。アステルの七年分の記憶はあるが、洗濯や掃除や炊事をした記憶が見当たらない」


    「あぁ、あいつは一度もやらなかった。ひたすら食ってたな……」


    「やれというなら炊事も洗濯も行うぞ。わたしには旺盛な学習意欲がある。一日で手段をすべて学び、単独で確実に遂行できるようになるだろう」


    「……そうか。うん、期待してる」


    　大して期待せず返事して、ルカはこれからの新居へ目を移す。


    　昔、このあたりで石材を切り出していた職人が暮らしていた小屋だとか。石がなくなったのでほかの場所へ移動して、この小屋だけが残されたそうだ。ミカエルとルシフェルを隠した窟いわやまで歩いて一時間半ほどの立地に加え、エデンの壁を見晴らす展望があるため、少しばかり狭いのは我慢してここに決めた。


    　木戸をくぐってなかへ入る。板張りの床に、梁はりが剥むき出しの天井、側壁は剥き出しの丸太。入り口の土間に竈かまどがひとつ。家具は暖炉、ひとり用ソファー、小さなテーブルとベッドがひとつ。


    「ベッドがひとつしかないぞ」


    「お前、使っていいぞ。おれ、ソファーで寝る」


    　ヴィヴィは表面が毛玉まみれの古ぼけたソファーへ目を移す。ひとひとり、横になって眠ることはできるが、寝返りを打てば床に落ちる。


    「一晩交替で構わぬ」


    「うわ。ヴィヴィがおれに気ぃ遣った」


    「勘違いするな。決戦に備えるためだ。操縦士の体調が万全でなければエデン艦隊に勝てぬ」


    「だったらベッド、お前が使えよ。おれはガキのころから藁わらの上で寝てたんだ。毛布かぶってソファーで眠れるなんて贅ぜい沢たくだぜ」


    「………………」


    　ヴィヴィは黙ってルカを睨にらみ、無言でぷいっと顔を背そむけ、窓の外を見やった。


    　薄紅色の夕映えが窓枠に嵌はまっていた。


    　ヴィヴィはひとり、木戸をくぐって外へ出た。


    　小屋は切り立った岩壁のてっぺんにあり、眼下にヴィヴィが水浴びした渓流が流れていて、視線を持ち上げると対岸の岩壁のむこうにうっそうとした緑の稜りよう線せんの連なり、さらにそのむこう、夕焼け空を切り取るエデンの壁が夕陽にさらされていた。


    　水平距離は三十キロメートルほどだろうか。これほど離れているのに、壁の上辺を見るにはやや目線を持ち上げねばならない。東西に果てのない断絶は、視界の彼方かなたで大気のかすみに埋もれていた。


    　夕陽にさらされるエデンの壁は、薄紅色の空より赤が濃く、壁面の襞ひだがくっきりした陰影を描き、その足下、赤茶けた粉ふん塵じんが東西に果てなく立ちこめていた。


    　エデンが沈降している証あかしだ。ワールド・トリガー起動から五日が経った。三界の指導者たちはもう、大地が沈んでいることに気づいただろうか。


    　沈降に気づいたなら、エデン評議会はどう動くだろう。願わくは穏便に、グレイスランド諸侯と会談の場を持ってほしいところだが、他界の住民を「猿」としか見なさない彼らが果たして対等の立場で交渉を行うのか、すこぶる怪しい……。


    「おー、いいじゃん。北の空、全部見晴らせるぜ」


    　ルカが傍かたわらにやってきて、ヴィヴィに並んでエデンの壁を望遠する。


    「展望を得たのは僥ぎよう倖こうだ。だがエデン艦隊の出撃位置がわからない」


    「だな。この上空を飛んでくれたらありがたいけど、そう都合良くいかねえし。ここで待つしかないってのが、だいぶ不安だな」


    「だが焦ってこちらから動く必要もない。三界が地続きになるのが一か月後か一年後かはわからぬが、エデンの正体が凍いてついた荒れ地だとバレる前に飛行艦隊は必ず行動に出る。視認したと同時に我々は飛び立ち、問答無用で全艦撃墜する」


    「だな。にしても問題はエデン艦隊を見つけられるか、ってとこで……お？」


    　話していたそのとき、ルカの目に空飛ぶ翼竜が飛び込んできた。翼竜は誰かを探しているように、ルシフェルを隠した窟いわやの周辺の空を飛び回っている。


    「あのぐるぐる飛び回ってるあれ、バスシバじゃねえか？」


    「ぬ？　……バスシバだ。戻ってきたのか？」


    　ヴィヴィが指笛を吹くと、彼方かなたの翼竜がこちらを見て、翼を翻ひるがえした。


    　着地してうれしそうにヴィヴィとルカへ交互に鼻はな面づらを押し当てて、バスシバは尻尾しつぽを左右に振る。


    「ファニアとミズキは無事か？」


    　ヴィヴィの問いかけに、バスシバはうなずく。


    「ファニアがここに戻るように言ったのか？」


    　その問いにも、バスシバはうなずく。


    「なるほど。パグラチオンに到着したから、あとは陸路でジェミニのもとへ行こうというわけか。さすがファニアだ、わたしたちにバスシバを譲ってくれた。非常に助かる」


    　ルカもバスシバの頭を撫なでながら、


    「バスシバがいればおれたち、飛びながら偵察できるぜ。エデン艦隊も見つけやすくなる」


    　ヴィヴィは少しばかり黙もつ考こうし、


    「……いや、わたしたちが乗る必要はない。バスシバに偵察を任せよう。バスシバ、エデンの壁沿いの空を警戒し、飛行艦隊を見つけたらわたしたちに知らせてくれ。できるな？」


    　問いかけに、バスシバはうなずく。


    「おいおい、そんなことできるのかよ。いくらバスシバでもそこまでは……」


    　半分呆あきれながらのルカの言葉は、バスシバの涼しげな目線を受けて途絶えた。


    　それくらい、簡単だよ？


    　そんなバスシバの声が、目線から届いたような。


    「バスシバの知性は人間並みだ。私見だが……ミズキと同等以上の知能がある」


    　ミズキが聞いたら殴りかかってくるであろうヴィヴィの言葉に、傍かたわらのバスシバが当たり前の表情でうなずく。


    「普通の翼竜ではないのだよ。シバ種という、歴代の熾天使セラフイム級継承者を補佐してきた稀少な血を継いでいる。……頼んだよ、バスシバ。エデンの壁沿い、特にパグラチオン北方空域を哨しよう戒かいし、飛行艦隊を発見するんだ。見つけたら、すぐにここに戻ってくれ」


    　ヴィヴィの命令を受け取り、バスシバは悠然と翼を広げ、再び飛び立った。ヴィヴィに言われたとおり、東北東の空域にその騎影が呑のまれていく。


    「……偵察員としてはこれ以上ない味方だ。もちろんここからの見張りも必要だし、街で情報を集める必要はあるが」


    「バスシバすげえな……。あそこまで人間の言葉を理解してるとは思わなかった」


    「言っておくが、わたしの言うことだから聞くのだぞ。わたしは彼の飼い主だからな」


    　ふたり並んで、バスシバが消えていった空を眺めた。エデンの壁を染める赤と黒の陰影が、徐々に闇へ呑のまれていき、やがて天頂から星がまたたきはじめた。ルカは二頭のロバを庇ひさしの下に繋つなぎ、水と飼い葉を与えて、小屋へ戻った。


    



    　日が落ちて──。


    　きららかな星が夜の天てん蓋がいを覆い、草むらでは虫がさえずり、ルカとヴィヴィの新居からは罵ば声せいが響き渡っていた。


    「だから！　汚ねーだろうがどう考えても!!　ちっとは考えて行動しろ!!」


    「テーブルを拭いただけだ!!　清潔にしてなにが悪い!!」


    「土間を拭いた雑巾でテーブルを拭くな!!　せめて一回洗ってから拭け!!」


    「汚れは拭き取れているじゃないか!!　見ろこの漆黒の雑巾を、テーブルの汚れを吸収したからこの色艶が出せるのだ!!」


    「土間の汚れをテーブルになすりつけてるだけだ!!　頼む、お前が自分で判断するな、おれの言うとおりに掃除してくれ……！」


    「なんだとこの独裁者!!　共和国は独裁できても、この小屋で独裁は許さぬ!!」


    「そういうことは常識身につけてから言え!!　洗面器と汚物桶おけの区別もつかねーくせに!!」


    「やかましい!!　桶に用を足すような半生を送っておらんのだわたしは!!」


    「これからここでそういう生活を送るんだよ!!　一か月か一年かわかんねーけど!!　頼むから意地張るな、当たり前のことなんにも知らねーんだから、おれの言うこと黙って聞け!!」


    「高圧的な態度をやめろ!!　もっと媚こびへつらいながら教えるのだ!!」


    「教えてほしいならお前が媚びろ!!」


    「もういいわかった、交渉決裂だ、貴様おもてに出ろ、その腐った根性叩き直してくれる!!」


    「女と殴りあうわけねーだろ!?　そういうとこを常識がないって言うんだよ、頼むから素直におれの言うことを聞け!!」


    　ぎゃあぎゃあと声を枯らして罵ば倒とうを投げ合い、一時間ほどで双方ともに疲れ果て、ぷいっと顔を背そむけてランプの灯を消し、互いの寝床に丸まった。


    　虫の音の狭はざ間ま、すぐに健やかな寝息がふたつの寝床から流れてきた。ふたりの共同生活初日は、罵ののしり合いのうちに終わった。


    



    　翌日、ふたりは不毛な言い争いを継続しながら朝食の丸パンと豆のスープを摂って、荷馬車に乗った。ルカは白いシャツに灰色のスラックスを合わせた田舎いなか紳士風の装いで御ぎよ者しや台だいに座り、荷台に座ったヴィヴィを振り返る。


    「街まで片道二日かかるらしいし、交替で御者台に座ろうぜ。馬の扱いはわかるな？」


    「誰にものを言っている。馬どころか翼竜にも乗れるわ」


    「いちいち突っかかるな。んじゃ行くぞ」


    　ルカが手た綱づなを叩くと、ロバはよろよろと歩きはじめた。


    　小屋のある高台をくだって、森の細道をゆっくりと行く。むこう側から馬車が来たならすれ違いに苦労するだろう、下生えが剥はげただけの道だ。まだ朝あさ靄もやがけぶるなか、枝葉に刻まれた陽光が斜めに差し込んでくる。


    　荷台には巻き畳んだ雨天時用の幌ほろ布がひとつ。赤い上着に白いタイツを合わせたヴィヴィは幌布を枕まくらにして荷台に横たわり、枝葉の天てん蓋がいに濾こされた緑陽を浴びる。鳥のさえずりと、緩い振動が心地よい。


    　森の大気は涼しく澄んで、息を深く吸い込むと身体のすべての細胞が清潔に洗われるような。昨夜からずっとケンカしっぱなしでささくれだった神経が、優しく解きほぐれる。


    　──わたしの態度も、ずいぶん悪いよな……。


    　そしてそんな反省も訪れる。掃除も洗濯も炊事もできないのだから、もう少し謙虚な態度で教えてもらうべきだった。けれどなんとなく、強情な態度になってしまうのだ。どうしてなのかわからないけれど。


    　──今日はもう、つまらないことで突っかからないようにしよう。


    　そう決めた。なぜかアナスタシアの言葉を思い出した。


    『おのれの内面の未熟におのれで気づき、改め、成長する。あまねく人間のありふれた営みじゃ、おんしも同じことをせねばならぬ』


    　あのときは反発したが、いまはなんとなくアナスタシアの言葉にうなずけるものを感じる。確かに自分は未熟で、学ぶべきものが多い。


    　──もっと、いい人間にならねば。


    　そう反省しながら、ヴィヴィは清澄な空気を胸の奥深くへ届けた。


    



    　森を抜けるころには、夕方になっていた。


    　木々に閉ざされていた視界が左右にいきなりひらけ、閑散とした赤土の大地が荷馬車の行く手にうねっていた。


    　御ぎよ者しや台だいではヴィヴィが手綱を握り、ルカが荷台で寝転んでいた。かっぽかっぽ、のどかな蹄ひづめの音を立てながら、ふぁぁ、とヴィヴィがあくびする。


    　いま世界が三千メートル沈降していることが信じられないくらいのどかだ。体感できる地震は一日に三、四回ほど不定期に発生し、集落では心配するものもいたが、まさか大地そのものが沈んでいるとは思わないらしく、大混乱には至っていない。


    　荷台からは、ルカのいびきが聞こえてきた。本人いわく、革命以来ずっと忙しかったから、好きなだけ思い切り眠れるのがうれしい、とのこと。ヴィヴィもすっかり緩んだ気持ちで薄暮の空を見上げ、ふ、と鼻歌のようなものが洩れる。


    「ららら、らららー……」


    　最初のメロディを奏でたところで我に返り、口をつぐむ。荷台を振り返り、ルカが健やかな寝息を立てていることを確認し、胸を撫なで下ろす。良かった。聞かれていなかった。


    　気を取り直し、手た綱づなを強く握る。


    　──いま、わたしは歌っていた……。


    　自分のなかから自然に旋律が湧わいてきて、ヴィヴィの口を動かしていた。集合的無意識下でアステルと融合した際、アステルが歌っていた歌だった。


    　──あの歌が、わたしのなかに息づいている……。


    　もちろん、そうなっておかしくない。アステルの過ごした七年間の記憶はヴィヴィの意識に溶けているのだから、当然、ヴィヴィもあの歌を歌えるわけだが。


    「……歌わないぞ、わたしは」


    　意固地な気分で、ヴィヴィは自分に言い聞かせる。アステルとはあくまで記憶を共有しているだけで、人格にまで影響は及んでいない。たぶんきっと。


    「……わたしはわたしだ。歌など歌うわけがない」


    　きりりと表情を引き締め、のどかな蹄ひづめの音を響かせて、ヴィヴィは街道を東へ行く。ひとや荷車の往来も増えてきて、だんだんと道に活気が出てくる。幸いにして夜が来る前に荷馬車はマガダンという小さな駅に辿たどり着き、ふたりは宿で一晩を過ごした。


    



    　四月十二日午後一時、ルカとヴィヴィの荷車は目的地、ポンサムの街に辿り着いた。


    　周辺をのどかな放牧地に取り巻かれ、人口は少ないが、リヴァノヴァ帝国との国境が近いため交通量が多く、街は旅人相手の商売で賑にぎわっていた。


    「やっと着いたぜ。まずは小切手をカネにしないと」


    「あぁ。銀行を見つけねば」


    　手綱を握ったルカが、埃ほこりっぽいポンサムの街並みへ目を送る。どこにでもある田舎いなか町で、宿屋や駅舎や食堂はもちろん、服飾店や雑貨屋、青空市場が揃っていた。


    　小さな銀行で小切手を十万ルドルに換えた。できれば金貨が欲しかったが、受け取ったのはリヴァノヴァ帝国で流通している紙幣だった。十万ルドルもの額面が、厚さ一センチ少々の札束に換えられると、ルカはなんだか不安になってくる。


    「ほんとに使えるんだろうな、これ。頼むぜジェミニ……」


    　中央銀行への信頼が低いと、受け取る側は紙幣での支払いを拒み、貨幣を要求してくる。ジェミニが帝国をうまく経営していれば、紙幣での支払いはどこでも可能だが。


    「折せつ半ぱんしよう」


    　銀行を出て、午後の日差しが照りつける道ばたで、ヴィヴィはいきなり要求してきた。


    　ルカはやや不安げに、


    「してもいいが、大丈夫か？　落としたり、盗まれたり、ぼったくられたりするなよ？」


    「貴様、わたしをアホだと思っているのか？　子どもではない、必要なものを買うだけだ。五万ルドルよこせ」


    　冷たい口調でそう言い切られ、ルカは渋々、紙幣の半分をヴィヴィに渡した。共同生活の相方だから、所持金を折せつ半ぱんするのは道理だが、だいぶ不安だ。


    　ヴィヴィは受け取った紙幣をぞんざいに、赤い上着のポケットに入れる。女性騎士さながらの凛りんとした佇たたずまいはこうした田舎いなか町では目立ち、すれ違うひとがちらちらヴィヴィに目を送り、通り過ぎてから振り返る。


    「目立たない服を買いたい。ここに来る途中、服飾店があった、そこへ、んっ？」


    　言葉の途中で、みすぼらしい身なりをした十歳くらいの少年がひとり、ヴィヴィの腰にぶつかった。


    「ごめんよ」


    　ひとこと詫わびて、道のむこうへ駆け去っていく。ヴィヴィは口をへの字に曲げて、


    「そこへ行こう。付き合ってくれ」


    「ていうか、気づいてないのかよ」


    　ルカはいきなり走って少年に追いつき、ほつれた上着のうしろ襟を片手で掴つかむ。


    「昔のおれのほうがうまいな。返せ」


    　少年の肩を片手で抱き、安穏と笑いながら顔を近づけると、少年はぎりっと奥歯を軋きしませる。


    「素直に返せば、ここで収めてやる」


    　小声でそうささやくと、しばらくルカを睨にらみつけてから、少年はルカの手のひらへ、ヴィヴィから盗んだ五万ルドルの紙幣を返した。


    「よーし、いい子だ。おらヴィヴィ、今度は盗まれんな」


    　駆け寄ってきたヴィヴィへ五万ルドルを握らせると、翡ひ翠すい色の瞳が見ひらかれる。


    「わたしから盗んだのか？　全く気づかなかった」


    「いい腕だぜ。きっと立派な職人になれる」


    　言いながらルカは、この隙すきに逃げようとした少年の手首を強く握ると、問いかける。


    「食わせたい家族か仲間がいるんだよな？」


    　垢あかにまみれ、赤黒くなった少年の顔が憎悪に歪ゆがみ、ぺっ、と路面に唾つばが吐かれた。


    「いい顔してるぜ。昔のおれみたいだ。おらよ受け取れ、昔のおれ」


    　ルカは少年の手に二千ルドル紙幣を握らせ、掴んでいた手首を放した。


    「その金でちゃんとした服買って、評判のいい職人に奉公しろ。お前が技術を身につければ、周りの人間も食っていける」


    　少年は黙って手のひらの二千ルドルを見つめ、ルカをもう一度睨みつけてから、いきなり振り返って道のむこうへ駆け去っていった。


    　人混みに消えていった小さな背中を見送って、ルカはヴィヴィへ肩をすくめる。


    「いきなり盗まれてんじゃねーか。やっぱ、おれが持っといたほうが良くねーか？」


    「……………………」


    　ヴィヴィは五万ルドル分の紙幣を一いち瞥べつし、口をつぐんだまま、ルカへ渡した。へっ、と軽く笑ってルカはそのカネをポケットに入れる。


    「ああいう子どもは、多くいるのか」


    　荷台に座って、ヴィヴィが問いかける。御ぎよ者しや台だいのルカは手た綱づなを叩いて、


    「ああいうのばっかりだよ。あいつだって、やりたくてあんなことしてんじゃねーし。原因は戦争つづきでしわ寄せが庶民にいってること。戦争に必要なカネが多くなりすぎて、子どもはパンが食えない」


    「……内政に回すべき予算が戦費に回っているのだな。それで子どもが飢える……」


    「いつまでもだらだら戦争つづけてたら、ああいう子どもが増えるばっかでなんにも前に進まねえ。こんな戦争、さっさと終わらせなきゃいけねーんだよ」


    　のどかな蹄ひづめの音を聞きながら、ヴィヴィはこの間のルカの言葉を思い出した。


    『美徳があればスラムで飢え死にする子は救えるのか？　そんなもの謳うたったって満腹にはなれない、おれはエデン人を皆殺しにしてでも、グレイスランドの飢えた子どもにパンを届けたい』


    　ワールド・トリガー起動を巡って、反対するファニアへ告げた言葉だ。ルカは本心から飢えた子どもへパンを届けたくて、ふたつの壁を消し去る道を選択したことがいまのヴィヴィには理解できる。


    　ルカの思いの源泉は。


    　──シルフィを路上で死なせたこと……。


    　アステルの運んできた記憶により、ヴィヴィはそのことを知っている。同じ悲しみを繰り返さないために、戦争を以もつて戦争を終わらせるために、ルカは最後の戦いに挑もうとしている。


    「……悪かった」


    　ぽつり、とヴィヴィは言葉を落とした。


    「ん？」


    　ルカはやや驚いた表情を荷台にむける。


    「……意固地になりすぎた。……反省している」


    　ヴィヴィは目線を落とし、ルカのほうを見ずにぼそぼそと言った。


    「……なんだいきなり。変なもん食ったのか」


    　きょとんとしたルカへ、ヴィヴィは厳しい眼まな差ざしをぎりっと送る。


    「……素直に謝っているのに、なんだその言いぐさは」


    「いや、前置きなしで謝るから、不意打ちくらって」


    「……謝るのにいちいち前置きが必要なのか。どんな言葉を謝罪の前に据すえ置けば、貴様は満足したというのだ」


    「謝ったり突っかかったり忙しすぎっぞお前。おら着いた、さっさと目立たない服買え」


    　荷馬車はいつの間にか、服飾店の前に着いていた。ルカをもう一度睨にらみつけてから、ヴィヴィは荷台を降りた。


    　店内はそれなりに賑にぎわっていた。富裕層ブルジヨワの娘だろう、身なりの良い少女たちが三人、楽しそうに陳列の婦人服を手に取り、似合うだの似合わないだの他愛ない会話を交わしている。


    　近隣にほかの街がないためか、富裕な農家むけに最先端のドレスや部屋着、寝間着などを扱う一角があり、ヴィヴィの足はなんとなくそちらへむいた。


    「ふーん……」


    　華やかなドレス、ブラウス、スカート、シルクの寝間着、女性むけのスーツ……陳列されたさまざまな衣い裳しようを手に取り、気になるものを胸の前に当てて姿見に映してみる。鏡のなかに知らない自分がいるようで、ヴィヴィはだんだん楽しくなる。


    「とてもお似合いです、お嬢さま。こういうドレスも似合うのでは？」


    　ヴィヴィの佇たたずまいから上客だと察したのか、若い女性店員が寄ってきて案内をはじめる。


    「うーん……どうなのだろう。わたしにはよくわからない」


    「あちらで試着できます。ご自由にお使いになってください」


    　ヴィヴィは気になるドレスやブラウスを手にとって、フロアの隅の試着室を見やり、次にルカへ目を移す。


    「構わないか？」


    「好きにしろよ。こういうとこ、来たことないんだろ？」


    「あぁ。はじめてだ。なんというか……興味が出てきた」


    　ぶつぶつ言いながら、ヴィヴィは大事そうに胸に衣類を抱きしめて、コの字形に仕切られた狭い試着室に入り、カーテンを閉めた。


    「奥さま、きれいなかたですね」


    　待つ間、女性店員がルカにそう言った。否定するのも面倒なので、


    「ちょっと変わってるけど、気にしないでくれ」


    　適当に受け流すとカーテンがひらき、白のワンピースすがたのヴィヴィが現れた。


    「どうだ。変か」


    　肩紐ひもで吊つるタイプ。スカートの裾は膝ひざの上あたり。露あらわな鎖骨と両肩、二の腕、ふくらはぎを自分で見下ろしヴィヴィは問う。


    　ルカは爪つま先さきから頭まで見渡し、内心唸うなる。


    　──無駄に美少女なんだよな、こいつ。


    　小さな顔立ち、伸びやかな手足、胸部から臀でん部ぶへ繋つながるほどよい湾曲。この格好で通りを歩けばあまねく老若男女が振り返るだろう。そんな素直な気持ちはおくびにも言葉に映すことなく、


    「ワンピースか」


    「とてもよくお似合いです！　腰のラインが良く出てて……！」


    　店員は本当に感嘆したように、胸の前で両手を合わせて称たたえる。


    「……うん。買おう。次は……寝間着だ」


    　ヴィヴィは店員にワンピースを手渡すと、カーテンを閉めて、もぞもぞ着替える。


    「どうだ」


    　カーテンがひらき、シルクの寝間着すがたのヴィヴィが現れる。
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    　一瞬、どきっとしてしまった。下品なデザインではないが、素材にうっすら透過性があり、ほんのわずかヴィヴィの身体が透けているような。


    「寝間着だな」


    「美しいです！」


    「……着心地がいい。買おう。次は……こっちの赤いドレスを着てみたい」


    「お手伝いします！」


    　店員が試着室にヴィヴィと入り、背中のファスナーを閉めるのを手伝う。


    「どうだ」


    　胸元を大きくひらいて、過剰な胸飾りを排し、スカートに張り骨を張らない、最近流行している簡素な真紅のドレスだった。


    　──こいつがこれ着てパーティー行ったら、たちまち貴族の御おん曹ぞう司しに取り巻かれるな。


    　という素直な感想を告げるわけもなく、


    「うん。ドレス着てるな」


    「旦だん那なさまは照れてらっしゃるだけです。こんなお美しい貴婦人、そうそうおりませんわ！」


    「……もっと着ていいか？」


    「……無駄遣いするなよ？　カネ、無限にあるわけじゃねーぞ？」


    「わかっている。よく選んで買うさ。次は、あのブラウスを……」


    　ドレスを着たままヴィヴィは陳列台に赴おもむき、気になる服を選びはじめる。


    　──なんだかアステルに似てきたな、こいつ。


    　そんな感想を抱きながら、ルカは根気よくヴィヴィのファッションショーに付き合った。


    　──まあ、アステルだから当たり前なんだろうけど……。


    　アステルが魔女によって作られた、ヴィヴィの複製であることはすでに聞いた。ルカの常識ではとても理解が及ばないが、しかし、いまヴィヴィと旅路を共にしていると時折、アステルと一緒にいるような気持ちになる。


    『はじめまして。また、会えたね』


    　ヴィヴィを見つけたとき、告げられた言葉を思い出した。よくわからないが、ヴィヴィはアステル本人なのだ。そう思えば、悲しくない。


    



    　ヴィヴィが服飾店をあとにしたのは二時間後だった。やや傾いた日差しが、埃ほこりっぽい街並みに黄色く映えていた。


    　エデンの学生服だと目立ち過ぎるということで、ヴィヴィは買ったばかりの白いワンピースを着て、麦わら帽子をかぶり、荷台へ買い物袋を積み上げた。


    「以前は服など興味もなかったのだが……なぜか止まらなかった」


    「一万ルベル使ったな。ま、たまには気晴らしにいいんじゃねーの」


    「これで目立たないよな。我ながら見事にグレイスランドの風土に溶け込んでいる」


    「……うん。まあ、そうかもな」


    　ルカはあいまいに返事しておいた。道行くひとやすれ違う荷馬車から荷台のヴィヴィへ投げかけられる視線は明らかに、いまのほうが増えている。露あらわな二の腕、胸元、ふくらはぎ……。内側から発光するようなヴィヴィの肢し体たいは、荷台に座っていても目立つ。好色そうな口笛を荷台へ投げるものもいて、薄気味悪く思いながらルカは手た綱づなを叩く。


    「食料、雑貨、あとヒマつぶし用の本。必要なの買いそろえて、今日中にこの街を出よう」


    「あぁ。思いのほか、服に時間をかけてしまった」


    　買い物の間にも一度地震が起きた。店員はすっかり慣れてしまって、驚き慌てる様子はなかった。道行くひとたちの表情も平穏そのもの、混乱は見受けられない。


    　市場で小麦や干し肉、干し魚、燻くん製せいした肉や魚、野菜類を買い込んで、雑貨店で必需品をひととおり揃え、日が暮れかけたころに小さな古書店を見つけた。店内は壁の石灰が剥はげて、かび臭い湿り気があったが、三つの書棚にはみっしりと古本が詰まり、床の木箱には手製の二折版がたくさん詰まっていた。旅行者たちが読み終えた本をこの店に売るそうで、品揃えは多岐に及んでいた。


    「こういう店、好きだなー」


    　ルカは書棚には目もくれず、木箱に手を突っ込んでシミのある二折版の表紙を確かめはじめた。気になるものはぱらぱらめくって、買うものを選別する。手に取るのはほとんどすべて、質の悪い紙を真ん中で折って糸で留めただけの小冊子だ。出版社を通さずとも個人が勝手に出版できるため、砂金採集に例えるなら九割九分は泥。ルカは砂金を求めて、夢中で木箱を漁あさりはじめた。


    　革命以来、ゆっくり本を選んで買う時間もなかったので、とても楽しい。時が経つのも忘れてルカは全部で八つある木箱を全部漁って二十二冊の二折版を選び、それからようやく書棚に目を送った。


    「このへんはさすがに有名どころなんだよなー。もう一回読んでもいいけど」


    　居並んだ背表紙を眺めながら歩を進めると、手に取った本をじいっと読んでいるヴィヴィの横顔が目の先にあった。


    　──うーん……。


    　また心のなかで唸うなる。理知的な眼まな差ざしと厳しく引き結んだ唇、輪りん郭かくに立ちこめる触れれば切れそうな雰囲気は、アステルにはなかったものだ。


    　──ヴィヴィの意識の奥にアステルがいて、時折、顔を覗のぞかせる……。


    　なんとなく、そんなふうに思った。服飾店にいたときはアステルの顔が垣かい間ま見え、いまこの書店ではヴィヴィの顔が現れる。だが決して、人格が破は綻たんしているわけではない。アステルが自然にヴィヴィの内側へ溶けて、少しだけヴィヴィの内面に影響している……のだろうか。


    「ん？」


    　ヴィヴィの横顔がいきなりこちらをむいて、ルカの心臓が跳ねた。


    　ぱたん、とヴィヴィは読んでいた本を閉じ、眼差しをきつくする。


    「……なんだ。なにが気に入らない。おかしいところがあるなら言え」


    「いや、集中してたっぽいから。買う本、決まったか？」


    「グレイスランドの歴史書や思想書を買おうと思う。わたしはこの地について深い知識を持たないから興味が出てきた。もう少し選んで良いか？」


    「あぁ。おれももうちょい選びたい」


    　ヴィヴィは物心ついてからずっとミカエルに乗るための訓練を積んできたという。ミカエルを制御することに成功したいま、それ以外の事柄に興味が出てきたのだろう。窓の外はすでに真っ暗だったが、ルカものんびり、残りの本を選ぶことにした。


    



    　ふたり合わせて五十冊近い本を荷台へ運び、ルカとヴィヴィは並んで御ぎよ者しや台だいに座った。荷台は買ったものでいっぱいで、座る場所もなかった。


    「もう真っ暗だな。やっぱり宿を探すか？」


    「いや、早く小屋に戻ろう。バスシバが艦隊を見つける可能性もある。あまり長い時間、留守にすべきではない」


    「そうすっと途中の駅に着くのは真夜中になっちまうし、今夜は野宿だな」


    「構わぬ。星を見ながら眠るのもいいさ」


    　ルカが手た綱づなを叩くと、ロバはのろのろ歩きはじめる。御者台は狭く、ふたりは臀でん部ぶをくっつけて、寄り添わなければ座れない。すぐ近くのヴィヴィから、柑かん橘きつ類に似た香りが届いた。


    　──アステルと同じ匂い……。


    　思わず間近のヴィヴィを左目で見やる。


    　と、ヴィヴィの右の目線がぶつかった。


    　ふたりの心臓が、同時に跳ねる。


    「……な、なんだ」


    「……別に。近いなと思って」


    「確かに窮屈だ。貴様、もう少しむこうにズレろ」


    「落ちるだろ。おれの尻しり、半分しか乗ってないのに。お前の服、投げ捨てれば荷台に座れる」


    「捨てるべきは貴様の本だ。いくらなんでも買いすぎだ」


    「おれが土木作業して稼いだカネだぞ、なに買おうが勝手だろ。お前、なんにもしてねーし」


    「わたしは二十四時間、動けない貴様を介護してやったぞ！」


    「足で転がして顔蹴けっただけだろうが！　あんなの介護とはいわねえ！」


    　ふたりは身体を寄せ合ったまま罵ば倒とうを交わしはじめた。通行人が面白そうに、御者台に仲良く身を寄せ合うふたりの言い争いを見上げている。ロバは構わず歩を進め、ほどなくして街を出た。星空の下、周囲になにもない田舎いなか道に差し掛かり、御者台のカンテラを灯ともしたあたりで、ふたりはむっつりと口をつぐんだ。


    　気まずさを隠すための罵倒であることを、ルカは自覚していた。そうしないとなんだか、胸の奥がむずむずするのだ。寄り添ったヴィヴィの身体から伝ってくる温度と弾力が、言葉とはうらはらに心地良くて、そのことに気づかれたくない。


    　──もうちょい、こうやって座ってたい。


    　そんな素直な気持ちをおくびにも言葉に映すことなく、ルカは立ちこめた静寂をこれ見よがしなため息や鼻歌でごまかしつつ、星空の下をのろのろと行く。


    　えらくヴィヴィが静かだな、と思って傍かたわらを見やると、かっくんかっくん、うつむいたヴィヴィが上下に揺れていた。眠ってしまったらしい。へっ、とルカは笑う。


    「慣れないことばっかで、疲れたんだろうな」


    　街で買い物をするのも生まれてはじめてだ、と言っていた。服飾店では何度も試着室と陳列棚を行き来して、これまで見たこともないほど表情が晴れていた。ルカとはすぐに口ゲンカになるものの、ケンカが終わると少しだけ距離が縮まって、ヴィヴィの表情が豊かになる。


    　片目をヴィヴィの寝顔へむける。カンテラの黄色い光が照らし出す横顔は、いつもの険が取れてあどけない。長い睫まつ毛げ、少しひらいた口、かたちの良い鼻び梁りよう、すべてアステルそのものだった。


    　胸の奥が締め付けられる。ルカは黙って視線を前へむけ、手た綱づなを握り直す。


    　こつっ。


    「ん？」


    　突然、ヴィヴィの首が傾いて、ルカにしなだれかかってきた。頭が完全にルカの左肩にのっかって、健やかな寝息がルカの首筋にかかる。


    　少し笑って、ルカはそのままにしておいた。柔らかい髪から石せつ鹸けんの香りがした。間近から届く寝息は、アステルのようであり、シルフィのようでもあった。いなくなったふたりがヴィヴィの内側にいて、ルカに甘えているような、そんな気持ちまでしてくる。


    　──シルフィとアステルが、ヴィヴィになって生きてる……。


    　星空の下、ヴィヴィの髪の香りから、そんな感傷が尾を引いてきた。独りよがりな願望だが、夢幻の星彩を見上げていると、そういうことでいいじゃないかと思えてくる。


    　そのとき、不意に、ぽつり。


    　ルカの鼻を水滴が濡らし、感傷が破られた。


    「うげ」


    　見上げたなら、行く手の空から星がきれいに消えていた。分厚い闇の奥が、ごろろ、と不吉に轟とどろく。いまさら、街で雨具を買い忘れたことに気づいた。


    「まずい。起きろヴィヴィ、一雨くるぞ」


    　左肩をわずかに上げると、ヴィヴィの寝ぼけ眼まなこがひらいた。


    「……うむ!?　……な……っ!!」


    　ルカに頭を預けていたことに気づき、翡ひ翠すい色の瞳が見ひらかれる。


    「言っておくが、のしかかってきたのお前だからな。それより、荷台に幌ほろかけないと……」


    　ルカはロバを止めて御ぎよ者しや台だいから荷台へ移り、巻いてあった幌布を担かつぎ下ろした。これが幌馬車なら鋼線の梁はりが幌を支えるのだが、ルカたちが乗ってきたのは梁のない、雨天時は荷台に直接幌布を覆い被せる無む蓋がい馬車だった。


    　ルカは濡れても構わない農具や調理器具を荷台から地面へ下ろし、食料、衣類、本はできるだけ高く積み上げて、かろうじてふたりが入れるスペースを確保した。


    　ほどなくして雨が降りはじめ、風が強くなった。ルカは幌ほろ布を荷台全体に覆い被せ、荷台底部の金具に幌布の四隅を固定し、御ぎよ者しや台だいに告げる。


    「ヴィヴィ、このなかに入れ」


    　ヴィヴィは後方を振り返る。


    　風に飛ばされないよう、しっかりと張られた幌のなかは、立つどころか座ることさえ難しい。


    「かなり狭かろう」


    「濡れるよりマシだろ」


    　ぼつぼつと、幌布に当たる雨の音が大きくなる。近くの空が唸うなり、立ちこめた雲の下腹へ蒼あおい稲光が交こう叉さする。


    「仕方ない」


    　ヴィヴィは言われるまま、幌の隙すき間まから荷台にあがり、わずかなカンテラの明かりを頼りに荷物をおしのけ、ルカが作ったスペースに入り込んだ。


    「やはり狭い……」


    　四方を荷物に圧迫されて、上からは幌布に押さえ込まれる。ベッドのシーツとマットレスの狭はざ間まに無理やり身体をねじこんだような。


    　雨が激しくなる。筋状の蒼い稲光が天空を掻かきむしる。ルカはカンテラを消し、手探りで荷台に上ると、幌布のなかへ潜り込んだ。


    「お前も入るのか……っ!?」


    「おれだけ濡れろっていうのかてめえ、我慢しろ」


    　ルカとヴィヴィは荷台に互いに寝そべって、荷物と幌に周囲を圧迫されながら、身体が触れる寸前だった。ヴィヴィは顔を赤らめて、なにやらもぞもぞ身体を動かし、堅いなにかをルカとの間に挟み込む。


    「この本と！　この本が！　境界だ！　ここを越えるな!!」


    「なにも見えねえよ」


    「もぞもぞするなっ」


    「うるせえ、お前も動くな。本、どっかいったぞ」


    「なにも見えぬ。わたしに触れるな、触れたらコロす！」


    「物騒なこと言うな。女だろうがお前。つうか、身体の下になんかあって……いててて」


    　言い争う間に、ルカの脇わき腹の下に分厚い本が入り込んでいた。身体の右側を下にしているルカは不快で仕方なく、取り除こうと左手を動かすのだが、ヴィヴィと密着しているため、


    「さっそく境界を越えたぞ貴様!!」


    「いや、違う、お前が置いた本が変なところに入って……」


    「やっ、ちょっ、コロす！」


    「違う、そうじゃねえ、本が、抜けたっ！」


    　無理やりに挟まれていた本を押し出して、安あん堵どの快かい哉さいをあげる。なにも見えない暗闇のなか、ただヴィヴィの声と体温と肉体の感触が伝ってくる。


    「動くな!!　二度と動くな!!」


    「うるせえ、間近で怒鳴るな。通り雨だといいが……」


    　幌ほろ布を伝って、打ち付けてくる雨の勢いを感じる。ぼつぼつ、という音が、ざざざ、に変わり、やがて烈風が巨獣さながら咆ほう哮こうした。


    「嵐かよ……」


    　ぽつりと洩らして、ルカは漆黒を見やる。カンテラは消したから、身体を寄せ合ったヴィヴィのすがたさえ見えない本物の闇。荷台と幌と荷物に囲まれたこの狭い場所で、覆い被せた幌布一枚越しに嵐を感じながら、風雨の収まるのを待った。


    　天を切り裂くような、鋭い風音が何度も頭上で交錯する。降り注ぐ雨の音は強くなったり弱くなったり、気まぐれに打ち付けてくる。風雨が爆はぜるごとに気温が下がるのがわかる。春先でも、雨の夜だと凍えるほどの寒さになる。お互いに濡れてしまったいま、下へ手たをすると低体温症になる。


    「嵐だな……」


    　いきなり間近の闇から、気まずそうな言葉が届いた。二分ほど前の「嵐かよ」に対する返事らしい。ルカとふたりきりで密着せざるを得ない状況に戸惑っているが、がんばって平静を取り繕っている様子。


    「しばらく我慢だ」


    「……あぁ。この雨では仕方がない」


    　天の底が抜けたような風雨になぶられながら、ふたりは小声でそんな言葉を交わした。


    　押しつけあった身体から、鼓動が伝わってきていた。どちらの鼓動なのか、ルカには判別がつかなかった。生命の刻む音楽は徐々に、リズムを速めていた。


    　そのとき、直上の空が唸うなり声を発した。三度ほど白い瞬またたきが爆ぜて──。


    　いきなりヴィヴィの表情が、間近に浮かび上がった。


    「!?」


    　お互いに目を見ひらいたゼロコンマ一秒後、大地を握りつぶすような大音響が荷馬車を震わせる。


    　同時に積み上げた本の山がヴィヴィの上へ崩れ落ちた。


    「わっ」


    　思わずヴィヴィがルカにすがりつく。


    　反射的にルカもヴィヴィの細い背に左手を回し、彼女の頭を守るように右手で自分の胸に抱き寄せる。


    　空は再び低い唸うなり声をふたりの頭上に行き交わせ──閃せん光こう。


    「……っ!!」


    　肺臓を抉えぐる音響が大地を揺るがす。天てん籟らいが荷馬車を掴つかんで揺さぶったような。天空の悪意がふたりの周囲に集中したかのごとく、二度、三度、つづけざまに落雷する。


    　──砲撃より、すげえ。


    　戦場慣れしたルカでも胃の腑ふがすくむ、雷神の槍やりの投とう擲てき。


    　ぐしゃあ。


    　四度目の雷音はさらに荷馬車に近づいて、閃光に目がくらんだ。頭ず蓋がいの内側で雷音がこだまし、耳鳴りがして、ルカの背に回ったヴィヴィの両手に力がこもる。雷雲の下腹で明滅する光が、かすかに怯おびえるヴィヴィの表情を照らした。安心させようと、耳元でささやく。


    「雷なんて、そうそう当たらない」


    「……うん」


    　珍しく素直にヴィヴィがうなずく。ルカは幼子のようなヴィヴィの頭を深く抱いた。


    　五度、六度、七度──。


    　雷神が面白がっているのか、執しつ拗ように天空の槍が周囲へ突きたち、ふたりはお互いを守るようにして闇のなかで抱き合っていた。


    　ただなぶられるだけの長い時間が過ぎ去り──。


    　唐突に雷音が消えた。


    　雨は相変わらずつづいているが、風と雷をまとう雨雲は過ぎ去ったようで、周辺はすっかり静けさを取り戻し、ただ単調な雨音が響くのみ。


    　ルカの鼓動が速まる。片耳をルカの胸に当てているヴィヴィには、心音が直接届く。


    「大丈夫か……？」


    　鼓動をごまかそうと、ルカはそっと、胸に抱き寄せたヴィヴィに問いかけてみる。


    「…………大丈夫だ。……怪け我がはない」


    　いつもの落ち着いた軍人言葉が、暗闇からルカへ届く。言葉は落ち着いているが、空間を通じて、ヴィヴィの鼓動が伝わってくる。ルカもヴィヴィに回した両手をほどく。距離は相変わらずお互いの吐息が届くほど近い。


    「……わりい。……危ないと思って」


    「……いや。……不可抗力だ。……危険を回避するためには仕方がなかった」


    　珍しく、非難することなくヴィヴィはルカの謝罪へ詫わびを返す。


    　そして、ふたりは黙り込む。互いの鼓動だけが、やけに大きく幌ほろのなかへ響く。


    　外気は冷え込んでいるのに、ふたりの狭はざ間まの温度だけ上がっていくような。


    　ただ雨音を聞くだけの虚むなしい時間が過ぎ去り──。


    「なにか言え」


    　沈黙を破ったのは、ヴィヴィのぶっきらぼうな声だった。いや、ぶっきらぼうに聞こえるように、がんばって調整した声だった。


    「……なんだそりゃ。お前がなんか言え」


    　ルカもまた、ことさら平静を装って減らず口を返す。


    「……わたしは無口だ。貴様が喋しやべれ」


    「……なんだよ、なに喋ればいい。答えてやるからなんか聞け」


    「聞きたいことなどない。貴様など興味ないからな。それにわたしはアステルと記憶を共有しているから、貴様のことはだいたい知っている」


    「だったら聞くなよ、バカ女」


    「バカというやつがバカだ、バカ男」


    　子どもじみた悪口が、立ちこめた妙な雰囲気を払拭するためだということに、ふたりとも気がついていた。親密さは必要ない、ただエデン艦隊を殲せん滅めつするために必要な相棒として共同生活を送っている。くだらない悪口を通じて、ふたりは暗黙の了解を取り付けていた。


    　悪口をいうのも疲れ、お互いにまた黙り込み、雨は降りつづけた。


    　やがてどちらからともなく寝息が漏れ、ほどなくふたつの寝息が重なった。


    　柔らかい雨はあがっていた。幌ほろのなかの寝息は雨がやんでも、健やかに折り重なって流れていた。ずぶ濡れのロバが悲しそうに、晴れた夜空の下に突っ立っていた。


    



    　東の雲が破れ、破れ目から真しん鍮ちゆう色の朝陽が水平に差し込んできた。


    　田舎いなか道の端に、荷台から水滴を滴したたらせて荷馬車がぽつねんと駐まっていた。


    　軽やかな寝息が、幌で覆い隠した荷台のなかから聞こえてくる。


    　水の溜まった幌布から垂れた水滴が地に落ちて。


    　突然、寝息が収まった。


    　ちゅん、と雀が鳴き。


    「ぎゃ──────────────────────────────────っ」


    「うわ──────────────────────────────────っ」


    　すさまじい悲鳴が幌を一瞬たわませ、あわてふためいた様子のヴィヴィが荷台の右側から、さらにルカが左側から這はい出て、地面へと転げ落ちる。


    「ななななななにをしている貴様ああああああああああああっ!!」


    　ワンピースのずれた肩紐ひもを直しながら、ヴィヴィはルカへ目を剥むく。


    「なにもしてねえっ!!　お前が勝手に体勢変えたんだ!!」


    「なにをどうやればわたしがあんな体勢になるというのだ!!　お前がなにかしたに決まっている!!」


    「いいや、お前がおかしい!!　寝る前におれたちの頭、御ぎよ者しや台だい側にあったからな!?　お前が勝手に上下逆になったんだ、どうやったかわかんねえけど!!」


    「なるわけないだろう!?　立ち上がることもできないのに、どうやって眠りながら上下に反転するのだ、お前がなにかしない限り不可能だ!!」


    「おれが手伝ったとしても不可能だろうが!!」


    　なにがどうなってああなったのか理解できず、ふたり、口を泡立てて罵ば倒とうを交わす。


    　恐ろしいことに──目覚めたふたりは、互いの股こ間かんに顔を突っ込む体勢で目を覚まし、たがいの股間にむかって絶叫を放って、地面へ転げ落ちていた。
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    　幌ほろ布の四隅を荷台底部の金具に紐ひもで結んでいたため、荷台では立つことも座ることもできず横たわるしかないはずなのに。荷物に周囲を取り巻かれ、すぐ傍かたわらにルカが横たわっていながら、なぜかヴィヴィの身体は上下に反転し、ルカの股間に顔を突っ込んでいた。


    「ああああんな寝相があるわけなかろう!!　ききき貴様がわたしに恥をかかせようと、眠っている間にこっそり反転させたのだ!!」


    「どうやってだよ!?　あの狭さで反転するって軟体動物じゃねーと無理だぞ!?　だいたいそんなことされたら起きるだろ普通!?」


    　不毛な言い争いが、平原の朝に溶けていく。雀のさえずりが、ふたりの罵ば声せいの間に交じる。


    　早起きの農夫の荷馬車が田舎いなか道を行き交いはじめ、ふたりの口ゲンカを面白そうに、通り過ぎながら観賞していく。


    　五分ほども罵ば倒とうが交わされ──。


    　声が枯れて、はぁはぁと息を荒らげながらふたりは目線を交わし、ふんっ、と互いにそっぽをむいて、ヴィヴィは幌ほろを取り払った荷台に座り、ルカは御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握った。


    「ほんっとにお前、寝相悪いからな！」


    「わたしじゃない、貴様の寝相が悪いんだ!!」


    「反転したのお前だけだろうがバカ女!!」


    「うるさい黙れ悪いのは全部貴様だバカ男!!」


    　不毛な罵倒を掛け声にして、ロバはかっぽかっぽ、のどかな蹄ひづめの音を響かせはじめた。


    　お互いに声を張り上げることに疲れ、ヴィヴィは進行方向の反対側をむいて、小麦の詰まった麻袋に背中を預けて、両手を枕まくらに寝転んだ。無言ながら、空間を通じて怒りの波紋が伝ってくる。


    　ふん、と鼻を鳴らし、ルカは手綱を握り直す。


    　昨夜、少しだけ妙な気持ちになりかけたが、いまはそれも消えて。


    　──ま、これでいいか……。


    　言いたいことを胸に秘めたぎこちない関係よりも、心おきなく悪態をつき合うくらいが共同生活にはちょうどいい。


    　目を道の先へ戻し、ぼんやりと行く手の空を見上げた。


    　ヴィヴィとの共同生活がいつまでつづくのか、すべてはエデン飛行艦隊の動向次第。紺こん碧ぺきの空には飛行艦艇の影ひとつ見えなかった。

  


  
    



    



    二章　行進


    



    　四月十五日、ルナ・シエラ共和国首都ラランディアの街頭では、数千の人々が群れをなして新聞を奪い合っていた。


    　狂騒の原因は一流新聞『ザ・セントラル』の一面記事。市民たちはしわくちゃの新聞紙へ目を凝こらし、あるものは歓喜にむせび、あるものは字の読めない庶民のために朗読する。


    『市民ファニア帰還。「聖女の行進」ラランディアへ』


    『生きていた「悲劇の王女」、執政政府を揺るがす』


    『ロンゴリア守備隊、市民ファニアに恭順』


    『現在、一千名以上の民衆がファニアを先頭にノースランド大街道を西進中。「聖女の行進」のラランディア到着は二十三日前後と目もくされる』──。


    　富裕層ブルジヨワも庶民も貧民も、等しく額を付き合わせて記事内容を確認し、そして喧けん々けん諤がく々がくの議論がはじまる。


    「噂うわさは本当だった、王女は天使になって戻ってきた!!」「確かに見たんだ、天使になったファニア殿下が兵士たちを励ますところを!!　空中に浮かんで、天使みたいな声で、自由と平等を諦あきらめるなと訴えていた！」「本当に生きていたんだ！　おれたちを救うために、市民ファニアが戻ってくる！」


    　辛つらい撤退を終えてラランディアへ帰還した兵士たちが口々に、自分たちが遭遇した「奇跡」について触れ回ったため、いまやラランディア市民全員が「市民ファニア」の顛てん末まつを知っていた。舞台劇『悲劇の王女』によりファニアに同情的だった世論は、空飛ぶ機械兵に乗り天使のような声で語りかける「市民ファニア」に熱狂し、続報を心待ちにしていた。そして今日ついに「聖女の行進」の見出しが紙面に躍り、ラランディアに興奮と感動を巻き起こしている。


    「共和政を支持したらしいぞ。王政に戻るつもりはないって。それならいいじゃないか、ルカの代わりはファニアしかいない！」「あと一週間くらいでファニアがラランディアへ帰ってくる、みんな、もちろん歓迎するよな!?」「カミーユやマクシミリアノじゃダメだ！　市民ファニアならきっとおれたちを救ってくれる！」


    　そんな声が街頭に、広場に、駅舎や学校や水くみ場に広がっていく。ファニアがミカエルのスピーカーを通じて空中から語りかけた言葉が、貧困と敗戦に打ちひしがれていた市民たちへ福音のように伝でん播ぱしていた。


    　ひとり──。


    　流行の瀟しよう洒しやなドレスに身を包んだ淑しゆく女じよが、日傘を片手に通りを歩き抜けながら、醒さめた片目を市民の熱狂へ流していた。


    「まーた面倒くさいのが……」


    　皮肉めいた独り言を呟つぶやいて、エロイサ・アルジャーノは自みずからのアパートを目指す。戦争も外交も、なにもかも自分の思い通りに進んでいたはずが、このところ少し、翳かげりが出てきたような。


    「ジェミニ、なんでこんなときに鬱うつ病なわけ……」


    　吐き捨てながら雑踏を歩く。エロイサと無線連絡を取り合って、史上最大の会戦に勝利したというのに。あの歴史的戦勝以来、皇帝ジェミニはすっかり元気をなくして、マクシミリアノ率いる講和使節団を待たせたまま、コールシュタットに引き籠こもっている。


    　報告のためにエロイサもジェミニと直接会ったのだが、以前とは別人のように生気がなかった。なにを報告しても心ここにあらず、うんともすんとも反応がなかった。


    　原因はなんとなく、エロイサにはわかる。元気だったころのジェミニはことあるごとに、全く関係のないエロイサにまでルカの悪口を吹き込んでいた。


    　字が読めない貧民だったあいつをあそこまでにしてやったのはぼくなのに。ぼくの家来になるって誓ったくせに。あいつはぼくに説教して、ぼくの身内を引き抜いて逃げたんだ。ひどいやつだろう？　いまごろきっとファニアがぼくにめちゃくちゃにされてると思い込んで苦しんでるだろうけど、まだまだ嫌がらせが足りないなあ。あーあ、あいつの頭のなかをぼくのイヤミな笑顔でいっぱいにしてやりたい。網膜にぼくのイヤミな笑顔を焼き付けて、視界に常にぼくの笑顔が覆い被さってるようにしたい、等々。


    　そういう妄想を何時間もエロイサに語り聞かせるジェミニの表情は、これ以上ないほど生き生きしていた。


    　──陛下、ルカのことが大好きなのよね。


    　──最初で最後の友達に裏切られて、悲しくて仕方ないのよね。


    　──ルカにも同じくらい、自分のことを想ってほしいのにね……。


    　ルカが離反したのは、皇位継承を狙うジェミニに殺されかけたからだ。『自分自身より大切な人間を見つけろ』。ルカはジェミニにそう告げてメルヴィルとガヴーを引き抜いて去った。それからのジェミニは帝国を繁栄させるためというより、ルカに嫌がらせをするために生きてきたと言っていい。ルカを失ってはじめてジェミニは人間的な痛みに目覚め、同じ痛みをルカにも味わわせようと、あの手この手でちょっかいを出しつづけてきた。


    　つまるところ、史上最大の会戦の原因はジェミニがファニアを拉ら致ちしたこと、すなわちルカへの嫌がらせだ。


    　嫌がらせが原因で、双方合わせて百万人以上の軍隊を動員して殺し合ったと後世の歴史学者が知ったなら、論文を書く手も止まるだろう。きっともっとまともな真の目的を探るために、さらなる調査に乗り出すはず。その先にはなにもないのに。


    　──ルカに振りむいてほしくて戦ってきたから……ルカが死んだら、もう動けない。


    　エロイサはひとり、神聖リヴァノヴァ帝国皇帝を哀れむ。


    　ジェミニがあの調子では、一か月待っても講和会議はひらかれないのではないか。


    　マクシミリアノはもう一週間近く、コールシュタットの城館で待ちぼうけを食わされている。五百人議会では「共和国に対する意図的な侮ぶ蔑べつ」だとして、講和使節団を呼び戻すことも議題にあがった。結局、帝国軍の侵攻が停止していることは共和国にとって僥ぎよう倖こうだとして、使節団は可能な限り現地で待機させることに決まったが、執政政府もジェミニの思惑を計りかね、憶測を重ねることしかできていない。原因がペットロスならぬ「ルカロス」であると知ったなら政府関係者全員の顎あごが外れるだろう。


    　ともかく、いまは──。


    「カミーユをけしかけなきゃ」


    　エロイサはアパートへむかう足を速める。昨日、ファビアン・クラブの会員からカミーユの伝言を受け取った。日中にエロイサのアパートで会いたい、とのこと。こっちも用事があったからちょうどいい。空位となった第一執政を誰にすべきか、各政治クラブで思惑がぶつかり合っているいま、カミーユの尻しりを思い切り蹴けり上げなくてはならない。


    「あなたが第一執政になるべきよ。ルカの想いを引き継げるのは、あなたしかいないわ、カミーユ!!」


    　歩きながら、エロイサは台詞せりふを練習してみる。我ながらアホみたいだが、カミーユはアホなので直球のほうが効く。


    「わかりましたエロイサ……。あなたの言葉なら仕方ありません。自由のため！　平等のため！　わたしは第一執政になる!!」


    　口先だけでカミーユの物真ま似ねをしてから、エロイサは返事を予行演習する。


    「あぁ……愛してるカミーユ!!　この国を救えるのはあなただけよ！」


    　そのあと一本抜いてやれば、わたしの言うことを聞くだろう。操縦しやすいカミーユが第一執政になってくれれば、あとはマクシミリアノが遠隔操作してくれる。わたしはこの国を離れ、パグラチオンで放ほう蕩とう三ざん昧まい。なんて美しい人生。


    　アパートの前へ辿たどり着き、弾む足取りで階段をあがり、二階の自室のドアをひらく。カミーユが貧乏弁護士時代に暮らしていたこのみすぼらしいアパートとももうすぐお別れ、うれしくてたまらない。


    「あら……？」


    　昼下がりの陽光が差し込む部屋のなかに、もうカミーユが来ていた。


    「あぁ、カミーユ！　お久しぶりね、会えてうれしいわ！」


    　即座に恋人の仮面をかぶり、エロイサは感極まった様子でカミーユにすがりつく。


    「まさかルカが負けてしまうなんて……！　これからどうすればいいか途方に暮れていたの。でもこの国にはあなたがいるから安心よね……！」


    　カミーユの耳元に情感たっぷりにささやきかける。いつもならここで感極まった勇ましい台詞せりふが返ってくるのだが。


    「…………カミーユ？」


    　返事がない。とっくにエロイサの背中にはカミーユの両手が回っているはずなのに、それもない。


    　エロイサは身体を剥はがし、正面からカミーユを見み据すえた。


    「あぁ、カミーユ……。こんなにやつれてしまって……！」


    　元々げっそりした小男だったカミーユが、ますますげっそりしていた。眼鏡めがねの奥の目はうつろで、クマができ、骸がい骨こつに直接、鼠ねずみ色の塗料を塗ったような。几帳面な彼には珍しく、無ぶ精しよう髭ひげまで生えていた。


    　ぷっ。噴き出しそうになるのをこらえ、エロイサは演技をつづける。


    「仕方ないわよね、これだけ大きな戦争に負けてしまったのですもの……。気落ちするなというほうが無理よ。でも健康には気をつけて。食事はちゃんと摂っているの？」


    　カミーユの首のうしろに両手を回し、小首を傾かしげる。カミーユの乾いた唇が、かすかにひらいた。


    「……昨日……胃の中のものをすべて吐き出しました。以来……水も食料も、喉のどを通りません」


    「まあ……。病気にかかっているのね。そこのベッドで眠りましょう。わたし、ずっと看病するから……」


    　勘弁しろや、と内心思いながら、エロイサはカミーユをベッドへ誘うが、カミーユは突っ立ったまま動くことなく、代わりに化粧台の上に置いた一通の茶封筒を指し示す。


    「……その報告書に目を通して……嘔おう吐としました。……ずっと……泣きながら……吐きつづけました」


    「………………？」


    　エロイサは怪け訝げんそうに、指し示された茶封筒を手に取った。差出人の名は。


    『ルナ・シエラ内国軍調査部報告書第〇一八号』


    　一瞬、悪お寒かんが走った。


    　逃走ルートを確認するため、窓の外へ目を送る。


    　二階から見下ろすと、アパート前に内国軍兵士が四、五名集まって、こちらを見上げていた。彼らの持つカスコート銃は着剣済みだ。


    「……………………」


    　エロイサは茶封筒から報告書を抜き取って、立ったまま読んだ。


    　ここ十日間近くのエロイサの行動がすべて、報告書に記載されていた。


    　特に大きな見出しがついたのが、五日夕刻、マクシミリアノの馬車にエロイサが乗り込んだときのこと。カミーユを『青びょうたん』『早そう漏ろう』と揶や揄ゆする言葉がすべて、車台の下に潜り込んだ調査員に聞き取られていた。


    　エロイサはゆっくりと報告書を茶封筒に戻し、化粧台の上に置いた。


    　それからカミーユを見やる。


    　幽鬼のように痩やせこけて、立っているのがやっとなのに、眼鏡めがねの奥の瞳は狂気を孕はらんで発光していた。


    「どこかの誰かが書いたこんな紙切れを、まさか信じているの？」


    　カミーユは答えない。ただ乾ききった眼まな差ざしをエロイサに据すえるのみ。


    　エロイサは一歩後退した。複数の人間が、階段を上がってくる足音が聞こえる。窓の外、兵士は十数名に増えていた。


    　──嵌はめられた。


    　悟ったと同時に、エロイサは賭かけに出た。


    　恋人の仮面を外し、本性を剥むき出しにして、嘲ちよう笑しようをたたえる。


    「ルカが死んだのは、あなたのせいよ」


    　そのひとことで、幽鬼のようなカミーユの佇たたずまいが、ずん、とさらに黒ずんだ。


    「この国が滅ほろびるのも、あなたのせい」


    　口角を吊つり上げ、エロイサは告げる。


    　カミーユの表情は黒ずみすぎてよくわからないが、もう音さえ伴わない慟どう哭こくが、彼の輪りん郭かくからあふれ出てくる。


    　あぁ、こういうカミーユが見たかった。ぞくぞくしてくる。もっと苛めてやりたい。


    「マクシミリアノはあなたの提示した条件を全部無視して、これから帝国に無条件降伏するわ。戦争も外交も、敗因は全部あなた」


    　凄せい艶えんな笑みをたたえ、エロイサはカミーユの魂へとどめを刺す。


    「……ねえ、どういう気分？　大勢の仲間たちの情熱と犠ぎ牲せいで築き上げたこの国が、あなたの下半身のせいで滅びるって、いったいどういう気持ちがするもの？」


    　音のない断末魔が聞こえた気がした。空間そのものへ闇の色を塗り込めるような、見たことのない絶望のかたち。あぁ、最高に楽しい。できればこの男が死ぬまで、言葉で嬲なぶってやりたいが。


    　あざけったと同時に、エロイサは窓をあけて、外の通りへ飛び降りる。


    　通りを見張っていた兵士たちが、突然飛び降りてきたエロイサに一瞬、不意をつかれる。


    　エロイサは兵士の首筋へ手しゆ刀とうを一いつ閃せん。カスコート銃を奪い取り、雑踏へ紛まぎれ込もうと脱兎のごとく駆け出す。


    「逃げたぞ、追え、追えっ!!」「帝国のスパイだ、みんな、そいつを逃がすな、捕まえろ!!」


    　たちまち通りに兵士の怒号と呼び子が飛び交い、通行人の悲鳴があがる。


    　カミーユは部屋に突っ立ったまま動かない。呼気まで絶望の黒に染まったように、空間が翳かげっていく。それからいきなり床に手足をついて、ぶええっ、ぶええっ、と奇怪な嘔おう吐と音を連続させた。


    　胃の中はとっくに空っぽなのに、吐き気がおさまらない。ぶええっ、ぶええっ。体内の空気を吐き出しながら、カミーユの目から涙がぽろぽろこぼれてきた。


    「捕まえたぞ、取り押さえろ!!」「自殺させるな、くつわを噛かませろ!!　この女には聞きたいことが山ほどある!!」


    　通りの彼方かなたから、兵士たちのそんな声が聞こえてきた。カミーユはただその場に留まり、ぶええっ、ぶええっ、と空気を吐きつづけた。


    



    　十分後、憲兵がアパートの扉をノックし、荒縄で縛り上げたエロイサを乱暴に室内へ突き飛ばした。くつわを噛まされたエロイサは受け身も取れず、自室の床に側頭部をぶつける。


    「…………っ!!」


    　血走った野の葡ぶ萄どう色の瞳が、ゆらりと立ち上がったカミーユへ据すえられる。エロイサは鋼線の入った荒縄で胴体ごと両腕を封じられて、髪は乱れ、顔にはいくつもアザがあり、鼻と唇から血が流れていた。


    　カミーユは荒く息をつきながらエロイサの直前に立ち、光を失った眼まな差ざしをかつて愛したひとへ打ち下ろす。


    　もごもご、エロイサはくつわを噛まされた口を動かした。言いたいことがあるらしいが、カミーユはもはや聞く気も起きず、憲兵へ目を移してぼそりと告げた。


    「……エロイサ・アルジャーノへの拷問を許可します。これまでやってきたことをすべて吐き出させてください」


    　憲兵がうなずき、エロイサの髪を鷲わしづかみにして無理やり立たせる。長年の研究によって拷問はあまりにも凄せい惨さんになりすぎ、現在のグレイスランド列強では政治犯以外には禁止されている。エロイサはこれから拷問官によって長く緩慢に圧搾され、肉体も精神も干からびたオレンジのようになるだろう。


    「む──っ!!　む────っ!!　むむむぅぅ～～～っ!!」


    　エロイサは激しく身をよじって抗あらがい、血の色のにじんだ眼差しで嘆願する。


    　お願いカミーユ、やめて。愛してる。あなたのためならなんでもするからやめて。


    　音のない言葉が聞こえた気がした。


    　正気の縁に片足を置き、カミーユは狂気めいた笑みをたたえる。


    「地獄で会いましょう、エロイサ。ふたり手を繋つなぎ、永遠の業火に焼かれるのです。それが我ら罪人にふさわしい愛のかたち」


    　むがああっ、というエロイサの絶叫がカミーユに答えた。荒縄の端を掴つかんだ兵士が、エロイサを部屋の外へ引っ張り出していく。スパイが捕らわれたと聞きつけ、アパートを取り囲んだ野次馬から罵ば声せいがあがり、子どもたちがエロイサへ石を投げる。


    　カミーユはひとり、部屋に残って、喧騒が遠ざかっていくのを耳の端に聞いていた。


    　胸のうちにくすぶっていた情熱の熾おき火びも、ゆっくりと熱を失っていく。


    　エロイサを拷問したなら、カミーユが軍事機密を漏洩したためにルナ・シエラ連合軍は壊かい滅めつしたことも明るみに出るだろう。連合軍敗退の原因は、カミーユ・ロベルの迂う闊かつな下半身。その事実は千年、二千年、いや未来永えい劫ごう、嘲ちよう笑しようと共に子孫たちへ語り継がれることとなった。


    　──わたしはただ、自由で平等な社会を築きたかった……。


    　孤児院で育ち、様々な理り不ふ尽じんを受けて育った。十歳のとき、凍死した孤児の死体の傍かたわらに座り込み、星を見上げ、この腐った社会を正してやる、と誓った。ぼくは正義の味方になって、悪い貴族たちをみんな追い払ってやる。弱いもの、持たざるものでも、がんばれば報むくわれる社会にしたいんだ。その情熱だけ抱いて、青春のすべてを革命に捧げ、その結果、ルナ・シエラ共和国が誕生した。これからようやく、幼いころ夢見た社会を目指し歩いていける。そう燃え立った直後──カミーユ本人の粗相のせいで、この国は滅ほろびることになった。


    　マクシミリアノが無条件降伏したなら、ルナ・シエラ共和国七千五百万市民の行く末は、帝国植民地で使役される奴隷だ。自由で平等な未来を信じて革命に賛同した市民はこれから、帝国の牛馬となって死ぬまで働く運命を担わされることになる。


    　カミーユは腰のホルスターから拳銃を抜いて、じいっと見つめた。火打ち石と火薬で点火する、銃身以外は木製の小口径銃。


    　こめかみに銃口を押し当て、引き金を引けば、楽になれる。


    　それでいいじゃないか。もう呼吸することさえ恥ずかしい。この街の大気を、わたしのような恥ずべき人間が吸い込んではいけない。


    　カミーユは銃口に火薬と丸弾を込め、こめかみに銃口を当てた。


    「許してください、ルカ」


    　震える指が、引き金にかかる。


    『自由も平等もおれは信じない。けどお前が進もうとする道なら、おれは信じられる』


    　乾ききったカミーユの脳のう髄ずいに、ルカの言葉がよぎった。


    『おれは災厄の魔王でいい。代わりにお前は正義の味方になって、弱いものが踏まれない世界を作ってくれ。戦争の犠ぎ牲せいになる連中も、それで少しは報われる』


    　自室の光景に、ルカの真しん摯しな表情が覆い被さる。


    　引き金にかけた指が、動かない。


    　──なぜいまこのときに。


    　──そんなことを思い出すのだ。


    　右手を震わせながら、カミーユの右目から一筋、涙がこぼれ落ちた。


    　止まらない。あふれてくる。さめざめと泣きながら、カミーユは自みずからをいさめる。


    　──このままではダメだ。


    　──せめて、ルカの願いを誰かに伝えねば。


    　──ルカがわたしに託したものを。誰かに引き継がねば。


    　だがルカの代わりなど、誰にもつとまるわけが……。


    　いや。


    　──……ひとり、いる。


    　カミーユの顔が、不意に持ち上がる。


    　右手がゆっくりと降りる。涙は流れつづけるがしかし、光を失っていた瞳に、わずかなきらめきが爆はぜる。


    「これ以上ないルカの後継者が……いる」


    　憑つかれたようにカミーユは、よろめく足を引きずって部屋を出た。


    　アパートの外で待機していた執政補佐官三名がさっそく、カミーユのもとへ駆け寄ってくる。


    「マクシミリアノ長官へラランディアへ一度戻るよう使者を送りました。戻る途中の村で、逮捕する手はずです」


    「ファニアはブラス街道を南下するようです。歩くほど同行者が増え、現在は義勇兵二百、庶民が千名以上、彼女に付き従っています」


    「ロンゴリア守備隊の一部がファニアに恭順したそうです。これは明らかに行進ではなく反乱です、鎮圧せねば」


    　深刻な顔を並べて現状を報告する補佐官たちにうなずきを返し、カミーユは馬車に乗り込んだ。


    「ファビアン・クラブの同志たちをわたしの執務室に集めてください。それと、マクシミリアノからわたしへ内国軍の指揮権を委い譲じようする手つづきを。同時に、内国軍全兵士をラランディアへ招集してください」


    　補佐官は息を呑のんでカミーユの命令を聞く。このところ幽鬼のように痩やせ細って、ろくに執務もこなせなかった男がいきなり動きはじめ、尋じん常じようでない命令を次々に発していく。


    「命を懸けてください。この国を救うために」


    　馬車に揺られながら、カミーユは三名の補佐官たちに告げた。


    　救いの道は、ひとつしかない。いや、たったひとつ、希望は残っているのだ。ならばわたしのすべてをそれに賭かけよう。


    　子々孫々から未来永えい劫ごう嘲ちよう笑しようされる道化師。その運命は甘んじて受け入れる。だがその前にひとつだけ、やり遂げねばならない仕事ができた。


    　──道化師わたしにしかできない仕事だ。


    　道すがら、これからの青写真を脳裏に描き、宮殿に戻ってからは取り憑かれたように仕事をはじめた。


    　──最後まで、道化師として。


    　わたしにしかできない役割を果たそう。


    



    　†††


    



    　四月十九日、ルナ・シエラ共和国、ブラス街道──。


    



    　見渡す限り緑の平原がうねるブラス街道を、千名近い民衆たちが着の身着のまま、あるものは農具を振り上げ、あるものはなにも持たず、賑にぎやかな歌を歌いながら南を目指して行進していた。


    　行進の先頭は、白いブラウスと紺のスカートを身につけた美しい淑しゆく女じよ。


    　軍服に身を包み、カスコート銃で武装した義勇兵を二百名ほど背後に従え、しっかり顔を前へむけ、おのれの足で凛りんと歩く。


    「市民ファニア、万歳！」「悲劇の王女じゃない、救国の聖女ファニア万歳！」「みな、ともに歩もう、聖女がこの国を救ってくださる！」


    　行進に参加した民衆が、主役の名を大声で称たたえる。戦争に負け、侵攻してきた帝国軍による略奪を覚悟していた彼らは、最後の希望をファニアに託し、首都ラランディアへの遙はるかな道のりを共にしていた。


    　思ったより大騒ぎになっていることに戸惑いつつ、粛々とファニアは歩を前へ送る。ともかく無事にルナ・シエラ共和国へ帰ることができた。それだけでも僥ぎよう倖こうだ。


    「聖女の行進」と題されたこの演出、本当は大おお仰ぎようすぎてイヤだったが、ヴラドレンに諭されて受け入れることにした。馬車や馬に乗らず、行進の先頭をファニアが自身の足で歩く、というのもヴラドレンの発案だ。大衆と同じ道を自分の足で歩くことで、大衆はますますファニアに親近感を覚え、愛するようになる、とのこと。


    「もうすぐウレドの街であるな。ウレド守備隊には我が社員をすでに派遣し、行進を受け入れるよう説得済みである。また庶民たちが泣きながら、きみを受け入れるであろうよ。余のもくろみどおり、我らが歩むほど道行きの空が輝きを増す」


    　ファニアの斜め後ろを歩みながら、ヴラドレンが話しかける。


    　先頭を歩くファニアは前をむいたまま、


    「あなたがこれほどの演出家とは、思っておりませんでした」


    　演出家ヴラドレンはラヴレンチ商事のコネとカネと人材をつぎ込んで、通りすがりの街や村へ前もってサクラを送り込み、聖女ファニアの生還を声高に触れ回って、ファニアの功績を称えたビラを撒まかせている。ファニアが到着するころには住民の興奮が最高潮に達していて、守備隊はファニアを捕らえるどころか護衛を買って出る始末。いま背後に付き従っている二百名の義勇兵たちも、ほとんどはファニアに恭順したロンゴリア守備隊員だ。


    　歩むほど巨大になっていく行進の規模に、正直ファニア自身がおののいている。自分がこの国へ戻ってきたら、きっと庶民に取り押さえられて断頭台送りだと思っていたのに。待っていたのは涙を流した庶民たちの大歓迎だった。それもこれもヴラドレンのおかげであり、感謝しているが、庶民の熱狂は予想したものより遙はるかに大きい。


    「余は手助けしているに過ぎぬ。きみの七年間の労苦がここに報むくわれているだけだ。ウルキオラの醜しゆう聞ぶんによって降等され、革命では民衆に嫌われ、ジェミニにさらわれ、グレゴリオの籠かごの鳥となり……ただ辛つらいだけの七年だったことであろう。だがいかなる苦難に遭おうとも、きみは常に民のために生きようとしていた。その真実な想いがいま、絶望に瀕した民の奥深くへ染み込み、この熱狂となっておるのだ。自身を誇れば良い」


    　ヴラドレンは朗々と称たたえるが、ファニアの返答は冷たい。


    「それを民に伝えたのは、あなたが書いたパンフレットです」


    　ヴラドレンが道行きの街や村に撒まき散らしている二折版には、いまヴラドレンが言った内容に加え、ルカとの恋愛関係まで記載されていた。ファニアの許可なく勝手にヴラドレンがそれを書いたことにファニアは激怒したが、元皇太子は悪びれない。


    「実に美しいではないか。道半ばで倒れた『災厄の魔王』に託された夢を『悲劇の王女』が引き継いで叶えるのだ。民がその事実を知れば、ルカの人気がそのままきみのものになるわけだ。結果は見てのとおり、大成功ではないか」


    　ふんぞり返るヴラドレンを、ファニアはきつく睨にらむ。


    「……民は現状に困っているから、わたしに改善してほしいと願っているだけです。ルカとの個人的関係は、政治とは全く別の話。もう二度と書かないでください」


    「ふふふふ。いやだ」


    「いやだじゃありません！」


    「怒った表情もキュートであるぞ、市民ファニア。だが、そのくらいのことをしなければ世の中はひっくり返らぬ。余とて苦悩の末、きみのプライベートを大衆へ暴露するに至ったのだ。そのおかげでこの行進が成り立っている、ルカの地位を継承したいならば、少しくらいの脚色は我慢せよ」


    　ファニアがどんなに非難しても、ヴラドレンは楽しげにそんな言葉を紡つむぐばかり。変人なのか切れ者なのか、優しいのか意地悪なのか、つかみどころがなさすぎて途方に暮れる。


    「利用できるものは利用するべきである。きみにあるのは民の人気だけだということを忘れてはならぬ。あらゆる手段を用いて人気を拡大せよ。ルカの死でさえ、きみの手て駒ごまとして利用するのだ。そのくらいやらずして、遠大な理想などとても叶えられぬ」


    　ファニアは歩きながら、黙ってヴラドレンの言葉を聞く。腹だたしいが、しかし、正論でもある。優しさや思いやりだけでは世界は変革できない。時流を利用するしたたかさも為政者には必要だ。


    『あなたが壊すこの世界を、わたしが築き直します』


    　あの誓いを果たすために。飲まねばならない毒もある。


    　と、道の先から一騎、慌てた様子で馬が駆けてきた。


    　鞍くらにまたがっているのは、ラヴレンチ商事の社員だった。行進の目前で鞍から飛び降り、息せき切って報告する。


    「ラランディアで内国軍が動員されています！　兵数は五千ほど、目的はファニアさまの逮捕と目もくされます……！」


    　ふむ、とヴラドレンは鼻を鳴らして社員を見下ろす。


    「意外に早かったの。執政政府は講和会議にてんてこまいで、行進などに構っておるまいと思ったが」


    「講和使節団が首都へ呼び戻され、マクシミリアノ内国軍長官は国家反逆罪で投獄されました！　第二執政カミーユが内国軍長官を兼任し、ファニアさまを捕らえようと各所に手を回しています！」


    　ふむ……とヴラドレンは黙もつ考こうを深くする。


    「革命の英雄マクシミリアノの突然の逮捕に加え、ファニアさまを捕らえるために軍を動員したことで、第二執政に対する不満の声が大きくなっています。巷ちまたでは、敗戦のショックで錯乱状態にあるのではと……」


    　ふむむ……とさらにヴラドレンは考え込む。


    「カミーユにしては拙速よの。だが参った。行進はこれから規模を拡大する予定だったが、むこうに機先を制された。いまの段階で戦いになれば、内国軍には太た刀ち打ちできぬ……」


    　こほん、とファニアは咳せき払いし、ヴラドレンと社員の間に言葉を挟む。


    「わたしは、政府軍と戦うつもりはありませんよ」


    　ぬ？　とヴラドレンが怪け訝げんそうな目をむける。


    「流血による変革は望みません。カミーユがわたしを捕らえるというなら、素直に捕らわれましょう。あなたがたは行進を解散なさるなり、首都まで行くなり、思うようになさって構いません」


    　ヴラドレンの表情に失意が広がる。


    「賢明とはいえぬな。善性を信奉するにも限度がある。行進に参加しているものたちは、きみが捕まるところを見たいのではない。きみが第一執政となるために協力しているのだ」


    「そのように親切なかたがたに、戦って死ね、と告げたなら、わたしの求心力は失われるでしょう。いまは聖女と称たたえられていますが、差配ひとつ間違えたなら売ばい女たと呼ばれることも身に沁しみて知っております。政府軍と戦ったならば、民はわたしを見捨てるでしょう」


    　うぬ……とヴラドレンが反論を呑のんだ。ファニアが言葉をつづける。


    「第二執政カミーユ・ロベルは弁護士出身と聞いています。法を信奉するものならば、武力を行使する前にわたしの話に耳を傾けるはず。カミーユへ使者を送り、わたしが話し合いを望んでいることをお伝えください。なにごともまずは話し合いからはじめなければ」


    　うぬぬぬぬ……とヴラドレンは胸の前で腕を組み、身を屈めながら深く深く熟考したのち、いきなり顔を上げ、ぽん、と両手を打ち合った。


    「余が使者となり、カミーユのもとへ赴おもむこう」


    「ラヴさんが……？」


    「うむ。ラヴちゃんと呼べ。カミーユとは面識がある。革命時、民衆に武器を供給したのはラヴレンチ商事であるからな。王族のきみが直接話すよりも、面識のある余をいったん挟んだほうが、交渉もうまく運ぶであろう」


    「……………………」


    　今度はファニアが黙もつ考こうに沈む。第二執政と面識があるのは僥ぎよう倖こうだが、しかしこの変人はファニアの意志を無視して独断で突っ走る傾向がある。大事な交渉を任せて大丈夫なのか……と悩んでいると、ヴラドレンはすでに社員が乗ってきた馬にまたがっていた。


    「一刻を争う。余は一足先にラランディアへ行きカミーユに会おう。しばしのお別れだ市民ファニア、次に会うのはきみが無事にこの国を乗っ取ったときだな」


    　真っ白な歯を輝かせ、爽やかな笑みをたたえて、ヴラドレンは馬に鞭むちを入れ、颯さつ爽そうと南を目指して疾走していき、視界から消えた。


    「…………………………………………」


    　その場に取り残されたファニアは呆ぼう然ぜんと、ヴラドレンの消えていった方角を眺める。


    　なにも言っていないのに、勝手に決めて勝手に出ていってしまった。行進の仕掛け人をいきなり失い、ファニアは千二百名の民衆を背後に連れて途方に暮れる。


    　風が吹き抜ける。


    　困った。頼れる味方がいない。ミズキは現在、一足先に城じよう塞さい都市ウルキオラを訪れ、顔見知りの有力者を回ってファニアへの協力を呼びかけているため、ここにいない。


    　突然、行進が長い時間止まったために、民衆たちの怪け訝げんそうな目線がファニアの背中に集まる。


    「ファニアさま……？」


    　民のひとりが問いかけた。


    　ファニアは振り返り、口元だけで笑む。


    「……なんでもありません。用事ができて、ラヴレンチ会長が行ってしまっただけです。……歩きましょう。今日中にウレドの街へ着かねば」


    　語りかけると、不安そうだった民の表情が晴れた。ファニアは毅き然ぜんと胸を張り、再び歩きはじめる。為政者のわずかな動揺を、民は敏感に察知する。簡単に感情を表へ出してはならない、いかなるときも背筋を伸ばし、無表情を保たねば。王族としての教育を心に刻み、ファニアは淡々と歩きつづける……。


    



    　ウレドの街に到着したのは、夕方だった。


    　薄紅色をまとった空の下、大勢の民衆が「聖女の行進」を歓呼と共に出迎え、ウレド守備隊二百名の隊長がファニアのもとへ歩み寄り、跪ひざまずく。


    「ウレド守備隊隊長、パンチョ・ゲルレと申します。市民ファニアの到着を心より歓迎し、ウレド守備隊は市民ファニアに恭順いたします」


    　わああ、と大きな歓声が行進してきた庶民からあがった。自分たちがそうだったように、ファニアの赴おもむく街が次々に恭順の意を示し、行進に参加してくる。ファニアが歩むほどに時代が変わり、その現場に立ち会えることが共に行進する民にとってたまらなくうれしい。まるで自分たちもファニアと一緒に歴史の表舞台に立っているような、そんな高こう揚よう感。


    　つづけてタキシードで正装したウレド町長が、うやうやしくファニアの前で右足を引き頭こうべを垂れた。


    「ファニアさまを我が家へお迎えしたく、準備を整えております。どうか今夜は我が家でおくつろぎください」


    　ファニアは礼を述べて、要望を伝える。


    「ここまでついてきてくださったかたがたと、これから行進に参加したいかたがたに、わたしから伝えたいことがあります。広場にひとを集めていただけませんでしょうか」


    　政府軍が動きはじめたいま、行進への参加条件を考えねばならなかった。ファニアの要望を受け入れて、町長は街のひとびとへ伝える。


    「みな、ファニアさまの演説を広場で行う。聖女ファニアのありがたい言葉が聞けるぞ、行進に参加したいものは広場に集まれ！」


    　おお、とウレドの住民たちから歓声があがり、ただ騒ぎたいだけのものたちが意気揚々と辻を巡ってファニアの意志を伝える。


    　一時間もかからず、二千人近い住民たちが噴水のある石畳の円形広場に集まってきた。


    　町長が用意した演台に上がり、ファニアは詰めかけたひとびとを見回す。


    　なにかを期待した四千以上の瞳がきらきら、ファニアに集中していた。


    　彼らをがっかりさせるかもしれない、と覚悟しながら、ファニアは語りかけた。


    「ここまでわたしと共に歩んでくださったみなさま。そして、これからわたしと共に歩もうとしてくださるみなさま。なにも持たないわたしをこれほど温かく迎えてくださることに、心から感謝いたします」


    　よく通る声が広場の隅々へ届き、ひとびとは指笛を吹き歓声をあげ、拍手を送る。


    「ですがこの先の道のりは、これまでと同じではありません。数日中に政府軍が、わたしを逮捕するためにやってきます」


    　今度は群衆から、政府に対するブーイングが上がった。


    　ファニアは静かな表情をみなにむけ、言葉を高く転調させる。


    「どうしてもお願いをさせていただきたく、みなさまに集まっていただきました。わたしの要望はひとつ。……これから共に歩んでくださるみなさま。武器をすべて、この村の武器倉庫に収めてください」


    　最後のひとことが、ざわめきを打ち払った。


    　いきなり訪れた静寂へ、ファニアはさらなる言葉を重ねる。


    「わたしが政府軍に捕らえられても、決して対抗してはなりません。わたしは暴力ではなく言葉の力でこの国を変えたいと願います。ですからわたしに従ってくださるみなさま。武器をお捨てください」


    　呆気あつけにとられた群衆が互いに顔を見合わせ、それから一部の民兵が反対の声を発する。


    「ですが、ファニアさまが囚とらわれたら、断頭台に送られます！」


    　そうなる可能性もある。しかし。


    「それが民意ならば受け入れましょう。わたしは現在の執政政府と、共和政の未来を信じるもの。断頭台に送る前に、執政政府はわたしと話し合いの場を持つはず。そのとき、彼らに伝えたいことを伝え、判断を仰あおぎます」


    　ひとびとはファニアの言葉にうろたえ、悲鳴を発する。


    「殺されるに決まってます、やめてください市民ファニア！」「あなたの替えは利かないんだ、もっと自分を大事にしてくれ！」「おれたちに守らせてください！　必ずあなたを、卑ひ怯きような政府の連中から守り抜いて見せますから！」


    　そんな声のなかに、徐々に、政府への不満が混ざりはじめた。


    「行進しただけの市民ファニアを捕まえるなんて、なにが共和政だ！　王さまだって、道を歩いただけで逮捕なんてしなかったぞ！」


    「カミーユは横暴だ！　ルカの代わりは務まらねえ！　おれたちがこの手でやっつけてやる！」


    「ファニアさまのために戦って死ぬなら本望だ！　そうだろみんな、おれたちは死ぬことなんて怖くねえぞ！」


    　不満が呼応していく。ファニアはじっとその場に佇たたずみ、喧けん噪そうが収まるのを待つ。


    　静せい謐ひつすぎるファニアの佇まいが、民衆の熱を徐々に冷ましていき、やがて再び口が閉ざされ、視線がファニアに集中する。


    「……みなさまのお気持ちを、大変ありがたく思っています。わたしの理想を果たすために、みなさまはなくてはならないかたがたです」


    　宵の風がファニアの長い髪を優しくかき上げた。訥とつ々とつとした言葉が広場に響く。


    「わたしの理想は、みなが自由で平等で戦いのない、穏やかな社会です。その理想を叶えるために血を流すことがあっては本ほん末まつ転てん倒とうというもの。わたしの革命に、流血はふさわしくありません」


    　水を打ったように、広場は静まり返っていた。賛同の拍手も、否定の叫びも、なにも起きない。ただファニアだけが凜りんと、夕闇へ浮き立っていた。


    「暴力を振るわずとも、言葉と理性で世界は変えられると信じます。この先わたしに同行してくださるみなさま。武器をお捨てください。それがこの先、道行きを共にする条件です」


    　群衆は戸惑っていた。あまりにも無謀なファニアの要求に対して、どう反応したら良いやら見当がつかない。


    「……以上です。翌朝、日の出と共に出発します。お集まりいただき、ありがとうございました」


    　ファニアは優雅に一礼し、演説台を降りた。ようやく我に返った群衆から、ざわめきと悲嘆が投げかけられる。


    　──間違っていない。


    　ファニアは胸のうちで、そう呟つぶやく。


    　──この道でいい。


    　無謀かもしれない。楽観的に過ぎるかもしれない。けれど、暴力による変革は避けねば。


    　騒ぐ群衆を尻しり目めに、ファニアは町長が用意した馬車に乗り込み、目を閉じた。


    



    　翌朝──。


    　真しん鍮ちゆう色の曙しよ光こうが空の星を追い立て、朝の鳥が平原の空の低いところを飛びすぎて、緑の起き伏ふくのむこうから「聖女の行進」が現れた。


    　内国軍が動いたことと併せ、昨日のファニアの演説により野次馬と民兵の一部が脱落し、数は増えもせず、減りもせずといったところ。そしてこれまでと異なるのは、軍服を身につけた民兵が武器を持っていないことだ。ウレドの街を出発する前にファニア自みずからが兵たちが武器を倉庫に収めるのを確認し、武器を持たないもののみ帯たい同どうを許可していた。


    　先頭のファニアは相変わらず淡々と道を歩いていく。


    　ヴラドレンの部下数名がファニアを取り巻き、その後ろから手ぶらの民兵、ウレドの街から新たに加わった庶民たちが、期待と不安をない交ぜにした表情で粛々と歩いていく。みなが首に提げている環状の堅パンは、ウレド町長の贈り物だった。両手を塞ふさがず、おなかがすいたら適量をちぎって食べながら歩ける、一日分の糧食だ。


    　街道ですれ違う通行人、荷馬車、駅馬車から、ファニアへ応援の声が投げかけられる。なかには仕事を途中で放り投げ、行進に加わるものもいる。国境に駐ちゆう屯とんしている帝国軍のことが不安で、商売が手に着かないらしい。


    　いまもまだコールシュタットに留まった帝国軍は不気味なほど次の動きを見せない。おそらくは侵攻に備えて物資を集積しているのだろうが、同時に共和国も撤退してきた兵員を再編成する時間が与えられた。張りつめた均きん衡こうがいつ破られるのか、誰もが不安に駆られ、その不安がファニアへの応援に置き換わっていた。


    　昼下がり、街道沿いの木立で一行は休憩した。行進のうしろから抜け目なくついてくる商人の荷馬車が一斉に集まって、パンやスープ、干し肉や干し魚を商う。カネのない庶民のためにラヴレンチ商事の社員が代金を立て替え、スープや肉や飲み水を配給する。こうしたヴラドレンの援助が「聖女の行進」を陰から支えていた。


    「さあ、歩きましょう」


    　一時間の休憩を終えて、ファニアは立ち上がり、みなを促うながす。元気な呼応があがり、一行はまた、遙はるかなラランディアを目指して歩みはじめる。


    　ファニアを称たたえる歌を歌いながら、武器を持たない千二百名はいくつもの畝うねを越え、森林をくぐり、乾いた荒野を歩き抜けながら、徐々に人数を増やしていく。


    　やがて日が傾き、藍色の天頂に星が瞬またたきはじめる。


    「今日はここに泊まりましょう」


    　ファニアはみなを振り向き、何度目かの野宿を支度する。


    　ヴラドレンが用意したファニア専用のテントが立てられ、後方のものたちは支給された敷物を敷き、同じく支給の毛布を羽織って、あちこちに焚たき火が起こる。大勢の野宿はそれなりに楽しい。あちこちで笑い声や歌声が爆はぜて、酒が供され、やがて満天の星空のもと、ひとびとの寝息が流れはじめる。


    　ファニアはひとり、寝間着に着替えてテント内で毛布にくるまっていた。


    　夜の静寂に浸されていると、不安がこみ上げてきたりもする。武器を捨てさせたのは無謀すぎたのではないか。内国軍に捕らえられて、そのまま処刑台送りということも充分にあり得る。そうなったらルカとの約束を果たしたとは、とても言えないのでは。あの演説は少々軽率だったのかもしれない……。


    　──違う。あれでいい。


    　ファニアは強く、自分に言い聞かせて不安を打ち払う。


    　──わたしの王道に流血は必要ない。


    　──必要なのは、この世界を変革する意志、それのみ……。


    　闇のなか、ひとり、ファニアは自分を励ます。この国そのものを乗っ取ろうと企たくらんでいるのだ、尋じん常じようなやり方では回天など不可能。


    　──最後まで、わたしの革命を貫かねば。


    　自身へ言い聞かせながら、眠りの訪れをファニアは待った。


    



    　翌朝、再びブラウスとスカートに着替え、ファニアはテントから外へ出る。朝あさ靄もやがけぶるなか、まだ大勢の庶民たちが毛布にくるまっている。ファニアはひとびとの間を歩き、すでに起きていたものと挨あい拶さつを交わし、爽やかな朝の大気を胸いっぱいに吸い込む。


    　そして朝日が地平線を離れ、薄紅だった空へ青が覆い被さったころ。


    「さあ、行きましょう。順調にいけば、今日中にサウスランド街道に着くはずです」


    　ファニアがみなを励まし、行進がはじまる。


    　長い旅路を共にする一行の間に、次第に団結が芽生えてくる。先頭を歩むファニアの毅き然ぜんとした態度と無言の思いやりが千二百人の心へ沁しみわたり、一緒に歩むほどファニアのことが好きになる。


    　だんだん、往来に兵士が混ざりはじめた。撤退中に共和国軍から離脱し、個人で勝手に生きていたものたちが行進に参加してくる。武器を持たないことが条件だと知ると、唖あ然ぜんとしてファニアの無謀を批判する。


    「いいんだよ、気に入らないなら来るんじゃない！」「もう暴力はこりごりだ、ファニアさまのやりかたがイヤなら参加しないでおくれ！」


    　気の強い農婦たちが兵士へ声を荒らげ、一行への参加を許さない。ファニアの心情が行進の隅々へ行き渡り、特に女性を中心に自然な賛同を呼んでいた。いまファニアのあとにつづく千二百人は、武器を持たない「聖女の行進」に参加していることに誇りを覚えるようになっていた。


    　──ありがとう、みなさん。


    　毅然とした態度を崩さないまま、ファニアは心のうちで兵士を追い払った農婦たちに感謝を送る。


    　昼下がり──。


    　一行はブラス街道とサウスランド大街道の交差点に辿たどり着いた。


    　そこには、二千名以上の武装した群衆が「聖女の行進」の到着を待ちわびていた。


    　先頭のファニアのすがたを認めるや、一斉に天を貫くような歓呼が沸き上がる。


    「市民ファニア万歳!!　市民ファニア万歳!!」「おれたちウルキオラの住民は、あなたの恩を忘れたことはありません!!」「いまこそ回天のために!!　ウルキオラは市民ファニアに恭順する!!」


    　カスコート銃で武装したウルキオラ民兵が五百名ほど、銃剣を天空へ突き立てる。


    　群衆の中央に、ずんぐりむっくりとしたタブリス型機械兵の特徴的シルエットがあった。セカンドランク第五階級、エンジンパワー五千八百馬力。乗っているのはたぶん。


    「ファニアーっ!!　ほら、こんないっぱい集まったぜーっ!!　みんなファニアのこと応援してくれて、一緒に戦ってくれるって!!」


    　ハッチをひらいて降りてきたミズキが、右手に松まつ葉ば杖づえをつきながらよちよち、ファニアのもとへ歩いてくる。


    「ありがとう、ミズキ。これほど大勢が集まってくださって、本当にうれしく思います」


    　ファニアはミズキの手を取って感謝を伝える。ミズキは照れながら、


    「ウルキオラ暴動のとき、ファニアが住民を誰も罰しなかったこと、みんなすごく覚えてて！　だからおれがなんかする必要全然なくて！　ひとこえ掛けただけで、あとはもうすごい勢いでみんな張り切っちゃって……！」


    　ミズキの報告を微ほほ笑えみで受け取り、ファニアはウルキオラ勢の歓呼にスカートの裾を片手に持ち、右足を引いた礼で応こたえる。優雅なその一礼がさらなる歓声を呼び起こし、兵士たちの鯨げい波はが何度も四月の空へ打ち上がる。


    「出発前に、みなさまにお伝えしたいことがあります。あちらへ移動しましょう」


    　ファニアは演説のために街道を離れ、ひらけた平地にウルキオラ勢を誘う。聖女がどんな演説をするのか楽しみに集まったウルキオラ市民たちは、演説を受けて混乱に陥おちいる。


    「武器を捨てるって、そんなの自殺行為だ！」「そんな戦いは聞いたことがない、政府軍に捕まって処刑されるだけです！」


    　ウレドの街と同じ反応が届く。ファニアは根気よく、自みずからの信条を繰り返す。


    「わたしの革命に流血は必要ありません。領主を殺したあなたがたを、わたしは許しました。あれ以上の流血が必要なかったからです。その事実があなたがたの心を動かし、いま、わたしのために立ち上がってくれています。あのときわたしが暴力を用いてあなたがたを罰したなら、あなたがたはわたしの呼びかけに応じましたか？　わたしがあなたがたを許したからこそ、あなたがたはいまここに集まっているのでは？　……もう暴力は捨てましょう。同じ過ちが繰り返されるだけです。武器を捨て、ただ声をあげましょう。真実の声ならば、必ず誰かに届きます。この声だけで変革を成し遂げねば、将来に禍か根こんを残すだけ。同じ過ちを繰り返し、子どもたちへ暴力を引き継いでいくことは、わたしの信条に反します。賛同するかたのみ、武器を捨て、わたしについてきてください」


    　ずっとファニアと行進を共にした千二百名からも、ウルキオラ勢を説得する声があがりつづける。血の気の多いウルキオラの住民たちは、口々にファニアを諭すのだが、何度も問答を繰り返すうち、毅き然ぜんとした態度を決して崩さないファニアの意見が徐々に優勢になっていく。


    　太陽が南天を過ぎ──。


    　兵士たちの武器を満載した数十台の荷馬車が隊列を組み、ウルキオラへ戻っていく。ミズキが乗ってきたタブリス型機械兵も、代わりの操縦士が乗り込んで帰路につき、右足首の折れたミズキはロバにまたがって不安そうな表情をファニアにむける。


    「機械兵もなしって、ほんとに大丈夫かな……」


    　ようやく機械兵が手に入って、やっとファニアのために役立てると張り切っていたのに、すぐにそれを手放すことになり、ミズキは落胆を隠せない。


    「戦いに行くのではありません。話をしに行くのです。あなたが機械兵に乗っていては、それだけで政府軍を刺激してしまう。これでいいのですよ」


    　ミズキをなだめ、ファニアは三千五百人以上に膨れあがった随行者たちを振り返った。


    「今日中に政府軍と出会うでしょう。いいですか、決して暴力を用いないでください。あなたがたの役目は、起こることのすべてを目撃し、みなに伝えることにあります」


    　たとえ自分が問答無用で捕縛され、処刑台に送られても。ここにいるみながわたしの意志を受け取り、街や村で語り継いでくれる。それだけでも行進する意味はある。


    　──わたしが死んでも、わたしの意志は、このひとたちのなかで生きていく。


    　それでいいじゃないか。ファニアは静かに自分へそう告げて、サウスランド大街道を西へ歩きはじめた。ウルキオラ勢はまだ不満そうなものもいたが、ここまでずっとファニアに従ってきたひとびとに励まされ、おそるおそる行進に参加する。


    　武器を持たない群衆は、蛇へびのように細長く街道に連なって、粛々と首都ラランディアへと歩いていく──。


    



    　道の先に銃剣の林が見えたのは、その二時間後だった。


    　共和国軍の軍装と同じ、青い上着に白タイツ、半はん長ちよう靴かを合わせた内国軍兵士たちが四列縦陣を組み上げ、軍靴の響きと共にサウスランド大街道を直進してくる。


    　ファニアは足を止め、背後を振り返った。


    「止まってください。この先、決して怒鳴り声をあげないこと。すべてを静かに見守ってください」


    　決意のこもったファニアの眼まな差ざしが、三千五百人の随行者へむけられる。全員が息を呑のみ、そしてファニアの覚悟を受け取った。


    「……はい。声を上げません。すべて見届けます」


    　民兵のひとりがそう応こたえ、ちらほらと同意の声が散発する。しかしほとんどのものは感情を抑えきれず、表情に敵てき愾がい心しんをにじませる。


    　道の先では、内国軍が訓練された動きで戦闘隊形へ移行をはじめた。後続していた戦列歩兵が街道の左右の平原に扇状に展開し、行進の行く手を阻はばむ。銃口はまだこちらにむけず、銃床を地に付けて、直立不動の体勢だ。


    　歩兵だけでおよそ五千。歩兵の壁の背後では砲騎兵隊が、牽けん引いん馬から砲ほう架かを外し、合計十門ほどの砲門をこちらへむけようとしていた。


    　ファニアの背後、住民たちが緊迫した顔を見合わせる。問答無用で撃たれたら、こちらは抵抗もできず皆殺しにされる。


    　しかしファニアは一歩前へ進み出て、凜りんと胸を張り、よく通る声を発する。


    「わたしは一市民ファニア。政府と戦う意志はありません。司令官どのに話したいことがあります。お目通りを」


    　すると直立不動の歩兵たちの背後から、馬に乗ったスーツすがたの男性が現れた。


    　髪は乱れ、げっそりと痩やせ細り、吊つり上がった目は充血している。青ざめたこめかみに微細な血管が浮き上がり、少なくとも健常な状態でないことは明らかな、カミーユ・ロベル第二執政だった。マクシミリアノを逮捕したのち、自みずからが内国軍長官に就任して、ここまで出向いたものらしい。


    　ファニアの面前に騎乗したまま歩み寄ると、下馬することなく、鞍あん上じようから赤黒い目線をファニアへと投げ下ろす。


    「王族がいまさらなにを話しに？」


    　乾ききった、冷たすぎる言葉。ファニアはカミーユとは面識がないが、情熱にあふれた正義漢とは聞いている。しかし目の前の青年は、風に吹かれれば砕け散りそうなほど頼りなく、その顔つきは健常な状態とは思えなかった。


    「もう王族ではありません。共和政を支持いたします。わたしの望みはラランディアへ戻り、執政政府に一議員として参加して、救いの道を模索すること。どうか道をおあけください」


    　ファニアはカミーユを見上げ、静せい謐ひつな態度で希望を届ける。


    　青ざめたカミーユの頬ほおが、斜めに裂ける。


    　いや、裂けたのではない。これは、カミーユの嘲ちよう笑しようだ。


    「……あなたは武力で共和国を転覆するつもりでしょうに。その証拠に、武装した民衆を率いて行軍している」


    　ファニアは背後の民を振り返り、手の先で彼らを示す。


    「彼らは武器を持っていません。わたしに希望を託し、共に歩いているだけです。彼らの思いをラランディアまで持ち運びたい。わたしの意図はそれだけです」


    　ふっ、とカミーユは鼻先でファニアの言葉を撥はねつけ、


    「本当の狙いは、戴たい冠かんでしょう？　権力を掌しよう握あくしたなら共和政を廃し、また王政へ戻って民を踏みつけ贅ぜい沢たく三ざん昧まいしたいと。さすが淫売王女と呼ばれたかただ、実に浅ましい」


    　ファニアはゆっくりと首を左右に振り、言葉に真しん摯しさを込める。


    「わたしが共和国執政権を求めていることは否定しません。わたしの目的は、王ではなく法が統治する、自由で平等な社会を築くこと。目的を達するには議会の承認を得て執政権を得ることが必要です。もちろんいますぐにとは言いません。一共和国議員からはじめ、いつかは第一執政の座に就きたいと願っています」


    　カミーユは血走った眼まな差ざしに嘲笑をたたえたまま答えない。ファニアは言葉をつづける。


    「……もうじき、いま三界に起きている大きな災厄が明らかになり、エデン、グレイスランド、ジュデッカは大混乱に陥おちいります。わたしはその混乱を、可能な限り少ない犠ぎ牲せいでやり過ごしたい。お願いします、カミーユ執政閣下。わたしをファビアン・クラブの一議員にお加えください。執政政府に参加し、間近に迫った災厄に対処するための、よりよい方策をみなさまと模索したいと思うのです」


    　嘲ちよう笑しようはいきなり収束し、冷気をまとった無表情がファニアを見下ろす。


    「……災厄？　いまさらなにを。とうの昔にこの国は大混乱つづきです。それに、ファビアン・クラブが王侯貴族にどれだけ迫害されたかお忘れですか。王都議会では常に我らの提案に冷笑を浴びせ廃案にしつづけたくせに、いまさら王族が議員になりたいなどと笑しよう止し千せん万ばん。語るに落ちましたね王女ファニア。あなたは生きていてはいけないひとだ」


    　ファニアはカミーユを見上げる目線をきつくする。もう少し話の通じる人間だと思っていたが、昨今の混乱のために心身に変調を来きたしたのだろうか。あまりに直情的で、強情に過ぎる。


    　カミーユは馬首を巡らせ、横陣を組み上げた内国軍戦列歩兵の背後へと戻った。


    　そして号令を発する。


    「直衛兵、構え!!」


    　同時に、ファニアに正対していた八人の直衛兵が地面に片膝ひざをつき、カスコート銃の銃口をファニアへと照しよう準じゆんする。


    　両者の水平距離、十メートル。発砲したなら、ファニアの胸に八つの穴があくだろう。


    　たちまち悲鳴と怒号がファニアの背後で交錯する。


    　ファニアを捕まえるどころか、この場で銃殺するつもりだ。まさかカミーユがこんな蛮行に及ぶとは、誰も考えていなかった。


    「ファニア、逃げろっ」


    　カミーユに見つからないよう、群衆の背後に隠れていたミズキが声を張る。


    　いてもたってもいられず、行進を共にしてきた民兵たちがファニアの盾たてとなろうとするが。


    　ファニアは前をむいたまま、左手を斜め下方へ下ろし、手だけで制止する。


    　動いてはなりません！


    　音にならない、けれどはっきりとした強い言葉がファニアの華きや奢しやな背中から放ち出され、群衆は動きを止める。


    　ファニアは前方、銃を構える直衛兵をしっかり見み据すえ、語調を高く転調させた。


    「いかなる裁定も受け入れます。共和国がわたしの命を望むなら差し上げましょう。どうかみなさん、わたしの死を以もつて、憎しみの連鎖を終わりにしてください。子どもたちへ、自由で平等な社会を受け渡すために、許し合い、慈しみあってください」


    　この言葉が、誰かに届くなら。


    　わたしの命をここで捨てることにも、意味がある。


    　ファニアは目を閉じ、天を仰あおいだ。


    　ただでさえ凄せい惨さんだったカミーユの表情へ、さらなる憎しみが覆い被さる。


    　その右手が天へむかって掲げられ──。


    「撃てぇっ!!」


    　裏返った金切り声が発せられる。


    　ファニアに照しよう準じゆんされていた八つの銃口が火を──。


    　吹かない。


    　静寂だけが、互いを隔てる十メートルに立ちこめる。


    「!?」


    　カミーユが目を見ひらく。


    　八人の直衛兵は、引き金に掛けた指を引くことができない。


    　その銃身がいずれも震えている。


    　ファニアは閉じていた目をゆっくりとひらく。


    　直衛兵たちは──薄く笑っている？


    「……撃てぇっ!!」


    　もう一度、カミーユが叫ぶ。


    　銃声が響き──渡らない。


    　八つの銃身はファニアを照準したまま、沈黙するのみ。


    　カミーユの表情にはじめて、恐慌が広がる。


    「なにをしているお前たちっ！　命令違反は厳罰だぞ!!　……撃てぇっ!!　撃てぇっ!!　撃てぇぇぇぇっ!!」


    　細く頼りなく、裏返った金切り声が、四月の空を虚むなしくかき回す。


    　そのとき──。


    　不意に、カミーユの背後で成り行きを見守っていた内国軍の兵士から声が上がった。


    「市民ファニア、万歳!!」


    　青空を震わせるような、よく通る声。


    　一瞬の静寂が爆はぜ。


    「市民ファニア、万歳!!」「市民ファニア、万歳!!」


    　隊の後方から、ひとつ、ふたつ。離れた場所で散発的に、同じ声があがった。


    　緊張した面おも持もちで事態を見ていた戦列歩兵たちが、顔を見合わせる。


    「市民ファニア、万歳!!」「市民ファニア、万歳!!」「市民ファニア、万歳!!」


    　みっつ、よっつ、いつつ──。


    　ほぼ同時に、隊の後方からさらなる歓呼。


    　それらの声は、いつしか重なり合い、息を合わせた唱和になる。


    「市民ファニア、万歳!!」「市民ファニア、万歳!!」


    　顔を見合わせていた歩兵たちもうなずきを交わし、同じ声を上げはじめる。


    　唱和が内国軍へ広がっていく。ファニアは若干、戸惑う。兵士たちは庶民あがりだ。カミーユとファニア、ふたりを見比べて賛同するほうへ味方しているのか。いや、それにしても最初の五つの歓呼はあまりによく響く、訓練されたものの発声であったような……。


    　すると。


    　薄く笑っていた八人の直衛兵が互いに目配せを送り、引き金に掛けた指を外し、銃を地に下ろし、ファニアへ頭こうべを垂れた。


    「あなたに恭順します、市民ファニア」


    「…………!?」


    　ファニアは思わず胸に手を当て、後ずさり、さらなる戸惑いを直衛兵に送る。


    　直衛兵は兵士のなかで最も勇敢で命令に忠実なエリート兵だ。そのエリートが八人一斉に命令違反するなど……。


    「貴様ら……っ!!　なにをしている、立て、ファニアを殺せ……っ!!」


    　カミーユは馬上からうろたえながら、部下たちの謀む反ほんを見守るしかない。しかしもはやカミーユの命令を聞くものはなく、いまや内国軍兵士全員が「市民ファニア万歳」を叫び、直衛兵はひざまずいたまま動かない。


    　なにが起きているのか、ファニアにも、あとにつづく三千五百人にも理解できない。ただ呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、ファニアを称たたえる内国軍を見回すのみ。


    　乾いた風が吹き抜け──。


    　カミーユはわななく唇を噛かみしめ、目を閉じて天を仰あおいでから、深く息をついた。


    「……これは……負けを認めるしかありませんね」


    　そしてうなだれ、鞍くらを下りると、とぼとぼとファニアの面前に歩み寄り、腰に下げたサーベルを抜いて、ファニアの足下に横たえた。


    　剣を敵の足下に横たえる、というのは恭順を意味する軍人の作法だ。


    　カミーユはファニアの前に片膝ひざをつき、頭を垂れる。


    「……間違いを認めます、市民ファニア。あなたの気高さが、わたしを改かい悛しゆんさせました」


    　ファニアは硬い表情のまま、カミーユの後頭部を見下ろす。


    　そして、悟る。


    　──すべて、脚本だ。


    　カミーユは顔をあげ、しおらしく言う。


    「ルナ・シエラ内国軍は市民ファニアに恭順いたします」


    　そのひとことが、ファニアの背後の行進者たちへ伝わっていく。


    「……おい。……これってまさか……」「……内国軍が、ファニアさまに降伏した……」「ファニアさまの勝ちだ、カミーユが降伏した……っ」


    　さざなみが行列の後方へ伝わっていく。波は高く大きくなり、やがて行進者たちはいま眼前で起きている出来事の意味を理解した。


    　内国軍、恭順！


    　現在の共和国における最大の武力が、市民ファニアに委ゆだねられた……！


    　わああ、わああ……。三千五百人の同志たちは互いに抱き合い、涙を流して、歓喜の声をファニアの背中に届ける。


    「奇跡だ、ファニアさまが奇跡を起こされた!!」「みなに語り継ぐぞ、この奇跡を!!　武器を持たないファニアさまが、政府軍を屈服させた!!」「聖女ファニアがまた奇跡を起こした！　やっぱり救世の天使さまだ、ファニアさまは天使だ!!」


    　無邪気な熱狂を背中に受け止め、ファニアはただ冷たい表情でカミーユの下げられた頭を見つめていた。


    　──こんなことを仕込むのは、あのかただけ……。


    　そう思い、ファニアはカミーユの直前で両膝ひざをつき、カミーユにだけ聞こえる小声で話しかける。


    （この茶番の脚本家は、ラヴレンチ会長ですね？）


    　あまりにも現実味のない直衛兵の振る舞い。内国軍から絶妙のタイミングであがった「市民ファニア万歳」の掛け声と、すぐさま散発的に呼応した四、五人の通りの良い声。そして先ほどまで王族を憎んでいたカミーユの、あまりに突然の変心と恭順。うしろで誰かが脚本を書かねば、これほど都合の良いことが連続して起こるはずがない。


    　ファニアの問いかけに対し、垂れていたカミーユの頭がわずかに持ち上がった。


    　間近から上目を送るカミーユの眼まな差ざしには、先ほどまでのいびつな狂熱が消え、清浄で理知的な光が宿っていた。


    （脚本はラヴレンチ会長です。しかし、あなたにすべてを託すのは、わたしの意志です）


    　冷徹さも傲ごう慢まんさも剥はげ落ちた言葉だった。ファニアは黙って地面に両膝をついたまま、カミーユを見つめ直す。


    （ルカはわたしに、統一されたグレイスランドを託すつもりでいました。しかし残念ながらわたしにはその資格がありません。ですから……あなたに、これからのルナ・シエラ共和国を託したいと思うのです）


    　やつれ果てているけれど、カミーユの瞳の底には悟りきった静けさがあった。ファニアは返す言葉を持たず、ただカミーユの言葉を聞く。


    （弱いものが踏まれない社会を築いてください。努力したものが報むくわれる、争いのない世界へ、みなを導いてください、市民ファニア）


    　それだけ言うと、カミーユは立ち上がり、青空を見上げて両手をひらいた。


    　そして息を吸い込み、横おう隔かく膜まくをいっぱいまで下げ、残された力を振り絞って声を張る。


    「聞け、いまここに居合わせたすべての市民たちっ!!」


    　議会で鍛きたえ上げたカミーユの声質が、内国軍と庶民、両者にあまねく響き渡る。


    　さあ、最後の大芝居だ。


    　最後まで道化師として、役目を果たせ。


    　カミーユはおのれを励まし、吸気に魂を孕はらませ、呼気を言葉に換えて歴史へ刻む。


    「第二執政カミーユ・ロベルはここに宣言する!!　諸君ら全員が証人だ、我が宣言をあまねく共和国人民へ述べ伝えよ!!」


    　その枯れ落ちそうな細身のどこにこれほどの力が宿っていたのか。大気をびりびりと震わせるほどの一声だった。内国軍兵士たちが顔を上げ、行進者たちも歓呼をやめて、カミーユへ目を移す。


    　カミーユは両手を広げた仁に王おう立だちのまま、舞台役者のように居合わせた全員を睨ねめ回し、溜めをつくる。


    　聴衆たちの緊張した面おも持もちが自分に集中したことを見計らい、カミーユはこのときのため用意してきた台詞せりふを、押し下げた横おう隔かく膜まくの弾倉に装そう填てんする。


    　魂の弾丸を、撃て。


    



    「この国を救うのは、市民ファニアただひとり!!」


    



    　音が消える。情景が静止する。ただカミーユだけが、眼光を爛らん々らんとたぎらせる。


    　──サロンで、裁判所で、議会場で。


    　──幾千の論客を論破してきた我が魂の熱量すべてを、この一瞬に燃やし尽くす。


    　横隔膜へ、煮え立つ弾丸を再装填。


    　歴史を、撃ち抜け。


    



    「市民ファニアを、ルナ・シエラ共和国第一執政とする!!」


    



    　一瞬、世界中の大気がカミーユを目がけて収縮したように音が消え──。


    



    「賛同するものは歓呼を以もつて答えよ!!」


    



    　言葉の弾丸と共に振り上げたカミーユの腕の先──。


    　超高密度に圧縮された大気が、空を震わせ爆発する。


    　鳥が逃げ散る。雲が消し飛ぶような、大地がひび割れるような、火口から噴きだしたマグマが空そのものを炎熱に変えたような──歓呼。


    　音圧と音圧がぶつかりあい、音の粒子は質量を伴い、居合わせた全員の肉体を、心を、揺り動かす。


    　悲鳴とも歓声ともつかない、音の津波。踏みならされる足音。ファニアへ両手を掲げ、涙を流してひざまずく兵士たち。情景そのものが、音圧の波紋を浴びて揺らぎ、ぶれて、波打つ。


    　ここにいる全員が、おのれの歓呼によって歴史を変えようとしていた。ルカに代わって共和国の執政権を代行していたカミーユ本人が、執政権をファニアへ委ゆだねることを宣言したのだ。それを承認し、証言するのは、ほかならぬ自分たち。


    　歓呼は収まることを知らない。いまや兵士たちまでが武器を捨て、第一執政ファニアの名を連呼する。行進者たちは内国軍兵士たちと抱き合い、ファニアと共にラランディアまで行進することを誓い合う。


    



    　カミーユは大きく息を吐き出し、澄んだ眼まな差ざしで群衆と兵士たちが和解し、抱ほう擁ようを交わし合う様子を眺めていた。


    　それから天空を仰あおぎ、微ほほ笑えむ。


    　どうだ。これがわたしの人生の意味だ。


    　煮えたぎる情熱と共に走り抜けた、我が青春の意味だ。


    「……カミーユ閣下」


    　民衆の狂騒を尻しり目めに、ファニアがカミーユの面前に歩み寄り、黙礼を送る。そして顔を上げ、問いかける。


    「……これもまた、ラヴレンチ会長の？」


    　カミーユは苦く笑み、首を左右に振る。


    「……違います。わたしも会長と同じことを考えていました。ルカの夢を託せるのは、あなたしかいないと」


    　ファニアは黙ってカミーユを見つめ、問いを重ねる。


    「……閣下の推薦はありがたくお受けいたします。しかしいまの宣言だけで五百人議会の承認は得られないかと。ラランディアへ帰って以降、閣下の助けが必要です。わたしを支えてくださいますか？」


    　カミーユは自じ嘲ちようするように笑んで、また首を振る。


    「……わたしはもうすぐ醜しゆう聞ぶんが明るみに出ます。わたしが一緒にいたなら、あなたの人気に水を差してしまう。……ここに出しゆつ立たつする前、あなたを党首として承認するよう、ファビアン・クラブの主要議員に根回しをしておきました。あとはわたしの同志たちが、あなたを支えてくれるでしょう。議会第一党の支持があれば、問題なく第一執政として承認が得られるはず。なにしろ帝国の属領化が決定的となったいま、誰もやりたがらなかった貧乏クジですから。みな喜んであなたに第一執政の座を押しつけてくれます」


    　ファニアは黙って、やつれ果てたカミーユの表情を見つめた。醜聞がいかなるものか、ファニアにはわからないが、かなりの心労があったのだろう。演説のときに魂の熱を燃やし尽くしたのか、いまのカミーユは枯れ枝のように生気がなかった。


    「……なんとお礼を申し上げたらいいのか」


    　はは、とカミーユは力なく笑った。
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    「わたしには重すぎる荷物を、あなたに背負わせただけ。これからあなたは敗戦の責任を取らされるだけの人ひと身み御ご供くうとなるのですよ？」


    「……理解しています。……それで構いません。少しでも民の痛みを和らげ、少しでも、よりよい道へこの国を導きたい。わたしの望みはそれだけです」


    　カミーユの枯れた表情に、わずかな笑みが差した。


    「……長く苦しい道のりでしょうが、あなたなら最後まで歩いてくださると信じます、共和国第一執政ファニア・ガルメンディア閣下」


    　ファニアは胸に手を当てて、カミーユの黙礼を受け取った。


    　民衆がファニアの周りに集まって、口々に告げる。


    「政府軍の兵士たちが自分から、武器を荷馬車に積みました！　誰も武器を持ってませんよ、さあ、行きましょうファニアさま！」


    「ラランディアへ行って、カミーユの宣言をみんなに教えるんです！　これだけ証人がいるんだし、議会も無視できません！　さあ早く、みんなが待ってます！」


    　農婦たちがファニアの背を押すようにして、行進を急せかす。


    「……はい。……カミーユ閣下、共に参りましょう」


    　ファニアは一度カミーユのほうを振り返ってそう告げ、行進の先頭へと戻っていった。内国軍兵士たちが直立でファニアを迎え、行軍隊形へ戻っていく。武器を満載した荷馬車が十数台、兵士たちの後ろにつづいた。


    「よーし、出発！」


    　ミズキが掛け声を掛け、内国軍を吸収して八千人以上に膨れあがった行進者たちは一路、西を目指して歩きはじめた──。


    



    　カミーユはひとり街道脇わきの平地に佇たたずんで、「聖女の行進」が真っ赤な夕焼けの底、黒い影となって闇に埋もれるのを見送っていた。


    　行進が消えて、腰のホルスターから拳銃を抜いた。


    　火薬と丸弾を銃口に込め、火皿に火薬を流し込む。


    　──道化師の最さい期ごとしては、これ以上ない舞台だった。


    　自みずからの過ちにより共和国軍を壊かい滅めつさせてしまった。だが、せめてもの罪滅ほろぼしはできたのではないか。未来永えい劫ごう、子々孫々から嘲ちよう笑しようされる運命を背負ったものの、ファニアを第一執政として歴史の表舞台へ担かつぎ上げるという大きな役割を果たすことができた。


    　きっと、はじめからこういう役目だったのだ。ここに辿たどり着くために走りつづけ、いま、その務めも終わった。あとはこの世界から消えるのみ。


    　こめかみに銃口を当てて、行進が消えていった夕焼けを眺める。


    「頼みます、市民ファニア」


    　震える指を、引き金にかける。


    　ただれた夕焼けに、遙はるかな理想を目指し、激動の時代を駆け抜けた青春の群像が透けた。


    「豊穣の未来を。頼みます」


    　紙風船の割れたような音がひとつ、朱色の空へ高く響いて、その底にもうひとつ、新しい朱色が塗り重なった。


    



    　†††


    



    　四月二十二日、午前十時半、北エデン特区上空、巡空艦「ネクタリウス」艦橋──。


    



    　ソーマエンジンをたぎらせ北上しつつ、ネクタリウスは半径十キロメートルの上昇旋回を繰り返していた。エデンの壁を越えるには高度三千メートルへ到達せねばならないのだが、構造材に飛翔石を用いているとはいえ坂道をあがるような上昇はできず、螺ら旋せん階段を登るようにぐるぐる、大気の階段を上がっていかねばならない。


    　艦体下部から地上にむかって突き出した逆ドーム型艦橋は鉄骨の梁はりが格子状に組まれ、格子に嵌はまった分厚いガラスを通して地上を広く見晴らせる。


    　艦長と航空参謀、副長二名が羅ら針しん儀ぎや双眼鏡、速力通信指示器に見入るなか、少し外れた地形図台の傍かたわらにひとり──。


    　頭部に包帯を巻いたエデン艦隊総司令官グレゴリオ・オナシス中将は不機嫌そうに両手を腰のうしろに回し、遠ざかっていく北エデン特区の大地と、近づいてくるエデンの壁、その裾を彼方かなたまで洗う粉ふん塵じんを眺めていた。


    　──バルバロッサなら、とっくに必要な高度に達している……。


    　心中にそんな愚ぐ痴ちを吐き、現在アキレアス繋けい留りゆう塔とうの修理デッキに入っている飛行戦艦バルバロッサを思う。熾天使セラフイム級機械兵ルシフェルの奇襲を受け、ジュデッカ竜騎兵隊により左舷に大穴をあけられたバルバロッサは、近辺を遊ゆう弋よくしていたエデン巡空艦の支援を受けてかろうじてエデン特区アキレアス繋留塔まで逃げ延びた。しかしファニア、ヴィヴィ、アナスタシアとその助手たちには逃げられ、格納庫の熾天使級機械兵ミカエルまで持ち去られ、さらにグレゴリオはファニアから銃床でこめかみを殴られ全治三週間の怪け我がを負った。


    　言語に絶する大失態──。


    　かつてエデン飛行艦隊が他界によってこれほどの損害を蒙こうむったことはない。


    　逃げた連中を捕らえ、ルシフェルとミカエルを取り戻し、ジュデッカ王都ヴロスヴェローを焼き払わねば、この失態は償えない。入院先のベッドでそう決意し、昨日ようやく退院して捜索隊を送り出そうとした矢先にエデン評議会からグレゴリオに呼び出しがかかり、こうして仏ぶつ頂ちよう面づらで緩慢な上昇旋回に耐えている。


    　呼び出されたのは間違いなく、糾きゆう弾だんのためだろう。三界不可侵の協約を破り、独断でジュデッカ竜騎兵隊に砲撃を加え、あげく虎の子の飛行戦艦を小破させた、その責任をあの陰いん鬱うつな連中にこれから問われることになる。


    　エデンを支配する五人の評議会員の顔を思い浮かべただけで、グレゴリオの渋面が皺しわを増す。しがらみと損得勘定に骨の髄まで絡め取られ、人間的情緒を失った権益の亡者たち。彼らの湿気た表情と言葉遣いを思い出すだけで胃の内壁がただれそうだ。


    　視界前方、エデンの壁が壁面の襞ひだを露あらわにするほど接近していた。高度計を確認すると、高度二千メートル。エデンの地表面を見下ろすには、あと一千メートルは上昇せねばならないはずだが。


    「…………ぬ？」


    　艦橋前方のガラスのむこうに少し目線を持ち上げたなら、エデンの壁の上縁が青空を水平に切り取っていた。エデンの壁との水平距離は一キロメートルほど、この相対位置で空が見えるのはおかしい。


    　やや不審に思ったが、高度計の異常かもしれないと思い直し、窓の外を回転する情景をじいっと眺める。ほどなくして赤茶けた壁面が切れ、艦橋がエデンの凍いてついた大地を見下ろす高度へ到達した。


    　グレゴリオは高度計を確認する。現在高度二千六百メートル。やはり高度計の故障らしい、あとで従兵を叱りつけねば。苦く思いつつ、久しぶりにエデンの大地を見下ろした。


    　グレイスランドに生まれ育ったグレゴリオは、こうして父の故郷エデンを訪れるたびにいつも思う。


    　──なんと貧しい大地……。


    　四月だというのに、地表面にはまだ雪が多く残っている。村や集落はおろか道路さえない、野ざらしの荒れ地が視界の果てまでつづく。ぽつりぽつり、小川や林や沼などが点在するが、耕作地が見当たらず、かろうじて放牧地が散見されるくらい。


    　やがて眼下に川幅三百メートルほどのティトス川が現れた。川沿いにようやく、小さな街が現れはじめる。建物は石造りで、降雪に備えて三角屋根があり、道を行くのはほとんどが荷馬車。グレイスランドの街並みとそれほど変わらず、違いは時折、路上を自動車両が走り抜け、その後ろを子どもたちが歓声をあげてついていくくらい。ソーマエンジンで駆動する自動車に乗れるのは一部の大貴族か富裕層ブルジヨワだけで、道路を自動車が走ったならたちまち通行人の注目を浴び、子どもたちが群がってくる。


    　巡空艦ネクタリウスはティトス川上流目がけて飛翔していく。川の水を引いた耕作地が薄青く広がっていて、農奴が牛を牽ひいているのが視認できた。ああした労働を行うのは地上から連れてきた奴隷と、その子どもたちだ。グレイスポイントＧＰと引き換えに得た奴隷は耕作、建築、道路敷設等々の肉体労働に欠かせない。エデンに住まう百万人の純血種を養うため、現在グレイスランドから輸出された六十万人近い奴隷と「複合種」と呼ばれる奴隷の子孫たちが労働に明け暮れている。


    　複合種とは、エデン純血種の父と奴隷の母を持つ子を指す言葉だ。複合種の場合、父が貴族であっても子は奴隷であり、人権を認められず、雇用主の持ち物、つまり家畜として生涯を送る。父には扶養義務もないため、奴隷に複合種をいくら生ませようが問題ない。複合種の扶養義務は母親にあり、育児を放棄した場合は厳罰に処せられる。これはエデンの人口減少問題を解決するためエデン評議会が六十年前に承認した国策であり、複合種がさらに奴隷の子を産んで、現在では二千万人以上に膨れあがった複合種がエデンの労働人口の九割以上を占めるに至った。


    　一方、黄金の髪を持つ純血種は減少の一途。


    　大地が三つに分かたれて以来の五万年、同一民族限定の交配は世代を経るごとに血の濃度が高まり、生まれても育たない子が増えはじめている。グレイスランド人と血を混ぜることはエデン民族が存続するためには不可欠なのだが、おのれの金髪に対するプライドと、他界に対する強烈な偏見が他民族との婚姻を妨げる。


    　──なにが「天上の楽園」だ……。


    　グレゴリオはエデン外交官の使う常じよう套とう句くを自じ嘲ちようする。この実態を他界に知られるわけにはいかないため、大きな会戦の際には必ずといっていいほど飛行艦隊を派遣して、地を這はう地上の人間にエデンの威光を見せつけ、「エデンには勝てない」と思い込ませている。つまり遊覧目的ではなく、エデンの戦力の誇示が目的なのだ。もくろみどおり、グレイスランドの君主たちは飛行艦隊を見ただけで戦いを諦あきらめ、ＧＰグレイスポイント制度というエデンの間接的統治政策を受け入れるに至っている。


    　──先進兵器など、ろくに製造できないというのに。


    「目録」に載っている先進兵器は、一部はエデンで製造しているものもあるが、高度な電子機器とエンジンを必要とするものはほとんど全部、前文明の遺跡からの発掘品だ。エデンには他界よりも多くの遺跡があり、寒冷なためなのか発掘品の保存状態も良く、特に「エンジン」が多く発掘されることがグレイスランド、ジュデッカに対してエデンが優位性を発揮する要因となっている。


    　機械兵もまた、フレーム、ギア、装甲はエデン製であるものの、高度な電子機器類とエンジンは製造できない。飛行艦艇もまた、飛翔石を組み込んだ構造材や大砲はエデン製であるものの、ソーマエンジンは前文明のもの。そのため機関部が損傷を受けると修理ができず、飛行艦隊の船数がそのまま減ってしまう。


    　眼下に広がるみすぼらしい「楽園」を見下ろして、グレゴリオの辟へき易えきした気分は深まる一方。さっさと用事を済ませて、勝手気ままに振る舞えるエデン特区へ戻りたい。


    「十五分ほどでマリア・エレナに到着します」


    　あからさまに不機嫌そうなグレゴリオに気後れしながら、艦長がそう報告した。グレゴリオは無言でうなずき、艦橋前方のガラス窓を見やる。


    　青く蛇行するティトス川を遡さかのぼった先、濃い灰色の霞があった。白い筋のような街道が幾つもその霞から延びていて、目を凝こらしたなら霞の底に、赤黒い建築物群が密集している。


    　聖都マリア・エレナ。


    　あの都に住まう百万人ほどのエデン純血種のために、二千万人の複合種が無償の労働にあえぎ、グレイスランドはＧＰ目当ての会戦に明け暮れ、食糧や奴隷を貢こう納のうしている。いや正確には、純血種の頂点たる五人の評議会員のために、それ以外のものたちが踏みつけにされている。


    　エデンの財政・軍事・税制、あらゆる政策に決定能力を持つ五人の王の内訳は、エデン中央銀行総そう帥すいバリアーニ、エデン統合軍司令官ジゼル、政府ＣＥＯベネディクト、聖ステファノ教皇府教皇エレアテニロス、オデッセア財団代表アガメムモン。財界、軍事産業界、政界、宗教界、実業界、枠組みを超えて利権のために繋つながった最大最悪の縁戚・利益集団。政治家は表舞台でエデン評議会の意見を代弁するための広報官であり、評議会の使い走りに過ぎない。議会制民主主義の皮をかぶっているが、エデンの統治形態はエデン評議会による専政国家であり、その目的は五人の王の繁栄にある。非公式機関でありながら国家権力をも上回る決定能力を持つ彼らに逆らったなら、エデン特区公爵グレゴリオであろうとも翌日には流民として地をさまようことになるだろう。


    　ネクタリウスの高度が地表面から五十メートルほどにまで下がり、ガラス窓のむこう、マリア・エレナの赤茶けた街並みが近づいてくる。


    　高さ五十メートルほどのレンガ造りの時計塔が最も高い建物だ。ティトス川に沿ってレンガ造りの庁舎や社屋が建ち並び、白い斜しや張ちよう橋きようが四つほど青い流れにまたがっている。時計塔のある広場を中心に放射状に街路が延び、大小の環状道路が街路に横の連絡をつけ、道路の桝ます目めに赤い屋根と漆しつ喰くい壁の住宅群が嵌はまっていた。道路を行くのはほとんどが馬車か荷馬車、道行くひとは黒か灰色の服装で、埃ほこりっぽい街路を行き交っている。


    　街並みの外縁にマリア・エレナ繋けい留りゆう塔とうがあった。


    　ネクタリウスの艦首が繋留塔に接続し、グレゴリオは艦橋を離れ、デッキを通じて繋留塔へ降り立つ。


    　繋留塔の外では自動車が待機していた。無言で後部座席に乗り込み、市街地へつづく道を行く。


    　車窓に区切られたマリア・エレナの街並みは、エデン特区エヴァキアや皇都パグラチオンと大差ない。複合種の呼び売りが大声を張り上げて露店の野菜を商い、路上清掃人が馬糞を集め、貧しそうな子どもが恨めしそうに道行く馬車や自動車を眺め、車から下りてくる富裕層ブルジヨワのポケットを狙う。


    　──この実態をグレイスランドが見たら、なんと言うか……。


    　悪路と堅いサスペンションの相乗効果に耐えながら、グレゴリオの自じ嘲ちようは止まらない。ただエデンの壁のおかげでエデンはこの実態を覆い隠し、先進兵器という目くらましを用いてグレイスランドを間接統治できているだけだ。エデンの文明レベルは、他界より五、六十年先を行く程度でしかない……。


    



    　二十分ほど耐えて、車はようやくマリア・エレナ大聖堂の正門前に辿たどり着いた。


    　従者も連れず、ひとりで下車したグレゴリオの面前、評議会付き執事がうやうやしく頭こうべを垂れて、聖堂内へ案内する。


    　おごそかな本堂を通り過ぎ、柱廊を渡って、聖堂の背後のこぢんまりした館へ入り、ひとけのない一階のホールに通された。


    　御み影かげ石いしの敷かれた冷たい床に、窓から差し込む陽光が反射していた。側壁に連なる高さ五メートルほどのアーチ型の窓の連なりのむこう、花畑に赤やピンク、黄色の花が咲き乱れていた。


    　広すぎるホールの中央に、背もたれに透かし細工の入った椅い子すがふたつ、対面するかたちで置かれていて、執事は下座を手の先で示した。


    「………………」


    　無表情を崩さず、グレゴリオは着席して高い背もたれに上体を預けた。


    　目の前、三メートルほど距離をあけて、空の椅い子すがひとつ、ぽつねんとしている。座るものはいないのに、無言の椅子から威圧が伝う。


    「少々、お待ちください」


    　執事に告げられ、リクライニングのない堅い椅子に座ったまま待つこと四十分。これはなにかの嫌がらせだな、と確信したそのとき、樫かしの扉が重くひらき、オデッセア財団代表アガメムモンがホール内へ入ってきた。


    　闘牛士と見まがう巨きよ躯くを、仕立ての良いスーツに包み、太陽のごとき金髪を髪粉でうしろに撫なでつけている。奥まった青金色の双そう眸ぼうは闊かつ達たつな生気にあふれ、五十六歳とは思えぬ発達した胸板を傲然と張り、歩くだけで肉の風圧が伝うような。エデンの軍需、家電、製鋼、製鉄を裏から牛ぎゆう耳じる「闇の王」は、グレゴリオを片目で認めて気軽そうに口元を緩める。


    　グレゴリオは立ち上がり、右手を胸の前に流して頭こうべを垂れる。


    「ご無ぶ沙さ汰たしております、アガメムモン閣下。本日はお招きいただき光栄の至り」


    　挨あい拶さつを無言で受け止め、アガメムモンは対面の椅子に腰を下ろして長い足を組む。


    「五人集まるほどの用件でもないのでな。今日はわたしひとりだ。不満かね？」


    　鍛きたえ上げた体たい躯くの底から押し出された声が、御み影かげ石いしに低く反響する。グレゴリオは立ったまま即答を返す。


    「とんでもない。貴重な機会に感謝いたします」


    　アガメムモンは着席を勧めることもせず、肘ひじ掛けに肘を当て、頬ほお杖づえをついて、グレゴリオの頭部に巻いた包帯を見やって、薄く笑う。


    「地上の猿にやられたそうだね」


    「……面目ありません」


    「ガルメンディアの元王女とか。エデン人もグレイスランドに生まれると、猿に惚れ込むこともあるのかな」


    　グレゴリオは内面の軋きしみを押し隠し、平静を装う。


    「……歪ゆがめられた噂うわさです。グレイスランドの情勢を鑑かんがみ、いつか使える駒こまとして手元に置いていたのみ」


    　ふっ、とアガメムモンは片手で目元を隠し、面白そうに忍び笑う。


    　立たされたまま、グレゴリオはアガメムモンを見ることなく、正面、ホールの壁へ目を据すえ置く。屈辱よりも恐怖のほうが強い。早く終われ。


    　アガメムモンの双眸がグレゴリオを見上げ、いきなり切り出す。


    「リヴァノヴァ帝国を統治したい。全航空戦力を結集し帝国軍に爆撃を加え、そののち地上部隊を空挺進出させパグラチオンを制圧する。艦隊総司令官はきみだ。やれるか？」


    「…………!?」


    　突然の命令に、グレゴリオも驚く。


    「グレイスランドを攻撃するのですか？　いかなる理由で？」


    「理由は、きみがこじつけろ。一刻も早くリヴァノヴァ帝国を屈服させる必要があるのだ。三界不可侵の協約は、破り捨てて構わない」


    　絶句したのち、グレゴリオは返答する。


    「……パグラチオンほどの巨大都市を空挺攻撃するならば、少なくとも準備に四か月を擁します」


    「遅いな。一か月でやりたまえ。多少の犠ぎ牲せいはこの際仕方ない」


    「……急ぐ事情は？」


    　問うと、アガメムモンは椅い子すに座り直し、葉巻に火を点けた。


    　深々と吸って、紫煙をくゆらせ、青金色の瞳を鋭くする。


    「……説明してもいいが。おそらくきみは、わたしの頭がおかしくなったと思うだろう」


    　グレゴリオは慌てて語調を正し、


    「とんでもない。閣下のご健勝は一いち目もく瞭りよう然ぜん。信じがたい内容であろうと信じますとも」


    　アガメムモンはしばらく葉巻をくわえ、またゆっくりと紫煙を吐いてから、


    「……ワールド・トリガー。聞いたことはあるかね」


    「……ジュデッカ創世神話に出てくる兵器の名ですな。正体がわからないまま、ただ世界を変えるという伝承のみが伝わっているとか」


    　グレゴリオの答えに、アガメムモンは苦々しい表情のみを返す。


    　沈黙の孕はらむものを読み、問うてみる。


    「……存在するのですか？」


    「……エデン評議会員だけが内容を把握していた。エデンの壁に刻印されていた八端十字の紋章がワールド・トリガー……。起動したならエデンの壁とジュデッカの壁を消失させ、三界をひとつにするという。しかし起動することは誰にもできなかった。エデンの最高権力者にできぬことが、ほかの誰にもできるわけがない……はずだったが、先日なにものかが起動させた」


    「……………………」


    「エデンの壁とジュデッカの壁は沈降を開始した。まもなくふたつの壁は消失して三界は地続きとなり、エデンの正体が他界にバレる……。どうだね、わたしの頭がおかしいと思うかね」


    　至極真ま面じ目めな口調で真正面から問いかけられ、グレゴリオは目を四、五度ほどしばたたいて頭を冷ます。


    　確かに、アガメムモンの頭がおかしいと考えるのが普通だ。高さ三千メートル、東西果てなくつづくあの壁が消えることなどあり得ない。


    　しかし、崖の裾を洗うあの粉ふん塵じん。


    　そして──つい先ほどの体験。


    「滅相もない。ここに来る途中、エデンの壁の上空を航過した際、高度計の針が二千六百メートルを示しておりました。閣下の仰おつしやる内容のとおりに……」


    　アガメムモンはうなずき、


    「きみの理解力に感謝するよ。きみが実見したように、エデンの壁はすでに以前の四分の三ほどの高さになってしまった。体感はほとんどないが、ジュデッカの大地を基準として測量した結果、エデンは一日に約七十メートル、グレイスランドは一日約三十五メートル沈んでいることがわかった。計算ではあと二か月少しで三界はひとつになる。まさにエデン史上最悪の災厄だ。さて、まずはどこから対処すべきだろうか」


    　問いかけられて、グレゴリオは生なま唾つばを飲む。


    「恐るべきは、グレイスランドの麻疹はしか菌きんです。早急に百万本のワクチンを製造し、全純血種に注射する必要があります。さらに、大地そのものが繋つながるとなると、未知の風土病がエデンを襲う可能性も高く……。白銀種の血清を百万人分、採取する必要も出てくるでしょう」


    　答えながら、グレゴリオは事態の凄せい惨さんさをようやく理解した。


    　無理だ。


    　エデン特区に住まうエデン人とグレイスランド貴族のハーフを、エデンでは「白銀種」と呼んで「複合種」と区別している。違いは母親が貴族か奴隷かでしかないのだが、白銀種は人権を持ち貴族待遇を受ける。だが十五万人の白銀種では、百万人分の血清を二か月以内に用意できない。


    「二か月で準備するのだ。そのためにきみたち白銀種が存在することを忘れるな」


    「……はっ」


    　グレゴリオは拝命するしかない。逆らうという選択肢ははじめからない。


    　六十六年前、はじめてグレイスランドへ侵攻したエデン軍は、四割の兵士が麻疹を発症し、リヴァノヴァ帝国占領を諦あきらめた。死に至ったものはわずかだが、伝染性が高いため感染者を隔離する必要があり、地上活動の継続は不可能だった。


    　エデン特区にエデン人を入植させ、現地のグレイスランド貴族と婚姻させたのは、風土病に耐性を持つ「血」を造るためだ。現在エデン特区には十五万人の白銀種が生活し、近い将来、エデン本土から空輸した複合種の軍隊を率いてグレイスランド制圧に乗り出す……予定だった。ＧＰグレイスポイント制度は白銀種が増えるまでの時間稼ぎであり、最終的には白銀種を介して地上を直接統治するのが六十年以上前からエデンの国策なのである。


    　だが──血清であれば、白銀種に限らずとも複合種や、グレイスランドの住民からでも採取できるのだ。濾ろ過かと濃縮の手間を考えたなら、たった十五万人の白銀種に頼るより、数千万人の人間に頼るほうが効率が良いというのに。白銀種の血ですら体内に入れたがらない純血種が、混合種や蛮人の血を受け入れるはずがない。


    「地上侵攻の予定を早めねばなるまい。エデンの人口不足を悟られたなら、連中は数に頼って攻め寄せる危険がある。エデンの壁が存在している間に敵政府を屈服させて属領化したい」


    　エデンの人口は純血種百万人に、複合種が二千二百万人。ルナ・シエラ共和国の三分の一ほどの人口だ。このことがグレイスランドにバレてしまえば、これまでのように生産物や奴隷を貢こう納のうさせることは難しくなるだろう。彼らは「天上の楽園」という幻想を信じ込み、「戦っても勝てない」と思っているから貢納してくれるのだ。秘密のヴェールが剥はぎ取られたなら、逆らいはじめるかもしれない。地続きとなったエデンへ、圧倒的な兵数を以もつて攻め寄せてくるかもしれない。


    　だから、そうなる前にアガメムモンは。


    「可及的速やかにエデン艦隊を以てコールシュタット駐ちゆう屯とん中のリヴァノヴァ帝国軍を爆撃し、とって返してパグラチオンを空挺攻撃、占領したい。やれるかね」


    　戸惑いながらも、グレゴリオはどう返答すべきかは理解している。これは命令であって、相談ではない。


    「……最善を尽くします」


    「賢明だ。攻撃の理由は適当にでっちあげたまえ。艦隊司令部に必要な人間を集めてある、具体的な方策は彼らと協議して決めたまえ」


    「……はっ」


    　グレゴリオの黙礼を受けて、アガメムモンは椅い子すから立ち上がった。二メートル近い巨きよ躯くが、グレゴリオを見下ろす。


    「成功したなら、グレイスランドはきみに任せよう。知っているかもしれないが、きみの飼っていたファニア・ガルメンディアがルナ・シエラ共和国の第一執政に着任するそうだ。リヴァノヴァのあとはルナ・シエラも制圧し、きみを殴ったメス猿を好きにするといい」


    「……………………」


    　屈辱を押し殺し、グレゴリオは再び黙礼だけ返す。


    　アガメムモンが歩み去り、樫かしの扉が閉じられてようやく、グレゴリオは椅子に座り、こめかみの包帯に片手を当てた。


    　いまの会話を冷静に振り返り、起きたことを確認する。


    　あまりに現実離れしているが、アガメムモンの様子を見る限り本当なのだろう。


    　まだ信じがたい話だが、ともかく……艦隊司令部へ行かねば。


    　腰をあげ、執事のあとに従い、ホールを出る。


    　柱廊を歩き抜けながら、しかし、面白いことになりそうだとは思いはじめた。


    　ファニアは現在、「聖女の行進」などと銘打って、大勢の反乱者を引き連れてラランディアへ入る直前だ。情報では民衆の熱狂はかなりのもので、すでにカミーユがファニアの第一執政就任を宣言し、五百人議会にも根回しがなされ、首都へ入ればその日のうちに執政政府の長になりかねないという。


    　ファニアがルナ・シエラ共和国を継ぐというなら、力尽くで屈服させるのも面白いではないか。ようやく権力の座に帰り着いたあの生意気な王女を、再びわたしの飼い犬に引きずり落とすのも面白い。


    　気がかりは、一点。


    　──熾天使セラフイム級機械兵の居場所が掴つかめない……。


    　空飛ぶ機械兵、ルシフェルとミカエル。エデン飛行艦隊にとって脅威となりうるあの二機がどこに隠れているのか、いまだわからない。前文明の残した先進兵器の最高傑作といわれるあの二機は、おそらくエデン艦隊の出撃を待って行動を秘ひ匿とくしているのだろう。


    　──エデン艦隊が現れれば、あの二機も現れる。


    　──その際に鹵ろ獲かくすれば良い。


    　前回の戦いで、炸裂弾は無効だが徹甲弾は有効であることがわかった。特に翼の外骨は脆ぜい弱じやくだ。翼さえもいでしまえば、地を這はう機械兵など怖くもない。


    　ともかく──急がねばなるまい。壁が消失し、エデンの正体が他界に知れ渡る前に、飛行艦隊の威力を以もつて地上を屈服させる。艦隊司令官としてはこれ以上ない勇壮な作戦であることは間違いない。


    「面白くなってきた」


    　自動車の堅いサスペンションに再び耐えながら、グレゴリオはぽつりとそう呟つぶやいた。


    



    　†††


    



    　四月二十三日早朝、ルカとヴィヴィの山小屋──。


    



    「ぎゃ─────────────────────────────────────っ」


    「うわ─────────────────────────────────────っ」


    　のどかな朝の鳥のさえずりが、ふたりの悲鳴で破られた。


    　朝あさ靄もやがけぶるなか、山小屋の木戸がひらき、寝間着すがたのヴィヴィが毛布を掴み、這いずりながら小屋の外へ逃げ出してくる。


    「へ、へ、変態っ!!　わ、わ、わたしに、な、な、なにをしたっ!?」


    　頬ほおを紅潮させ、胸元を毛布で隠し、地面に尻しり餅もちをついたまま、ヴィヴィは屋内にむかって罵ば声せいを投げる。


    「お前がなにかしてんだろうがっ!!　その寝相頼むからなんとかしろっ!!」


    　屋内からルカの怒鳴り声だけが返ってくる。ヴィヴィは口元を泡立たせながら、


    「お、お前がわたしをソファーに引きずりこんだのだ！　そうに決まってる、でないとわたしがあんなことするわけがないっ!!」


    「なにを根拠に言ってんだお前!?　お前が寝ぼけておれのソファーに潜り込んでんだよ！　お前それ夢遊病だぞ、医者に診てもらえ!!」


    「わたしは病気じゃない！　よくわからんがお前が悪い!!」


    　不毛な言い争いはしばらくつづき、ふたりとも疲れ果て、ヴィヴィは地面に座り込んだまま両膝ひざを抱え、がっくりとうなだれる。


    「……わたしじゃない……あんなこと、わたしがするわけない……」


    　自分で自分をなだめ、呼吸を落ち着ける。朝の清涼な大気が熱した頬ほおを冷ましてくれる。だがなかなか鼓動が鳴りやまない。


    　今け朝さ方がた──。


    　ベッドで眠っていたはずのヴィヴィはいつの間にかソファーで眠るルカの毛布に潜り込み、あろうことかルカを抱き枕まくらのように両手両足で抱え込んでいた。目覚めると同時におのれの胸に顔を埋めるルカに気づいて絶叫し、這はいずりながらこうして外へ逃げ出した次第。


    　胸元が生暖かい。かなり長い時間、ルカの頭を抱きかかえて自分の胸に押しつけていたらしい。状況的には確かにヴィヴィのほうが寝ぼけていた可能性が高いが、それを認めるのも悔しいのでルカのせいにする。


    「……たぶん、どっちも悪いんだ。うん……。ふたりとも悪い」


    　また独り言を呟つぶやき、山の大気を胸の深くへ送り込んで、鼓動が収まるのを待つ。


    　なんとか立ち上がり、凜りんと背を伸ばし、つかつかとしっかりした歩調で屋内へ戻り、傲然と胸を張って、寝ぼけ顔のルカへ告げた。


    「忘れろ」


    「…………………………」


    「いつまで寝ぼけているつもりだ。さっさと着替えて顔を洗え」


    　ルカは醒さめきった眼まな差ざしで居い丈たけ高だかなヴィヴィの命令を受け取ると、無言で後頭部をぼりぼりと掻かき、ソファーから腰を上げた。


    



    　山小屋でルカとヴィヴィの共同生活がはじまって、二週間が経とうとしている。


    　ふたりきりの生活は問題だらけで、ケンカしなかった日は一日もない。特にヴィヴィは幼年期から身の回りのことを使用人に任せていたので、炊事、洗濯、掃除、買い出し、なにをやってもうまくいかず、悔しくて、ついケンカ腰でルカと接してしまう。


    　今日ははじめて、ヴィヴィが朝食当番をする日だ。


    　作業着に着替えたルカはあくびをしながら、エデンの壁を見晴らせる屋外テーブルにつき、川の水を煮沸した飲料水をコップに汲くんで、一口飲む。


    　これまで学んだことを十全に生かし、ヴィヴィは木の皿に丸パンをふたつ並べると、屋外テーブルに据すえ置いてふんぞり返った。


    「どうだ！　わたしの朝食は！」


    　ルカはしみじみと丸パンを見つめ、うなずく。


    「パン出しただけだな」


    「なにが気に入らない。まさか貴様、わたしの朝食など食えぬというのか」


    「食うけど。でも殺風景すぎるだろ」


    「文句ばかり言うな。黙って食え」


    　対面に腰かけたヴィヴィはお気に入りの白いワンピースに着替えていた。普段は楽なイブニングドレスを身につけているが、今日は職人組合のある集落、通称「森の駅」へ買い出しに行く日なのでおめかししている。


    　ちぎったパンを口に放り込みながら、ヴィヴィは彼方かなたのエデンの壁を見やり、


    「だいぶ低くなったな。そろそろ地上の君主は沈降に気づいたころか」


    　ここに来た日、ヴィヴィは高台の縁に生えた木の幹に、エデンの壁の上縁が見える位置を刻んでいた。日が経つにつれ、壁の上縁は目印より低い位置に下がっていき、いまでは目印と上縁の間にヴィヴィの小指が挟まるくらいになっていた。


    「一日に三十メートルくらい沈んでんじゃねえかな。地震以外は全然、体感ないけど」


    　いまも小さな地震は一日に三、四回発生している。それ以外は妙な現象は全くない。


    「いまさらながら古代文明とはすごいものだな。これだけ巨大な大地が、水に沈むように音もなく沈降している。このぶんだとあと二か月以内には、三界が地続きになりそうだ」


    「だな。エデンはさすがにもう気づいただろうよ。いつ艦隊が出てきてもおかしくない」


    　うむ、とヴィヴィは咀そ嚼しやくと一緒に返事して、パンを食べ終え、晴れ渡った青空を仰あおぎ見る。


    　小石を投げ入れたら波紋が広がりそうな、潤んだ青。


    　両手を突き上げ伸びをして、そのまま斜めに身体を傾け、ルカを見る。


    「ところで。エデン艦隊を殲せん滅めつしたのち。我々はどうする」


    　ルカは目を二度ほどしばたたき、パンを嚥えん下げし、ヴィヴィと反対方向に首を傾かしげる。


    「あー……。そうだ、そういえばヒルデガルダから、お前をジュデッカに連れてこいって言われてんだ。なんとなく無視してるけど」


    「ジュデッカに戻るのか？　ヒルデガルダの部下になると？」


    「そんな約束しちまったなあ。あのおばはん的に、ミカエルとルシフェルは元々自分の持ち物だ、って考えだし」


    　ヴィヴィは伸ばしていた両手を元に戻し、体勢もまっすぐに戻して、長い睫まつ毛げを翳かげらせる。


    「ぞっとせぬ。ヒルデガルダの命令など聞きたくもない。あの女に言われるまま熾天使セラフイム級の力を行使したなら、地続きになった三界の主導権はジュデッカが握ることになる」


    「だよなあ。エデン艦隊をやっつけたあとは、ミカエルもルシフェルもそっとしておきたいよなあ。あんなんあったら、争いのもとだし」


    「うむ。あの力をヒルデガルダに利用されるのだけはごめんだ」


    「でもあのおばちゃん、おれとお前がジュデッカに戻らなかったら、追っ手をかけるって言ってたぜ。一生涯追い詰めて、必ずジュデッカに連れ戻すって息巻いてた」


    「……ふむ。あの女ならやるだろうな。ジュデッカに戻らなければ生涯、逃亡者生活を余儀なくされる、と……」


    　ヴィヴィは憂うれいた眼まな差ざしを彼方かなた、エデンの壁へむけて黙もつ考こうに沈んだ。


    　ルカは肩をすくめて、


    「だいぶ先の話だ。いま考えてもしょうがねえよ。まずはエデン艦隊を倒さないと。それができなきゃ、追っ手以前に、エデンに殺される」


    「……そうだな。あまり先のことを案じても意味はないか」


    　ヴィヴィはそう言って話を打ち切った。


    　ルカは何食わぬ顔で水など飲みつつ、少しばかり寂しい気持ちを持て余していた。


    　エデン艦隊との戦いが終わったら、この共同生活も終わりなのだ。


    　ヴィヴィとはケンカしてばかりだが、それは照れ隠しというか、挨あい拶さつに似たものというか、むしろ楽しんでいるというか、ほかにコミュニケーションの仕方をお互い知らないというか、なんというか全体的にそういう感じで、ヴィヴィのことが嫌いなわけではない。偉そうだし暴力的だしがさつだし家事の覚えは悪いし、悪いところを並べればきりがないのだが、けれどヴィヴィの様子を眺めていると、時折、シルフィやアステルに似た表情が浮かんできて、心に開いたふたつの穴が、温かいなにかで埋まったりする。


    　大半はしょうもないケンカだが、楽しい出来事もあった。


    　例えばルカの薦めた本を半日で読み切り、珍しく素直に「面白かった」と言われたことや。ルカの作った野菜スープの出来が良く、文句をつけながらも夢中でスプーンを動かして、決まり悪そうにおかわりしたこと。ハンモックで眠っていたが、あまりに寝相が悪すぎて地面に転げ落ち、さらに山の傾斜へ転がっていったこと、などなど。革命以来、ずっとささくれだっていたルカの内面が、この共同生活でずいぶん滑らかになったような。


    　──エデン艦隊、もうしばらく出てこなくていいけどな。


    　そんなことなど思いながらも口には出さず、ごちそうさま、と声に出して腰を上げる。


    「んじゃ、出かけようぜ。外の情報仕入れないと」


    「あぁ。行こう」


    　ルカが御ぎよ者しや台だい、ヴィヴィは荷台、それぞれ腰を下ろしてロバに手た綱づなを入れる。二頭のロバはのろのろと、人間が歩く程度の速さで歩みはじめる。


    　森の小道をゆくこと七時間少し。


    　森の駅に着いたのは午後二時だった。ふたりが到着すると役場のひとたちが歓迎をしてくれ、一週間分のパンや野菜を無償で提供してくれた。ありがたく頂戴して市場へ赴おもむき、五日前に皇都パグラチオンで発行された新聞が売られているのを見つけた。


    　木陰のベンチに腰を下ろし、新聞を広げた。ヴィヴィもルカの横に座って覗のぞき込む。まず目に付いたのは帝国軍の動向に関する記事だった。


    「コールシュタットの帝国軍はまだ動かず、だと。物資の集積がうまくいかないのかな。あれだけ大軍だから仕方ないけど、共和国は助かるぜ。あのままの勢いで侵攻されたら、相当な被害が出ただろうから……」


    　ルカは胸を撫なで下ろす。いまごろ共和国領は帝国軍の略奪に遭い、財産を奪われた住民たちは絶望に沈んでいるだろうと思っていたから、侵攻が遅れているのはなによりだ。もしかするとジェミニは大地の沈降に気づき、侵攻を諦あきらめてパグラチオンに戻るつもりかもしれない。グレイスランド内で争っている場合ではない、真の敵はエデンだ！　……と突然ジェミニが思い立ってくれるといいが、さて。


    「おい、この記事、ファニアが……！」


    　突然、傍かたわらのヴィヴィが硬い声と共に紙面の片隅を指さした。


    『ルナ・シエラ共和国に元王女ファニア・ガルメンディア帰還』


    『聖女の行進、ラランディアへ』


    　そんな見出しがルカの目に飛び込み、心臓が跳ねる。


    　食い入るように記事を読み、ファニアが千名以上の民衆を引き連れて共和国首都を目指して行進していることをはじめて知った。


    　短い記事を二度ほど読み終え、深く、深く、安あん堵どのため息をつく。


    「良かった……。さすがファニア。ジェミニに会う前に執政政府に参加しようってわけだな。それならジェミニも手出しできねえ」


    　ルカは思わず表情を緩める。流民としてジェミニに対面するのと、共和国議員として対面するのとでは対応に雲泥の差が生まれる。元王女ファニアを執政政府が受け入れるのか心配だが、民の人気は絶大なようだし、なんとかなるかもしれない。


    「沈降に関する記事が」


    　ヴィヴィがまた別の記事を指し示す。エデンの壁の裾から吹き出る粉ふん塵じんの原因を調べるためリヴァノヴァ帝国の地質調査隊が派遣されたが、大量の粉塵に行く手を阻はばまれ壁に接近することも困難だという。原因究明の前に遭難してしまわないよう、粉塵が収まるのを待っている状況だそうだ。


    「まだ誰も気づかねーのか。そろそろ気づけよ」


    「さすがに大地そのものが沈むとは誰も思ってないだろうからな。体調不良のものはいる様子だが……」


    　先ほど役場のひとと世間話をし、めまいや耳鳴り、立ちくらみを覚える住民が日に日に増えているという話を聞いた。粉塵と関係あるのかね、などと役場のひとは不思議そうだったが、まさか大地が一日三、四十メートルほど音もなく沈んでいるとは夢にも思っていない様子。地震によって崩ほう落らくした小屋が幾つかある様子だが、沈降には思い至らないらしい。


    「嵐の前の静けさってところか。ファニアがうまくやってくれるといいけど……」


    　ひととおり記事を読み終えて、ルカはそんな感想を漏らした。三界が地続きになることがグレイスランドに知れ渡ったとき、どんな混乱が発生し君主たちがどんな対応に打って出るか、いまだ全く予測がつかない。


    「……うむ。ともかくわたしたちの役目はエデン艦隊を殲せん滅めつすること、それのみ。飛行艦隊さえいなければ、グレイスランドは充分にエデンに立ち向かう力がある。ファニアがジェミニを説き伏せてくれることを祈ろう」


    　ヴィヴィの言葉にルカもうなずき、窓の外の青空を見た。


    　この同じ空の下、ファニアは元気にやっているだろうか……。


    



    　†††


    



    　四月二十五日、ラランディア宮殿前大広場──。


    



    　五万人を超える民衆が「聖女」をひとめ見ようと押し合いへし合い、広場を埋めていた。


    　約一年半前、ルナ・シエラ共和国の建国宣言が為なされ、ルカが第一執政として指名を受けた同じ場所において、いま、新たな王が生まれようとしている。


    　いまや八十万を超えるといわれる帝国軍の侵攻をただ待つだけの辛つらい日々に耐えていたラランディア市民たちは、建物の前面を円柱の並びが支える古典様式の神殿へすがるような目線を集める。


    　第一執政ルカ・バルカ戦死。第二執政カミーユ・ロベル、拳銃自殺。


    　相次ぐ悲報に打ちのめされそうないま、希望はもはや、二日前にラランディアへ到着し嵐のような歓呼を巻き起こした「聖女」に託すしかなかった。


    　もう五百人議会は閉会しただろうか。噂うわさでは行進に参加した二千名以上の市民たちがファビアン・クラブの古参議員によって聴取席へ招かれ、「聖女」に対抗しようとする富裕層ブルジヨワ寄りの議員に罵ば声せいを浴びせたらしい。世論は完全に聖女に傾いている。この流れは富裕層であろうと止めることはできない……。詰めかけた民衆は口々にそんな噂を話し合い、いまかいまかと円柱の並んだ舞台へ視線を送る。「悲劇の王女」から「救国の天使」に生まれ変わったあのかたをひとめ、この目で見たい。


    　ほどなく──。


    　神殿の鉄扉が重くひらき、燕えん尾び服ふくにかつらをつけた議員が七名、それに少し遅れて、白いブラウスに紺のスカートを合わせた清楚な女性がひとり、円柱の並ぶ舞台へ整然と進み出てきた。


    　たちまち、指笛と歓声が四月の空へ渦を巻く。これまでの絶望をこの歓呼で青空へ昇華しようとするかのように、高い音響が空間を何度もどよませる。


    　五百人議会長トニーニョ・ガスコフが一歩前へ出ると、指笛と歓呼が収まった。なにかを期待する民衆の眼まな差ざしが、熱を帯びて舞台へ集中する。


    　トニーニョは大衆へ腕を広げ、舞台役者のように胴どう間ま声ごえを張った。


    「いまここにひとつの時代が終わり、新しい時代が生まれようとしている！」


    　その言葉に、大きな歓声が応こたえる。


    「五百人議会は全会一致で、新たな第一執政を承認した！　だが、共和国の主人は第一執政ではなくあなたがただ！　新執政が着任するには、あなたがたの承認を必要とする！」


    　トニーニョは背を反らし、天へむかって両手をあげて、


    「ファニア・ガルメンディアをルナ・シエラ共和国第一執政に任命する！　承認するものは歓呼を以もつて応えよ！」


    　高らかなその声に、五万人が腹の底から歓呼を放ち出す。


    　五万人が放ち出す高こう揚ようした感情が、地鳴りとなって広場を揺るがす。踏みならされる足音、泣きながら抱き合うひとびと、舞台へむかってただファニアの名を叫ぶもの。敗戦以来ずっとくすぶっていた不安や恐怖を、この一体感で晴らそうとするかのように、民衆の狂騒は終わる気配を見せない。


    　第三執政グスタボに促うながされ、ファニアは一歩前へ進み出た。


    　民衆のどよめきがようやく収まり、静寂が広場へ戻ってくる。


    　固かた唾ずを呑のんで耳を澄ます五万人へ、ファニアは静かに語りかけた。


    「承認に感謝いたします。わたくしファニア・ガルメンディアはルナ・シエラ共和国第一執政として、自由と平等を奉じるこの国が未来永えい劫ごう繁栄するよう、すべてを捧げることを誓います」


    　その優雅な声質が、歓呼をさらに高く転調させる。


    　感激に泣きむせぶもの、興奮のあまり失神し倒れるもの、地に両膝ひざをついて両手を組み合わせ、ファニアへ祈りを捧げるもの、さまざまな感激のかたちが大広場に咲き乱れる。


    　帝国の侵略から、天使ファニアが守ってくれる。見ろ、あの美しい佇たたずまいを。内側から光り輝くようだ、空間が掃き清められているみたいだ……。ひとびとは陶然としながら、新しいリーダーの一挙一動に歓声をあげ、共和国の名を称たたえる。


    



    （本当にここまで来てしまうとはな。見事であるぞ、市民ファニア）


    　民の歓呼に黙礼を送るファニアの背後から、燕えん尾び服ふくすがたのラヴレンチ会長ことヴラドレン元皇太子が小声を発した。


    　ファニアは民衆に片手を上げながら、振り返りもせず、


    （あなたの脚本のおかげです）


    　ラヴレンチは口の端はだけで笑み、


    （どれだけ脚本を練り上げようが、本人に徳がなければ他人は動かぬ。これほどの支持を得たのはきみの人格に拠よるものぞ、胸を張って良い）


    　ファニアは黙ってヴラドレンの言葉を背に受けた。


    　ミズキと一緒にバスシバに乗って旅立ってから、たった二十日で流民から第一執政にまで昇りつめることができたのは、ひとえにヴラドレンのおかげだ。彼がカネと人脈を駆使して「聖女の行進」を演出し、支援してくれたからこそ、ファニアはここに立っている。


    「ご恩は必ずお返しします、ラヴレンチ会長」


    　ヴラドレンを振り返って、感謝を言葉に換えた。しかしヴラドレンはファニアの頭上に目をやって、悔しそうに唇を噛かむ。


    「ラヴちゃんと呼べ。……これだけやっても一向に余の色がにじまぬとは……頑かたくななものよ。そんなにルカがいいか」


    「…………？」


    「……だが時間はある。いつか必ずその濛もう気きを余の色に染めてくれようぞ、市民ファニア」


    　真剣なヴラドレンの表情に、ファニアは首を傾かしげる。切れ者なのか変人なのか、相変わらずファニアにはよくわからない。


    　目線を民衆に戻した。広場を埋め尽くした感激の表情を見回して、気を引き締め直す。このひとびとを幸福にするために、為政者として歩むことを決意し、この場所へ戻ってきた。もう後戻りはできない。


    　──わたしの人生を、捧げよう。


    　ファニアはひとり静かにそう決めて、傍かたわらのグスタボに告げた。


    「すぐにコールシュタットに親書を送り、ジェミニ陛下と講和会議を行いたいと思います。使節団の人選をお願いします」


    　グスタボはうなずき、きびすを返して執務室へむかった。ファニアもスカートの裾を両手でつまんで大衆へ黙礼を送ると、悠然とした足取りで神殿の暗がりへ消えた。


    



    　†††


    



    　四月二十七日、神聖リヴァノヴァ帝国軍コールシュタット駐ちゆう屯とん地──。


    



    　朝食のテーブルについた六人の高級将校はいつものように押し黙ったままナイフとフォークを操あやつり、時折ちらりと、上座に腰かけて野菜のスープを口に運ぶ皇帝ジェミニを見やる。


    　土色の顔色、そげ落ちた頬ほお、目の下のクマ、光を失った瞳。手足も痩やせ細って、スプーンを持つ手が重そうに震えている。


    　皇帝は日に日に衰えていく。一日にスープ一皿とパン一切れしか食べないから当たり前だが、医者の診察も頑として拒むため病名さえわからない。朝食の席で毎日、副官が報告事項を読み上げても生返事を返すだけで軍を動かす気配は一向にない。現在、皇帝のサインが必要な書類はすべて執政長官が目を通し、早急な返答が必要な案件はやむなく長官のサインで仮承認が為なされて官庁へ返送されているのだが、長官の手に負えない重大な案件は、ジェミニの回復を待つしかない状況だ。


    　軍団を動かすことは、もちろんできない。コールシュタットに駐ちゆう屯とんしてから、もうすぐ一か月になろうとしている。


    　物資の集積は進み、ウェイステッドランドからの増援も続々と駆けつけて、いまや帝国軍は七十六万もの大所帯となっていた。旧ゼノビア領に軍税を課しているため帝国軍の懐ふところは痛むことなく、兵士たちは皇帝の病気を良いことに毎晩どんちゃん騒ぎに明け暮れている。


    　会戦に勝ったため軍付き商人へのツケも利き、商売女も集まってくる。どうせ帝国の勝ちは決まっているのだし、しばらくここにいるのも悪くない。皇帝の無気力が伝でん播ぱしたのか、そんな気分が兵士はおろか将校たちにも蔓まん延えんしはじめた。テーブルについている六名も、恐れるのはジェミニの機嫌を損ねることのみと割り切って、この豊かで平穏な駐屯生活を楽しんでいる。


    　と、食堂の扉がひらいて総司令部付き副官がふたり、朝の報告のために背筋を伸ばして入室してきた。どうせ陛下は生返事するのみ、と諦てい観かんしつつ、将校たちは我関せずの表情で目の前のオムレツにフォークを刺す。


    　副官はうやうやしく、報告事項の記された書類を両手で広げ、いつもよりもやや声を張って内容を読み上げる。


    「ご報告申し上げます。四月二十五日、ルナ・シエラ共和国五百人議会は元王女ファニア・ガルメンディアを新たな第一執政として承認いたしました。同時に本日、ファニア執政閣下から陛下へ、講和会議の再開を求める親書が届いております」


    　重そうにスプーンを握っていたジェミニの右手が、ぴたりと止まった。


    　光を失っていた瞳に、うっすらと色が爆はぜる。


    「……なに？」


    　乾いた唇をひらいて、皇帝は副官を見上げた。


    　──皇帝が反応した！


    　副官は快かい哉さいをあげたいのをこらえ、内容の詳細を述べ伝える。


    「悲劇の王女」という演目が大ヒットし、民衆が王女を懐かしみはじめていたこと。空飛ぶ機械兵に乗ったファニアが撤退する兵たちに語りかけたことが大評判になったこと。『聖女の行進』と呼ばれる非武装の行進が大衆の支持を得たこと。敗戦の責任を取らされたくない五百人議会は、これ幸いとばかりにファニアを第一執政という人ひと身み御ご供くうに祭り上げたこと……。


    　すべての顛てん末まつを聞き終えるころには、ジェミニの両目に淡い銀光が宿っていた。


    「……グレゴリオのところから逃げ出したのかな。空飛ぶ機械兵ってなに？」


    　言葉はまだ弱々しいが、ジェミニが質問すること自体が久しぶりだった。副官はやや口元を綻ほころばせながら、


    「戦場の怪談の類たぐいであるかと。四月四日、飛行戦艦バルバロッサの後部ハッチから二機の機械兵が飛び立ち、撤退する共和国軍兵士へファニアの声で語りかけたとか。機械兵はそののち、青い翼を発光させながら北方へ飛び去ったと聞いています」


    　ジェミニはしばらく黙もつ考こうしてから、スプーンを戻し、フォークとナイフを両手に握った。


    　六名の高級将校が目を見ひらく。まさか──食べるのか？


    「……ほかには？」


    　副官に問いかけつつ、ナイフとフォークを冷めきったオムレツに突き立てる。


    　おぉ……と思わず将校たちが感嘆する。この一か月近く、ろくに食べようともしなかったというのに、皇帝はなぜかファニアに大きく反応している……！


    「昨夜、エデン特区から使者が参りました。可能な限り速やかに、グレゴリオ公爵が陛下との謁えつ見けんを希望していると」


    　副官の返答を受けて、久しぶりにジェミニの乾いた口角がほんのわずか、斜め上方へ持ち上がった。


    「へえ……エデンから。ファニアの件と関係あるのかな？」


    「先方のもくろみは不明です。しかしこのところエデンの壁の粉ふん塵じんが増し、周辺の住民が『壁が低くなっている』と騒いでいるとか。現在、調査隊を送って測量させているところです」


    　へえ。へええ。二度ほどジェミニは楽しげに瞳をきらめかせ、副官の話を聞き込む。


    「面白いね。グレゴリオとファニアがふたりともぼくに会いたがっている。グレゴリオはファニアにご執心だし、ぼくはファニアの婚約者だ。王家が滅ほろびたとはいえ、婚約を破棄した覚えはないからね。エデン特区、リヴァノヴァ、ルナ・シエラ。グレイスランドを三分する君主たちは、三角関係にある。婚約者の特権を振りかざして、グレゴリオの目の前でファニアとチューとかしたら、あいつ泣いて悔しがるかな、うふふふ」


    　楽しい妄想にふけりながら、ジェミニらしい性根の腐った笑みが顔を裂く。


    「どうせなら、ここで三人で会おうか。三人で話し合って今後のグレイスランドの在あり方を決めようよ、うん。そういう返事を、ふたりに送っといて」


    「はっ！」


    　久しぶりに皇帝から命令を送られ、副官は張り切って返事する。その三者会談が本当に実現するなら、歴史教科書に載るほど重要な会談となるだろう。


    「滅びゆく共和国の第一執政がファニアか。いいね。どんな嫌がらせをしたら泣くかな」


    　ジェミニの脳裏に、ラランディア宮殿を急襲しファニアを強奪した夜のことが思い出される。凜りんとした佇たたずまいの彼女を脅おどしつけ、ルカの目の前で唇を奪ったときの爽快感といったら。泣きながら屈辱に耐えるファニアの表情も実に可か憐れんで、憎悪に歪ゆがんだルカの表情と併せ、近年で最高の楽しさだった。


    　ルカのいない空白を埋めるのは、ファニアしかいない。


    　あぁ、早く彼女に会いたい。第一執政として光り輝く凜り々りしいファニアに戦勝国特権を振りかざして無茶苦茶屈辱的なことをやらせたい。


    「このオムレツ、すごくおいしい」


    　愉快な想像に浸りながら、ジェミニは冷めきったオムレツを夢中でたいらげ、給仕に骨付き鶏の炙あぶり焼きを注文した。

  


  
    



    



    三章　親友


    



    　四月三十日、ルナ・シエラ共和国首都ラランディア、宮殿前大広場──。


    



    　着任から五日。第一執政ファニア・ガルメンディアは外務大臣、補佐官二名、書記員、そして民間参事ラヴレンチ・コンパンツェフ会長からなる講和使節団を引き連れて、ラランディア宮殿を出発した。一行は四頭引きの大型馬車二台に分乗して、内国軍騎兵隊六百騎に護衛され、一路ジェミニの待つコールシュタットを目指す。


    　先頭の馬車にファニアはラヴレンチことヴラドレン元皇太子とふたりきりで乗り込んでいた。


    　ファニアは一市民という現在の身分を示すため、飾り気のないブラウスとスカート。一方のヴラドレンは口の周りにたっぷりと付け髭ひげを付けて変装し、大おお仰ぎような燕えん尾び服ふくを着込んでいる。裾など気にせず座席に腰を下ろして長い足を組み、楽しそうにファニアへ話しかける。


    「よもやこういうかたちでヴィクトル……もといジェミニに会いに行くとは思ってもみなかった。やつめ、余がきみと一緒にいるのを見たならなんと思うことか」


    　ヴラドレンとジェミニは腹違いの兄弟だ。だが正妻の嫡ちやく男なんヴラドレンとは違い、妾しよう腹ふくのジェミニは存在そのものを皇帝に無視され、ある日突然国外追放を命じられた。そののち陽のあたる道を歩んでいたヴラドレンはルカと共に帝国から逃亡する道を選び、陽の当たらない道を歩んでいたジェミニはまんまとヴラドレンの座るはずだった玉座に腰を下ろし、以来、ふたりの間に接点はない。


    　望まぬ玉座から逃げた兄と、その玉座を欲した弟。


    　ファニアは付け髭ひげで変装したヴラドレンをしげしげと見て、


    「その変装、見破られないといいのですが。帝国の将校たちはラヴさんと顔見知りでしょうから、見抜かれると面倒なことに……」


    「ほかに付け眉まゆ毛や付け腕毛、付け胸毛もある。全身毛むくじゃらになってしまえば誰も余とは気づくまい」


    　ヴラドレンは誇らしげに、目線が隠れるくらいのふさふさした付け眉毛を付けてみせる。目元を隠せば大丈夫か、と思えなくもないが、顔中が髭や眉毛に埋もれてしまってかえって怪しい人物に見えなくもない。


    「グレゴリオまで参加するとなれば、今後のグレイスランドの命運を決する大事な会談となるであろう。余が近くにおればなにも案ずることはない、堂々とやつに教えてやるのだ、三界がもうすぐ地続きとなり、エデンに最も近い皇都パグラチオンは戦場になるかもしれぬとな」


    　ファニアはうなずく。


    　会談の目的は、三界が地続きになる前にエデンとリヴァノヴァに話をつけ、そのあとの混乱を可能な限り避けること。戦争などやっている場合ではない、エデンとグレイスランド、それにジュデッカも結託して、この人類史史上最大級の天変地異に対たい峙じする必要があるのだと説き伏せることにある。


    　だから、グレゴリオがジェミニとの会談に参加してくれることは思いもしない僥ぎよう倖こうだった。できるならばジュデッカ皇帝ヒルデガルダも参加してくれれば最高なのだが。ファニアは面識はないものの、ルカによれば、かなり保守的だが話し合いに応じてくれそうな人物ではあるらしい。


    　──ジュデッカと連絡をとる手段があればいいのに……。


    　そんなことを憂うれいながら、帝国軍関連の資料と最新のエデンに関する書類を膝ひざに置き、ファニアは一心に読みはじめた。三者会談は他者を交えず三人のみでの会談をジェミニが望み、ファニアはそれを受けた。はじまったらほかの誰にも頼ることはできない。そしてこの会談でグレイスランドの命運は決する。


    　──わたしのすべてを懸けねば。


    　第一執政となって五日間、撤退してきた共和国軍の再編成、講和条件の見直し、逃散する市民が去り際に乱暴を働かないよう内国軍を再配置、三界がひとつになったのちに秩序を保つための布告の準備等々、寝る間もないほどの激務の連続だった。だがファニアは車内でも凛りんと背筋を伸ばし、交渉に必要な資料を丹念に読み解いていく。戦いではなく、話し合いによってよりよい未来を勝ち取るために……。


    



    　途中の駅で馬を替えながら一日十時間を馬車に揺られ、最初の一夜は豪農の屋敷で、次の夜を街道沿いの聖堂で過ごして、五月二日、午前九時。


    　ルナ・シエラ共和国講和使節団はバール川を渡ってコールシュタットへ入り、ジェミニの待つ川沿いの城館へ到着した。


    　帝国軍近この衛え兵が整列して出迎えるなか、ファニアを先頭にした六名は粛々と正面玄関をくぐってホールへ入り、出迎えた帝国軍高級将校六名と挨あい拶さつを交わす。


    　ジェミニのすがたはない。将校が勝者らしい尊大さでファニアを見下ろし、


    「陛下は病み上がりでしてな。まだ自室でお休みです。のちほど三者会談の際に、お見えになるかと。開会はおそらく午後になるでしょう」


    　ファニアはうなずき、ヴラドレンと共に馬ば蹄てい形に両肢を張った階段をのぼって二階の応接間に入った。あとの四名の使節団員はホールに留まり、帝国の補佐官や官僚と懇談という名の情報収集をはじめる。ホールで交わされる言葉から相手の思惑を読み取って、三者会談前にファニアに報告するという重要な役目が四名にはあった。


    



    　そののち両国の講和使節団同士の昼食会となったが、ジェミニもエデン使節団もすがたを見せず、当たり障りのない雑談が交わされただけだった。再び応接間に戻ったファニアは、ほかの団員たちから情報を集めつつ、三者会談に必要な資料に目を通す。


    　午後二時──。


    　ようやく帝国軍司令部付き副官が応接間に入り、うやうやしくファニアへ黙礼した。


    「エデン特区公爵グレゴリオ閣下がお見えです。会談は陛下の執務室において、三者のみで行います。ファニア閣下、どうかこちらへ」


    　ファニアは資料から顔をあげ、うなずいた。ヴラドレンがソファーにふんぞり返り、応援を送る。


    「ここまできみを導いてきたのはきみ自身の信念であるぞ。その信念を貫くことだ」


    　ファニアは立ち上がって裾を払い、ヴラドレンへわずかに微ほほ笑えむ。


    「はい。共和国の繁栄のために。信念を以もつて臨みます」


    　他四名の講和使節団員も立ち上がって、ファニアへ黙礼を送った。


    　凛りんと背筋を伸ばし、ファニアは副官につづいて応接間を出る。


    　──さあ、わたしの決戦場へ。


    　ジェミニとグレゴリオ。いまの共和国の国力では太た刀ち打ちできない巨大な権勢へ、ファニアは信念だけを武器に決戦へ臨む。


    



    　副官が執務室の分厚い樫かしの扉をひらくと、冷気が音もなくファニアの肌に沁しみた。


    「ルナ・シエラ共和国第一執政、ファニア・ガルメンディア閣下」


    　副官の紹介を受けてファニアは室内へ足へ踏み入れ、冷気の源泉へ一礼する。


    「ジェミニ皇帝陛下。グレゴリオ公爵閣下。本日はよろしくお願いいたします」


    　執務室の中央にガラステーブルが置かれ、肘ひじ掛け椅い子すがコの字形にテーブルを囲んでいた。ジェミニを真ん中にして、左のグレゴリオと右のファニアが正面からむかいあうかたち。


    　部屋には書記員もおらず、ここで交わす言葉はすべて非公式のもの。だが君主が表に出せない腹の底を提示できる非常に貴重な場であり、特にルナ・シエラ共和国の命運はいまここで決まるといって過言ではない。


    　グレゴリオは漆黒のスーツに身を包み、冷たく乾いた眼光をファニアのむこうの壁に据すえていた。決して目を合わせようとしないが、頭ず蓋がいに巻いた包帯がファニアへ無言の怨えん嗟さを投げている。


    　グレゴリオのこめかみを銃床で殴りつけてからもうすぐ一か月になろうとしている。悪いことをしたとは微み塵じんも思っていない。あのときグレゴリオはファニアの尊厳を暴力で奪おうとしたのだ。当然の報むくいだし、グレゴリオの底もあの一件で知れた。


    　ファニアは王女時代に培った感情抑制の技術で無表情を保ち、それからちらりとジェミニを見やる。


    　病気であったとは聞いているが、確かに痩やせ細っているものの、ファニアを傍かたわらから眺める目線は活力にあふれ、口元の皮肉な笑みも変わっていない。頬ほお杖づえをついたまま、ファニアへにやにや笑いを投げかけ、


    「いらっしゃい、共和国の人柱さん」


    　公式の場であれば近この衛え兵が刀剣を抜くような皮肉を放つ。
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    　だがファニアは素知らぬ顔で、


    「ご病気と伺うかがいました。お加減はもうよろしいのですか？」


    　受け流す。


    「おかげさまで。婚約者の顔を見たら、すっかり元気になったよ」


    　その話をしてくるだろうことは、ファニアも予想していた。口元だけに笑みをたたえ、切り返す。


    「あいにくガルメンディア王権は廃止されまして。リヴァノヴァ皇家に嫁ぐ資格は五世代以上の起源を持つ王侯貴族であるもののみとか。平民であるわたくしはリヴァノヴァ皇家へ嫁ぐ資格を失いました。あの婚約は破棄してくださって構いません」


    　ふふふ、とジェミニは忍び笑い、ファニアへ流し目を送る。


    「妾なら問題ないよ」


    　ファニアは笑みを保ったまま、


    「あいにく共和国の舵かじ取りを任されておりまして」


    「ぼくの妾になってくれたら、ルナ・シエラを助けてあげる」


    　そういうことも、言ってくるだろうとは思っていた。意外と読みやすい。


    「陛下。いまやグレイスランド内で争っている場合ではないかと」


    　しれっとした表情を崩すことなく、ファニアは一気に本題に入る。


    「まだお気づきになっておられませんか？　三界がひとつに繋つながろうとしていることに」


    　ジェミニの忍び笑いに、少しだけ怪け訝げんなものが紛まぎれ込む。


    「…………？」


    　頬杖をついたまま、目線だけでつづきを促うながす。


    　口を挟んだのはグレゴリオだった。


    「……雌犬。……貴様はなぜそれを知っている」


    　重い声を憂ゆう鬱うつそうに発する。ファニアはあからさまに驚いた表情を浮かべてみせ、


    「……失礼、ここは路地裏ではなく、国政の長が集う会談場では？」


    「……………………」


    「祖国の文明を代表しここに来ております。お互いを尊重し敬意を払うことがグレイスランドの文化ですが、エデンはそうではないと？」


    　一切感情を乱すことなく、非礼を咎とがめる。


    　グレゴリオの瞳が憎悪を孕はらみ、さらなる侮ぶ蔑べつを投げつけようと口がひらきかけたとき、ジェミニが割って入った。


    「盛り上がってるとこ悪いけど。三界が繋つながるってなに？」


    　グレゴリオの口が閉まり、ジェミニが話のつづきを促うながす。


    　ファニアは都合の悪いところは隠して、要点だけを説明する。ルカが生きていることは、まだ教えなくていい。そのカードは、取っておく。


    「ふたつの壁の近隣住民たちから、壁が低くなっているという報告がこのところ寄せられていたのです。測量隊を派遣したところ、エデンの壁もジュデッカの壁も一日に約三十五メートル沈降していることがわかりました。計算ではあと二か月少しで、三界が地続きになります」


    　内容に思考が追いつかないのか、ジェミニは二度まばたきしただけで、ファニアの話にうなずきもしない。


    「原因は不明です。ともかく対処せねばなりません。ジェミニ陛下、グレゴリオ閣下、今日わたしがここに来た目的は、降伏文書に調印するためではありません。禍か根こんや恩おん讐しゆうは脇わきへ置き、この災厄の犠ぎ牲せいを最小にするための方策をおふたかたと協議するために来たのです」


    　ジェミニとグレゴリオはわずかに視線を交わした。しかしお互いすぐに気に入らなそうに目線を外し、窓の外へ目を送る。


    「……壁の沈降はエデンも確認している。信じがたい話だが事実だ。残り約七十日で、三界は地続きになる」


    　グレゴリオは青空を眺めながら、ファニアの話を肯定する。静止していたジェミニの表情が徐々に真顔に戻っていき、やがていつものいやらしい笑みが咲く。


    「……そういえば崖から粉ふん塵じんがなんとか言ってたね。……なるほど。……あのふざけた壁が消えてなくなるわけか」


    　そう呟つぶやいてしばらく黙もつ考こうしてから、グレゴリオへむかって口角をわずかに吊つり上げる。


    「となると二か月以内にエデン本土も拝めると。楽しみだね。天上の楽園ってどんなところなのか、ずっと気になってたから」


    　お前たちの真相を隠しつづけたあの緞どん帳ちようが二か月以内に取り払われる。そのむこうにあるのは一体どんなすがたなのか、見物するのが楽しみだねえ。そんな無言の言葉がジェミニの笑顔から透けていた。


    　グレゴリオは相変わらずジェミニのほうを見向きもせずに、


    「……壁の消失に関して、エデン評議会の対応はすでに決まっている。聞きたいかね」


    　これまでジェミニに対してだけは慇いん懃ぎんな態度で接してきたグレゴリオだが、いまは部下に接するようにぞんざいな態度だった。


    　ジェミニの長い睫まつ毛げがぴくりと動き、瞳が底光りする。


    　グレゴリオが告げる。


    「エデンは交易をしない。これまでと同じくＧＰグレイスポイントを通じてのみ、他界と交流する。エデンの壁の存在した場所を国境とし、グレイスランドからの通行を禁止する。以上」


    　ふーん、とジェミニは鼻を鳴らし、


    「壁がなくても在あるように振る舞え、と。つまりは、エデンの正体がバレると困る、ってわけだね」


    　グレゴリオは窓の外を眺めたまま、


    「警告をしておこう。エデンはきみたち以上に体面を重んじる。想像は自由だが、我らを軽んじることはきみの国のためにならない」


    　ジェミニを陛下ではなく「きみ」と呼ぶあたり、グレゴリオはあからさまにジェミニを格下扱いしていた。


    　ふーん、とジェミニは内心で鼻を鳴らす。侮ぶ蔑べつなら少年時代から受けてきたからなんとも思わない。だがグレゴリオのケンカ腰の裏には、なにか複雑な事情がありそうだ。


    　それはなにか。ファニアを使って探ってみよう。


    「だそうだよ、ファニア執政閣下。エデンはこれからもぼくたちに這はいつくばってほしいみたい」


    　話を投げてみると、ファニアは柔らかく首を左右に振って、


    「……お互いに挑発するような言動は避けるべきです。壁が消え去ったのち、エデンはわたしたちの協力を必要とすることもありましょう」


    　グレゴリオは醒さめた片目をファニアへ送り、退屈そうに、


    「……グレイスランド人に我らが泣きつくことになると？　その根拠は？」


    　ファニアはしばらく言葉を呑のんで、グレゴリオを見つめる。


    「五万年もの間、隔てられていた大地が繋つながるとなれば、まず恐れるべきは風土病です。わたしたちが耐性を持つ病原菌に、エデン人が感染しないとも限りません」


    　その言葉に、一瞬、グレゴリオの眉まゆが強こわばった。


    　肘ひじ掛けに肘をつき、こめかみを指先で二度ほど叩いて、


    「……ばかばかしい。我らの医学の発達はきみらの比ではない。グレイスランドに克服できる病なら、我らも克服できる」


    　その口調から、ジェミニはグレゴリオの真意を読み取る。


    　──こいつ、焦ってる。


    　そういえば六十六年前の地上侵攻時、エデンは地上戦に圧倒的な勝利を収めながら、いきなり矛ほこを収めて「三界不可侵の協約」を締結し、ＧＰ制度をはじめた。もしかするとあのとき、なんらかの風土病に感染したのか……？


    「それであれば良いのですが。念のため、エデン特区にて血清を準備されると良いかと。要望がおありなら、我が共和国でも準備できますが」


    　その申し出が、グレゴリオのこめかみに微細な血管を炙あぶりだした。


    「……けがらわしい猿の血を、我ら天上人の血に混ぜ込めと？」


    　ファニアの目線が、同情するように翳かげる。


    「……その天上人も、あと二か月でわたしたちと同じ地上人となりますが？」


    　出来の悪い教え子に対する教師の口調で、ファニアはグレゴリオを諭す。


    　ジェミニは胸のうちだけで笑う。


    　──やあ、実に面白い。


    　──ファニアはエデンについて、なにか知ってるっぽいな……。


    　ファニアをつつけばいろいろ出てきそうだが、さて。


    　グレゴリオは一度浅く息を吸い込み、再び退屈そうな眼まな差ざしを取り戻す。


    「……そのような話をしに来たのではない。エデン評議会からの通達を、ジェミニ、きみに届けに来た」


    　この場に近この衛え兵がいたなら間違いなくクビが飛ぶ、グレゴリオの物言いだった。


    　だがジェミニは頓とん着ちやくなく、笑って肩をすくめる。


    「へえ。きみの上司からぼくに伝言。なにかな」


    　グレゴリオは至極当たり前の口調で、ジェミニに命じる。


    「速やかにルナ・シエラ領内に帝国軍を侵攻させ、ルナ・シエラ共和国を滅ほろぼせ」


    「……………………」


    「グレイスランド統一後、エデン特区を訪問し、エデンへの恭順を表明せよ。以後、わたしグレゴリオが総督として、グレイスランドを直接統治する。問題はあるかね」


    　ジェミニはゆっくりとグレゴリオへ顔をむけ、それからさらに時間をかけて唇の両端を吊つり上げてみせる。


    「失礼？　誰が誰に命令してるの？」


    　グレゴリオもゆっくりと右隣のジェミニに顔をむけ、


    「エデン評議会が、きみにだ」


    「わお。いつからきみの上司は、ぼくの上司になっちゃったのかな」


    「ＧＰグレイスポイント制度を受け入れた時点で、きみたちはエデンの従属国だよ。自覚はあると思うが、認めたくないだけかね」


    　本心を隠すことなく投げつけてくる。これまでかぶりつづけた儀礼の仮面は、もはや必要ないということらしい。


    　ジェミニはグレゴリオの思惑を推察する。


    　──こいつ、ここに来たのはぼくにケンカを売るのが目的か。


    　──ずいぶん焦ってケンカを売るのは、壁の消失前に、帝国を屈服させたいからかな。


    　──壁が消えたあとに帝国が健在だと、エデンにとっては都合が悪い……と。


    　ふむむ。とジェミニは考え込む。


    　──だが、このケンカを買ったら、帝国は滅ほろびる。


    　なにしろ飛行艦隊に太た刀ち打ちする手段がない。地を這はう帝国軍七十六万は抵抗もできず、一方的に爆撃を浴びるだけだ。しかしグレゴリオは戦端を切る気まんまんでいる。


    　──ここで結論を出さず、時間稼ぎをするしかないな。もっと情報を収集したい。


    　──一いつ旦たん、ファニアと組むか。


    　ジェミニは右隣に座るファニアへ目線を移した。


    「……だってさ。ぼくがきみの国を攻め滅ぼさないと、帝国がエデンに焼かれるらしい」


    　ファニアは正面のグレゴリオを静かに見やり、


    「なぜ暴力の行使からはじめるのです？　胸きよう襟きんをひらき、お互いの問題を包み隠さず提示すれば、解決の道が見えるはずです。三界並存という巨大な災厄が迫っているというのに、なぜさらなる争いを呼ぶようなことを？」


    「相手が人間であれば協力もできよう。だが猿とは協力できぬ。文明の恩恵を受けたことのない、いつ裏切るとも知れぬ畜生どもとはな」


    　グレゴリオの暴言に、ファニアはただ哀れみの視線を返すことしかできない。


    　ファニアの心が勝手に呻うめく。


    　──なんという遠さ……。


    　これだけ近くに座っているのに、心の距離が遠すぎる。グレゴリオの角膜は差別と特権意識でできていて、網膜へ映し出されるグレイスランド人は全部猿。この角膜を剥はぎ取るのに、どんな言葉を以もつてすれば良いのだろう。


    「閣下。国政の長にむかい、猿だの畜生だの、度が過ぎています。文明人であるなら、言葉に品位を」


    　思わず再びたしなめてしまう。隣のジェミニがにやにや笑っている。


    　グレゴリオは軽けい蔑べつを込めた眼まな差ざしをファニアへ据すえて、


    「滅びゆく国の長がなにほどのものだ。許しを乞いに来た負け犬の分際で、誰に講釈を垂れている。立ち位置を弁わきまえろ。貴様の国など、わたしの差配ひとつで火の海になるのだぞ」


    　明らかな脅迫。ファニアは深い色をたたえた瞳を、静かにグレゴリオへむけるのみ。


    「民のために生きる、と貴様は言ったな。その言葉が本当なら、裸で踊れ。できぬなら、ラランディアを焼き払う」


    　ファニアは黙って、野の葡ぶ萄どう色の瞳にグレゴリオの激昂を映す。


    「早くしろ。やらぬなら、交渉決裂と見なすぞ」


    　グレゴリオの息づかいが荒くなる。ファニアが言うことを聞かないなら、本当に飛行艦隊を派遣しかねない勢いだ。


    　突然──ファニアは、口の端はだけで笑った。


    　内心、自分でも驚いていた。品がない、という理由でこれまで一度も見せたことのない笑い方──いわゆる「嘲ちよう笑しよう」が自然に頬ほおに刻まれていた。


    「エデンの天秤では裸踊りと国策が釣り合うのですか？」


    　嘲笑が自然に深くなる。下品だが、しかし、この下品な男にはこの笑いがふさわしい。


    「冗談と受け止めます。文明人たるグレゴリオ閣下が、国家百年を論ずる場で、相手の裸を見たがるわけがありませんものね。万が一冗談でなければ、どちらが猿なのかわかりませんし」


    　自制しようとしても、侮ぶ蔑べつと嘲笑が収まらない。


    　グレゴリオの孕はらむ憎悪が濃度を増す。


    　一方、ジェミニがファニアへむける目は、快かい哉さいの色を強める。


    「……いまの言葉を撤回しろ。しなければ宣戦布告と見なす」


    　グレゴリオの理性が焼き切れていることは明らかだった。両者の真ん中に座ったジェミニが楽しげに片手をあげ、


    「はい、ストップ。お互い頭を冷まそうね。ファニアも、怒る気持ちはわかるけど、ちょっと言い過ぎかな」


    　軽やかにそう言ってから、左隣のグレゴリオへ笑顔をむける。


    「評議会の通達は確かに受け取ったよ。でもさすがにすぐ返事はできない。一か月ほど待ってくれないかな。エデンに帰属するとなると、ぼくの独断では決められないし」


    「……一か月では遅い。……一週間でやるのだ」


    「わお。短いね。二週間じゃダメ？」


    「一週間だと言った。これ以上の譲歩はできぬ」


    「……しょうがないかなあ。オッケー。じゃ、返事は一週間後ってことで。この場はおひらきにしようか。これ以上つづけてもケンカするだけだし」


    　ジェミニに告げられ、グレゴリオは苦々しい表情で椅い子すから腰を上げ、ファニアを見下ろす。


    「……また会うことになるだろう。敗戦国の奴隷と、戦勝国の主人としてな」


    　捨て台詞ぜりふを吐いて、グレゴリオはひとり、執務室を出た。


    　ファニアとジェミニは見送りもせず、ドアの閉まる音を背中で聞いて、視線を合わせた。


    　ジェミニはファニアにへらりと笑いかけ、


    「完全にケンカ売る気で来てたね。壁が消える前にどうしてもぼくらの戦力を削いでおきたいらしい」


    「…………なぜあそこまで暴力に訴えねばならないのか。理解できません。話し合いさえすれば、エデン自身が救われるかもしれないというのに」


    「話し合いで問題解決できるなら、戦争なんてとっくに終わってるよ。残念ながらそうじゃないのは、強いものは話し合う必要がないから。戦争の力で戦争を終わらせてから、ようやく話し合いの出番が来る」


    　ため息まじりのジェミニの言葉に、ファニアは少し驚いた表情を持ち上げる。


    「……ルカと同じことを仰おつしやるのですね」


    　言われて、ジェミニも表情が少し驚く。


    「そうなの？」


    「……ルカがあなたに戦いを挑んだのは、グレイスランドをどちらかが統一するためです。強力な統一国家の誕生により戦争を終わらせることが彼の目的だったと聞きました」


    「……それ、誰に聞いたの？」


    「え？　あぁ……」


    　ルカ本人から、あの渓けい谷こくの隠れ家で一緒に過ごした最後の夜、そんな話を聞いた。


    　しかし──ルカが生きていることをジェミニに告げるべきだろうか？


    　それを知ったなら、ジェミニはルカを殺そうと、あの渓谷に軍隊を差し向けるかもしれない。


    「……執政政府の高官からそう聞きました」


    「……ふーん……」


    　なにやら探るような目線がしばらくファニアにむけられて、ジェミニはぽつりと、


    「でも、ぼくがこのままグレイスランドを統一しても、どのみちエデンに従属させられる。あんまり意味なかったかもね」


    　嘆く。ファニアは大きく息を吸い込んで、背筋を伸ばし、ジェミニへ向きなおる。


    「三界が地続きになっても、帝国はエデンに従属するつもりですか？」


    　その問いに、ジェミニは肩をすくめて、


    「現状、そうせざるを得ない。地面が繋つながったとしても、飛行艦隊には太た刀ち打ちできないからね。虐殺されるくらいなら、従属を選ぶのが賢明だし」


    　ファニアは少し考えてから口をひらく。


    「……エデンの弱点を知っています。……飛行艦隊に対抗する手段も、存在します」


    　白銀の瞳が、光を増す。


    「へえ。どんな？」


    「……提示するには、条件が」


    「どうぞ」


    「……グレイスランドが結束して、過去の憎しみを乗り越え、この災厄に立ち向かう決意が必要です。過去のすべての恩おん讐しゆうをいまここで捨てると、約束をしてください」


    「……過去の恩讐。……ぼく、特にそんなものないけど」


    「……憎んでいた人物がおりませんか？　彼への憎しみを捨て去っていなければ、教えることのできない案件なのです」


    　ジェミニは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて、


    「……もしかして、ルカのこと言ってる？」


    「……はい」


    　ジェミニは両手を胸の前で組み、首を傾かしげて、


    「……もう死んじゃったしね。別に憎んでなかったよ。ただあいつが泣くと面白いから嫌がらせしてただけ。きみをさらったのも、あいつの頭のなかをぼくでいっぱいにするためだし」


    「…………………………」


    　今度はファニアが目をしばたたく番だった。ヴラドレンも時折よくわからないことをいうが、その弟も行動原理がよくわからない。


    「……嫌がらせ、だったのですか？　ルカを泣かすために国軍を動かしたと？」


    「うん。悪い？」


    　真顔で聞いてくるジェミニに、ファニアは複数回のまばたきを返すしかない。


    　──それは……憎いというより、むしろルカのことが好きなのでは。


    　──ルカに振りむいてほしくて、嫌がらせをしていただけでは……。


    　まさかそんなわけはないと思うが。しかし、ジェミニの反応を見るに、そんなような気がしてくる。


    　もしかすると、ジェミニがずっと病気で寝込んでいたのも……ルカが死んだから？


    「あの……陛下。ルカと陛下はもしや、仲が良かったのですか？」


    「ん？　ルカとの仲？　あー……。一応、幼なじみだからね。あいつに字の読み書きを教えたのはぼくだよ。ぼくがいなかったら、あいつは貧民のまま、どっかのドブに落ちて死んでただろうね。……そう。あいつ、一生ぼくの家来になるって約束したくせに。ぼくのおかげであいつはあそこまでになれたってのに。ぼくを裏切って、ガヴーとメルヴィルを引き抜いて、ぼくの兄貴と一緒に逃げ出したんだ。字を教えて、本を読ませてあげた主人に対して、ひどくない？　ひどいよね。だから……大嫌いだよ」


    　ジェミニはやや視線を翳かげらせ、声を落とす。


    　ルカから聞いた話では、決別の原因は皇位継承を狙うジェミニに殺されかけたから、ということらしいが、ジェミニは自分に都合の悪いことはすっかり忘れている様子。ルカを裏切り者呼ばわりして、それ以来、ルカに嫌がらせをするためにリヴァノヴァ帝国を運営してきた、と。


    　──異常すぎる。


    　そんなことのために帝国軍は他国の田畑を踏み荒らし、住民を奴隷にしてエデンに売っていたのかと思うと、ジェミニの脳は溢いつ血けつしているのではと心配になる。だがしかしジェミニの采配により、リヴァノヴァ帝国がグレイスランド統一目前にまで興隆したことも事実。天才なのかバカなのか、その両方を兼ね備えているのか。


    　ともかく。


    「大嫌いだ」と口で言いながら、ジェミニが寂しそうなのは明らかだった。ファニアが思っていたよりも、ジェミニはルカを憎んでいない。いやむしろ、いなくなってはじめてルカの存在の大きさに気づいたような、そんな素振りが見て取れる。


    　──それなら……救いがあるかもしれない。


    　そう思い、カマをかけてみた。


    「……なるほど。……陛下はドル・ドラム戦役において三年ほど、ルカと同じ連隊で戦っておられますものね。きっと深い絆がおありだったのでしょう」


    　そう告げると、ジェミニはファニアを片目で見て、満足そうに微ほほ笑えむ。


    「大嫌いだって言ってるのに。ひとの話聞いてる？　でもそうだね。あいつに裏切られる前は……あの連隊で楽しく過ごしていたよ。……うん。思い返すに、あの三年間はぼくの人生で一番楽しかった期間かもしれない」


    　ファニアも微笑みを返し、


    「皇帝として君臨されているいまよりも、連隊長時代のほうが楽しかったと？」


    「楽しかったね。気楽だし、なにしてもいいし、一晩中話し合える友達もいたし……」


    　ジェミニはほがらかに言葉を紡つむぎながら、言葉尻じりだけを湿らせた。友達とはきっとルカのことだろう、とファニアは思った。


    　──このひとはルカのことが、いまでも好きなのだ。


    　そう確信し、試しに、ジェミニ連隊時代のルカに関する質問をいくつか投げかけてみた。ジェミニは面倒くさそうな風を装いながら、あの当時のルカとの出来事を面白おかしく語って聞かせ、最後に肩を落としてこう告げた。


    「……でもぼくは大嫌いだけどね、あいつ。ぼくを裏切って、説教までしたから」


    「まあ。どのような説教を」


    「……自分自身より大切なひとを見つけろ、とか。偉そうに。まるであいつはそういうひとを見つけてるみたいに」


    　ジェミニの長い睫まつ毛げが翳かげる。ファニアもはじめて聞く話だった。


    「自分自身より大切なひと……。陛下はもう、見つけておられると思いますが」


    　そう応こたえると、え？　とジェミニの顔が持ち上がった。


    「見当がつかないのですか？」


    「……全然。そんなひと、いないし」


    　ファニアが微笑んだまま黙っていると、ジェミニの表情がだんだん険しくなっていき、最後は珍しく真顔になった。


    「……ちょっと待って。……そんなわけないし。……ぼく、あいつのこと大嫌いだから」


    　ファニアは幼子にむけるように、慈愛の微笑みをたたえるのみ。


    「……なにその笑顔。……ファニア？　きみ、なんか変な誤解してない？　女のひとはそういうの好きかもしれないけど、そういうのないから」


    　否定の言葉を連ねるほど、ファニアにはジェミニの内面が透けて見えた。


    　──このひとは、後悔している。


    　──つまらないボタンの掛け違えでルカを永遠に失ったことを……。


    　千年にひとりの軍事的天才と呼ばれる「褐色の皇帝」の素顔は、ただの偏屈な寂しがり屋なのかもしれない。


    　──真実を告げても、大丈夫だ。


    　ファニアは意を決し、ジェミニに告げた。


    「……御礼を申し上げます、陛下。心のうちを実直に語っていただいたことで、わたしも真実をお話しする勇気が持てました。……ルカとミズキは生きています。崖から身を投げましたが、落下の途中で翼竜に助けられ、ジュデッカに赴おもむいたのです」


    　ひといきに言うと、ジェミニの反応を窺うかがう。


    　まばたきが繰り返されるだけで、反応なし。


    　ファニアはここに至るまでの顛てん末まつを語って聞かせた。


    　ジュデッカにおいて、ルカとミズキがルシフェルに乗り込み、飛行したこと。一方、飛行戦艦バルバロッサではヴィヴィ・レインが目覚め、ファニアと一緒にミカエルを起動させたこと。ミカエルとルシフェルは北エデン特区に隠れ、エデン飛行艦隊を待ち受けていること。ファニアとミズキはジェミニを説得するために袂たもとを分かち、成り行きからルナ・シエラ第一執政となって、いまここにいること……。すべてを包み隠さずジェミニに伝え、こう締めくくった。


    「飛行艦隊は、ルカとヴィヴィが必ず撃滅すると信じます。空の脅威がなくなったとしたなら……帝国はエデンと対たい峙じできるのでは？」


    　ジェミニは口元を片手で隠し、ややうつむいて黙もつ考こうに沈んでいた。


    　そして立ち上がり、うしろ手を組んで、広い執務室内をうろうろしはじめる。


    「……空飛ぶ機械兵が二機現れて、きみの声で兵士に語りかけたという噂うわさは聞いてる。……あれにきみとヴィヴィ、ルカとミズキが乗っていたと？」


    「はい。起動に成功した現在ではサブ操縦士は必要なく、ルカがルシフェル、ヴィヴィがミカエルをそれぞれ制御し、飛行することができます」


    　ふむ……と呻うめき、ジェミニは室内をうろつき回る。


    「なるほど……。なるほどね。それはまた……なるほど」


    　しばらく歩き回ってから、ぴたり。


    　ジェミニの爪つま先さきがそろった。


    「エデンは気候が寒冷で、人口が少ないと。ヴィヴィ・レインがそう言ったんだね？」


    「はい。わずかな時間でしたが、飛行艦艇の窓からエデンの大地を見下ろしたと言っていました。地面は雪と氷に覆われ、耕作地は見当たらなかったと……」


    　再びジェミニは呻いて、黙考を経てから、口をひらく。


    「本当にエデンは人口が少なく、風土病に耐性がないなら……面白くなるね。飛行艦隊さえいなくなれば、地上戦はいい勝負ができるかもしれない。……少しばかり、六十六年前、エデンに侵攻されたときの記録を漁あさってみよう。撤退の理由が病原菌であるなら、菌の名前も特定したいな」


    「……………………」


    　凄せい惨さんな笑みがジェミニの顔に広がっていた。エデン人の恐れる風土病が判明したなら、この皇帝はすぐさまその病原菌を培養し、爆弾に詰めてエデン本土にばらまくだろう。そのくらいのことはやりかねない。


    「……あくまで戦闘は最終手段です。エデンに先制攻撃された場合にはやむを得ませんが……」


    「もちろん。でも準備はしとかないと。従属か独立か、グレゴリオに返事するまでたった一週間しかない。たぶんグレゴリオは一週間以内に飛行艦隊をコールシュタット近郊まで移動させるはず。ぼくが従属を断れば、すぐ爆撃できるようにね……。きみの話が本当ならば、ルカとヴィヴィが現れて飛行艦隊をやっつけてくれる。……そうだね？」


    「……はい。彼らがうまく飛行艦隊の進撃に気づけば、ですが」


    「ふたりの居場所を教えてよ。帝国軍が発見したら、彼らの隠れ家に馬を飛ばして教えてあげる。たったふたりで見張りしたって、見つけられっこないし」


    　その申し出に、ファニアは黙もつ考こうを返す。


    　ジェミニにふたりの隠れ家を教えたなら……なにをしでかすかわからない。噂うわさでは聞いていたし、直接会話をしてファニアも確信した。ジェミニは気分屋だ。死んでしまったら悲しいけれど、生きているとわかったなら、またルカへの嫌がらせを再開しかねない。


    「……僭せん越えつながら、我が国にとって二機の熾天使セラフイム級機械兵は極秘兵器です。所在を他国へ教えることは、地図を見せるようなもの。飛行艦隊の接近は、わたしから彼らに伝えます」


    　申し出を毅き然ぜんと断ると、ジェミニは笑みに艶を加えた。


    「……もう意地悪しないから。お願い。ルカが生きてるのを確かめるだけ。……ダメかな？」


    「……ご期待に添えず、恐縮です」


    　ふん、とジェミニは鼻を鳴らし、そっぽをむく。


    「……そっちがぼくを信用しないなら、ぼくもきみを信用できない。居場所を教えるくらい、いいでしょ？　ルカが生きてることを確かめるだけ。絶対手出ししないから」


    　ファニアにむけたジェミニの片目に、妖しい光が灯ともっていた。


    　絶対に教えてはダメだ。


    　けれどジェミニはふたりの隠れ家を教えない限り、こちらに協力してくれそうにない……。


    　迷った末──。


    　ファニアは唇を引き締めて、賭かけに出た。


    「……ルカの生存を確かめることが目的ですね？」


    「うん。それ以外、なんにも企たくらんでない」


    　ジェミニのほがらかな笑みの底に、たくさんの企たくらみごとが秘められているように、ファニアには思えた。怖気を隠して言葉を紡つむぐ。


    「……隠れ家から出発した朝……わたしが陛下に会いに行く、と言った際、ルカは懸命にわたしを止めました。しかしわたしの意志を変えられないと悟ったとき、彼はわたしに陛下への伝言を託しました。わたしにも意味はわかりません。恐らくは、ルカと陛下の間でのみ、通じる言葉だと思います……」


    　告げると、ジェミニは興味を引かれているらしく、黙って話のつづきを待っている。


    　ファニアは息を継いで、ルカからジェミニへの伝言を届けた。


    「お前の夢を、おれはまだ覚えてる」


    　告げると、静寂が返った。


    　ジェミニは反応しない。ただ若干怪け訝げんそうに、眉まゆ根ねに皺しわが寄っている。


    「……以上です。ルカにしか言えないであろうこの言葉を以もつて、彼が生きている証拠とすることはできないでしょうか」


    　ファニアは祈る思いで、伝言の効果がジェミニに表れるのを待つ。


    　ジェミニは天井を見上げ、腕組みをして、なにかを思い出そうとするように首をひねる。


    　十五秒後──。


    　ジェミニは、ぽん、と両手を打った。


    「あぁ。あれのこと」


    　謎が解けたのか、やや虚うつろな表情でそう言って、ははは、と笑う。


    「あ──……。はいはい。言った言った。そういえば言ったよ、そういうこと、うん。すっかり忘れてた。……そうだそうだ、ルカが裏切ったから、そのこと忘れちゃってたんだ。目的がいつの間にか、ルカへの嫌がらせになっちゃってたね、うん……。そっか。ルカは覚えてたんだ。へ──……。そうかー。覚えてたんだー……」


    　楽しげな表情の底に寂しさをわずかににじませ、ジェミニは窓の外のバール川へ目を送った。


    　ファニアには意味がわからない。ジェミニの胸の底をうごめくものも見えない。


    　ただ、祈る。


    　──どうかルカの伝言が、ジェミニを健常な方向へ導きますように。


    　ジェミニは窓をあけ、川面を吹き抜けてくる風を全身に浴びた。


    　忘れていた郷愁を風が運んできていた。


    



    　あの日──。


    　蜂蜜色の西日が、ジェミニの部屋の深いところへ差し込んでいた。


    　十七歳のジェミニがソファーに座り、十二歳のルカが机について、本を読んでいた。


    　ふたりきりの心地よい静寂を、ルカが破った。


    『ジェミニは、目的、あるのか』


    　その問いかけの意味が、はじめはジェミニにはわからなかった。


    　父王によって故郷を追放されて、ラランディアへ流れ着き、仕送りに頼って本ばかり読んでいたあのころ。特に生きる目的もなく、このまま社会と関わらずにひっそり年をとってひっそり死んでいけたら最高だと思っていたが。


    　ルカの問いかけが、ジェミニの意識のうちにあるなにかを呼び覚ましていた。


    　問われてはじめて、ジェミニは無為に生きている自分に引け目を感じた。


    　そして、字も読めなかった貧民のルカを、うらやましいと思った。


    　ルカが勉強する目的は、窓のある部屋に住んで妹の病気を治すことだった。立派な将来の目的を持って勉強にいそしんでいるルカが、ジェミニにはまぶしく映った。


    　だから、ルカに負けたくなくて、ジェミニは生涯の目標を抱こうとした。


    　けれどジェミニの内面はからっぽで、どうまさぐってみても、やりたいことなどなにも生まれ出てこなかった。


    　仕方なくジェミニはルカに頼んだ。


    『やりたいことがない。きみが決めてくれないか。ぼくの生涯を捧げる目的を』


    　ルカは嫌がっていたが、しつこく何度も頼んだ結果、投げやりに言った。


    『エデンを焼き払え。あいつら腹立つから』


    　言われてジェミニは室内をうろうろしながらその言葉を熟考し、両手を広げた。


    『素晴らしいよ、ルカ！　確かにその夢はいま現在見るものとして最高に大きい！』


    『エデンを滅ほろぼす！　あまりに文明レベルに差がありすぎて、つい彼らを神々のように絶対不可侵のものとして受け入れてしまっていたが、言われてみれば彼らは倒すべき敵だ！　ぼくがすべての能力を費やして打倒するに値する、強大すぎるほど強大な敵じゃないか！　ぼくの行く道が見えた、きみのおかげだ、ぼくはいまここに、生まれてきた意味を見いだしたのだ！』


    　そう、あのとき──。


    　ジェミニは生まれてはじめて、わくわくしていた。


    　ルカがくれたとんでもない夢を自分の胸に抱いた瞬間、世界が光り輝いて見えた。


    　興奮して、いてもたってもいられなくなり、逃げ惑うルカを追い回して抱きしめた。


    　──ぼくは、あのときはじめて、この世界に生まれ出た。


    　窓から吹き込んでくる風を全身に受けながら、十二年ほど前の懐かしい記憶に浸った。


    　──ぼくがルカを生んだように。ぼくを生んだのもルカだった。


    　あのあと、ルカは唐突にいなくなった。寂しくて、ルカの住んでいた廃材倉庫を訪ね、ルカは妹の亡なき骸がらを背負ってどこかへ行った、と近所のひとに聞いた。


    　ジェミニはまたひとりになった。あとにはルカがくれた目標だけが残った。ジェミニは虚むなしい心を抱えたまま、軍学の勉強をはじめた。


    　そして──ジェミニは「褐色の皇帝」となり、ルカは「災厄の魔王」として、グレイスランドを二分して史上最大の会戦を行うこととなった。


    　思い返すに、不思議な運命の導きだった。蜂蜜色の夕陽が照らし出すあの部屋で本を読んでいたふたりが、世界を賭かけて決戦に挑み、一方が勝ち、一方が負けた。しかしそれで終わりではなかった。いま、ふたりは奇くしくも異なる場所から同じ目的にむかって戦いを挑もうとしている。


    『ぼくはエデンを滅ほろぼすゲームに没頭しよう。できればきみも手伝ってくれ。ふたり手を携え、あの腹立たしいエデン人を三千メートルの高みからすべて追い落とす作業に没頭しようじゃないか』


    　あのときルカに告げた言葉が耳の奥に舞い戻る。


    　ルカはワールド・トリガーを起動し、見事にエデンを三千メートルの高みから墜落させることに成功した。そしていま、熾天使セラフイム級機械兵を操あやつってエデン飛行艦隊を撃滅しようとしている。


    　──ならば、ぼくのやるべきは。


    　ルカと手を組み。


    「エデンを滅ぼす」


    　ジェミニは声に出してそう言った。


    　どくん、と心臓が一度脈打った。


    「あの腹立たしい連中を、ルカとぼくが叩きのめす」


    　ずっと冷めきっていたジェミニの全身へ、熱い血が駆け巡っていく。長らく忘れていた、この高こう揚よう感。おのれのすべてを注ぎ込み、巨大な敵を倒したいという雄としての欲求。


    「グレイスランドでせせこましく争っている場合ではないね。これからぼくらは団結して、巨大すぎる敵と戦わなくてはならなくなった」


    　ジェミニはファニアを振り返り、そう笑いかけた。


    　ファニアは硬い表情で、うなずく。


    　ファニアも戦争は望まない。だがエデンが問答無用で戦いを仕掛けてくるなら、勇気を振り絞って立ち向かうべきだ。いつまでも黙ってエデンに踏まれる未来を、グレイスランドの子どもたちに引き渡すべきではない。


    「はい。ルナ・シエラ共和国は、帝国と協力してエデンと戦う準備があります」


    　グレイスランドの覇王は口角を吊つり上げ、決断をくだす。


    「敵はエデン。いまこの場所より全グレイスランド諸侯は過去のあらゆる禍か根こんを捨て去り、一致団結してエデンを打倒する」


    　その言葉に、ファニアは黙礼を返す。


    「尊いご決断です、陛下」


    　心中、ルカに感謝する。あの伝言が、これほどの効果をジェミニに及ぼすなんて。


    　──ジェミニもきっと、星の意志のもとにある……。


    　人智を超えた大きな意志が、ルカとジェミニを仲介役とし、新しい秩序をこの世界にもたらそうとしている。ふたりの幼年期の出会いも、裏切りも、対立も、そしてこれから再び手を組もうとしていることも……すべては星の意志だった。ならばこの先も、必ず幸福な結末がある。ファニアはそれを確信する。


    　ジェミニは楽しげに言葉を弾ませながら、


    「忙しくなるね。一週間以内に飛行艦隊がコールシュタットへ来るのは間違いない。きみのほうからルカたちへ、その旨を連絡してくれるかな。時期と針路が明確なら、より見張りやすくなるだろうし」


    「……はい！　必ず伝えます」


    　ファニアも思わず声が弾む。ずっと不明確だった飛行艦隊の発見方法に、いまようやく目処がついた。


    「グレイスランド内で戦っている場合ではなくなったし。いったん休戦として、講和は棚上げにしておきたい。壁が消滅する前に、ここにいる帝国軍をパグラチオンへ北上させる必要がある。きみがぼくらのお尻しりを襲わなければいいけど」


    　悪い冗談に、ファニアは眉まゆをへの字に曲げる。


    「……そんなことをしてどんな利益があるのですか。わたしをそれほど愚か者だと？」


    「思ってないよ。できればルナ・シエラ共和国軍には、旧ロマンヴィル騎士団領方面へ北上してほしい。エデンの人口が少ないなら、戦線をふたつに分けられるほうが厄やつ介かいだろうから」


    「わかりました。陛下、ひとつお願いが……」


    「うん？」


    「ガヴー将軍を解放していただけませんか？　ルカを失った我が軍を統率できるのは、ガヴー将軍しかおらず……」


    　あぁ、とジェミニは簡単そうにうなずいて、


    「ガヴー、この街の牢ろうにいるよ。ルカの目の前で手足をもいで、ルカが泣いてのたうち回るところを見物しようと思ってたんだけど、そういうことやってる場合じゃないし」


    　ファニアは笑顔を引き攣つらせながら、うなずくこともできない。本当に大丈夫だろうか、このひと。


    「そうだね。オッケー。ガヴーが共和国軍を率いてくれたら、エデンも嫌がるだろうし。きみのところへ戻してあげる」


    「……感謝いたします。ガヴー将軍であれば、必ず大きな戦功をあげてくださいます」


    　ふふふ、とジェミニは満足そうにふんぞり返り、


    「さて。そうと決まればうちの軍人を納得させなきゃいけない。なんせこれからきみの国を略奪しようと息巻いてたのに、なにもせずに帰るわけだからね。全部エデンのせいだけどさ」


    「……はい。エデンを打倒したのち改めて、これからのグレイスランドのかたちについて、陛下と話し合いたいと思います」


    　オッケー、と気安く受けて、ジェミニは双方の講和使節団を執務室に招き入れ、その場で休戦協定の条文を作成させた。共和政の保存と戦闘休止が条文に書かれ、ファニアとジェミニが署名して、協定はその場で成立する。


    　ファニアは信じられない思いで、調印された協定書をしみじみと眺める。


    　こののちエデンに滅ほろぼされるかもしれないし、三界がひとつになったあとでリヴァノヴァ帝国の属領になるかもしれないが、ともかく滅びゆくルナ・シエラ共和国は首の皮一枚で残った格好。


    「ひとまずエデンとの戦いが終わるまでは休戦ってことで。よろしくね、第一執政閣下」


    　ジェミニの言葉にファニアは感謝の言葉を返して、グレイスランドの今後百年、いや千年を決する会談は終わった。


    



    　その夜、ファニアはルカとヴィヴィの隠れた渓けい谷こくへ、使者を七騎送り出した。地図はないため、北エデン特区の森に分け入り、七人で手分けして炭焼き小屋の集落近辺を探してほしいと使者には伝えた。使者に託した手紙には、ジェミニとの交渉の顛てん末まつと、飛行艦隊が一週間以内にコールシュタットを目指すであろう件がしたためてある。


    　──頼みます、ルカ、ヴィヴィ。


    　夜間、早馬に乗って宿舎を立った七騎を見送って、ファニアは彼方かなたのルカへ祈った。


    　同じころ、コールシュタットに駐ちゆう屯とんしていた帝国軍の一部も、皇都パグラチオンを目指して移動をはじめた。一か所に固まっていると空爆で甚大な被害を受けるため、可能な限り小規模に隊を分散させ、あたかも撤退するように平野に広く散らばって北上していく。


    　──結局、エデンとの戦いは避けられなかった……。


    　ファニアはそのことを心中で嘆く。弱者がいくら話し合いを懇こん願がんしようと、強者は面倒な手間をかけず、暴力ですべてを決してしまう。武力を持たないものの言葉は、ただの言葉でしかなく、現実を変えることができない。この世界の摂理を改めてファニアは思い知らされ、うちのめされる。


    　けれど。


    　──理想は捨てない。


    　──前へ進もう。


    　エデンとの戦いは避けられない。しかし戦いが終わったあと、より進歩したすがたに世界を変えることはできるはずだ。争いのない豊穣の世界を築くという理念を胸にしっかりと抱きしめて、この戦いを三界最後の戦いにするために、歩を前へ進めよう。


    　ファニアは補佐官に命じた。


    「共和国で血清を準備してください。できるだけ多く。三界がひとつになったあと、必ず必要になります」


    　人類史上最大級の天災を前にして、エデンもきっと悩んでいる。グレゴリオの粗暴すぎる態度もまた、焦っている証あかしだ。彼らもまた自国民の幸福を考え、結果、グレイスランドを直接統治する結論に至った。善悪では語れない、ただ近しいものを救うため、苦い選択を受け入れたのだ。


    　だから──エデン人も、できる限り救いたい。


    「これから一週間、その身をグレイスランドへ捧げてください。罪なき市民の犠ぎ牲せいを最小限に留めるために」


    　毅き然ぜんと背を伸ばし、ファニアは使節団の面々へ伝えた。


    



    　†††


    



    　五月七日、エデン聖都マリア・エレナ──。


    



    「空を埋める、とはこのことだな」


    　マリア・エレナ繋けい留りゆう塔とうの管制塔から、オデッセア財団代表アガメムモンは青空を見上げ、満足そうに低く呟つぶやいた。


    「エデンの保有する全飛行艦艇が集結しています。爆撃を開始すれば、グレイスランドの都市など跡形も残りますまい」


    　その傍かたわら、グレゴリオがうしろ手を組んで、飛行艦艇群が青空に描く球型陣を強化ガラス越しに見上げる。


    　新造戦艦一。巡空艦二十二。駆逐艦艇三十四。


    　なかでも目を引くのは、球型陣の中心に鎮座する新型飛行戦艦オリンポスだ。


    「バルバロッサの同型艦だが、ヒドラ装甲に鋼板を重ねている。今度はジュデッカの鳥に食い破られることもあるまい」


    　アガメムモンの皮肉に、グレゴリオは唇を噛かむ。ジュデッカ皇帝ヒルデガルダの愛騎ソヴィニオンによってエデン飛行戦艦バルバロッサは舷側を食い破られ、破砕孔から竜騎兵の突入を許した。結局バルバロッサは戦列に復帰することができず、エデン特区のドックで修理中だ。


    　全長三百十二メートルを誇るオリンポスの巨体の上下左右を、全長百二十メートル余の巡空艦二十二隻せきが球型に取り囲み、その球型にＸ字の襷たすきを掛けるように全長八十メートルほどの高速駆逐艦艇が配置されている。


    「駆逐艦は熾天使セラフイム級機械兵対策です。機動性では連中に引けを取りません」


    　グレゴリオの説明に、アガメムモンは表情を変えることなく、


    「ミカエルとルシフェルは操縦士ごと鹵ろ獲かくしたい。破壊するな、捕らえるのだ」


    「……はっ。そのための準備はすでに」


    　管制塔の前面、広々としたコンクリートの駐機場には、濃紺の軍服に身を包んだ数万の歩兵が整然と方陣を組み上げて待機していた。球型陣の後方、二列縦陣を組み上げた飛行輸送艦艇三十隻せきがこののち、歩兵六万を積み込んで出しゆつ立たつする予定。複合種から為なるこの歩兵たちは、麻疹はしかに対する耐性を持ち、グレイスランドでも通常どおりに活動ができる。


    「結果的にワールド・トリガー起動により、地上制圧の予定が四、五年早まったわけだ。ここに来るまで六十六年かかったことを考えれば、たいした誤差ではあるまい。そうだな？」


    「はっ。エデン特区の白銀種も、グレイスランドの一等市民として蛮人を指導・教育する準備は整っております。白銀種が君臨し、複合種が実行部隊となって、地上支配もつつがなく進むことでありましょう」


    　アガメムモンは頬ほおの肉をわずかに吊つり上げ、繋けい留りゆう塔とうに接舷する輸送艦艇を観察する。一隻に二千名の歩兵が乗り込んで、飛行艦隊が焼き払った都市へ降下し、維持占領する目的である。携行するボルトアクション式の小銃はカスコート銃を威力も連射性も遙はるかに凌りよう駕がする。


    「戦いというより虐殺だな」


    「恐れるべきは麻疹くらい。エデンの威光が翳かげることはありません」


    　お追つい従しようを述べて、グレゴリオはアガメムモンの御前を辞し、繋留塔に接舷した飛行戦艦オリンポスに乗り込んだ。


    　船体下部から突き出した逆ドーム型艦橋に入り、エデン艦隊総司令官として艦内放送のマイクを掴つかむ。


    「諸君、地上をうごめく劣等種を従えるときが来た。やつらは人間ではない、豊穣の大地を食い荒らす虫であり、他人の持ち物をかすめとる猿だ。いくら殺しても構わない、奴らに畏怖と衝撃を与えよ。我らエデン純血種の威光を奴らの骨の髄に叩き込め。今後千年、我らに刃向かう気が起きぬよう、奴らの巣を裁定の炎で焼き払うのだ！」


    　艦内に純血種たちの鯨げい波はが返り、下働きの複合種たちは冷たい瞳を屈辱に翳らせる。


    「我らは天空の神！　地を這はいずる汚れた獣へ正義の鉄てつ槌ついをくだすもの！　やつらは存在そのものが罪、大義は我にあり！　行くぞ、諸君！」


    　純血種の歓声がオリンポス艦内を駆け巡ると同時に、球型陣を構成する戦列艦五十七隻と、後続する輸送艦三十隻のソーマエンジンが轟とどろいた。


    　縦幅一キロメートル、横幅五キロメートルに及ぶ巨大な球体が、グレイスランドを目がけ、時速五十キロメートルで前進を開始する。


    　質量が渦を為し、青空を歪ゆがませるその威容。


    　艦隊が積載する爆弾の総重量は三万トン以上、熾天使セラフイム級機械兵対策として積み込んだ対空砲弾だけでも五千トン以上。一度の出撃でグレイスランドの全都市を焼き払えるだけの爆薬を積み込み、エデン艦隊は粛々と青空を穿うがち飛翔する。


    　──待っていろ、雌犬フアニア。


    　──帝国を火の海に変えたのち、貴様の大事なラランディアを焼き払ってやる。


    　足下を覆う強化ガラス越しに、沈降していくエデンの壁を見下ろしながら、グレゴリオは犬のように這はいつくばるファニアを妄想して悦に入いる。高度、約二千二百メートル。壁はもう三分の一ほどが大地に沈み込んでしまっている……。


    



    　†††


    



    　五月八日、午後三時、ルカとヴィヴィの山小屋──。


    



    　作業着すがたのヴィヴィは鼻の頭に粉石けんをつけながら、洗濯板に洗濯物をこすりつけていた。


    　力を込めて、ごしごし。肌着、靴下、手ぬぐい、ルカのシャツ、ひとつひとつ泡だらけにして、雨水を溜めた樽たるの水ですすぐ。


    　パン！　と力強くはたいて皺しわを伸ばし、木の枝に渡したロープに洗濯物を引っかけていく。


    　機嫌良さそうに洗濯物を干し終えて、両手を腰に当てておのれの成果を誇らしげに眺める。


    「ふふふふふ。どうだ、わたしの洗濯技術は！」


    　挑むような表情で、ハンモックで本を読むルカに問いかける。


    　ルカは本から顔を上げ、真っ白に洗われた洗濯物が風にはためくさまを見る。


    「おー。きれいになってる。やるじゃん」


    「はははは。コツを掴つかめばなんということもない。いかなる頑固な汚れであろうと、この粉石けんできれいさっぱり洗い流してくれる！」


    　勝ち誇ったヴィヴィは卒倒しそうなほど胸を張り、青空へ高笑いを投げかける。


    　ルカはなんとなく口元を緩め、本へ目を戻す。


    　共同生活がはじまって一か月以上が経った。当初、普通のことがなにもできなかったヴィヴィも、いまではルカの手助けなしでも掃除、洗濯、炊事ができるほど進歩していた。


    「次はパンを焼いてやる！　そこで待っていろルカ！」


    　できなかったことができるようになるのがうれしいらしく、ヴィヴィは意気揚々と厨房へ入り、小麦をこねてパン生地を作りはじめた。


    　体重をかけて棒で生地を延ばし、こねて、また延ばす。丁寧に作業を重ねてできあがったパン生地を竈かまどの内側に貼り付け、種火を紙し燭しよくに移して薪まきにくべる。あとは焼き上がりを待つだけ。


    　ふー。と満足げに額の汗をぬぐい、また外に出た。


    　ぽかぽかと日差しが降り注ぎ、空は滴したたるくらいに濃い青をして、綿雲の群れがのんきそうにヴィヴィの頭上を流れていく。鳥のさえずりを聞きながら、ヴィヴィは両手を空に突き上げて伸びをした。


    「平和だなあ……」


    　思わず呟つぶやいた。いままさに地面がジュデッカにむかって沈降していることが信じられないくらい、音のない午後。ぬるい風が運んでくる若草の湿った匂い。木立で草を食むロバと、野の花を巡る蝶ちよう、時々餌えさをねだりにくる炭焼き職人の飼い犬。なにもかも穏やかで暖かく、あとはこのまま夜まで草のうえに寝そべっていたいくらい。


    「おれも平和ボケしちまいそうだ」


    　本を読みながら、ルカがヴィヴィの独り言に応こたえる。


    　ヴィヴィは彼方かなたのエデンの壁を遠望しながら、突き上げていた両手を下ろす。


    「このまま平和だといいが……」


    　ぽつりと言って、そんなわけがないが、と自分の言葉を否定する。


    　エデン艦隊はまだ動きがない。


    　いや、もしかしたら動いているかもしれないが、発見に至っていない。バスシバからの連絡はいまだなく、半日かけて森の駅へ赴おもむいてもエデンに関する情報はない。ただ徐々に「エデンの壁が低くなっている」と噂うわさが広がりはじめ、森から逃げるものも出はじめた。パニックにまでは至っていないが、都市部ではいつそうなってもおかしくはない。エデンだけでなくグレイスランドも沈降していることにひとびとが気づいたとき、いったいどんな騒ぎになることだろう。


    　ヴィヴィはルカのハンモックの隣に吊つるした自分のハンモックに入り、青空を見上げながらグレイスランドの戦記物を手にとって読みはじめた。ルカに薦められた本だが、中世期の戦術描写が詳しくて、なかなか面白い。


    　ふたり並んでハンモックにくるまれ、風に吹かれながら本を読んでいるこの時間が、ヴィヴィはこの生活で最も気に入っていた。特になにか会話するわけでもないのだが、なんだか静寂そのものが心地よくて安心できる。


    　──このまま、ここでこうやって暮らすのもいいなあ……。


    　ヴィヴィはふと、そんなことを考えてしまう。ルカに言ったらバカにされるだろうから言わないが、ヴィヴィは生まれてはじめて、生活そのものを楽しむという感覚を手に入れていた。


    　釣りをしたり、薪まきを割ったり、野豚を狩ろうと追い回して逃げられたり、渓流で星空を見上げながら水浴びをしたり、気がむけば夜遅くまでルカと政治談義や戦争談義やどうでもいい世間話に興じたり、そんななんでもないことのひとつひとつがとても楽しく、心が躍った。


    　ちらり、とヴィヴィは傍かたわらのハンモックへ目を送る。


    　──お前はこの生活をどう思ってる？


    　ルカの横顔へ、無言で問いかける。


    　──わたしと一緒の生活は、わずらわしいか……？


    　足を引っ張ってきた自覚はあるし、ケンカも数え切れないくらいした。でも生活を共にするうちに、だんだん、相手がそこにいることになじんできた。たぶんルカだって、この生活を気に入っているはず。でなければこの時間がこんなに心地いいはずがない。


    　──わたしのことを、どう思ってる？


    　心のなかで問いかけた、そのとき。


    「ん？」


    　ルカがこちらをむき、視線がぶつかった。


    　ヴィヴィの心臓が、跳ねる。


    「な、なんだ、文句があるか!?」


    　なぜかケンカ腰で、ぶつかった視線へ挑む。


    　くん、とルカは鼻を動かし。


    「焦げてねえか？」「え？」「……パン」「……あ」


    　ヴィヴィは転げ落ちるようにハンモックを飛び出して、慌てて竈かまどに駆け寄り、パンの無事を確認する。


    「す、少し焦げただけだ！　焦げてないところは食べられるぞ！」


    　真っ黒に炭化したパンを鷲わしづかみにしてルカの前へ掲げながら、ヴィヴィは黒焦げのパンをふたつに割って、中の白い部分を指先でちぎり、自分の口へ放り込む。


    「う、うん！　これはこれで悪くない……」


    　言いながら、語尾を翳かげらせ、うつむいてしまう。


    　上目遣いでルカを見ると、苦笑いがあった。


    「……そだな。焦げてないとこ食えばいいよ」


    「……うん……」


    　ルカはハンモックを下りて、うなだれたヴィヴィの頭にぽん、と手を置き、


    「夕食当番、お前だからな。卵スープ頼む」


    「……うん。……任せろ」


    　ヴィヴィは真っ赤な顔を下にむけたまま、言葉だけ返す。スープは是が非でも成功させねばならないと気合いを入れ直した、そのとき。


    「……ん？　……おい、あれ……」


    　突然ルカが彼方かなたを凝視して、空域の一点を指で示した。


    　ヴィヴィも示された方向へ目を送る。エデンの壁を背景にして、巨大な鳥のようなものがこちらを目指し、一心に翼を振っている。


    　ヴィヴィの目が見ひらかれる。


    「……バスシバ！」


    　哨しよう戒かいに送り出していた翼竜バスシバがみるみるうちに接近してきて、大きな両翼を広げ、ふたりの目の前に降り立った。


    　きええっ。


    　バスシバは切羽詰まった調子で高い鳴き声を発し、長い首をエデンの壁のほうへ差し向ける。


    「エデン艦隊が現れたのか!?」


    　ヴィヴィの問いかけに、バスシバは大きくうなずき、東北東へ長い首を差しむける。


    「……来た……っ！」


    　ルカとヴィヴィは顔を見合わせ、真剣な表情でうなずきを交わす。


    「ぐずぐずするヒマはない、着替えるぞ」


    　ふたりは屋内へ駆け込んで、特殊スーツを荷物の奥から引っ張り出す。


    　ルカは屋外で、ヴィヴィは屋内で、それぞれのスーツに着替えてから、改めてバスシバのもとへ戻り、


    「渓けい谷こくまでバスシバに乗っていこう。そのほうが早い」


    「おう。バスシバ、ミカエルとルシフェルの隠し場所はわかるな？」


    　バスシバはルカの言葉にうなずくと、ふたりを急せかすようにお座りをして、背中をこちらへむける。


    　ヴィヴィが鞍くらの前に、ルカがその後ろに座って手た綱づなを握る。


    「よし飛べ、バスシバ！」


    　手綱を叩くと、バスシバは勢いよく両翼を振って高台を飛び立った。


    　風を切って、樹海の直上を飛行する。


    　ヴィヴィの金髪が陽光を弾きながら、ルカの鼻にかかる。もうすっかり嗅覚になじんだ檸檬レモンの香り。薄いスーツ越しに感じるヴィヴィの華きや奢しやな背中の感触。


    　──こいつとの生活も終わりか。


    　ルカはなんだかそんなことを思った。


    　不意に、ヴィヴィがこちらを振り向き、勝ち気そうに口角を上げた。


    「ついに決戦だ。世界の命運が決まるぞ。油断するな」


    「おう。わかってる。……ヴィヴィ」


    「ん？」


    「……無茶はするな。危ないときはミカエルを乗り捨てて逃げろ」


    「……………………」


    「生き残るのは悪いことじゃねえ。場合によっちゃ、世界なんか捨てて逃げろ」


    　ヴィヴィはしばらく怪け訝げんそうにルカを眺め、それから、ふっ、と薄く笑った。


    「なんだそれは。もしかしてわたしを心配しているのか」


    　からかうようにそう言われ、ルカは少しムッとする。


    「そんなんじゃねえ。でもお前、無茶やりそうだから……」


    「貴様こそルシフェルを壊すな。貴様などどうなろうが知ったことではないが、ルシフェルは大切な機体だ。貴様は死んでもルシフェルは無事に戻せ」


    　ヴィヴィは薄く笑いながらそんなことを言って、顔を前に戻す。けっ、とルカは短く吐き捨て、前方の空を見やる。こんなやつ、心配して損した。


    　と──。


    　ヴィヴィがまたこちらを振り返り、悪戯いたずらな色を口元にたたえた。


    「冗談だ」


    「……………………」


    「生きて帰るぞ。ふたりそろって」


    「……おう」


    　ルカはぶっきらぼうに返事した。不覚にも一瞬、ヴィヴィをかわいいと思ってしまった自分に戸惑う。


    　眼下に渓けい谷こくが見えた。バスシバが両翼をぴんと伸ばし、高度を落とす。


    　切り立った崖の狭はざ間まへ舞い降りて、ミカエルとルシフェルを隠した窟いわやへと降り立つ。


    　すると突然窟の奥から、共和国軍の漆黒の軍装を着込んだ兵士がひとり、慌てて駆けつけてきた。


    「ルカ閣下……!!　生きておられましたか、ようやく会えた、お待ちしていました！」


    　やつれ果てた兵士は感激に両目をうるませ、ルカの直前にひざまずく。


    「なんだおい、誰だお前」


    「お捜ししました……！　森の住民に尋ねても知らぬ存ぜぬの一点ばりで、仲間とほうぼう捜し回り、ようやくここへ辿たどり着いて……！」


    　かなり苦労したらしく、兵士はおいおいと泣きはじめた。話を聞くと、ファニアに手紙を預かって森に分け入ったが、ルカの所在が全く掴つかめず、ようやく彼ひとりがここでミカエルとルシフェルを発見し、ルカが来るのを待っていたらしい。


    「あー。森の住民に、誰かにおれのこと聞かれても答えないでくれ、って頼んでたんだよ。ヒルデガルダの追っ手が来ると面倒だから。悪かったな」


    「いえ、お会いできて報むくわれました！　こちら、ファニア閣下からのお手紙です！」


    「おー、サンキュ。閣下ってことはもしかして……」


    　ルカがひらいた手紙を、ヴィヴィも傍かたわらから覗のぞき込む。


    　読み終えて、ルカとヴィヴィは顔を見合わせ、安あん堵どのため息を同時についた。


    「ジェミニが協力するってよ。ガヴーも解放されたって。信じられねえ。さすがファニア、やってくれたぜ……」


    「……運も良かったな。エデンという強力な敵を前にして、ジェミニも結束したほうが得だと計算したのだろう。敵の敵は味方、というやつだ」


    「ファニアが第一執政か。良かったよ、おれより全然むいてる。……なあ、あんた。おれが生きてるって秘密だぞ。ファニアの迷惑になるから」


    「あ……。ですが共和国民はルカ閣下が生きていると知れば喜ぶかと……」


    「死んだままでいいんだよ。おれが生きてたらファニアが第一執政でいられなくなる。これ、口止め料。絶対言うなよ。言ったら取り返すからな」


    　ルカは手持ちのカネをすべて使者に握らせ、この場所から出るように告げた。


    　ルカがルシフェルに乗るところを見られたくなかった。見られたら、彼の口から吹聴がはじまり、ルカの存在が神格化される危険があった。この先の時代に、自分はもう必要ない。崇あがめられるのはファニアだけでいい。ルカ・バルカはジュデッカの壁から身を投げて死んだ、と歴史書に記載されれば充分だ。


    　使者が名な残ごりを惜しみながら去ったのを見届け、ルカはバスシバに顔をむける。


    「おれとヴィヴィはコールシュタットへむかう。お前、悪いけどファニアのところへ戻ってくれ。ファニアはおそらくジュデッカと連絡をつけたいはず。お前の翼があれば、ファニアとヒルデガルダが結びつく。頼むぜ」


    　エデン艦隊のところへ先導しようとしていたバスシバは、少し残念そうに瞳を翳かげらせる。だが手紙で艦隊の目的地がわかったいま、バスシバの力をファニアへ戻したい。ルカが片手をバスシバの頬ほおへ置き、にこりと笑いかけると、バスシバもうなずき、両翼を翻ひるがえして渓けい谷こくを飛び立っていった。


    　断崖が切り取った狭い空へバスシバが消えたのを確認し、ルカは改めて窟いわやの奥でひざまずいている二機の熾天使セラフイム級機械兵と、ヴィヴィにむきあう。


    　身体の起き伏ふくも露あらわな特殊スーツを身につけて、発光するような翡ひ翠すい色の瞳を凜りんとルカに据すえ置いて、ヴィヴィは勝ち気そうな表情をしていた。


    「なるほどな。壁が消滅する前にグレイスランドとジュデッカが結託できれば、エデンに充分対抗できるというわけか」


    　ヴィヴィはにやりと笑いかける。


    「あぁ。第一執政閣下が相手なら、ヒルデガルダも会うだろうよ。あのおばはんもエデンにケンカ売ったことだし、三界が地続きになるって知ったなら重い腰あげるかもよ」


    「うむ。風がこちらへ吹いてきたぞ。あとはエデン艦隊さえ仕留めれば、なんとかなる」


    「おう。手紙の日付が五月二日、今日は八日か。やべーな、もうコールシュタットに艦隊来てるかもしれねえ」


    「うむ。決戦のときだ」


    　ルカとヴィヴィはうなずきを交わし、膝ひざをついて頭こうべを垂れるミカエルとルシフェルを見上げる。すべてに決着をつけるときが来た。


    　──……十二年、か。


    　ふとルカはそんなことを思った。


    　十二年前、シルフィに頼まれて故郷を旅立ち、ヴィヴィ・レインを捜して駆けずり回り、今日ここに辿たどり着いた。


    　シルフィには、この先の景色も見えていたのだろうか。


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、おにいちゃんが変えるの』


    『約束して。ヴィヴィ・レインを見つけるって。この世界を、よくするって』


    　この手で、この世界をよくすることはできるのだろうか。


    「……どうした？　平和ボケか？」


    　間近からヴィヴィに問いかけられ、我に返った。


    　ルカはごまかすように笑って、肩をすくめる。


    「……なんでもねえ。……さて、乗るか」


    「あぁ。乗ろうか」


    　と言いながら、ふたりは乗ろうとせず、突っ立ったまま見つめ合う。


    「……乗れよ」


    　なぜか決まり悪くなり、ぶっきらぼうに促うながした。


    「ん？　あぁ。……乗るよ」


    　ヴィヴィはそう言うが、その足は据すえ置いたように動かない。


    　ふたりの狭はざ間まを、どこからか舞い込んだ蝶ちようがひらひら、泳ぎ抜けた。


    「……………………」


    「……………………」


    　ふたりは黙って見つめ合う。


    　ルカは頭をぼりぼりと掻かいて、それから、希望を口にする。


    「ハグしていいか？」


    　ヴィヴィは怪け訝げんな顔で、ルカを見上げる。


    「ハグとはなんだ」


    　ルカは両手をヴィヴィの背中に回し、やんわり抱きしめた。


    「……なにをしている貴様」


    　言葉とはうらはらに、ヴィヴィは別段抵抗もせず、ルカに抱きしめられていた。


    「これがハグだ」


    　説明する。薄手の特殊スーツ越しに、ヴィヴィの温度と弾力、それに鼓動が伝わる。


    「なるほど。これにどんな意味が」


    　いつもの無機質な口調を保ったまま、ヴィヴィは両腕をまっすぐ下ろして突っ立つのみ。


    「戦いの前のおまじないだな。生きて帰れますように、って」


    「……ふむ。……けったいな風習だ。効果があるならやるが」


    　言いながら、ヴィヴィの両手が柔らかくルカの背中に回った。


    　──くそっ。かわいい。


    　敗北感さえ抱きながら、ルカはしばらくそうしてヴィヴィを感じ、両手を解いた。


    「……うん。これで勝てる。たぶん」


    　顔を赤らめ、適当なことをヴィヴィに告げる。


    　ヴィヴィはうつむかせていた顔を上げ、ルカを間近から見上げる。


    　ヴィヴィの顔も真っ赤だった。


    「……そうか。ならば良い。……ぐずぐずするな。行くぞ」


    「おう。行こうぜ」


    　そんなことを言い合って、ふたりはようやくそれぞれの愛機へ片足をかける。


    　──生きて帰るぞ。


    　静かにそう誓い、ルカはルシフェルの首筋に突き出た繭まゆ型搭乗席に潜り込む……。


    



    　†††


    



    　五月九日、コールシュタット──。


    



    　二十万人以上の住民も、近隣にいまだ駐ちゆう屯とんする十五万近い兵士たちも、商人も農民も流民たちまでも──みなが青空の一角を見上げ、恐怖に震えていた。


    　北の空が、群青色の艦影に埋もれていた。


    　見たこともない数の飛行艦艇が横よこ長ながの球型陣を組み上げて、ソーマエンジンをたぎらせ、艦首をコールシュタットへむけたまま浮揚している。


    　高速駆逐艦艇が球型陣の周囲にＸ字の軌道を描き、その内部で陣形を組む巡空艦は微動だにせず、中心のひときわ巨大な艦影もまた、舷側から砲門を突き出したまま静止するのみ。


    「噂うわさは本当だ、エデンが帝国軍に戦争をふっかけてくる！」「なんでいきなり!?　壁が低くなってることと関係あるのか!?」「あれに攻撃されたらどうしようもない、むこうは爆弾を落とし放題、こっちはやられるだけで反撃もできない！」


    　絶望の声が広がっていく。道路はすでにコールシュタットから逃げる荷車でいっぱいになり、二日から始まった帝国軍のパグラチオン撤退にも支障を来きたしている。歩兵や騎兵は道なき道を移動できるが、砲兵や機械兵、輜し重ちよう隊たいは道路がなければ移動できず、ぐずぐずするうちに飛行艦隊が来てしまった。爆撃がはじまったなら、総勢十五万近い砲兵部隊、機械兵部隊、輸送部隊は全滅もあり得る。


    「エデンは本当にやる気なのか。威い嚇かくだけならいいが」「今け朝さ方がた、エデンの使者がジェミニのところへむかったって」「ジェミニもさすがに、エデンのいうことを聞くしかないだろ。あんなの相手に戦えるわけがない……」


    　不安な言葉だけが口から口へ伝でん播ぱしていく。いままで猿山を観賞しているだけだったエデンがついに、自みずから猿山へ下りたって誰が主人なのか主張しようとしている。


    「ジェミニがうまく言いくるめてくれるのを祈るしかない……」


    　年老いた商人の呟つぶやきに、周りの人間たちもうなずき、目線をジェミニの城館へ移す。いまごろあのなかで、コールシュタットの運命を決する会談がひらかれているはず……。


    



    　尊大な態度でジェミニの執務室に入ってきたエデン特使は、儀礼どおりの挨あい拶さつを皇帝に送ってから、艦隊総司令官グレゴリオの言葉を伝えた。


    「約束どおり、一週間待ちました。降伏の用意はできましたかな、ジェミニ陛下」


    　皇帝は執務室の椅い子すに腰かけ、こめかみに人差し指を当てて、にこりと笑う。


    「できなかったよ。悪いけどあと一週間待ってくれない？」


    　あからさまな時間稼ぎ目的の返答を、特使は冷笑で撥はねのける。


    「もう待てませぬ。急ぎ、戦艦オリンポス艦橋へお越しを。グレゴリオ閣下に跪ひざまずき、エデンへの恭順を宣言するのです」


    「無理だね。反対するひとがたくさんいるし」


    　ジェミニはこの使者がなんの目的で来たのか知っている。話し合いが目的ではない。開戦前に交渉を行ったが決裂した、とあとで言い訳するために来ているのだ。だからここで交わされるどんな言葉も意味をなさない。


    「なるほど。では交渉決裂ということで」


    「そうね。グレゴリオによろしく」


    　特使はそしてさっさときびすを返し、執務室を出ていく。既成事実が欲しいだけだから、交渉時間も五分に満たない。このあとエデンは心ゆくまで帝国を踏みにじり、反論するものが全員死んだところで「エデン評議会は話し合いによる決着を求めたが皇帝ジェミニはあくまで戦いを求め、やむなく爆撃するに至った」と歴史書に記載するだろう。


    　ジェミニは副官二名を促うながした。


    「隠し砲台へむかおう。やられっぱなしでは済まさない」


    「……はっ！」


    　副官が白いローブをジェミニに着せ、一行は城館を出て馬にまたがった。ここから一キロメートルほど離れたところに、市街地を見下ろす高台があり、その森にジェミニは口径三十六センチの大型攻城砲を十門設置していた。これで勝てるとは思わないが、しかし、タイミングを見計らっていきなり砲撃を仕掛けたなら、ある程度の効果をあげるかもしれない。


    　ジェミニは高台の傾斜を登って森に入った。事前に森を伐採し、パーツごとに分解した大型砲を運び込み、伐採地で組み立ててから、上空から見えないよう伐採した枝葉を大型砲にかぶせて偽装してある。砲撃するときは枝葉をなぎ払って必殺の一撃を放ち、できれば戦艦を墜おとしたい。


    　待機していた帝国軍砲兵三百名に告げた。


    「爆撃がはじまっても、わたしがいいと言うまで撃ってはならない。撃ったらたちまち艦砲射撃をくらって全滅する。撃つときは十門そろって一斉に撃つんだ。いいね、撃つまでは存在を完全に秘ひ匿とくすること。敵に気づかれたら終わりだと心してくれ」


    　木立に紛まぎれ込むよう、軍服を緑に塗った砲兵たちが背筋を伸ばし、応を返す。


    　ジェミニは北の空に鎮座するエデン飛行艦隊を遠望した。


    　──早く来い、ルカ……。


    　知らず、ルカの名を心中で呼ぶ。


    　──きみとぼくでエデンを倒すんだ。


    　あの日の約束を、ジェミニは胸のうちで繰り返す。非科学的な考えかたは嫌いだが、今日のためにあの日の約束があったのだと心の奥が理解している。


    　一方的にやられはしない。せめて差し違えてやる……。


    



    　同日、飛行戦艦オリンポス艦橋──。


    「特使より無線連絡。ジェミニとの交渉決裂。連合艦隊は予定どおり行動されたし」


    　通信士からの連絡を受け取り、グレゴリオは表情を引き締めた。


    　高度五百メートル。


    　地上にむかって展望のひらけた全面ガラス張りの逆ドーム型艦橋。ここに仁に王おう立だちするグレゴリオは、見下ろすコールシュタットの街並みを文字どおり踏みにじっているかのよう。


    　眼下、サウスランド大街道に渋滞する荷馬車、砲騎兵隊、機械兵隊、輜し重ちよう隊たいが黒蟻ありのように連なっている。道の先へ目を送れば、オレンジ色の屋根が連なるコールシュタットの街並みが大気に霞む。双眼鏡を覗のぞけば、街の周縁に広がった駐ちゆう屯とん地から、兵たちが隊列も組まずに逃げていくさまも見て取れる。


    「エデンの威光を虫どもへ知らしめろ。なにもかも燃やし尽くせ」


    　通信士が駆逐戦隊司令、巡空戦隊司令へグレゴリオの命令をトン・ツー電信で伝える。


    　球型陣にＸ字の襷たすきを掛けていた駆逐艦艇三十四隻せきが解きほぐれ、空域一帯へ散開する。


    　つづけて球型を為なしていた巡空艦二十二隻は二列縦陣の突入隊形を組み上げ、ソーマエンジンの轟とどろきも高らかに高度を落としつつコールシュタットへ接近していく。対して飛行戦艦オリンポス及びその後方の飛行輸送艦三十はその場に留まり、空域全体を監視したまま動かない。


    　大街道の渋滞から、人間たちが荷馬車を捨てて平地へ逃げ出していくのが見えた。道の起き伏ふくにつかまり横転する馬車、勾こう配ばいをくだろうとして転倒し、炎上する機械兵。地上は叫きよう喚かんの飛び交う狂騒だろうが、グレゴリオの立ち位置には叫び声も聞こえない。


    　巡空艦は大街道の直上を二列縦陣で飛翔しつつ、高度わずか二百メートルから船体下部の爆弾槽をひらき、満載した五百キロ爆弾を雨あられと渋滞する車列へ投下する。


    「死ね、虫ども」


    　グレゴリオが冷たく言い放ったと同時に、複数の炎の華が大街道の車列に咲き誇った。


    　馬が逃げ散る。爆ばく轟ごうのさなか、人間と機械兵のちぎれた手足が舞い飛ぶ。四つ、六つ、九つ──。またたくまに焼けただれた花弁が渋滞のただなかに咲き乱れ、周辺を紅ぐ蓮れんのうちへ呑のみ込んでいく。


    　直撃を受けた機械兵は爆弾の炸薬と自みずからの燃料によって紅蓮の火球となり、放射状に飛び散った鉄鋼装甲の破片が周辺の人間や馬を殺傷する。馬車が十メートル以上の高さに吹き飛び、落下して、炎に焼かれる人間を押しつぶす。背中に火を背負った商人が泣きながら逃げ惑い、子どもの手を引いて逃げる母親が粉ふん塵じん交じりの衝撃波に飲み込まれる。


    「やめろ、やめろーっ!!」「おれたちは兵士じゃない、戦う気はない！」「子どもまで殺すの!?　どうしてこんなことを!!」


    　逃げ惑い、あるいは地を這はいずり、あるいは死んだ家族や子どもを抱きかかえ、ひとびとは空飛ぶ艦隊へ叫び、嘆き、慈悲を乞う。


    　天空からの返答は、五百キロ爆弾の雨だ。


    　咲き乱れる紅蓮の花弁に、人間の血肉が斑まだらの彩りを添えていく。


    　兵士も、老人も、少女も、乳幼児も、天空の炎に焼かれ、あちこちで消し炭みたいに黒く燻いぶされ風に散る。


    　立ち向かうことすらできない。


    　二十二隻せきの巡空艦は四つの単縦陣を組み上げ、市街地を四方から爆撃して炎の壁を作り上げ、逃げられない住民たちへむかって水平爆撃を敢行した。


    　またたくまに、穏やかだった五月の午後の底が火炎地獄に変じる。


    　次々に咲き乱れる火球が市街地を埋め、オレンジ瓦の破片が蒼そう穹きゆうに微細な飛ひ沫まつをあげる。


    　巡空艦の隊列は破壊そのものを楽しむかのように、庁舎も駅も市場も広場も、虱しらみ潰つぶしに爆弾の雨を降らせる。東西南北を炎の壁に閉ざされた人間たちは、地に跪ひざまずき泣き喚わめきながら焼かれるのを待つしかない。


    　立ち上る煤ばい煙えんは青空を真っ黒に塗りつぶし、昼は夜になる。乱れ飛ぶ火の粉こと明滅する火炎が虚むなしそうに巡空艦の下腹を撫なでる。爆撃開始から三十分経たずして、コールシュタットは火の海へ変じていた。


    　帝国軍も反撃できず、焼かれるのみ。


    　こうなることはわかっていたが、いざ現実に目の前にすると、誰しも畏怖と衝撃に身動きがとれなくなる。


    　事前に街を逃げ出して森や高台に逃げ散っていたひとびとは、焼かれる故郷を望遠しながら言葉を失う。


    　エデンに逆らうことはできない。彼らの言いなりになるしか、自分たちに生きる道はない。


    　おれたちはエデンの奴隷なんだ。逆らったなら、こうやって天空の火に焼かれてしまう。


    　そんな絶望が無言のうちに、グレイスランドの民に広がっていく。


    



    　ジェミニもコールシュタットを見晴らせる高台の森から、爆撃の一部始終を見守っていた。


    　その傍かたわら、当直将校ポドリッチ子爵が唇をわななかせながら、血のにじむような言葉を発する。


    「なぜ市街地を爆撃する必要があるのです。エデンに騎士道はないのですか」


    　ジェミニも口をへの字に曲げる。


    「恐れさせるのが目的だね。逆らえばこうなる、とぼくらに教えているのさ」


    「それでもこれはやりすぎです。戦闘に無関係な女、子どもを殺す必要がどこに。いまだかつて、グレイスランドのどの君主も、これほどの殺さつ戮りくに手を染めたことはありません！」


    　ポドリッチはわずかに涙さえ浮かべて、エデンの非道を糾きゆう弾だんする。


    「エデンは強いからね。なにしてもいいんだよ。腹立たしいことに」


    　いつもと変わらず安穏としたジェミニの口調だが、表情の底には明らかに怒りがあった。


    　かつてここまでジェミニが踏みつけにされたことはない。ルカでさえ、これほどの敗北感をジェミニに与えたことはなかった。


    　ジェミニは視線を彼方かなたの空域に転じる。


    　特等席から観覧するように、旗艦オリンポスは最初の位置から動くことなく、悠然と浮揚している。その後方にバッタのように群れ飛ぶ三十隻せきの輸送船にはおそらく、地上部隊が詰まっているだろうが、下りる気配はない。


    「……目標はパグラチオンか。コールシュタットはあくまで予行演習だ。皇都を爆撃し、帝国軍を無力化したところで、輸送艦から地上部隊を降ろすつもりだ……」


    　ジェミニはグレゴリオの思惑を読む。エデンの壁が消失する前に、リヴァノヴァ帝国の中枢を破壊して、ジェミニを帝位から追い落とし、グレゴリオがグレイスランド皇帝となる。エデンが地上を支配するには、それが最短ルートだ。


    「……実に腹立たしいね」


    　先ほどと同じ言葉を繰り返し、ジェミニはオリンポスを睨にらみ据すえる。


    　ジェミニの背後、森に隠した大型攻城砲十門は沈黙するのみ。いまだ一発の砲弾も撃っていない。砲兵が不満そうなのがわかる。しかしここから撃っても、飛行艦艇に届かない。届いたとしても、駆逐艦や巡空艦を一隻二隻撃沈したところで大たい勢せいに影響はない。


    　この隠し砲台が仕留めるべきは旗艦オリンポスなのだが、警戒しているのか一向に戦域に近づいてくれない。近づいてくれさえすれば一斉砲撃でダメージを与えられるのだが。このままではただコールシュタットを焼かれただけで終わってしまう……。


    



    　飛行戦艦オリンポス艦橋──。


    「赤子の手をひねるより簡単だな」


    　グレゴリオは燃え上がるコールシュタットの街並みを望遠しつつ、退屈そうに言った。


    　グレイスランド最強のリヴァノヴァ帝国軍も、エデン飛行艦隊にかかったならこのとおり。指先一本触れることもできず、火の海に沈む。できるのは部隊を解体して逃げ散ることのみ。まともな戦争にもならない。


    「巡空戦隊、見事だった。球型陣を組み直せ。皇都パグラチオンを目指す。帝国軍を殲せん滅めつし、ジェミニの息の根を止めるのだ」


    　グレゴリオの命令を受け、爆撃を終えて二列縦陣を組んだ巡空戦隊はゆっくりと旋回し、旗艦オリンポスへと艦首をむける。燃え上がるコールシュタットの炎が巡空艦の下腹を炙あぶる。二十二隻せきはおのれの戦果を誇るように、踏みつけたばかりの街並みを低空から航過していく。


    　剥むき出しになった屋根の梁はり。焼かれて溶けた教会のステンドグラス、噴水に群がったまま燻いぶされた芋虫に似た数十の死骸。士官たちは展望デッキから瓦が礫れきと死体と煤ばい煙えんに充みちる地上を見下ろしながら歓談し、ときに腹を抱えて笑いあう。


    　人間ではない。あれは地上に仇あだなす害虫だ。害虫を駆除してなにが悪い。艦内に充ちるそんな言葉が艦影に透けたそのとき、先頭を行く二隻が突然、真ん中から折れた。


    　艦首と艦尾が空を指し、艦体の中腹が地上を指す。破損部から積載していた砲弾と、作業していた人員が、地上を目指して落ちていく。


    　予兆は一切なかった。


    　ただいきなり、全長百二十メートルの巡空艦が二隻そろって船体をＶ字に折り曲げ、みるみるうちに高度を下げて、焼け焦げた地表面へ激突する。


    　灰白色の衝撃波が爆はぜたマイクロ一秒後、ひときわ巨大な火球が現出し、放射状の爆ばく轟ごうが瓦礫の街を払った。爆弾槽に抱え込んでいた五百キロ爆弾がすべて爆発したのだ。幾億の鋼鉄片が空域に散らばり、蒼そう穹きゆうへ灼しやく熱ねつの掻かき傷を刻む。


    「!?」


    　グレゴリオはようやく目を剥く。


    　あまりにも突然の出来事のため、眼前の情景を思考が瞬時に理解できない。


    「なんだ、事故か!?」「艦内爆発では？　一方の爆発が僚艦を巻き込んだものかと……」


    　航空参謀も、水平距離にして十キロメートルほど離れた二列縦陣へ目を凝こらす。先頭をいきなり失った後続も戸惑っているのか、陣形が崩れはじめる。


    　二列縦陣の周囲を警戒飛行していた駆逐戦隊から、電信連絡が入る。


    「駆逐艦ユーリより緊急電信！　敵襲!!　敵襲!!」


    　グレゴリオの眉まゆがぴくりと動く。


    「……来たか」


    　原因は事故でも誘爆でもない。


    　こんなことができるのは──アレだけだ。


    「敵は街へ下りた！　下方を警戒せよ！」


    　たぎるグレゴリオの双そう眸ぼうが見み据すえた先──。


    　巡空艦の爆発が作り上げた炎の海を突き破り、空間を一気に上昇するふたつの機影。


    　長く青い尾が空を斜めに裂いて──。


    　再び、陣形の中央にいた二隻せきの巡空艦が、真ん中から折れ、艦首と艦尾を天へ向ける。


    　破砕部から一瞬ヒドラ装甲の破片が散らばり、船内から生まれた炎が百二十メートルの船体を丸呑のみにして大気がめくれあがり、遅れて押し寄せた衝撃波がオリンポスを直撃、強化ガラスが音を立てて震える。


    「おおお……っ!!」


    　艦橋にいる将校たちがのけぞり、どよめく。ようやくここにいる全員が、いま飛行艦隊が攻撃を受けていることを悟った。


    「なんだいまのは、船ではないぞ!?」「翼竜でもない、ものすごい上昇力だ！」


    　オリンポス艦長たちが動揺する。無理もない、はじめてあれを見れば誰でも動じる。


    　しかしグレゴリオはバルバロッサ小破の原因となった、あの二機を知っている。


    「熾天使セラフイム級……っ!!」
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    　苦々しく呟つぶやいたその刹せつ那な、艦橋にいた将校たちもようやく、グレゴリオが見ているものを視認する。


    　生まれたばかりの火球が、その奥からあふれ出た煤ばい煙えんに埋もれて、空域の四方八方へ蜘く蛛ものように黒い触手を伸ばしていく、その直上、高度七百メートルくらい──。


    　熾天使ふたり。


    　二機とも右手に剣、左手に盾たてを持ち、煤煙によって真っ黒に染まった空のなか、蒼あおく浮き立ち、眼下に巡空戦隊十八隻せきを見下ろしている。


    　ルシフェル。


    　ミカエル。


    　グレイスランドにおいて唯ゆい一いつ、飛行艦隊に対抗できるふたつの先進兵器。全長十八メートルに及ぶ巨体は、ミカエルが白銀、ルシフェルは濃紺に塗装されている。


    　眉み間けんをたぎらせ、グレゴリオが命ずる。


    「なにをしている、対空砲ひらけ!!　駆逐戦隊、鎖弾を装そう填てんせよ!!　翼を狙い、関節を絡め取るのだ、行けぇっ!!」


    　我に返った通信士が慌てて、いまの命令を各戦隊へ打診する。巡空戦隊二列縦陣はようやく隊列を整え、空に螺ら旋せんを描くように上昇旋回しつつ、二機の占位する高度へ昇っていく。駆逐戦隊三十四隻は隊形を組まずに散開すると、舷側から突き出た滑腔砲に鎖弾を装填し、舌なめずりするようにゆっくりと二機の周囲を巡る。


    　蒼い翼を翻ひるがえす熾天使級機械兵二機は、互いの背中を空中で合わせた。


    　互いの死角を互いで補う、いにしえの剣豪のごとき空中姿勢。


    　高度七百メートルに昇り詰めた巡空戦隊は二列縦陣の先頭と最後尾が繋つながって、熾天使級二機を中心にした円環となり、左舷を必ず二機へむけたまま旋回をはじめた。


    　駆逐戦隊は逃げ場を封じるように円環の上下に展開し、徐々に距離を詰めていく。


    　ミカエルとルシフェルは背中を合わせたまま、剣と盾を構え、動かない。


    　空域の緊張が高まる。


    　巡空艦が描く円環の半径は四百メートルに満たない。徹甲弾を詰めた舷側砲は二機を直接照しよう準じゆんし、斉せい射しやの号令を待っている。


    　熾天使級二機はぴたりと剣けん尖せんを斜め上方に据すえ置いたまま、敵艦を睨にらむのみ──。


    



    　ルシフェルと神経接続したルカは、ルシフェルのカメラセンサーが捉とらえた映像をおのれの視覚として直接認識し、制御しながら発砲を待っていた。


    　背面カメラには、こちらに背中を預けたミカエルの発光する翼が映っている。


    　こめかみを汗が伝う。幾多の戦場を経験してきたルカも、こんな空中での戦いははじめてだ。


    『大丈夫なんだろうな、これ』


    　ヴィヴィに話しかける。


    『うまくいくことを祈れ。敵は多勢だ。こちらは極力、無駄なエネルギーを消耗しないよう戦う。生命金属のエネルギーには限りがあり、尽きれば死ぬことを忘れるな』


    　事前のヴィヴィの説明では、熾天使セラフイム級を構成する生命金属は、人間の筋肉と同じで、酷使すれば疲ひ弊へいするそうだ。疲弊を回復するのも人間と同じく、休息を与えるしかない。前文明では生命金属に「餌えさ」を与えエネルギーを再充填していたそうだが、現在ではこの技術が失われているため、いま生命金属が内包しているエネルギーを使い果たしたなら二度と稼働することができない。ミカエルとルシフェルがどれだけのエネルギーを内包しているのかは未知数であり、戦闘のなかで感じ取るしかない。


    『残りの燃料がわからないって不便だな』


    『稼働時間の限界が近づいたなら、心身への負荷が増大しておのずとわかるはずだ。蛮勇はいらぬぞ、最小限の動きで敵を倒せ』


    　おうよ、と返事してルカはこちらを取り巻く巡空艦十八隻せきの円環を睨にらみつける。


    　心身への負荷はすでにある。なにしろ丸一日かかってコールシュタットへ辿たどり着き、すぐに決戦なのだ。不眠不休で暴れ馬に乗り続け、そのまま敵群にたったふたりで飛び込んだに等しい。


    　先ほど二列縦陣の先頭艦艇に第一撃を加え、燃えさかるコールシュタットの街へ降下して、爆撃で薙なぎ倒された帝国軍機械兵部隊の残ざん骸がいからこの剣と盾たてを拾い上げ、再び空中へ飛び立った。剣は全長十二メートル、刃がついていて、飛行艦艇のヒドラ装甲なら両断できる。


    『来るぞ……っ！』


    　ヴィヴィの緊張した声が届いた。


    　こちらへむけられた十八隻の左舷、居並んだ百八の砲門がいずれもぴたりと据すえられた。射撃盤の演算が終わり、砲身の旋回角、砲弾の炸薬量が決定されたのだ。


    　直後──。


    　百八の火か箭せんが円環の中心を目がけ吐き出された。


    　ゼロコンマ二秒、弾着。


    　百八つの徹甲弾が円心で互いに衝突しあい、火球が生じ、熱膨張した大気は音速を超える衝撃波となり、空域に摂氏六千度の波は涛とうを押し広げる。


    　撃った巡空艦が、爆ばく轟ごうを浴びて船体をぐらつかせる。


    　熾天使級の上下を蓋していた駆逐戦隊も、三百六十度に駆け巡った衝撃波を浴びて一瞬、隊形がたわむ。


    　立ちこめていた煤ばい煙えんが爆風に掃き清められ、青空がわずかに顔を覗のぞかせ──。


    　一隻せきの巡空艦の左舷が、めきぃっ、と音を立てて凹んだ。


    　めりこんだのは、ミカエルの盾たてだ。


    　ヴィヴィはショルダータックルの要領で敵艦左舷へ盾を叩き付けると、右手の剣を振り上げて、左舷の凹みへ打ち下ろす。


    　紙細工を引きちぎるように、ヒドラ装甲が両断される。飛翔石を構造材に用いているため、脆もろい。裂け目から人員が悲鳴をあげながら落下していき、船体はまたしても悲しいＶ字を空間へ描き出し、破砕部から煙と炎を噴き上げながら水槽に沈むように墜落していく。


    　爛らん、とヴィヴィの翡ひ翠すいの瞳がたぎる。


    　蒼あおく輝く電磁の翼が翻ひるがえり──。


    　獲物を見定めた鷹たかさながら、ミカエルは下方に占位していた駆逐艦艇へ急降下。


    　周辺に散開していた数隻の駆逐艦艇が、ハリネズミのように船体の上下左右に配置した対空滑腔砲をミカエル目がけ照しよう準じゆんする。


    　針路を先読みした見越し射撃。


    　対空炸裂弾の豪雨がミカエルの針路上へ降り注ぐ。


    　真っ赤に焼けただれた雨が、ヴィヴィの視界前方を死の色に閉ざす。


    　──当たるか。


    　ミカエルの操縦に必要なのは思念波のみ。ヴィヴィは獲物への降下線をジグザグに思い描いて翼へ伝える。


    　発光する翼が、蒼く輝くＺ字を中空に連続させる。生物にのみ可能な屈折した降下線は先読み不可能、灼しやく熱ねつの雨を巧みに避けきり瞬またたく間に目標へ肉薄。


    　振り上げた十二メートルの刀身が駆逐艦艇の上部甲板を両断する。


    　上昇力、機動性を優先しているため駆逐艦艇の装甲はブリキだ。「空飛ぶバケツ」と揶や揄ゆされる脆ぜい弱じやくな装甲は、七千八百馬力の斬ざん撃げきの前になすすべがない。毛羽立ちのない切断面を炎の色に染めながら、ふたつに断ち切られた駆逐艦はゆっくりと炎の海へ飲まれていく。


    　巡空艦の舷側砲が俯角を取り、さらなる斉せい射しやがミカエルを襲う。


    　炸裂弾の黒薔ば薇らがミカエルの周縁へ乱れ咲く。時限信管により弾頭から撒まき散らされた幾千の弾子が炭素材装甲を掻かきむしり──。


    　黒薔薇を裂いて、ミカエルは上昇する。


    　巡空艦の円環が対空弾幕を吐き出す。


    　死の薔薇が咲き乱れる灼熱の花園を走り抜け、ヴィヴィの剣が巡空艦の舷側を貫く。


    　ヒドラ装甲が内側から膨張し、鈍い音を立てて引きちぎれる。ヴィヴィの至近距離に火球が芽生え、熱波がミカエルを飲み込む。


    　──熱い……っ!?


    　ヴィヴィはなぜかその熱を感じる。


    　これまで外気の影響を受けたことはないのに、なぜ突然……？


    　巡空艦が地に激突し、眼下に広がる炎の海をさらにたぎらせる。彼方かなた、飛行戦艦オリンポスに動きはない。あれが動き出す前にできるだけ多くの艦艇を仕留めたいが、徐々にヴィヴィにもルカにも疲労が蓄積されてくる。


    『くそっ、数多すぎっぞ、こいつら』


    　息を切らせながら、ルカが愚ぐ痴ちを垂れてくる。ヴィヴィに比べると飛び方がぎこちないのは、一か月前のバルバロッサとの戦いで飛翔ユニットに損傷を負ったせいだ。


    『群れへ飛び込み、同士討ちを誘え』


    『わかってる。だが気をつけろ、駆逐艦が時々、滑腔砲から鎖弾を撃ってくる』


    　ヴィヴィもそれは気づいていた。鎖の両端に鉄球が付いた鎖弾は、機械兵の関節を絡め取るための特殊弾だ。あれが巻き付いたら、随ずい伴はん歩兵のいない現状、自力で解くのは不可能。徐々に機動性を奪われて、最後は墜落することになる。


    　残存する駆逐艦は三十、巡空艦十四。戦いはまだ序盤だというのに、ヴィヴィもルカも疲労の色が見えてきた。


    　だが。


    『倒しきるぞ、ルカ』


    『おう。これで負けたら笑いもんだぜ』


    　ふたりは剣と盾たてを構え直し、次の獲物を見定める。必ず全艦、コールシュタットの大地に沈めると誓い、蒼あおい翼を翻ひるがえす──。


    



    「バケモノども……!!」


    　戦闘空域から五キロメートルほど後方に待機した戦艦オリンポス艦橋にて、グレゴリオは吐き捨てた。


    　無敵を誇るエデン飛行艦隊が、たった二機の機械兵を相手に後手後手を踏み、刻々とその数を減らしていく。


    「また食われた……っ！　あいつら、砲撃が効いていないのか!?」


    　艦橋の航空参謀が呻うめく。ここから見る限り、何度か徹甲弾が直撃しているのだが、二機は吹っ飛びはするもののすぐに体勢を立て直し、直撃弾を浴びせた砲門へ斬ざん撃げきを見舞う。


    　グレゴリオは二機の動きを絶えず監視しながら、


    「効いているはずだ。旋回性も上昇力も、一時間前よりずいぶん落ちた。あれだけ空中を上下左右に動けば、操縦士の負担も大きい。時間が経つほど疲ひ弊へいし、動きが鈍る。破壊は充分に可能だ、同士討ちを恐れず戦え」


    　おのれの言葉を無線で戦隊へ伝えさせる。敵機が群れに飛び込んでくる以上、砲撃したなら味方に当たることもある。それはやむを得ぬ犠ぎ牲せいだとグレゴリオは受け入れる。


    「砲撃指揮所へ伝えよ。徹甲榴りゆう弾だんと炸裂弾で二機を狙え。味方が威力圏にいようが構わず撃て。奴らの動きを止めるのだ」


    　グレゴリオの非道な命令が戦艦砲術長に伝えられる。砲術長は拝命し、いまの命令を各砲塔へ連絡する。砲手たちは粛々と、味方を殺傷する炸裂弾を三十六センチ主砲へ装そう填てんする……。


    



    「はぁ、はぁ、はぁ……」


    　ルカは懸命に息継ぎしながら、ルシフェルの高度を上げていた。


    　戦闘開始からすでに一時間以上経過した。体力の消耗が激しい。上昇と下降を繰り返すたびに、頭痛と耳鳴りが激しくなる。


    　目がくらむ。挙動が重い。乗り込んだ直後には感じなかった剣と盾たての重み、装甲のわずらわしさを感じる。重量と、その内部にこもった熱に苦しむこの感覚は、中世の重装歩兵が感じたものと同じだろう。


    「くそっ、負けねえぞ」


    　だがルカも少年時代から傭よう兵へい暮らしを送り、戦列歩兵として前線に立ってきた。戦闘がはじまったなら勝敗を決するのは戦術ではなく意地と気合いと根性だと理解している。飛行艦隊と機械兵が空中で激突するという異常な戦場においても、その基本は同じだ。


    　──心が折れたほうが負ける。


    　自みずからに言い聞かせたそのとき。


    『わかっている。絶対にくじけるな』


    　ヴィヴィの励ましが通信から返った。ルカはやや面食らう。


    『おれ、いま口に出して言ったか？』


    『うん？　出していないのか？』


    　ヴィヴィは怪け訝げんそうだ。


    『口じゃ言ってねえぞ。そう思っただけだ』


    『……ふむ。……神経接続時間が長すぎて、同調が深くなっているのかな。心で思ったことが伝わるのかも』


    『なんだそりゃ。心と心が通じ合う、ってか』


    『……わからぬ。だが、そんなことを鑑かんがみる場合でもない。敵の砲撃が激しくなっている。同士討ちも辞さぬ構えだ』


    　ヴィヴィの返答のむこうで、爆発音が連続している。三十に区切られた視界を注視したなら、ヴィヴィは対空弾幕をかいくぐりながらすれ違いざまに駆逐艦艇を両断していた。まだ元気そうだが、しかし疲労の色が声や挙動に垣かい間ま見える。


    　ルカは無理やりに目を押しひらき、敵艦の群れを観察する。もはや駆逐戦隊も巡空戦隊も隊列を留めず入り交じり、炸裂弾、徹甲弾、鎖弾を四方八方から間断なく浴びせてくる。


    　三十のカメラセンサーで砲弾の接近を同時に把握し、ルカは射線の縫ぬい目を飛ぶ。擦さつ過かしていく砲弾が増え、避けようのない徹甲弾は炭素材装甲を信じて甘んじて受ける。


    「……ぐ……っ!!」


    　生命金属の受けた衝撃がそのままルカの肉体へ伝う。それで肉体が損傷するわけではなく、運動エネルギーの衝撃と熱がこちらの神経へ伝うだけだが、それでも叫びたくなるほどの痛みだ。


    「負けねえぞ畜生……っ!!」


    　歯を食いしばり、折れかけの翼を強引に翻ひるがえし、ルカは直近の巡空艦の上部甲板に剣けん尖せんを突き立て、自みずから甲板に降り立つ。


    　盾たてが重い。捨てちまおう。そう決めて盾を破砕部へ突っ込み、盾の上縁を足で踏んづけてさらに船体へめり込ませる。破砕部が押し広がり、やがて船体の真ん中がぽきりと折れて、ルカの盾もろとも巡空艦は墜落していく。


    　これで巡空艦を五隻せき、駆逐艦艇は八隻仕留めた。だがまだ敵は三十隻以上が健在だ。激しくなる対空砲火を縫いながら飛ぶと、直撃していないのに痛烈な痛みがルカの下腹部に走った。


    『うぐ……っ!!』


    　同時にヴィヴィの呻うめきが耳元に鳴る。画面を見たなら、ミカエルがくるくると回転しながら中空を吹き飛ばされていた。どうやら至近距離から徹甲弾を受けたらしいが。


    　いま感じたのはもしかして、ヴィヴィの痛みか。


    『おい、ヴィヴィ!!』


    　ルカが叫んだと同時に、ヴィヴィは体勢を立て直す。


    『……なんでもない。装甲は無事だ。不覚を取った』


    『ならいい。でもいま、お前の痛みがおれに来た！』


    『……あぁ。さっきからお前のダメージもわたしのところへ来ている。装甲を信用するのはいいが、もう少し丁寧に回避しろ』


    　ヴィヴィの言葉に、ルカは驚く。


    　──マジか。


    　──こいつ、さっきからずっとおれの痛みを……。


    『つまらんことを気にするな。こいつらを全部仕留めてから仕返しはしてやる。行くぞ』


    　ルカの心の声に返事すると、ヴィヴィは剣を構え直し、中世の姫騎士さながら颯さつ爽そうと空中を駆け、敵艦の急所を一刀両断に切り捨てる。浴びせかけられる砲弾の縫い目を縫い、照しよう準じゆん不可能なジグザグの軌道を空へ描き、目に映った敵艦を斬り捨てていく。


    　──ヴィヴィ……。


    『なんだ』


    　──なんでもねえ。心で思っただけだ。


    『喋しやべっていないのか。普通の言葉と区別がつかんぞ、まぎらわしい。少し黙っていろ』


    　──おれだって黙りたいんだが。でも心が筒抜けだとどうしようもねえな。


    　胸中で話しかけたそのとき、ルカの同位高度にあった巡空艦の舷側が爆煙に埋まった。


    　発射された徹甲榴りゆう弾だんをルカは視認、機体を空中に滑らせて回避。


    『ちょっと待て。もしかしてわたしの心も筒抜けなのか』


    　ヴィヴィの声を片耳で聞きながら、撃った敵艦へ顔をむける。


    　──そうだな。できるだけ読まないように気をつけるけど。


    　電磁の翼が翻ひるがえる。視界のうち、敵艦がみるみるうちに膨張する。


    『貴様、いまなぜわたしの心の声に反応した!?』


    　──なんだよ、いまの言ってないのかよ。区別つかねえよ。


    　心で返事しながら、十二メートルの刀身を振り上げ、七千八百馬力を全開にして振り下ろす。


    『やめろ、貴様、それは反則だ!!　わたしの心を勝手に覗のぞくな!!』


    　──覗きたくねえよ。でもしょうがねえだろ、そういう状態なんだから。


    　砕けた装甲が蒼そう穹きゆうに舞う。乗務員たちが破砕口からこぼれおちる。


    　船内の爆弾が誘爆する。耐えがたい熱にその身を焼かれる。


    『……ぐぅっ!!』


    『……ぬ……っ!!』


    　ルカとヴィヴィはふたりそろって、同じ熱に焼かれ。


    『無事か、ルカ！』


    　ヴィヴィの悲鳴を片耳で聞き、ルカは思わず笑う。


    『いまの、もしかして心の声か？』


    『ぎゃ────っ!!』


    　──一心同体だな、ヴィヴィ。


    『気色の悪いことを言うな!!　誰がお前などと同体だ！　……そうだ、わたしたちはいま一心同体だ』


    　──口で言ってることと心で思ったことが同時に聞こえたのかな、もしかして。


    『ぎゃ────っ』


    　ヴィヴィは泣きそうな悲鳴をあげながら、しかし戦いは一切やめていない。ツバメのように戦闘空域を縦横に駆け、敵を斬り捨て、蹴け倒し、群れの破れ目へ飛び込んで破れを押し広げ、逃げる敵の背中へ致命傷を与える。


    　辛つらい戦いだ。けれどヴィヴィと心の言葉を交わしていると、痛みや辛さや疲労がどこかへ消えていくような。


    　心の中身が全部相手に伝わってしまうのは非常に辛いが、同時に、お互いの素直な気持ちが交流できて心地良くもあった。


    　なにより、伝わってきたのは。


    　──ヴィヴィってそんなに、おれのこと嫌ってないんだな。


    『なんだそれはどういう意味だこの非常時に、真ま面じ目めに戦えバカ男!!　……嫌いなわけがないだろう？　なにもできないわたしに、生活する方法を教えてくれたじゃないか』


    　ヴィヴィの言葉と心の声を同時に聞きながら、ルカはどうしても笑ってしまう。かわいそうなのでヴィヴィに指摘しないが、ヴィヴィの心は口とは正反対なのがよくわかった。


    　火炎と煤ばい煙えんの地獄なのに。


    　ヴィヴィの心と繋つながっていると、勇気が湧わいてくる。


    　身体が活力を取り戻し、剣を握る手に力をくれる。


    　──ヴィヴィは死なせねえぞ。


    　──おれの命に替えても、ヴィヴィだけは生還させる。


    『な……っ!?』


    　どうやら心の声が聞かれてしまったらしい。だがもういいや、とルカは思った。本心をあけっぴろげにひらいて、最後の決戦を乗り切ろう。


    『行こうぜ、ヴィヴィ！　おれたちなら必ず勝てる！』


    『わ、わかっている!!　わたしひとりで充分だ、お前は勝手にひとりで死んでろ!!　……違うよ、ルカ。この敵に勝って、わたしたちふたりで帰るんだ』


    　ルカの胸の奥から、新しい活力が湧き出てくる。敵がどれだけ強かろうが関係ない。


    　──そうだ。ふたりで帰る。


    　一度の疾駆で駆逐艦を二隻せき撫なで切りにし、散華の炎を背後に背負って、ルカは天空を翔かける。


    　──勝てるぞ。


    　自みずからを鼓こ舞ぶした、そのとき。


    　三十に分割された視界がいずれも炎に染まった。


    　巨人に後ろ髪を掴つかまれ引きずられたかのように、ルシフェルとミカエルが遙はるか後方へ弾き飛ばされる。


    　耳をつんざく飛来音。太鼓を打ち鳴らすように連続する爆発。榴りゆう弾だんの炎が戦闘空域で濁だく流りゆうの渦を描き、熾天使セラフイム級機械兵はおろか巡空艦や駆逐艦艇をも巻き込んでいく。


    　直撃弾を受けたらしい。だがこれは巡空艦の巡空艦の十七センチ砲の威力ではない。恐らく戦艦の三十六センチ砲、徹甲榴弾の直撃……。


    　頭の片隅が理解する。砲撃はやまない。相変わらず次々に、周辺に炸裂弾が花咲く。


    　飛び散る弾子が二機の機械兵はおろか、味方の巡空艦や駆逐艦をも巻き込んでいる。


    　至近で炸裂弾が爆発したなら、駆逐艦のブリキ装甲は穴だらけとなり、内部の船員も無事では済まない。だが飛行戦艦オリンポスはお構いなく、五キロメートル離れた場所からすさまじい艦砲射撃を浴びせてくる。


    　──あの野郎、味方もろともおれたちを消そうってか……!!


    　呆あきれながらも、ルカはともかく機体を守るべく体勢を立て直す。


    　青空が消えている。


    　空域は火球と爆煙の地獄だ。オリンポスの徹甲榴りゆう弾だんがルカの至近を飛行していた巡空艦を直撃、僚艦が誘爆に巻き込まれる。


    　ミカエルとルシフェルは数十発の炸裂弾の爆発を至近に浴びて、ただ手足を折り曲げ吹き飛ばされ、火球の熱に焼かれつづける。痛みが麻ま痺ひしてくれない。操縦席そのものを溶岩に投げ込んだのと同じ熱がルカとヴィヴィを焼きつづけている。


    　死んだほうがマシだ。せめて失神したい。


    　けれど。


    　──ヴィヴィ！　ヴィヴィ!!


    　ルカはヴィヴィの名を呼びつづける。返事がない。心の声さえ聞こえない。


    　まさか。


    　──ヴィヴィっ!!


    　呼ぶ声が、新たな爆発に飲み込まれる。腹の底へ溶岩を流し込んだような、文字どおりの灼しやく熱ねつ地獄。


    　真っ赤に焼けただれた視界に、こちらを目がけて放たれる複数の鎖弾が見えた。


    　回避不可能。


    　ルシフェルの右肘ひじに鎖が絡みつき、動きを封じる。


    　艦砲射撃に巻き込まれながら、勇敢な駆逐艦乗りがここぞとばかりに鎖弾を装そう填てんし、ルカとヴィヴィへ発砲してくる。


    　ミカエルへ放たれた三十五発の鎖弾のうち、六つがミカエルの手足に絡みつき、さらにひとつは背後に背負った飛翔ユニットに巻き付いた。


    　ぐらり。


    　飛翔ユニットが機能しなくなったのか、ミカエルの身体が大きく傾き、落下していく。


    　ルカは目を押しひらく。


    　まずい。


    「ヴィヴィっ!!　返事しろヴィヴィっ!!」


    　懸命に呼んだ。返事がない。


    　ルカはカメラの焦点をミカエルに当て、拡大して状態を確認する。


    　肘、膝ひざ、腰、そして背中の飛翔ユニットに複数の鎖弾が巻き付き、さらに複数の駆逐艦が接近して鎖弾の猛射を加えている。ミカエルはなすすべなく全身を巻き取られ、ついに背中の飛翔ユニットが蒼あおい輝きを失ってしまった。


    　頭を下にして、ミカエルは力なく落下していき──。


    　土つち埃ぼこりをあげて、コールシュタット郊外の平地に激突した。


    「…………っ!!」


    　ルカは見ひらいた目を地表面にむける。うつぶせに倒れたミカエルの翼は、複数のフレームが折れていた。


    　あれでは飛べない。戦闘継続は不可能。だがせめて生きていてくれ。


    「ヴィヴィっ!!　ヴィヴィっ!!」


    　ただ名前だけを呼ぶ。しかし応答はない。


    　まさか死んだのか。いや、まさかそんな。


    　空へ目を転じたなら、立ちこめた煤ばい煙えんを引き裂いて、飛行戦艦オリンポスがゆっくりとこちらへ接近してくる。


    　──とどめを刺すつもりか。


    　──させねえぞ、畜生……っ!!


    　ルカは空域を睨にらみつける。戦艦の艦砲射撃に巻き込まれたせいで、残存する艦艇の数もずいぶん減っていた。残るは巡空艦四隻せき、駆逐艦七隻。それに戦艦が一隻と輸送船三十。


    　──あの戦艦を倒す……っ!!


    　決意し、飛ぼうとする。


    　だが。


    【エネルギー残量がわずかだ】


    　ルシフェルの声。


    【あと一回の戦闘行動で、わたしは死ぬ】


    　くそっ、とルカは舌打ちする。通常の機械兵でも戦闘時のエネルギー消費は巡航時の十数倍に達する。熾天使セラフイム級もその例外ではないらしい。エネルギー再充填の技術が失われた現在、次の戦闘行動でルシフェルは稼働限界を迎える。


    　しかし敵艦隊は休ませてくれない。ルカを目がけていまも空中を鎖弾が乱舞し、ルカは懸命に回避しながら接近するオリンポスを待ち受けている。あの戦艦を墜おとさねば、グレイスランドに未来はない。


    　一回の行動で、戦艦一隻と残存飛行艦艇をすべて仕留めるにはどうすれば……？


    　ルカはセンサーカメラの映像を見渡しながら、反撃の手段を探る。


    　と──。


    　コールシュタット市街地にほど近い、緑に覆われた高台に、白いローブに身を包んだ長身の将校がぽつねんと突っ立っているのを認めた。


    「あいつ……」


    　拡大する。見覚えのある褐色の肌と、女性と見まがう端正な顔立ち。


    　──ジェミニ……。


    　ルカの宿敵は珍しく真剣な表情で、ルカと飛行艦隊の戦いを見守っている。


    　ファニアの手紙では、ジェミニはルカがルシフェルに乗っていることを知っているという。


    　──えらく悲壮な顔してんな。にやにや笑いはどうした。


    　だが無理もない。飛行艦隊に帝国軍は戦闘を挑むことすらできず、ただ爆撃を食らうしかなかった。経験のない敗戦のかたちに、さすがのジェミニも意気消沈しているのだろう。


    　──いや。


    　あのジェミニがただ殴られっぱなしでいるわけがない。


    　交渉決裂以降、飛行艦隊への反撃手段を考えたはず。


    　その結果──ジェミニは緑に覆われた高台にいるのでは。


    　ルカはジェミニの後方の森林を拡大してみた。


    　よく目を凝こらしたなら、枝葉の織りなす暗がりのなか、銀光りするなにかが見える。


    　──大型攻城砲を隠したのか……。


    　事前にパーツごとに分解して森に入り、森の一部を伐採して設置場所を決め、そこで組み上げてから枝葉をかぶせれば隠蔽は可能だ。ジェミニなら、そういうことをやる。


    　ルカはじいっとジェミニを観察した。


    　ルカに文字を教え、裏切り、自みずから皇帝になってファニアを奪い、さらに史上最大の会戦でルカを完かん膚ぷなきまでに打ち破った男。


    　ことあるごとにルカの人生を妨害してきた最低最悪の男が、いつかルカに告げた言葉が胸のうちに蘇った。


    　あれは確か、ウルキオラ暴動が決着したとき。


    　ルカを処刑しようとした王国軍をアステルが蹴け散ちらし、ジェミニの愛馬に二人乗りして逃げ出しながら、あの男はこう言った。


    『いいことを思いついた。ぼくはリヴァノヴァ皇帝になるから、きみは革命を起こしガルメンディア王になりたまえ。ふたりでグレイスランドを統合して、エデンと戦えばきっと勝てる』


    　スケールの大きすぎる言葉を、あのときのルカは鼻先で笑った。そののちふたりは袂たもとを分かち、世界を二分して決戦に挑み、いまここで仲良くそろってエデンに敗北しようとしている。


    　──ここへ来い、ルカ。


    　視界に映し出されるジェミニの表情が、そう告げているように思えた。


    　──ぼくらふたりでエデンを倒そう。


    　聞こえるはずのないジェミニの言葉が聞こえる。


    　けっ、とルカは口角を吊つり上げる。


    　──最後の最後で、お前とまた組むとはな。


    　自じ嘲ちようして、ルカは翼を翻ひるがえし、ジェミニのいる高台を目指し飛んだ。


    　飛行が安定しない。傷ついた鳩のように上下左右に大きく揺れながら、敵艦の砲撃をかわしつつ、水平距離一・五キロメートルほどを一気に駆け抜け、高台の足下の大地へ降り立つ。


    「はぁ、はぁ、はぁ……」


    　赤土の大地に両足をつけて、ルシフェルを休ませる。敵戦艦と他飛行艦艇がルシフェルを目指し悠然と接近してくる。あれが来るまでできるだけ休み、最後の行動にすべてを賭かけたい。


    　高さ百メートルほどの高台を見上げる。ジェミニが高台の縁から身を乗り出してルシフェルを見下ろし、にやりと笑った。


    



    「上出来だ、ルカ。さすがぼくの親友」


    　ジェミニは届かない言葉を百メートル眼下の機械兵へ投げかけてから、目を水平に戻す。


    　飛行艦艇群は勝利を確信したように、ルシフェルへ接近してくる。


    「戦艦、近づいてこい」


    　できればグレゴリオを殴りつけたいのだが、飛行戦艦オリンポスはルシフェルではなく、大地にうつぶせに倒れているミカエルへと距離を詰めていく。


    「爆撃するつもりか……」


    　戦艦の下部には爆弾槽があり、ハッチをひらけば数十トンの爆弾をミカエルへ落とすことができる。いかに熾天使セラフイム級といえど、それだけの火薬量には耐えられまい。飛行戦艦に仇あだなす戦力は、あとかたなく地上から消し去るつもりだ。


    　一方、巡空艦四隻せきと駆逐艦七隻はルシフェルへと接近してくる。真打ちの飛行戦艦が到着する前に、ルシフェルを確実に戦闘不能に追い込もうというのか。


    　ちっ、とジェミニは舌打ちした。できれば雑魚は相手にしたくない。


    「グレゴリオを殴りたいんだけどな……」


    　皇帝は愚ぐ痴ちりながら、徐々に艦影を大きくしてくる巡空艦と駆逐艦を睨にらみ据すえた。


    「……でも仕方ないか。この状況だし」


    　ジェミニは短いため息と共に、覚悟を決めた。


    「助けてあげるよ、ルカ。その代わり、必ずグレゴリオを仕留めてね」


    　眼下のルシフェルに乗っているであろうルカを見下ろし、ジェミニはいつものように、いやみたらしく笑ってみせた。


    



    　ヴィヴィは荒く呼吸しながら、砂嵐の混じる視界を睨みつけていた。


    　カメラの多くが損傷したらしく、三十あった画面のうち半分以上が砂嵐や光の明滅となっていた。


    　思念波をいくら送っても、生命金属の寿命が尽きたミカエルはうつぶせに突っ伏したまま微動だにしない。


    　かろうじて生き残っている背面カメラが、接近してくる戦艦オリンポスの威容をヴィヴィの網膜に映し出す。どうやら爆撃で跡形もなく仕留めるつもりらしい。死んでしまった生命金属はきっと分子結合を保つことができず、ヴィヴィごとどろどろに溶け出すだろう。


    　──ここまでか。


    　無念だった。あと一歩のところまで追い詰めはしたものの、結局勝てなかった。


    　悔しさが、瞳をにじませる。


    『ヴィヴィ!!　返事しろ、ヴィヴィ!!』


    　ルカの必死の叫びが、ヴィヴィの傍かたわらから届く。


    『すまない、ルカ。わたしはここまでだ。あとを頼む』


    　言葉に出して返事するが。


    『ヴィヴィ、頼む、なにか言ってくれ!!』


    　通信装置が壊れたらしく、こちらの言葉はルカに届いていない。


    　背面カメラの映像が、オリンポスの下腹で埋もれた。空が見えない。船体下部から突き出した逆ドーム型艦橋に、こちらを満足そうに見下ろすグレゴリオを視認する。


    　ミカエルのことを粗大ゴミ扱いし、ヴィヴィを水槽の金魚呼ばわりしたあいつにせめて一矢報むくいたかったのに。


    　オリンポスの船体下部、爆弾槽のハッチがひらいた。あそこには確か、一トン爆弾が二百発ほど収納されているはず。


    　ヴィヴィは動けない。二百トンの火薬が生み出す溶岩流に飲まれたなら、ヴィヴィはここで溶けて消える。


    　──すまない、ルカ。


    　心のうちで、ルカに詫わびた。


    　ぽろりと一粒、涙がこぼれた。


    　──きみと過ごした一か月、本当は楽しかった。


    　──生きることをあんなに楽しいと思ったのははじめてだ。


    　爆弾槽から、ヴィヴィを目がけて一トン爆弾が一斉に降り下りてくる。集音マイクが拾い上げる風切りの高い音が、ヴィヴィへの葬送曲だ。


    　──幸せな時間をくれて、ありがとう。


    　そんなことを思って、ヴィヴィは目を閉じた。


    



    　ルカは彼方かなたの情景を見やりながら、ただ叫び声をあげることしかできなかった。


    　駆けつけたいが、機体が動かない。どんなに動こうとしても、ルシフェルは両膝ひざを地にくっつけたまま動いてくれない。


    　水平距離二キロメートルほど彼方──。


    　飛行戦艦オリンポスの直下が、火炎の海に変じていた。


    　倒れ込んだミカエルの直上に占位したあの戦艦は、高度百メートルほどのところから一気に、百発を超える一トン爆弾を投下した。


    　爆発のたびに、ミカエルの身体が鞠まりのように吹き飛ぶのが見えた。爆風のただなか、寿命を迎えた生命金属は無残に引きちぎられ、ミカエルの腕や足が火球の狭はざ間まを舞い飛び、熱に溶かされていた。


    　ルカは声を枯らして叫んでいた。


    　爆撃の直前に聞こえた声が、いまはもう聞こえない。


    『きみと過ごした一か月、本当は楽しかった。生きることをあんなに楽しいと思ったのははじめてだ。幸せな時間をくれて、ありがとう』


    　そんな言葉が最さい期ごだっていうのか。最期の最期にそんなことを言うなんて卑ひ怯きようだろ。やめてくれヴィヴィ、ウソだと言ってくれ。


    　爆煙のなかに舞い飛ぶ、ミカエルの肉片を視認しながら、ルカは叫ぶしかなかった。


    　そして自分の直上にも、巡空艦四隻せきが占位したのを見る。


    　見上げたなら、巡空艦の下部の爆弾槽がひらいていた。無数の二百五十キロ爆弾が懸架器に架かっているのが見える。


    　──おれもあれで死ぬのか。


    　ルカはルシフェルを動かそうと、思念波を手足へ集中させる。しかし動かない。


    　──まだ死ねない。


    　──飛行艦隊を全滅させるまでは、死ねない……！


    　奥歯を噛かみしめ、ルカは直上を見上げ、それから高台のジェミニへ目を転じる。


    　褐色の笑みがルカにむかい咲いて──。


    



    「てぇっ!!」


    



    　ジェミニの号令と同時に、森に隠れていた大型攻城砲、口径三十六センチ十門が一斉に火を噴いた。


    　枝葉の天てん蓋がいを吹き飛ばし、戦艦の主砲に匹敵する徹甲榴りゆう弾だんが巡空艦四隻へ火線を引く。


    　三輪、四輪、紅ぐ蓮れんの華がつづけざまに空に咲く。


    　蛸たこの触手のごとき黒雲が蒼そう穹きゆうに伸びゆき、火炎と粉ふん塵じんと火の粉こが乱れ飛び──。


    「…………っ!!」


    　炎上し、のたうち回る四隻の巡空艦をルカは視認する。いずれも舷側から炎を噴き上げ、水槽の底へ沈むように、ゆっくりと高度を落としていく。いきなり装甲が膨れあがり、けたたましい火炎の吐と瀉しやを中空へ散らし、爆砕する艦もある。残る三つは懸命に重力に抗あらがおうとしていたが、やがて力尽き地面に激突、野太い炎の柱へ変じていった。


    　ジェミニの野郎、やりやがった。


    　あいつは無事なのか。


    『ジェミニっ!!』


    　ルカの叫びが、機外スピーカーによって外界へ増幅して放ち出される。


    　空域が煤すすけてなにも見えない。残存する駆逐艦艇七隻せきが慌てて高台から距離を取り、いまや剥むき出しになった攻城砲十門を高空から確認する。


    　彼方かなた、戦艦オリンポスの主砲が高台を照しよう準じゆんするべく旋回している。


    　まずい。


    『逃げろ、ジェミニっ!!』


    　ルカは叫んだ。


    



    　増幅されたルカの声が耳に届き、ジェミニは爽やかな笑みをたたえた。


    　ルカがぼくを心配してる。


    　これだけひどい仕打ちを浴びせてきたのに。メルヴィルをこの手で殺したのに。ファニアをきみから奪ったのに。


    　それなのに、優しいルカがぼくを心配してくれる。


    　あぁ……。


    　ジェミニは生まれてはじめてのすがすがしい感情に陶酔していた。


    　物心ついて以来の邪気がすっかり抜け落ちた、ひとりの青年としてのまっさらな笑み。


    　積み重ねてきたすべての凶行を洗い流すくらい清らかななにかが、心の奥からこみあげてくる。


    　彼方、オリンポスの左舷主砲に斉せい射しやの砲煙を視認。


    　焼けただれた十数の火か箭せんが、空に放物線を描いている。


    　数瞬後、あの放物線はここへ届き、ぼくの身体は炎熱のうちに溶けて消える。


    　けれど、ルカ。


    「見つけたよ」


    　ジェミニは笑顔をたたえ、遙はるか眼下のルカへ告げた。


    「ぼく自身より大切なひと」


    　ジェミニは満足げに微ほほ笑えみ、飛来する放物線へ両腕を広げる。
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    　リヴァノヴァ皇帝の隠し子として生まれ出て、母から疎うとまれ、父から家を追放された。誰にも愛されたことがなく、友達もなく、ずっと独りぼっちでアパートの部屋で本を読んでいた。生きることが楽しいなんて思ったことはないし、どうして生きなきゃいけないのか意味がわからなかった。ひっそりと部屋で死ぬまで本を読んで過ごすはずだったのに。ぼくの人生はきみとの出会いで大きく変わった。


    　ルカ。


    　命を投げ捨ててでも助けたいと思える、たったひとりの親友。


    　きみがくれた人生を、きみのために返すよ。


    　人生最後のこの数瞬、ぼくはすべてを理解することができた。


    　生きる、って、こういうことなんだ。


    　大切な誰かのために生きるだけで、こんなにもすがすがしく、こんなにも自分が誇らしい。


    　それがわかっただけで、ぼくが生きた意味がある。


    「ありがとう。さよならルカ」


    　見上げた空が真っ赤に焼けただれ──。


    　十数の火か箭せんが高台に降り立ち、ジェミニを灰へ変えた。


    　衝撃波が空を爆はぜ、葬送の火柱が天空を指し示し、遅れて生じた火球がみるみるうちに膨張し、隠し砲台を飲み込む。


    　さらに戦艦オリンポスの主砲が火を噴き──十八発の徹甲榴りゆう弾だんが着弾。


    　高台は泡立つ火球に覆われて、衝撃波が空間をめくりあげ、炎上した森そのものが爆風に吹き飛ばされる。


    　誰も生き残ることはできない。天空を統すべる神のごときオリンポスの怒りが、隠し砲台のあった森を根こそぎ消し去ろうとしている。


    　執しつ拗ようなほどに焼き、砕き、なぎ払い──。


    　砲撃が終わり、風が煤ばい煙えんを洗い流すと、森どころか頂部そのものをもぎ取られた高台がすがたを現した。


    　ジェミニの着ていた白いローブの切れ端が爆風に乗ってひらひら舞い飛び、高台の下のルカのところへ舞い降りて、皇帝の死を伝えた。


    



    「…………っ!!」


    　ルカは呆ぼう然ぜんと、高台に降り注ぐ艦砲射撃を見上げていた。


    　斉せい射しやはいつ終わるとも知れなかった。地面が鳴動し、吹き上がった炎が空に立ちこめた煤煙を赤黒く照らし出す。これでは高台にいたものは誰ひとり生き残れないだろう。


    「ヴィヴィと……ジェミニが……死んだ……」


    　目を見ひらいたまま、ルカはその事実を確認する。


    　あの凜り々りしいヴィヴィが。憎らしいほど強いジェミニが。


    　エデン艦隊に敗れ、殺された。


    「こんなわけ……あるか……っ！」


    　ルカは自分を励ます。このまま終われるわけがない。おれが戦って、残る飛行戦艦と駆逐艦を叩き落とし、ふたりの無事を確認する。


    　ふたりとも絶対生きてる。溶岩に飲まれようが、艦砲射撃の嵐に見舞われようが、あいつらが簡単に死ぬものか。


    「このまま……終わらねえぞ……!!」


    　ルカは両膝ひざを地につけたまま、飛行戦艦を睨にらみつける。


    　駆逐艦がルシフェルを目指し接近してくる。その遙はるか後方、ミカエルへの爆撃を終えたオリンポスもまたゆっくりと舳へ先さきをルシフェルへむける。ミカエルと同じやりかたで葬るつもりか。


    　──あと一撃。


    　ルカはじいっとその一撃を放つべきときを待つ。


    　──膝と翼だけ、守れ。


    　ルシフェルの背中を高台の傾斜にくっつけて、両膝を地につけ膝立ちの体勢になる。これでいくら鎖弾を撃たれようが、翼と膝に巻き付くことはない。


    　駆逐艦七隻せきがゆっくりしのびより、舷側をこちらにむけた。戦艦が来る前に、鎖弾の猛射で動きを完全に封じるつもりか。


    　ルシフェルはもはや駆逐艦を相手にしない。ただ飛行戦艦だけを睨みつける。


    　──おれはもう動けねえぞ。


    　──安心して近づけ。勝ち誇りながら、哀れな敗者を見下ろしてみろ。


    　数十発の鎖弾がルシフェルを目がけ発砲された。


    　市民から投石を浴びる犯罪者のように、ルシフェルは跪ひざまずいたまま鉄鎖に身体を絡め取られていく。首も、両腕も、胴回りも、幾重にも鉄鎖が巻き付き、身動きが取れない。


    　そして──。


    　みじめなルシフェルを嘲あざ笑わらうように、巨大な影がルカに覆い被さった。


    　見上げたなら、全長三百十二メートルの巨体が高度百メートルほどのところから、ルカを見下ろしていた。


    　同型艦バルバロッサが竜騎兵隊に苦戦した反省なのか、艦橋を除く全面が分厚い鉄鋼装甲に覆われていた。竜騎兵はもちろん、攻城砲で砲撃しても効きそうにない。


    　船体下部の逆ドーム型艦橋に、こちらを見下ろし満足げに笑うグレゴリオを視認する。直接の面識はないが、ヴィヴィやファニアから話は聞いている。いかにも気取った風ふう体ていだが、頭部に巻いている包帯はファニアに殴られたせいだろう。


    『お前がグレゴリオか』


    　機外スピーカーから話しかけた。


    　グレゴリオは冷たく笑みながら、強化ガラスを通じてルカを見下ろすのみ。


    　地上の猿が。


    　相手の言葉は届かないが、冷笑からそんな台詞せりふが伝ってくる。


    『ファニアに殴られたらしいな』


    　鉄鎖に両腕を封じられたまま、ルカは冷笑しながら逆ドーム型のデッキを見上げる。


    　スピーカーに増幅された言葉は届いているらしく、グレゴリオの笑みがやや歪ゆがむのが見えた。


    　ルカは冷笑を深め、言葉をつづける。


    『お前の敗因はな』


    　──頼む、ルシフェル。


    『そんな場所からおれを見下ろしたことだ』


    　──残りのエネルギー全部、翼と両足に込めろ。


    　凄せい惨さんな笑みをたたえ、ルカは勝利を告げる。


    『おれは引きずり下ろす専門家だぞ、間抜け』


    　グレゴリオの表情にわずかな戸惑いが爆はぜた、その刹せつ那な──。


    　生命金属の残存エネルギーがすべて、ルシフェルの上昇力へ変換された。


    　上体を鉄鎖に縛り付けられたまま、ルシフェルは両足で地を蹴け立たて、電磁翼を翻ひるがえして砲弾さながら高度百メートルを瞬またたく間に上昇──。


    　全長十八メートルの徹甲弾と化したルシフェルが、逆ドーム型艦橋の底から艦内へと突入する。
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    　砕けたガラスが蒼そう穹きゆうを舞い──。


    　釜かまの底が抜ける。


    　巨獣が血ち反へ吐どを吐くように、破砕部から機材や椅い子すや艦橋に居合わせた高級将校たちが地上を目がけて雪な崩だれ落ちる。艦長も航空参謀も砲撃参謀も、戦艦の頭脳たちが悲鳴をあげながら宙を掻かきむしり、見下ろしつづけた大地へ吸われる。


    　ぐらり。


    　三百十二メートルの艦体が大きく傾く。


    　懸架器から外れた爆弾が床を転がり、互いにぶつかりあって爆発が連鎖する。


    　戦艦が腹のうちに抱え込んだ火薬が、自みずからの内側を食い破っていく。


    　装甲の継ぎ目から炎が吹き上がる。めりめりと音を立てて装甲が膨らんでいき、爆発と共にはじけ飛んで、炎の吐と瀉しやが空域を汚す。火の粉こ、鉄片、隔壁、装甲板、そして船員たちのちぎれた手足が空域全体へ拡散していく。


    　徹甲弾と化したルシフェルは、両腕を鉄鎖に絡め取られたまま、艦橋を貫通し船体下腹部に胸まで食い込んでいた。


    　地上の猿を観賞するため、戦艦の下腹に設置した全面ガラス張りの逆ドーム型艦橋。


    　グレイスランドの住民をあまりに見くびりすぎて、地上からの攻撃など想定することなく、指揮系統の中枢を下腹部に露出させる設計は、いまその愚かしさを歴史へ露呈し、末永く子々孫々に笑われることとなった。


    　無敵の飛行戦艦のあちこちから火の手があがる。真っ黒な煤ばい煙えんが空に立ち上り、右に大きくよろけながら、高度が徐々に落ちていく……。


    



    「ぐ……っ」


    　高空を吹く風が頬ほおを撫なで、グレゴリオは失神から目覚めた。


    　ひょおっ、と高い音で風が鳴り、こめかみに巻いた包帯の端がはためく。


    　どこだ、ここは。


    　見ひらいた目を周囲へ送る。


    　グレゴリオは折れ曲がった鉄骨の梁はりに引っかかっていた。そこかしこの鉄骨に、焼け焦げた将校や船員が引っかかり、力ない手足を高空の風に弄もてあそばれている。外気に直接我が身を晒さらしており、鉄骨から足を踏み外したなら、そのまま地面へ落下し死ぬだろう。


    　この鉄骨は、逆ドーム型艦橋の構造を支えていた格子状の梁だと気づいた。梁の隙すき間まに嵌はまっていた強化ガラスは割れ落ちて、溝にわずかにのこっている。


    　なにが起きたのか思い出そうと、グレゴリオは思考を辿たどる。


    　身動きの取れないルシフェルを艦橋から見下ろし、爆撃を敢行しようとした刹せつ那な──。


    　目の前にルシフェルがいた。


    　それから──。


    　ギィィっ。


    　耳障りな金属の軋きしみが、グレゴリオの思考を断ち切る。


    　ぐらり。グレゴリオのいる位置が一瞬、下方へずれ落ちる。


    　目線を下へ戻す。八十メートル下、赤土の大地にたったいまオリンポスが吐き出したばかりの機材や人員やガラス片、鋼鉄の欠片かけらが堆たい積せきし、あちこち炎を噴き上げている。


    「……っ!!」


    　背後へ目を送り、グレゴリオはようやく自分の状況を理解した。


    　ルシフェルの腰に巻き付いた鎖に、かろうじてグレゴリオの腕と足が引っかかっている。


    　ぎぎぃっ。


    　新たな軋みと共に、がくん、とルシフェルの身体が下方へずれる。船体下腹部にめり込んでいた上体が、重力に引かれて徐々に抜け落ちようとしている。


    　グレゴリオのこめかみを汗が伝う。


    「おい。やめろ」


    　必死に軍服の裾を鎖から引きずり出し、上方を見上げ、ルシフェルの胴体部をよじ登る。


    　ぎしっ。ぎぃぃっ。


    　グレゴリオの登とう攀はんを否定するようにルシフェルは重力に引かれ、胸部を外界に晒し出す。いまは鉄骨の梁にかろうじて支えられているが、徐々にルシフェルの重みに耐えきれず、梁が折れ曲がろうとしている。


    　梁はりの支えが限界を迎え、ルシフェルが船体から抜けたなら……グレゴリオも一緒に落ちる。


    「やめろ。やめろ。やめろ……っ!!」


    　歯を食いしばり、グレゴリオはルシフェルの腹部を登りきり、胸部へ辿たどり着こうとした、そのとき。


    「…………っ!?」


    　頭に巻いた包帯の端が、なぜか、鎖に絡まっていた。風の具合か、登り方が悪かったのか、引っ張っても抜けない。


    「おい、なんだこれは、ふざけるな……っ!!」


    　焦りながらグレゴリオは包帯を頭から解きほぐそうとする。


    『あなたは自分を躾しつけなさい』


    　ファニアの冷たい声が耳元で鳴った、刹せつ那な。


    　がくん。


    　階段を踏み外したような感覚と共に、ふわりと身体が軽くなる。


    「あ」


    　血走った目を上方へむける。


    　視線の先、遠ざかっていくオリンポスの巨体と、グレゴリオを嘲あざ笑わらうような、焼けただれたルシフェルの兜かぶと。


    　ルシフェルの身体はオリンポスから抜け落ち、地を目指し落下していき──。


    　グレゴリオを胸に抱きかかえたまま、全長十八メートルの巨体がゆっくり前へ傾く。


    「やめろ」


    　逃げようとしても、包帯が絡んで逃げられない。グレゴリオの目の前に赤土の大地が迫ってくる。


    「やめろ、やめろ、やめえええええええええ」


    　音にならない怪鳥じみた絶叫がグレゴリオから迸ほとばしり──。


    　ぐしゃあっ。


    　ルシフェルはうつぶせに赤土の大地に激突した。


    



    　地面に激突した衝撃を受け取り、ルカはかろうじて目をあけた。


    　あちこちのカメラが破損し、砂嵐を映し出すものも多くあるが、うつぶせに転がったルシフェルの背面カメラの映像が、炎を噴き上げる戦艦オリンポスを捉とらえていた。


    　どうん、どうん……。


    　遠雷のような音を立てながら、戦艦は内側から燃やされていた。轟とどろきがあがるたび、鉄鋼装甲がぶるりと震え、装甲の継ぎ目から炎と火の粉こが吐き出される。


    　突入の衝撃で艦内の爆弾が誘爆したらしい。戦艦はすでに全身から炎を噴き上げ、長い黒煙の尾を曳ひいて空域をのたうちながら、ゆっくりと高度を落としていく。


    「…………っ!!」


    　ルカは両目を見ひらき、落ちていく巨鯨を視界に捉とらえる。


    　自分のしたことがまだ信じられない。絶対に勝てないと思われたエデン飛行艦隊旗艦が、いま、ルカの眼前で炎を噴き上げ落ちていく……。


    　ずうん、とひときわ低い音を立て、地に激突したオリンポスは天に冲ちゆうする火柱と化した。


    　すぐに逆巻く火ひ旋風つむじが火柱の周囲に走り、紅ぐ蓮れんの螺ら旋せんが天を目指し駆け上がっていく。


    　ごおん、ごおん、と弔鐘に似た響きがあがった。エデンを弔うかのように、七度、八度、砕け散った艦体が地に打ち付けられる重い音が空域に木霊こだまする。火が風を呼び、ちぎれ飛んだ炎たちが周縁を舞う。


    　ルカは荒く息継ぎしながら、背面カメラの映像を見み据すえていた。もう手足一本動かすことができない。敵はあと駆逐艦七隻せき、輸送艦三十隻。あとほんのわずかだというのに、駆逐艦を仕留められる戦力が、もうグレイスランドにはない……。


    『よくやったね、醜いルカ』


    　突然、集音マイクがそんな声を拾い上げ、ルカへ届けた。


    「ん？」


    　空を映し出す背面カメラに、五十騎近い翼竜が映し出されていた。


    　翼竜には鞍くらがつけられ、槍やりを持った兵士が騎乗し、駆逐艦艇を目がけ突進していく。


    　そのなかに、全長三十メートル以上の白銀の翼竜がいた。地上にうつぶせになったルシフェルを中心に旋回する、手た綱づなを握った大柄な中年女性──。


    　ルカは呆あきれ、そして笑った。


    『ずるいぜ、美しいヒルデガルダ……』


    　機外スピーカーから文句を届ける。ジュデッカ皇帝ヒルデガルダは高笑いしながら、


    『漁夫の利ってのはこうやってかすめとるのさ、覚えときな』


    　同時に、配下の竜騎兵たちが一斉に駆逐艦を目がけて突撃していく。


    　駆逐艦のブリキ装甲は槍の一突きで穴があく。勇敢な竜騎兵は装甲板に翼竜の爪つめを突き立て、破砕孔を押し広げて、自みずから船内へ突入して白兵戦を仕掛ける。


    　七隻の駆逐艦は、蜂に狙われた芋虫だった。次々に飛来する竜騎兵に抗あらがうこともできず、次々に船内から炎を噴き上げ、空を迷走する。


    　ほう……っ、とルカはようやく深い安あん堵どのため息をついた。


    　制空したのは結局、エデンでもグレイスランドでもなくジュデッカだった。ヒルデガルダはどうやら少し離れた空域から隠れて戦闘を見守り、飛行戦艦が沈んだのを見て、漁夫の利を奪いに出てきたらしい。


    『とんでもねえおばはんだぜ、全く』


    　おいしいところを全部ジュデッカに持っていかれた格好だが、ともかく生き残ることはできたようだ。


    　ルカは思念波を送って繭まゆ型搭乗席を機外へ半分だけ露出させ、ハッチをひらいてヘルメットを外した。


    　煤ばい煙えんに煤すすけた空が目に映る。


    　真っ先に心配したのは。


    「ヴィヴィ……」


    　安あん堵どを確かめたいが、神経接続後は二十四時間、身体が動かない。もどかしさを感じたとき、聞き慣れた鳴き声がハッチの外から降ってきた。


    「バスシバ！　お前がヒルデガルダを呼んだのか？」


    　繭型搭乗席に爪つめを突き立て、ルカを心配そうに覗のぞき込むバスシバに尋ねた。バスシバは一度うなずいて、搭乗席に長い首を突っ込み、ルカの上体を柔らかく噛かんで外界へ引きずり出す。


    「そうか。直接ヒルデガルダのところへ行けば、こっちでなにかあったことに気づくもんな。お前、頭いいなあ……」


    　バスシバは再びうなずくと、ルカを噛んだまま長い首を後ろにねじり、動けないルカを鞍くらの上へ放り出す。


    「くそっ、動け……っ」


    　かろうじて両手を鞍に絡ませ、鐙あぶみに軽く両足を突っ込み、バスシバを促うながす。


    「ヴィヴィを捜す。あっちだ。低く飛んでくれ」


    　ミカエルが爆撃をくらった場所を顎あご先で示すと、両翼が翻ひるがえり、バスシバは高度十メートルほどを飛ぶ。


    　赤黒く焼けただれた大地は、まだそこかしこで炎が残っていた。


    　どこにもミカエルは見当たらない。ただ、生命金属のなれの果てとおぼしい銀色の液体の溜まりと、ちぎれた炭素材装甲の欠片かけらがあちこちに点在していた。


    　折れた刀身がぽつねんと地に転がっていて、離れたところに割れた盾たてがあった。もう少し飛ぶと真ん中から割れたミカエルの兜かぶとがあり、黒く燻いぶされた肩部装甲の残ざん骸がいも見つかった。


    　ヴィヴィはどこにもいない。搭乗席さえ見当たらない。ただ虚むなしい風が、細かく引きちぎられたミカエルの残骸の狭はざ間まを吹き抜けていくのみ。


    「うそだろ……」


    　地上を見下ろしながら、ルカは嘆いた。


    　彼方かなたの空域では駆逐艦艇を全滅させた竜騎兵隊が、三十隻せきの輸送艦に接近していくのが見えた。戦闘力を持たない輸送艦は、竜騎兵に先導されて次々に地上へ降り立っていく。これでヒルデガルダは輸送艦の機関部と積み荷をすべて手に入れることになる。


    　戦いに勝った。


    　ヴィヴィとジェミニの犠ぎ牲せいが運んできた勝利だ。


    　ルカは目を閉じ、ヴィヴィとの生活を思い出す。


    　憎たらしいけれど、最後の数日はかわいいところも垣かい間ま見えた。シルフィやアステルと暮らしたころと同じ幸せを感じることもできた。


    　その彼女は、もういない。


    　シルフィやアステルと同じく、この世界から消え去ってしまった……。


    　きゅい？


    　間近からバスシバがルカの顔を覗のぞき込み、鳴いた。


    「ん？」


    　感傷が剥はがれ、ルカはバスシバを見やる。


    　長い首が、ミカエルの機体のあった場所から一キロメートルほど離れた、彼方かなたの地上を指し示していた。


    　見覚えのあるものが転がっている。


    　あれは──ミカエルの繭まゆ型搭乗席？


    　爆風で吹き飛ばされたのだろうか。いやそれにしては遠すぎるような。


    「あ…………」


    　ルカは思い出す。聖都カルロビバリではじめてミカエルを目撃したとき。


    　ミカエルは繭型搭乗席を機外へ射出して、アステルの操縦を拒んだ。


    　──爆撃の直前に、搭乗席を射出したなら……!!


    「あれだバスシバ、近くへ下ろせ!!」


    　バスシバの翼が翻ひるがえり、瞬またたく間に搭乗席の傍かたわらに降り立つと、ルカをくわえて搭乗席の表面に下ろし、爪つめでハッチをこじあける。


    　動かない身体を無理に動かし、ルカは搭乗席の内部を覗き込む。


    「ヴィヴィっ!!」


    　ヘルメットで顔の上半分を隠し、口を半分ひらいたヴィヴィが、搭乗席内でしどけなく横たわっていた。


    　生死が確認できない。焦りながらルカは芋虫みたいに身体をよじり、なんとか搭乗席内へ身体ごと潜り込む。


    　搭乗席内は狭く、ふたりは密着せざるを得ない。


    　とくん、とくん。


    　薄い特殊スーツ越しにヴィヴィの鼓動と暖かさを感じ取り、ルカは、ほう……っ、と深いため息をつく。


    「ヴィヴィ…………。良かったぁ…………」


    　涙が出そうなほど安心して、すぐ間近からヴィヴィの横顔を眺める。


    　それから力を振り絞り、十分ほどもかかって両腕を持ち上げ、そこからさらに十五分かかってヴィヴィのヘルメットを両手で握り、二十分かけてようやくヴィヴィの顔の上半分が現れた。


    　ヴィヴィは失神していた。


    「ヴィヴィ、起きろ、勝ったぞ、ヴィヴィ！」


    　何度もそう声をかけてようやく──ヴィヴィの目がひらく。


    「ここは……あ」


    　傍かたわら、ルカの微ほほ笑えみを見て、ヴィヴィは少し驚く。


    「ルカ……」


    　ルカは柔らかく相そう好ごうを崩し、


    「勝ったぜ。飛行艦隊は全滅だ。最後に竜騎兵が助けてくれた」


    「あ……そうか」


    　呆ぼう然ぜんとした体ていでそう言って、ヴィヴィは虚こ空くうを見つめ、それから少しだけ口元を緩めた。


    「……勝ったのか」


    　安心したように、ヴィヴィは微笑んだ。


    　いつもこびりついた険の取れた、ルカがはじめて見る、ヴィヴィの笑顔だった。


    　きゅっ。


    　ルカの胸が、そんな音を立てて締まった。


    　ごまかそうと、そっぽをむいて、


    「終わったな」


    　少なくとも、エデン艦隊を葬るという自分たちの仕事は。


    「……あぁ。飛行艦隊が消えたなら……この先は政治家の仕事だ」


    　ヴィヴィもまた、深く安あん堵どの息をつく。


    　飛行艦隊を殲せん滅めつし、輸送船団を鹵ろ獲かくしたいま、空中戦力においてエデンは他界の後こう塵じんを拝する格好となった。圧倒的な戦力差がなくなったなら、政治の出番となる。今後は正面切って殴り合わずとも、政治家の手腕によって、可能な限り少ない犠ぎ牲せいで三界並存の大変革を乗り切ることもできるだろう。


    　深い安心を抱き、ルカはヴィヴィのぬくもりを感じながら目を閉じる。


    「……おい。いつまでくっついている」


    　ヴィヴィの声にじんわり、怒りがこもっていた。


    「動けないって知ってるだろ。二十四時間このままだ」


    「うっとうしい。離れろ」


    　つっけんどんなヴィヴィの言葉に、ルカはへらりと笑って、


    「最後の通信、覚えてるか？」


    「…………？」


    「なんだか偉く、しおらしい言葉が聞こえたような……」


    　言われてヴィヴィは記憶を辿たどる。


    　そういえば、こちらを目がけて降り下りてくる爆弾を眺めながら、心のなかでルカに詫わびたような……。


    『きみと過ごした一か月、本当は楽しかった』


    『生きることをあんなに楽しいと思ったのははじめてだ』


    『幸せな時間をくれて、ありがとう』


    　いやまさか、そんなにはっきり心の声など他人に聞こえるわけが……。


    「ありがとうとかなんとか、はっきり聞こえたぜ。もしかしてお前の心の声かもよ？」


    　言われて、かぁぁっ、とヴィヴィの頬ほおが熱くなる。


    「い、言ってない！　言うわけない！」


    「そうか？　ほんとに？」


    「なんだその笑い!?　にやけるな！　戦いの最中にそんなこと思わない！」


    「ほんとは楽しかったとか、幸せだったとか、聞こえたけどなあ……」


    「……そんなことっ!!　……思うわけっ!!　……ないだろバカっ!!」


    　ヴィヴィは半分泣き顔になって、ルカを怒鳴りつけてくる。はぁはぁと荒く息継ぎし、ぽろりと一粒、涙をこぼした。


    「なんだよ。冗談だよ。泣くなよ」


    「う、うるさい！　泣いてなどいない！」


    　怒鳴りながら、ぽろぽろ、ヴィヴィの両目から涙が出てくる。


    　たぶん、安心したのだろう。ふたりとも生きていることがうれしくて、ヴィヴィは泣いているのだと、ルカは思った。神経接続を通じて垣かい間ま見たヴィヴィの内面は、とても優しくてかわいらしい、普通の少女のものだった。


    「泣いてていいぜ。おれたちの戦いは終わった。あとはファニアやヒルデガルダが決着をつける」


    「泣いていないと、言っている……っ！」


    　文句をつけながら、ヴィヴィはルカの胸に顔を埋め、泣き顔を隠した。ルカはにっこり笑って、ハッチに切り取られた空を見上げた。このまま二十四時間動けないが、それも悪くないなと少し思った。


    　バスシバがハッチの縁に爪つま先さきを引っかけ、動けないふたりをずっと見守っていた……。

  


  
    



    



    終章　そばにいるよ


    



    　六月九日、エデン聖都マリア・エレナ──。


    



    　街路にあふれ出した庶民たちが、馬車に乗って逃げる貴族を追い回していた。


    　商店街から火の手があがり、略奪もはじまっている。警察はとうの昔に逃げ散ったり、警官自みずからが暴徒の群れに加わったり。


    「略奪をやめろ、おれたちは暴徒じゃない！　敵は評議会員だ、連中を追い出せばおれたちは家畜じゃなくなる！」


    　暴徒のなかで、労働者風の青年オルフェスがそんな声を張り上げ、手に持ったパンフレットを掲げる。


    「おれたちの故郷はグレイスランド!!　おれたちは父の名は知らぬが、母の名を知っている!!　武器を取れ諸君、母のため、故郷のために戦うのだ!!」


    　おおおっ、と数千人の暴徒が鯨げい波はをあげる。かつてのガルメンディア革命をそのままエデンに持ち込んだような光景が、聖都マリア・エレナを覆っていた。


    　高い建物に切り取られた空を、飛行艦隊が航過していく。


    　中央には、破砕した装甲に応急処置を施した飛行戦艦バルバロッサ。その周辺、五隻せきの輸送艦。舷側にはいずれも、グレイスランド連合軍を示す竜の紋章が描かれていた。


    　戦艦の爆弾槽がひらき、爆弾の代わりに大量の伝単ビラが地上へと撒まかれる。いずれもエデンの複合種に団結をあおり、エデン評議会の不当な支配を糾きゆう弾だんするものだった。


    『複合種と呼ばれ差別的な待遇を受ける同志たちよ。立ち上がるときが来た』


    『あなたがたの故郷はグレイスランド。わたしたちはあなたがたを同じ人間として平等に扱うことを約束する』


    『あと一か月で三界はひとつになる。エデンの壁は消え去り、グレイスランドから大勢の仲間があなたたちを迎えにいく。あなたがたも我々の抱ほう擁ようをどうか受け入れてほしい。無益な争いを繰り返してはならない』


    『三界が友情のもとでひとつになるために。障害は五名のエデン評議会員のみ。エデン中央銀行総そう帥すいバリアーニ、エデン統合軍司令官ジゼル、政府ＣＥＯベネディクト、聖ステファノ教皇府教皇エレアテニロス、オデッセア財団代表アガメムモン。あなたがたの母をエデンへ連れ去ったのは彼ら五名だ。あなたがたには彼らへ裁定をくだす権利がある』


    　革命を経験した旧ガルメンディア王国の文士たちがひねり出した文面は、エデンに住まう二千二百万の複合種の心へ火を点けた。エデンの壁が消えてなくなれば、故郷から大勢の仲間がエデンへやってくるだろう。そのときのために、おれたちの手でエデンを作り替えねばならない。複合種の熱い志と、長年踏まれつづけた鬱うつ憤ぷんが混ざり合い、ついに革命へと至ってしまった聖都の今日。


    　純血種はとても街を歩けない。


    　高級住宅に私兵を集め、我が家が襲われないよう祈るしかない。貴族たちはほとんどが聖都の我が家を捨て、地方の街や暴動の及ばない寒村へと逃げてしまった。


    　エデン統合軍が対処するべきだが、統合軍の下士官・兵はほぼ全員が複合種だった。同胞を撃ち殺す命令に従うはずがなく、ビラによって目覚めた彼らは公然と上官に逆らい、自みずからエデンの軍旗を踏みにじる始末。規律が崩壊した軍はもはや軍ではなく、武器を持った暴徒に過ぎない。純血種の士官たちは統制を諦あきらめ、我が家へ戻って逃走の支度をはじめるしかなかった。


    「行こうみんな！　この国の中枢を乗っ取り、我らの旗を掲げるのだ！」


    　オルフェスがグレイスランド連合軍を示す竜の紋章を描いた旗を掲げ、暴徒たちをマリア・エレナの行政区へと導いていく。数十万の複合種たちが街路を埋め尽くし、革命の歌を歌いながら行進する。


    　都庁舎、軍司令部、聖都警備隊駐ちゆう屯とん所、武器庫、裁判所、議事堂、凱がい旋せん門……。聖都マリア・エレナの権威を象徴する建物や広場に、次々と竜の紋章の旗が翻ひるがえる。怯おびえる純血種が引き立てられ、オルフェスの前に跪ひざまずかされて、革命の正当性を認めさせられる。


    



    　マリア・エレナ大聖堂ホールにて、エデン評議会員アガメムモンは苦々しい表情で腕組みをし、窓の外を航過していく飛行戦艦バルバロッサを睨にらみつけた。


    「グレゴリオの間抜けが。輸送船ならともかく、戦艦までも奪われおって……」


    　苦々しく吐き捨てられた言葉に、政府ＣＥＯベネディクトが辛つらそうに答える。


    「エデン特区が早々に攻略されたのが予定外でした。リヴァノヴァ帝国はジェミニを失い、しばらくは機能不全に陥おちいると目もくされましたが……。あろうことか失しつ踪そうしていた皇太子が戻ってくるとは……」


    　アガメムモンの奥まった双そう眸ぼうが鈍く光る。


    　およそ一か月前。エデン飛行艦隊が熾天使セラフイム級機械兵に敗れて、わずか四日後。


    　ジェミニを失い途方に暮れていたパグラチオン宮殿へ、三年前に失踪したヴラドレン皇太子がいきなり生還。ジェミニに子どもがいなかったため、先々代の嫡ちやく男なんヴラドレンが皇位継承権一位となり、五月十七日、簡略化された戴たい冠かん式にてドリンスク教皇が加冠、新たな皇帝アリヴィアン六世が生まれ出た。


    　皇帝ヴラドレンの動きは驚異的に早かった。


    　戴冠からわずか八日後、二十五日、パグラチオン宮殿へルナ・シエラ共和国第一執政ファニア・ガルメンディアとジュデッカ皇帝ヒルデガルダを招き、三界統一後の世界秩序について会談を行う。翌二十六日、三者は共同声明を発表。神聖リヴァノヴァ帝国、ルナ・シエラ共和国、それにジュデッカは軍事同盟を締結、以降「グレイスランド連合軍」としてエデンの脅威に立ち向かうことを宣言した。


    　二十八日。連合軍は鹵ろ獲かくした飛行輸送艦三十隻せきに沈降中の「エデンの壁」を航過させ、はじめて聖都マリア・エレナへのビラ散布を試みた。エデンにはもはや飛行艦艇がおらず、輸送艦艇相手に手出しができない。以後、連合軍は一日二、三回、あの手この手で文言を変えたビラやパンフレットをエデンの各都市にばらまいて、複合種の反乱をあおりはじめた。


    　六月一日。その日もエデンを目指すと思われた三十隻は、突然針路をエデン特区へ変更。六万人の連合軍兵士がエデン特区に降り立ち、瞬またたく間に行政府を制圧した。エデン特区を守る白銀種兵士はわずか六千人、装備は優秀だったが十倍の敵の奇襲には太た刀ち打ちできず、アキレアスの塔で修理中だった飛行戦艦バルバロッサが鹵獲され、総勢十五万人の一般白銀種は家と財産を没収されて収容所へ送られた。


    　以降、破損部をベニヤ板で覆ったバルバロッサは毎日のようにエデンを訪れ、天空から複合種への督戦ビラを撒まきつづけた。エデン軍が指一本手出しできない空を悠然といくグレイスランドの戦艦が、複合種へ大きな勇気を与え、そして今日、六月九日。


    　──エデンが終わる……。


    　ＣＥＯベネディクトは諦てい観かんと共に、アガメムモンに告げる。


    「議事堂を占拠した暴徒オルフェスへ使者を送りました。わたしがオルフェスと直じき々じきに話しあい、今後のエデンの在あり方を決めようかと」


    　アガメムモンの苦く渋じゆうの皺しわが深くなる。


    　もうこちらに暴徒を鎮圧できる手段はない。ＣＥＯが反乱首謀者に交渉を乞うとは、すなわちエデン評議会が負けを認めるということだ。


    「少なくとも、三界並存までの一か月弱で百万人分の血清を準備せねばなりません。わたしは革命政権に協力し、せめて純血種を守りたいと考えます。未知の風土病を予防するため、複合種やグレイスランド人から血清を採取し、純血種に投与せねば」


    　ベネディクトは観念した口調でそう言った。他界の汚れた血を純血種が拒絶するのはわかっているが、その選択は未知のウイルスに罹り患かんする可能性を高めるだけだ。それでも病に倒れるほうがマシだというなら、純血種の意志を尊重しよう。


    「……我々の敗因は、飛行艦隊を失ったことか」


    　アガメムモンが低く問いかける。ベネディクトは沈痛な表情を浮かべ、


    「……いえ。敗因は……あの壁に頼っていたことでしょう」


    　白髪しらが頭がうなだれるのを、アガメムモンは憎悪のこもった片目で見やった。


    　エデンの壁をついたてにして、飛行艦隊の優位を用い、グレイスランドを間接的に統治することに成功した。ワールド・トリガーが起動し、そのついたてが取り払われることになったとき、焦ったエデン評議会はグレイスランドを力尽くで従えようとし……敗れた。ついたてのむこうの貧弱なすがたを見られることを恐れすぎていたのだ。


    　アガメムモンはしばし目を閉じ、腰をあげた。


    　すでにほかの三人の評議会員は聖都から逃走している。アガメムモンもこれから家族と共に地方の別邸へ隠れる予定。責任をすべてベネディクトの使命感に委ゆだね、大聖堂を出て自動車の後部座席に座った。


    　たちまち貧しい身なりの複合種が群がってきて、自動車へ投石をはじめた。


    「貴族だ、逃がすな!!」「捕まえて身ぐるみはいじまえ!!」「エンジンは高く売れるぞ、絶対逃がすな!!」


    　溜め込まれた鬱うつ憤ぷんが浴びせられる石の激しさとなり、防弾ガラスを震わせる。アガメムモンはこめかみから脂汗を流しながら、次々に湧わいてくる貧民の群れを睨にらむしかない。


    「轢ひき殺して構わん、行けっ!!」


    　運転手を急せかし、スピードを上げさせる。ボンネットに乗り上げた貧民がはじき飛ばされ、それがさらに大衆の怒りをかきたてる。


    「なんて野郎だ、おれたちを家畜扱いしやがって!!」「これでも食らえ、この野郎!!」


    　汚物桶おけの中身が前面ガラスにぶちまけられ、運転手は視界を失って迷走、道路の縁石に車輪が乗り上げ、車は横転してしまう。


    「やったぞ、引きずり出せ!!」


    　五十名近くの貧民が車に群がり、ドアをこじあけ、アガメムモンを路上に引きずり出す。


    「おい、こいつ、ビラに描いてあったやつじゃねえか!?」


    　痩やせこけた貧民が、エデン評議会員の似顔絵が描かれたビラと、アガメムモンを照合する。グレイスランド連合軍はご丁寧にもエデン特区の白銀種に聞き取りを行い、評議会員の似顔絵をビラに描いていた。


    「こいつが諸悪の根源だ!!　殺さずに議事堂へ引っ立てろ!!　こいつにすべて詫わびさせるんだ!!」


    　貧民たちは意気揚々、おのれの臭い衣服でアガメムモンの手足を縛り、黴かびだらけの下着で猿ぐつわを噛かますと、革命の歌を歌いながら議事堂を目指す。


    「……むっ!!　むぅっ!!　むぅぅぅ～～～っ!!」


    　かつてエデンの王と呼ばれた男は、貧民たちに小突かれながら、罪人のように裁定の場へ引っ立てられていく。


    「むむむぅ～。むぅ～～。むむぅぅ～～」


    　猿ぐつわの下着の臭さに悶絶しながら、アガメムモンは貧民の群れに埋もれていった……。


    



    　†††


    



    　七月五日、ルナ・シエラ共和国首都ラランディア──。


    



    　祝砲が撃たれ、楽隊が賑にぎやかな行進曲を演奏し、大通りを各国の軍隊が晴れやかに行進していた。


    　旧ゼノビア都市連合の緑の軍服を着込んだ隊列、テラノーラ慈善同盟の赤、ロマンヴィル騎士団の灰色、ルナ・シエラ共和国の黒、それにリヴァノヴァ帝国軍の黒……。そのほかウェイステッドランド方面からも諸勢力の軍隊が駆けつけ、音楽に歩調を合わせて通りに詰めかけた市民たちの歓声に応こたえる。


    　それから、わああ……とさらなる歓呼が群衆から響いた。


    　空から様々の彩りの花弁が降ってきていた。


    　高度五十メートルから花弁を撒まいているのは、ジュデッカ近この衛え竜騎兵隊二十四騎。


    　きらびやかな儀ぎ仗じよう服ふくに身を包んだ竜騎兵は、異邦のひとびとの笑顔に片手を振って応えながら、平和な彩りを空へ散らしていく。


    　つづけて今度は高度百メートルのところへ、飛行戦艦バルバロッサと、周辺を守る五隻せきの輸送艦が現れて、下腹の爆弾槽をひらいた。


    　降ってきたのは紙吹雪ふぶきだ。


    　何百万の色彩が花弁と混じり合い、夏空へ鮮やかな光の七彩を描き出す。


    「統一グレイスランド、万歳!!」「市民ファニア、万歳!!」「ヴラドレン陛下、万歳！」


    　ひとびとの歓呼は鳴りやまない。幾万の軍隊が参加したパレードは、終点のラランディア宮殿を目指していく。


    　宮殿前広場にはすでに十万を超える人間たちが集まって、今日の歴史的な宣言を一言一句聞き逃すまいと、期待に満ちた目線を宮殿前の円柱の並びに送っていた。


    　やがて各国の軍隊が方陣を組んで広場に整列し、宮殿の鉄扉がひらいて、今日の主役たちが次々と円柱が建ち並ぶ舞台へすがたを現した。


    　ジュデッカ皇帝ヒルデガルダ。神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ヴラドレン。エデン革命政府代表オルフェス。ルナ・シエラ共和国軍大元げん帥すいガヴー。同じく元帥ミズキ。ひとりひとりが舞台にあがるたび、観衆から熱狂的な声がかかり、興奮が増していく。


    　そして最後に共和国第一執政ファニアがブラウスにスカートという市民らしい平服で現れると、歓声は最高潮を迎えた。


    　ファニアはスカートの裾を片手でつまみ、優雅に一礼を送ってから、今日ここに集まった三界の指導者たちとの会談の結果を庶民たちへ伝える。


    「わたしたちは、今日ここに宣言いたします。ジュデッカ、グレイスランド、エデン。三界は今後五十年をかけて融和の方向を目指します。すなわち、貨幣の統一。通行の自由。統一憲法の施行。最終的に、三界がひとつの統合政府によって統治されることを目指します」


    　水を打ったように、十数万の庶民はファニアの言葉に耳を澄ます。


    　あまりに遠大、無謀ともいえる挑戦の言葉。しかしファニアは凛りんとした態度を崩さない。


    「過酷な道のりが待つでしょう。偏見や不調和、不寛容が互いの世界を引き裂こうとするかもしれません。ですがわたしたちは困難を乗り越え、前へ進むべきだと信じます。遙はるかな歩みになるでしょうが……みなさま。協力いただけますか？」


    　ファニアの問いかけに、それまでずっと押し黙っていた聴衆たちが、顔を見合わせる。


    　あまりにも夢物語じみた国のかたちだが、ファニアならそれができるかもしれない。


    　戦争を終わらせ、永遠に平和な世界を、子どもたちへ渡せるかもしれない。


    　そんな無音の希望がひとびとの顔から顔を伝わっていき──。


    　高い、高い歓呼が、夏空へこだました。


    　十数万の感激が何度も空にどよめき、踏みならされる足音が地鳴りを立てる。


    　歓呼を受けて、舞台上の六人は微ほほ笑えみを交わし、それから互いに歩み寄って抱ほう擁ようする。


    「吐き気がするくらいなきれいごとを、こんだけ堂々と言い放つのも才能だわな、醜いファニア」


    　真っ赤なマントとジュデッカの軍服を合わせたヒルデガルダが、ファニアと抱擁しながらささやく。


    「みなさんの力をお借りすれば、きれいごとでなく現実になると信じます、美しいヒルデガルダ。あなたの協力に心から感謝を」


    　ファニアの微笑みに、ヒルデガルダは肩をすくめて答えた。言葉も態度もぶっきらぼうだが、ヒルデガルダがジュデッカの幸福を常に考えていることはファニアにもわかる。為政者としての彼女の経験から、学べることは今後も大いにあるだろう。


    　すると白いフクロウが飛んできて、ヒルデガルダの肩に止まった。ジュデッカ皇帝の表情がイヤそうに歪ゆがむ。


    「引っ込んでな、妖怪ババア。お前が出てくる場所じゃないよ」


    　ひひひ、と白いフクロウから笑い声が爆はぜ、魔女アナスタシアの言葉がファニアに届けられる。


    「三界並存という悲願は為った。長くかかりすぎ、あまりに多く殺あやめすぎた。儂わしはそろそろ、地上から消えるよ」


    　あっけらかんとそんなことを告げ、ヒルデガルダへ顔をむける。


    「どうじゃ、小娘ヒルデガルダ？　ケンカ相手がいなくなるぞ、寂しいじゃろう？」


    　ヒルデガルダは顔をしかめ、


    「さっさと消えなよ、妖怪ババア。何百年生きれば気が済むんだい。ブスがブスになるだけなのに、いつまでもだらだら生きてんじゃないよ」


    　吐き捨てると、白いフクロウはまた笑って、両翼を翻ひるがえし青空へと飛び立っていった。


    　そしてエデン革命政権代表オルフェスもファニアへ歩み寄り、抱ほう擁ようを交わす。


    「グレイスランドは我々の故郷。共に手を携え、繁栄の道を歩めることを誇りに思います」


    　日に焼けた精せい悍かんな表情でしっかりと告げる。


    「はい。エデンの優れた科学技術は、わたしたちにも大きな進歩をもたらすでしょう。過去の恩おん讐しゆうは捨て、共に歩み、理解を深めましょう」


    　革命による混乱がこれからしばらくエデンを覆うだろう。さらに三界並存に対する純血種の抵抗も気がかりだ。道のりは平坦ではないが、グレイスランドもジュデッカも革命政権を支える準備がある。もう二度と無益な争いを繰り返さないために、為政者同士の信頼関係を保とうとファニアは誓う。


    　そして──神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ヴラドレンもまた、ファニアと抱擁を交わし、


    「玉座が窮屈での。明日にでも帝政廃止を宣言したい」


    　民衆が聞いたら大混乱に陥おちいりそうな暴言を、ファニアの耳元でささやく。


    　ファニアは困ったように微ほほ笑えみ、


    「もうしばらく皇帝でいてください。グレイスランドの安泰のために」


    　ヴラドレンはイヤそうに表情を翳かげらせ、


    「帝国は滅ほろびて良いのだよ。皇帝がふんぞり返る時代ではない。さっさときみの国と合併して余は隠居したいのだが」


    　ヴラドレンが帝国へ戻って戴たい冠かんしたのは、ファニアの願いを受けてのことだ。本当はラヴレンチ会長として自由きままに生きたかったが、ファニアの説得に押し切られるかたちでこうなってしまった。


    「三界並存の混乱が収まるまでお願いします。あと二十年ほどかかるでしょうが……。あなたにしかできない仕事です、ラヴちゃん」


    　ヴラドレンは顔をしかめて、おもむろにファニアの頭上を睨にらみつけ、


    「……余はきみのためにこれほど献身したのだ。さすがの虹色濛もう気きも、いまや余への恋慕を示す紅に変じておろう。恥じることはないぞ市民ファニア、いまこそ抑えきれぬ余への恋心をこの空へ描き出すとき……！」


    　ぎぎぎと歯をくいしばりながら懸命に虚こ空くうを見み据すえた表情が、いきなり崩れる。


    「……黄色……友達色の濛気……！　ここまでやってまだダメなのか!?　余とは友達以上にはなれぬというのか市民ファニア！」


    　怪け訝げんそうに首を傾かしげるファニアへ背をむけ、ヴラドレンは軍服すがたのミズキにすがりついて泣き言をこぼす。


    　ミズキは笑ってヴラドレンの背中をさすりながら、


    「泣くなよ超能力皇帝。これからその変な超能力使って、悪いやつばんばん処刑して、帝国を良い国にしてくれよな」


    　雑に慰めてから、ミズキはファニアを見上げ、


    「これからもおれたちずっと友達だもんな、ファニア。友達だから、力を合わせて、もっといい世界を作れるよ」


    「はい。単純な真理です、ミズキ。あなたの力を貸してください」


    　にっこり笑うミズキと抱ほう擁ようを交わし、ファニアは大元げん帥すいガヴーの巨きよ躯くを見上げる。


    「家族に再会できたそうですね。無事でなによりでした」


    　グレイスランド連合軍の軍服を着たガヴーはうやうやしく礼を返し、


    「我が人生を、執政閣下に捧げます」


    　無骨に誓う。


    「はい。平和を保つために、しっかりした軍備はしばらく必要になりましょう。あなたの力を三界の平和のために役立ててください」


    　そしてファニアは民衆へ向きなおり、言葉を張った。


    「ご存じでしょうが、明日、エデンの壁とジュデッカの壁は完全に消失し、三界が地続きとなります。様々な問題が予想されますが、他民族への寛容と理解を決して捨てぬようお願いいたします。偏見より寛容を。憎しみより許しを。わたしたちがいまここで行っているように、はじめて会う異邦の民と、どうか笑顔と抱擁を交わしてください。髪や肌の色が異なろうと、内面は同じです。欠点を多く抱えた、けれど同じくらいに美点を備えた、同じ人間です。笑顔と言葉と真心を交わしていけば、いつかきっとわかりあえます。その未来を信じて、みなさん、共に歩んでいきましょう」


    　ファニアの言葉に、庶民たちの笑顔が返った。春の花のように、まっさらな笑顔が広場に咲き乱れていく。


    「今日、ここから新しい世界がはじまります。長く苦しい旅路ですが、三界のみなさま、子どもたちに素晴らしい未来を贈るため、末永く共に手を携え、友情を謳うたいましょう」


    　広場の上空を舞う竜騎兵と飛行戦艦から、最後の花弁と紙吹雪ふぶきが投げかけられ、十数万の歓呼に突き上げられ、もう一度空の高みへ舞い上がっていく。


    　高い歓声は尽きることなく、打ち寄せる波のように何度も何度も寄せて引く。


    　ファニアは万感の思いで、舞台の高みから黒い森のような群衆を見渡していた。


    　ワールド・トリガーの起動により、三界は破壊された。


    　そして、いま、この場所から、再生の道を歩んでいく。


    　その先頭で、わたしは胸を張り堂々と希望の旗を掲げよう。


    　誓った、そのとき──。


    　ふと、広場の外れに佇たたずむふたり連れに、なぜか目が行った。


    　ひとりはフードで顔を隠した青年。


    　その傍かたわら、鮮やかな金髪と翡ひ翠すい色の瞳を持つ美しい少女。


    　少女の着ている赤い上着に見覚えがあった。あれは確か──エデンの制服？


    　注視すると、青年はわずかにフードの隙すき間まから鋭い双そう眸ぼうを覗のぞかせた。


    　炎にも似た紅の瞳。


    　そして──稲妻のように屈折した入れ墨。


    　ファニアの心臓が、波打つ。


    　──ルカ？


    　渓けい谷こくの隠れ家を飛び立って以来、彼とは顔を合わせていない。対外的にルカは崖から身を投げて死亡したことになっており、生きているのを知っているのは一握りの君主のみ。


    　高鳴る胸を片手で押さえると、彼方かなたの青年は横顔だけで少し笑って、身を翻ひるがえした。


    　少女もちらりとファニアへかすかな黙礼を送って、青年の背へついていく。


    　ふたりのすがたはほどなく、広場の小路へ消えていった。


    　風に舞い散る五色の花弁が、ふたりのいた場所を吹き流れていく。


    　ふたりがいなくなった方角をしばらく見送ってから、ファニアは少しだけ微ほほ笑えんだ。


    　──会いに来てくれたのですね、ルカ、ヴィヴィ。


    　──ありがとう。


    　三界をひとつに繋つないだのは、ルカだ。


    　彼がワールド・トリガーを起動したからこそ、三界は半世紀先の融和を決断するに至った。


    　麻疹はしか菌きんもエデン革命政府がワクチンを開発し、深刻な影響は避けられる模様。


    　だから──結果的にルカは正しい選択をし、世界へ全く新しい秩序を送り届けてくれたことになる。


    　そして彼は誰にもそれを知らせることなく、舞台を去った。


    　大切なバトンをファニアに託して。


    『あなたが壊すこの世界を、わたしが築き直します』


    　──あの大それた誓いを、いま、この場所から果たしに行きます。


    　──あなたがくれた勇気を胸に。


    　ルカが消えていった小路の暗がりを見つめながら、ファニアはささやいた。


    「さよなら、ルカ」


    　少しだけ、胸が軋きしんだ。


    　けれどわたしはもう、個人的感情は捨ててしまった。


    　ファニア・ガルメンディアの心身は三界の統一のために捧げると誓った。


    　だから、あなたと正反対のこの道を、最後まで堂々と歩き抜ける。


    　そして、いつか。


    　──約束を果たせたら。


    　──また会いましょう、ルカ。


    　ファニアは笑顔で夏空を仰あおいだ。


    　高い入道雲が並び立ち、まぶしい白の輪りん郭かくが青をくりぬいていた。


    　この空くらい爽やかな気持ちで、ファニアは胸を張り、遙はるかな未来を見み据すえていた……。
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    「いいのか？　ファニアになにも告げずに」


    　偽にせ物ものの通行証を示してラランディアの城門をくぐり抜けたところで、赤い上着に白いスパッツを合わせたヴィヴィがそう尋ねた。


    　白いシャツにスラックスを合わせたルカは口元だけで微ほほ笑えみ、


    「いいんだよ。おれが生きてるのがバレたら、この国のためにならないし。おれが死んだままのほうが、ファニアも仕事やりやすいし」


    　ヴィヴィはつまらなそうに田舎いなか道を歩みながら、両手を頭のうしろに当てる。


    「無欲なものだ」


    「もともと、シルフィの願いを叶えるための旅だし。これでいいよ」


    　ふたりは途中で街道を外れ、小さな木立へ入っていき、木に繋つないでおいたベオウルフに歩み寄る。


    「待たせたな、バウワウ。行こうぜ」


    　ルカに鼻はな面づらを撫なでられ、バウワウは甘えた声を出す。ヴィヴィも首筋を掻かきながら、


    「いつもふわふわだな」


    　バウワウはぺろりとヴィヴィの顔を舐なめて褒ほめ言葉に答えた。


    　バレナスの町の宿屋の女将おかみは、ルカの頼みどおり、バウワウを大切に飼っていてくれた。女将はルカが生きているのを見て仰天し、さっそく触れ回ろうとするのを慌てて止めて、バウワウを引き取った。だがあの女将、きっと喋しやべりまくるだろうな、と諦あきらめている。みなが信じないといいのだが。顔の入れ墨というわかりやすい特徴があるから、見かけたひとはルカだと気づいてしまう。


    　鞍くらのうしろにルカ、前にヴィヴィ。当たり前のようにそう座ると、手た綱づなを叩いて遠くにかすんだ緑の山並みを目指す。


    　記憶を探りながら、緑に覆われた斜面を騎乗したまま登っていき、木立が切れて──。


    「……ここだ」


    　遠くにラランディアを見晴らせる日当たりの良い場所で、ルカは手綱を引きつけ、鞍から下りた。


    　地面に生い茂った雑草を引き抜くと、てっぺんに石を載せた盛り土があった。


    　ルカは墓標代わりの石を撫でて、微ほほ笑えむ。


    「……ただいま。シルフィ」


    　妹へ挨あい拶さつする。


    「ごめんな。ずっと寂しい思いさせて。ヴィヴィ・レイン、連れてきたぜ」


    　ヴィヴィはルカの傍かたわらにしばらく佇たたずんでから、両膝ひざを地につけて、双子の妹に挨拶する。


    「……久しぶりだな。シルフィ。……ミカエルに乗れたよ」


    　石に軽く手を置いて、ヴィヴィはしばらく瞑めい目もくした。


    　ルカは立ち上がり、遠くにかすむラランディアの城壁を見つめて、旅立ちの日を振り返った。


    　約十二年前──。


    　泣くのはここで最後にすると決めて、最後の涙まで絞りだしてから、ヴィヴィ・レインを見つけるために旅立った。持っていたのは本と火打ち石とコップの入った麻袋だけ。ただシルフィの願いを叶えたくて、十二歳の少年は未知の世界へ足を踏み入れ──。


    　世界を変えた。


    　世間では、ルナ・シエラ共和国建国直後、西征からはじまりジェミニとの会戦を経てエデン艦隊との決戦、エデン革命に至るすべての戦争を「グレイスランド大戦」と総称するそうだ。あのときルカが旅に出なければグレイスランド大戦は起こらなかったし、三界が並存することもなかっただろう。


    『ヴィヴィが見つかったら、世界を変えられるよ』


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、おにいちゃんが変えるの』


    『約束して。ヴィヴィ・レインを見つけるって。この世界を、よくするって』


    　かつてのシルフィの願いが、風のなかに遠く響いた。


    　変えることはできたと思う。なにしろ三界が平らになったのだから、変え方としてはこのうえない。だが世界を良くするのはおれには無理だ。その夢はファニアに託して、おれは表舞台からこっそり消えよう。


    　ヴィヴィがゆっくり立ち上がり、ルカの傍かたわらに立って、遠くにかすむラランディアを見つめた。


    　シルフィが微ほほ笑えんでいるかのように、柔らかく温かい風がふたりの周囲でくるくる舞った。


    「シルフィとの約束、果たしたな」


    「あぁ。ここで旅は終わりだ」


    　短い言葉を交わして、ふたりはしばらく黙り込む。


    　言葉が出ない理由は、ふたりともわかっていた。


    　ヴィヴィが強がるように両手を空へ突き上げ、伸びをした。


    「さて……。貴様はこれからどうするのだ？」


    　なにげないふうを装って、片目をルカへ送る。


    　ルカは口をへの字に曲げて、後頭部を掻かく。


    「なんにも決めてねえなあ。ヒルデガルダには、ジュデッカに戻って部下になる、って言っちまったけど……」


    　ルシフェルを起動する際、起動に成功したらヒルデガルダの飼い犬になることを口約束した。


    　ヒルデガルダは約束を違たがえたなら追っ手をかける、と言っていたが。


    「気乗りしねえなあ。ミカエルもルシフェルも死んじまったし、おれが飼い犬になったってやることねえし」


    　ルカは顎あごの下を撫なでながらしばらく考え、うん、と力強くうなずいた。


    「あの約束は、破る」


    　今度はヴィヴィの口がへの字に曲がる。


    「いいのか？　追っ手が来るぞ？」


    「来るなら来いよ。追われるくらい、いつものことだ。おれ、逃げ足はえーし。だいたい、おれもう使い道ないんだし、そんな真ま面じ目めに追ってこねーよ、大丈夫大丈夫」


    　楽観的な台詞せりふを投げやりに紡つむぎ、ひとりでうなずく。ルシフェルは生命金属のエネルギーが尽き、もはや二度と動けない。ならばルカが戻っても意味はない。


    　ルカは胸を張り、今後のことを決めた。


    「うし！　とにかくどっかに行く！　目的地はなし！　風の吹くまま生きる！」


    　楽しそうにそう言って、ヴィヴィに尋ねる。


    「お前はどうする？　ジュデッカに家あるんだろ？」


    「あ、あぁ……。うん。家に帰ろうかな……」


    　ぽつりとそう言って、なんだか寂しそうな表情になる。


    　ルカも実はさっきから、同じ寂しさを感じている。


    　バウワウが寄ってきて、くーんと鳴きながらふたりの背中へ交互に鼻を押しつける。


    　ヴィヴィはバウワウを振り返り、顎あごの下を掻かく。


    「ふわふわだな……」


    　関係ないことをぽつりと呟つぶやき、黙って撫なでつづける。


    　寂しそうな背中を見ながら、ルカはふと、アステルと一緒にバレナスの滝を見物したときのことを思い出した。


    　アステルは「ジュデッカの壁」の直下をこわごわ見下ろしながら、こんなことを言った。


    『この崖って、果てはないの？』


    『それもわかんねえ。東にはウェイステッドランド、西には無限荒野。どっちも奥へ行けば行くほど文明が未発達になって、最後は誰もいなくなっちまう。これまで何百人も探検家が探索に出かけたけど、途中で逃げ戻るか、行ったまま戻らないか』


    『東西南北、全然なんにもわかんない世界』


    『そうだ。ふざけてっだろ』


    『ふざけてるね。納得いかない。よし、旅立とう。あんたとあたしとバウワウの三人で。世界の謎を解き明かしに、てきとーにどっかへ』


    　あのときは一蹴したアステルの願い。


    　けれどいまなら──アステルの希望を、叶えてやれる。


    　なんにもしてあげられなかったアステルのために、いま、できることがある。


    　ヴィヴィはルカに背をむけたまま、なにか言葉を待っているかのように、ひたすらバウワウのいろいろな箇所を掻きつづける。


    　華きや奢しやな背中に、なにげなさを装って声をかけた。


    「なんならお前、一緒に行くか？」


    　ぴたり。


    　バウワウを掻きむしっていた手が止まった。


    「なにい？　お前と一緒にい？」


    　振り返ったヴィヴィの顔は、ものすごく険しい表情の底に、抑えきれないうれしさが迸ほとばしっていて、これ以上ないほど変だった。


    「お断りだ！　誰がお前などと一緒に！　でもバウワウがいるし！　やれやれ、わかったお前と一緒に旅してやる！」


    　台詞せりふも怒っている口調の奥に喜びが隠しきれず、不自然なことこのうえない。


    　ルカは苦く笑いながら、片手を上げる。


    「……おう。ありがと」


    「ふん！　勘違いするなよ、わたしは乗り気じゃないのだからな！　なにしろいつ追っ手が来るかわからない危険な旅だ。お前が頼むから仕方なく同行してやる、ありがたく思え！」


    　ふんぞり返るヴィヴィにもう一回お礼を言って、ルカはシルフィの墓標に目を落とした。


    「……そんなわけだ、シルフィ。ヴィヴィと一緒に、また旅に出るよ。見守ってくれ」


    　別れを告げて、ヴィヴィと共にバウワウにまたがった。


    　手た綱づなを叩き、振り返らずにシルフィのもとを去った。


    



    　山を下りて平地へ出た。七月の濃い青が世界を塗り込めていた。どこまでも伸びやかな緑の平原のむこう、大きな入道雲が夏空に聳そびえていた。


    　ゆっくりとバウワウを歩ませながら、鞍くらの前へ腰かけたヴィヴィへ尋ねる。


    「さて、どこに行く？」


    「そうだな。まあ……エデンを見てみたいかな。せっかく地つづきだし」


    「お、いいな。エデン行ってみっか」


    　気ままに歩きながら大雑把に目的地を決め、ヴィヴィと共にラランディアから離れていく。


    　雄大な夏空を見上げ、照りつける日差しを顔に受けながら、おもむろにヴィヴィが尋ねる。


    「ところで、旅費はあるのか」


    「あるわけねーだろ、そんなもん」


    　ヴィヴィは驚いた表情でルカを振り向き、


    「カネがないのに旅に出るのか!?」


    「そんなもんだろ、旅って」


    「おかしいだろ！　食事や泊まる場所はどうする!?」


    「あー。ま、日雇い仕事で稼ぐのが普通だけど……あ、そうだ！」


    　ルカはなにかを思い出し、手を叩いた。


    「おれ、小銭貯めてリュート買うよ。で、お前、歌歌え」


    「……歌？　……あ……」


    　ヴィヴィはアステルの記憶にあった光景を思い出し、首を強く左右に振る。


    「わたしは歌えぬぞ！　あれはアステルだから歌えたのだ！　わたしが歌ったってカネにはならぬ！」


    「やってみなきゃわかんねーだろ。試しに歌ってみろ。もしかしたらもしかするかもしれねーし」


    「いいいいやだ！　絶対いやだ！」


    　怖気を振るうようにヴィヴィは激しく首を振る。確かに人前で歌っているヴィヴィは想像がつかないが、けれど、ルカはまたあの歌が聴きたくなった。


    「こっそり歌ってくれよ、あの歌。小さい声でいいから」


    「歌わぬ！　死んでも歌わぬ！」


    　ルカの求めを全力で拒絶しながら、しかしヴィヴィは、おのれの心のうちに小さな声を聞いていた。


    　──素直になろうよ。


    　──あんまり意地張ると、嫌われるよ。


    　ヴィヴィは目を見ひらき、その声に応こたえる。


    「わたしは素直だ！　意地など張っていない！」


    「……？」


    　ルカはヴィヴィの言葉に首を傾かしげる。しかしヴィヴィの胸のうちが鳴りやまない。


    　──このひとと一緒にいると、どきどきする。


    　──もっともっと、このひとのことが知りたい。


    　──そうでしょ？


    「ち、違う！　そんなことない！」


    「誰と喋しやべってんだお前。おら、さっさと歌え」


    「歌わないと言っているだろうが！　わ、我はミカエルの継承者！　トリガーを引くもの！」


    　──どんなに否定しても、心の奥からこみあげてくる。


    「わ、我が名はヴィヴィ・レイン！」


    　──いまは知らない感情を。


    「ワールド・トリガー！　ヴィヴィ・レイン！」


    　──これから知るんだよ。


    「なんなんだお前」


    　ルカとヴィヴィを乗せたバウワウは、北を目指して歩んでいく。


    　言い争う声が七月の空に何度も響き、ふたりのうしろ姿が平地の起き伏ふくへ呑のまれていく。


    　白い入道雲が天頂を目指し、高く、高く成長していき、ふたりのすがたが草原の彼方かなたへ消えて──。


    　どこからか、歌声が響いた。


    　高く澄んで、適度な倍音を含んだ伸びやかな声が、夏空を駆けていく。


    　明るくて屈くつ託たくのない、恋する少女の歌声だった。


    



    　そばにいるよ


    　みえなくて　さわれなくても


    　かぜのなかに


    　あおいそらに


    　わたしは　いるよ


    　こころは　つながってる


    　こころは　つづいてく


    　あなたと　いきていくよ


    　あなたと　わらってるよ


    



    　あなたに　こいしてるよ


    　あなたの　そばにいるよ
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    　後史


    



    　一八一八年


    　神聖リヴァノヴァ帝国、ルナ・シエラ共和国と合併。


    　新国家「グレイスランド連邦」建国。初代大統領ファニア・ガルメンディア。


    



    　一八四二年


    　三界統合政府発足。初代ＣＥＯファニア・ガルメンディア。


    　三界統一憲法公布。


    　三界統一法定通貨「ディドル」発足。


    



    　一八五六年


    「三界の母」ファニア・ガルメンディア、逝去。享年八十四。生涯独身であった。

  


  
    犬村小六


    Koroku Inumura


    



    完結です！　ご愛読ありがとうございました！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    やがて恋するヴィヴィ・レイン７
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